
ソフトウェアバージョン: 12.53

ユーザーズ・ガイド

HPE Business Process Testing

ドキュメントリリース日 : 2016年 5月 (英語版 ) |ソフトウェアリリース日 : 2016年 5月



ご注意

保証
Hewlett Packard Enterprise Development LP製品、またはサービスの保証は、当該製品、およびサービスに付随

する明示的な保証文によってのみ規定されるものとします。ここでの記載で追加保証を意図するものは一切ありませ

ん。ここに含まれる技術的、編集上の誤り、または欠如について、HPEはいかなる責任も負いません。

ここに記載する情報は、予告なしに変更されることがあります。

権利の制限
機密性のあるコンピューターソフトウェアです。これらを所有、使用、または複製するには、HPEからの有効な使用許

諾が必要です。商用コンピューターソフトウェア、コンピューターソフトウェアに関する文書類、および商用アイテムの技

術データは、FAR12.211および12.212の規定に従い、ベンダーの標準商用ライセンスに基づいて米国政府に使用

許諾が付与されます。

著作権について
© Copyright 2002 - 2016 Hewlett Packard Enterprise Development LP

商標について
Adobe™は、Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社)の登録商標です。

Microsoft®およびWindows®は、Microsoft Corporation の米国登録商標です。

Unix®は、The Open Groupの登録商標です。

Oracle および Java はOracle およびその関連会社の登録商標です。

ドキュメントの更新情報
このマニュアルの表紙には、以下の識別情報が記載されています。

l ソフトウェアバージョンの番号は、ソフトウェアのバージョンを示します。

l ドキュメントリリース日は、ドキュメントが更新されるたびに変更されます。

l ソフトウェアリリース日は、このバージョンのソフトウェアのリリース期日を表します。

更新状況、およびご使用のドキュメントが最新版かどうかは、次のサイトで確認できます。

https://softwaresupport.hpe.com

このサイトを利用するには、HPE Passportへの登録とサインインが必要です。HPE Passport IDの登録は、次のWeb
サイトから行なうことができます。https://softwaresupport.hpe.comにアクセスして［Register］をクリックしてください。

サポート
HPEソフトウェアサポートオンラインWebサイトを参照してください。https://softwaresupport.hpe.com

HPEソフトウェアが提供する製品、サービス、サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HPEソフトウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様のビジネスを管理するのに必要な対話型

の技術サポートツールに、素早く効率的にアクセスできます。HPソフトウェアサポートのWebサイトでは、次のようなこと

ができます。

ユーザーズ・ガイド

HP Business Process Testing (12.53) 2 / 372ページ

https://softwaresupport.hpe.com/
https://softwaresupport.hpe.com/
https://softwaresupport.hpe.com/


l 関心のあるナレッジドキュメントの検索

l サポートケースの登録とエンハンスメント要求のトラッキング

l ソフトウェアパッチのダウンロード

l サポート契約の管理

l HPEサポート窓口の検索

l 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

l 他のソフトウェアカスタマーとの意見交換

l ソフトウェアトレーニングの検索と登録

一部のサポートを除き、サポートのご利用には、HPE Passportユーザーとしてご登録の上、サインインしていただく必

要があります。また、多くのサポートのご利用には、サポート契約が必要です。HPE Passport IDを登録するには、次

のWebサイトにアクセスしてください。https://softwaresupport.hpe.comにアクセスして、 [Register]をクリックしてくださ

い。

アクセスレベルに関する詳細は、以下のWebサイトにアクセスしてください。

https://softwaresupport.hpe.com/web/softwaresupport/access-levels

HPEソフトウェアソリューション、統合、およびベストプラクティス
HPE Software Solutions Now (https://softwaresupport.hpe.com/group/softwaresupport/search-result/-
/facetsearch/document/KM01702710)サイトでは、HPEソフトウェアカタログに掲載のプロダクト間の連携や統合方

法の閲覧、情報の交換、ビジネスニーズを満たすソリューションの検索を行うことができます。

Cross Portfolio Best Practices Library (https://hpln.hpe.com/group/best-practices-hpsw)では、さまざまなベスト

プラクティスドキュメントや資料を閲覧できます。
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HP Business Process Testingユーザー
ズ・ガイド
HP Business Process Testingにようこそ。Business Process Testingは，HP
Application Lifecycle Management( ALM)内でコンポーネント・ベースのテスト・フレーム
ワークとして機能します。テスト・フレームワークを使用すると，企業にとって多くの利点が
あります。たとえば，手動テストと自動テストの両方の作成とメンテナンスを合理化した
り，ビジネス・プロセス全体のテストを最大限に効率化したりできます。

Business Process Testingは柔軟性に富んでいるため，プログラミング経験や非技術
分野の知識，業務の専門知識などのレベルが異なるさまざまな担当者が使用できま
す。このフレームワークは，エンタープライズのニーズに合わせてさまざまな実装が可能で
す。

本書では，ALMアプリケーションを使用して HP Business Process Testingを操作す
る方法について説明します。本ヘルプでは，いくつかの基本的な実装方法について説
明します。詳細については，次のBusiness Process Testing公式サイトを参照してくだ
さい。
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第1部 : Business Process Testingの基
礎
HP Business Process Testingにようこそ。Business Process Testingは，HP
Application Lifecycle Management( ALM)内でコンポーネント・ベースのテスト・フレーム
ワークとして機能します。テスト・フレームワークを使用すると，企業にとって多くの利点が
あります。たとえば，手動テストと自動テストの両方の作成とメンテナンスを合理化した
り，ビジネス・プロセス全体のテストを最大限に効率化したりできます。

Business Process Testingは柔軟性に富んでいるため，プログラミング経験や非技術
分野の知識，業務の専門知識などのレベルが異なるさまざまな担当者が使用できま
す。このフレームワークは，エンタープライズのニーズに合わせてさまざまな実装が可能で
す。

『HP Business Process Testingユーザーズ・ガイド』では，ALMアプリケーションを使用
して HP Business Process Testingを操作する方法について説明します。本ヘルプで
は，いくつかの基本的な実装方法について説明します。詳細については，Business
Process Testingの技術ホワイト・ペーパーを参照してください。その資料は，Business
Process Testing公式サイトの［Resources］にあります。

http://www8.hp.com/us/en/software-solutions/software.html?compURI=1174789
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第1章 : Business Process Testingの概要
本章の内容

• 概要 14
• 役割の識別 16
• 設計アプローチの選択 18
• 方法の選択 23
• コンポーネントの分類 29
• Business Process Testingの使用 31
• 他のHP製品との統合 32
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概要
本章では，Business Process Testingを紹介し，基本的な実装方法に関する情報
を提供し，Business Process Testingで作業するためのワークフローについて説明しま
す。

本章では，SAP 製品などのパッケージ・アプリケーションでコンポーネントの学習や変更
の検出を行うためのBPTパッケージ・アプリ・キットも紹介します。

注 :

l ユーザ・アクセス許可の設定の詳細については，『HP Application Lifecycle
Management管理者ガイド』を参照してください。

l BPTパッケージ・アプリ・キット のインストールとセットアップの詳細，およびユー

ザ・アクセス許可の設定の詳細については，『HP Application Lifecycle
Management管理者ガイド』を参照してください。

l ALMのエディション: Business Process Testingは，ALM Editionおよび

Quality Center Enterprise Editionで利用できます。 HP Business Process
Testingエディションとその機能の詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。使用しているHP
Business Process Testingのエディションを調べるには，ALM サイト管理者に

問い合わせてください。

機能テスト・アクティビティを最も効率よく管理するには，テスト・フレームワークを使用し
て一貫した方法で作業します。 Business Process Testingは，カスタマイズ可能なコ
ンポーネント・ベースのテスト・フレームを提供して，次の処理をサポートしています。

自動テストと手動テスト

l 各コンポーネントについて，手動と自動の両方のステップを作成できます。必要であれ
ば，それらのステップ間で同期を取ることもできます。

l 手動テストから自動テストに移行できます。

l キーワード GUI方法を使用して，コーディングを行わずにオートメーションを作成できま
す。この方法では，わかりやすいテスト・ドキュメントが自動的に生成されます。

コンポーネントの再利用とモジュール化

コンポーネントを再利用しモジュール化することで，テストの作成，メンテナンス，実行を
短時間で行い，コストを抑えることができます。

単純なアプリケーションと複雑なアプリケーションの両方を対象としたテストの作成

テスト対象のアプリケーションは，単純な HTMLベースのWebアプリケーションでも，

ユーザーズ・ガイド
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SAP，Oracleなどのパッケージ・アプリケーション，バックエンド・サービス，データベースを
必要とする複雑なビジネス・プロセスでもかまいません。

さまざまな担当者間のコラボレーション

テスト・フレームワークは柔軟性に優れており，手動テスト担当者，オートメーション・エン
ジニア，非技術分野の専門家などのさまざまな担当者のニーズを満たします。

Business Process Testingは，コンポーネントやテストの使用方法を説明するスクリーン
ショットなども含め，ドキュメントの作成に役立ちます。これにより，役割とスキル・セットの
異なるさまざまな担当者が，互いの資産を容易に共有できるようになります。

例 :

l テストを必要とするビジネス・プロセスを最も良く理解している非技術分野の専

門家が，プログラミングのバックグラウンドなしにビジネス・プロセス・テストを作成

できます。

l オートメーション・エンジニアは，オブジェクトの階層とアプリケーション固有の機

能を準備し，非技術分野の専門家がビジネス・プロセス・テストで使用する構

成ブロックとして，その階層と機能をパッケージにまとめることができます。

テスト・パーツの管理

テストの管理面には，コンポーネント・ドキュメント，バージョン管理，レポート処理，履
歴があります。その他に，プロジェクト内のテスト，フロー，コンポーネントに関する情報が
含まれるドキュメントを生成できます。

開発サイクルの初期段階でスクリプト不要の環境でテストを素早く簡単に設計

アプリケーションをテスト用に納品する前に，キーワードとコンポーネントを定義できるた
め，ソフトウェア開発ライフサイクルの早い段階でテストを設計できます。

自動テストの準備ができる前に，アプリケーションを手動でテストできます。これにより，ビ
ジネス・プロセス・テストが迅速に実装できるようになります。

HP のテスト管理ツールおよびテスト・ツール( ALM，HP Sprinter，UFT，HP
Service Test など)との統合

オートメーション・エンジニアは，使い慣れた環境で自分のテスト・ツールからBusiness
Process Testing機能に直接アクセスできます。

ALMユーザは，使い慣れた環境でビジネス・プロセス・テストを作成できます。
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役割の識別
Business Process Testingは，経験レベルと目的が異なるさまざまな担当者が使用
できます。

Business Process Testingで作業する場合，役割には柔軟性があります。(ユーザが
正しい権限を持っているという条件で)ユーザ・タイプ別に実行可能な Business
Process Testing タスクを制限する製品固有のルールはありません。

注 :アクセス許可の割り当ての詳細については，『HP Application Lifecycle
Management管理者ガイド』を参照してください。

次の表に，Business Process Testingで作業するときに使用可能なさまざまな役割を
示します。

役割 説明

非技術分野の

専門家

非技術分野の専門家は，テスト対象アプリケーションのロジックに
関する特定の知識を持ち，システム全体について上位レベルで理
解し，テスト対象のアプリケーションに欠かせない要素とタスクにつ
いて詳細に理解しています。非技術分野の専門家は，一般に
次の処理を実行します。

l テストするビジネス・プロセス・テストを決定する。

l 複数のプロセスに共通のアクティビティを識別する(多くのビジネ
ス・プロセス・テストまたはフローで使用されるログイン手順な
ど) 。

l ビジネス・コンポーネントと手動ステップを作成する。

l キーワード GUIの自動コンポーネント・ステップを定義する。

l フローおよびビジネス・プロセス・テストを作成する。
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役割 説明

オートメーション・

エンジニア(テス

ト・オートメーショ

ン・エキスパートと

も呼ばれます)

オートメーション・エンジニアは，UFTなどのテスト・ツールを使用し
た自動テストのエキスパートです。オートメーション・エンジニアが必
要になるのは，Business Process Testing フレームワークに自動
テストが含まれている場合のみです。

注 :オートメーション・エンジニアは，Business Process
Testingで直接作業することも，UFT内からBusiness
Process Testing機能にアクセスすることもできます。

オートメーション・エンジニアは，一般に次の処理を実行します。

l キーワード GUIの自動コンポーネント・ステップを定義する。

l 自動 GUIスクリプト・コンポーネントを定義する。

l 自動 APIスクリプト・コンポーネントを定義する。

l テスト機能に必要なリソースを準備する。

l アプリケーション領域：これは，ALMおよびその他のテスト・
ツール内で定義できます。

l 一般的なスクリプトを持つ関数ライブラリ：これは，一般的な
操作のキーワード GUIステップにカプセル化されます。

l 共有オブジェクト・リポジトリ：これは，テスト対象アプリケーショ
ン内のオブジェクトを表します。これらのオブジェクトを使用し
て，キーワード GUIオートメーションがあるビジネス・コンポーネ
ントでステップを作成できます。

オートメーション・エンジニアが，非技術分野の専門家向けのタス
クの一部を担当することもあります。

また，オートメーション・エンジニアは，テストツールでビジネス・コン
ポーネントを作成，デバッグ，変更することもできます。

品質保証テスト

担当者

品質保証テスト担当者は，一般に次の処理を実行します。

l 反復と設定のためのデータを定義する。

l テストを実行し，テストが適切に設計され，期待どおりに実行さ
れることを確認する。

l テスト結果をレビューする。
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役割 説明

テスト・アーキテク

ト

テスト・アーキテクトは，テスト・フレームワークの設計と実装を担当
します。テスト・アーキテクトは，一般に次の処理を実行します。

l 設計アプローチを決定する。

l コンポーネントを分類し，名前をつけ，整理し，使用する方法
を決定する。

l さまざまな ALMモジュールで Business Process Testingを使
用するための標準を設定する。

ALM 管理者 Business Process Testing とそのユーザを設定します。

設計アプローチの選択
Business Process Testingテスト・フレームワークは，ビジネス・プロセスをテスト環境に
組み込むために，特定の1つのモデルを強制することはしません。組織内の実際のワー
クフローは，プロジェクトごとに，またはアプリケーション開発ライフサイクルの段階ごとに異
なる可能性があります。

利用可能なアプローチは，次のとおりです。

l 「ボトムアップ・アプローチ」(18ページ)
l 「トップダウン・アプローチ」(19ページ)
l 「アジャイル開発を中心とするアプローチ」(22ページ)

注 :本ガイドの章は，ボトムアップ・アプローチに従って構成されています。

ボトムアップ・アプローチ

最初に下位レベルのコンポーネントを定義し，その定義済みコンポーネントに基づいてビ
ジネス・プロセス・テストを定義する方法は，ボトムアップ・アプローチと呼ばれます。このア
プローチは，特に次の場合に便利です。

l 回帰テストの場合

l 組織のビジネス・プロセスが明確に定義されている場合

l ユーザがBusiness Process Testingを初めて操作する場合
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ボトムアップ・アプローチには，以下の段階がこの順序で含まれます。

各段階の詳細については，「Business Process Testingの使用」(31ページ)を参照し
てください。

BPTパッケージ・アプリ・キットを使用した一般的なワークフローの例については，「BPT
パッケージ・アプリ・キット の使用」(37ページ)を参照してください。

トップダウン・アプローチ

トップダウン・アプローチは，システム全体について上位レベルで理解している非技術分
野の専門家の観点に基づきます。

トップダウン・アプローチでは，次の階層に基づいて，回帰テスト用のビジネス・プロセス・
テスト・エンティティを作成することが推奨されます。

l ビジネス・プロセス・テスト：この中にフローまたはビジネス・コンポーネントが含まれます。

l フロー：この中にビジネス・コンポーネントが含まれます。

l ビジネス・コンポーネント：この中に手動ステップやオートメーションが含まれます。
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トップダウン・アプローチには，以下の段階がこの順序で含まれます。
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トップダウン・アプローチは，次の設計段階に基づきます。

設計段階 説明

上位レベル設

計

ビジネス・プロセス・テストを作成し，さまざまなユースケースに必要な
テスト設定を決定します。

上位レベルの設計では，次の点に注意します。

l モジュール型の設計によりオートメーションを促進します。再利用
可能な小さいコンポーネントを使用するようにテストを設計しま
す。

l 再利用可能なコンポーネントを使用します(テストのメンテナンス
が容易になります) 。

l オートメーション・エンジニアは，スクリプト・コンポーネントを作成す
るための構造ではなく，自動化を促進する方法を作成するため
の構造として設計を使用できることに注意します。

設計段階のこの部分は，非技術分野の専門家とオートメーション・
エンジニアが一緒になって作業することがよくあります。たとえば，ビジ
ネス・プロセス・テストの作成とその設定は非技術分野の専門家が
実行し，自動コンポーネントの設計はオートメーション・エンジニアが
実行することがあります。

中位レベル設

計

次の作業が含まれます。

l フロー(論理的な順序で並んでいる実行可能なビジネス・コン
ポーネントのセット )の作成。フローは「複合コンポーネント」とみな
されます。

l ビジネス・コンポーネント (再利用可能なユニット )の作成。この段
階では，コンポーネントのシェルのみが作成されます。

l 必要に応じてより詳細なテスト・カバレッジの条件 (要件 )の指
定。

l ほかのALMエンティティへのリンク。

l パラメータ化とパラメータの昇格。

l ビジネス・プロセス・テストとフローへのビジネス・コンポーネントの追
加。

設計段階のこの部分は，通常，非技術分野の専門家によって実
行されますが，利用可能なリソースとスキルによっては，オートメー
ション・エンジニアと共同で実行されることもあります。
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設計段階 説明

下位レベル実

装

次の操作によるビジネス・コンポーネント・コンテンツの下位レベル実
装が含まれます。

l コンポーネント・ステップ(ビジネス・コンポーネントのコンテンツ)の作
成 (必要に応じて，自動ステップを含む)

l コンポーネントのグループ化

l 反復の設定 (ビジネス・プロセス・テスト，フロー，グループ，コン
ポーネントが対象 )

l パラメータのリンク

設計段階のこの部分は，非技術分野の専門家，オートメーション・
エンジニア，またはこの両者が共同で実行できます。

アジャイル開発を中心とするアプローチ

このアプローチは，テスト対象アプリケーションの機能を開発者がコード化するときに，
Business Process Testingの使用に基づいてスプリント期間のテストを提供します。コ
ンポーネントとテストは，開発と平行して作成され更新されます。

例 :

テスト対象のアプリケーションが Javaで実装されている場合，コンポーネントは，

ツールバーなど特定のグループのUI要素を表現するクラス別にグループ化できま

す。ボタンがツールバーに追加されるたびに，そのクラスを表現するコンポーネント

が更新されます。

このアプローチでは，次が促進されます。

l オートメーション：スプリントは短いため，できるだけ自動化することが重要です。

l コンポーネントの再利用：コンポーネントの再利用は，開発者が再利用のためにモ
ジュール型の実装を行うのと同じ方法で設計できます。
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次に，アジャイル開発を中心とするアプローチを示します。

方法の選択
Business Process Testingは柔軟性が高く，ビジネス・プロセスをテスト環境に組み込
むために，特定の1つのモデルを強制することはしません。組織内の実際のワークフロー
は，プロジェクトごとに，またはアプリケーション開発ライフサイクルの段階ごとに異なる可
能性があります。

本ガイドの章は，ボトムアップ方法に従って構成されています。

ボトムアップの方法

最初に下位レベルのコンポーネントを定義し，その定義済みコンポーネントに基づいてビ
ジネス・プロセス・テストを定義する方法は，ボトムアップ方法と呼ばれます。この方法
は，特に次の場合に便利です。

l 組織のビジネス・プロセスが明確に定義されている場合

l ユーザがBusiness Process Testingを初めて操作する場合
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ボトムアップの方法には，以下の段階がこの順序で含まれます。

段階 説明

コンポーネント

指定

コンポーネントを含むコンポーネント・ツリーを作成します。

基本的な詳細情報を追加してコンポーネント・シェルを作成しま
す。

手動実装または自動実装を追加してコンポーネントのコンテンツを
作成します。コンポーネント・コンテンツには，以下を含めることができ
ます。

l 手動コンポーネントの手動実装

l 自動コンポーネント用のオートメーション

l 手動実装とオートメーションの両方

コンポーネントの作成に関するタスクの詳細については，「ALMでの
ビジネス・コンポーネントの作成方法」(52ページ)を参照してくださ
い。
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段階 説明

テスト計画 テスト計画を作成し，ビジネス・プロセス・テストとフローを設計しま
す。

タスクの詳細については，「ビジネス・プロセス・テストおよびフローの計
画方法」(148ページ)を参照してください。

データ処理 実行時に各ビジネス・プロセス・テスト，フロー，コンポーネントが使用
するデータを設計します。

タスクの詳細については，「Business Process Testingでデータを処
理する方法」(249ページ)を参照してください。

テスト実行 プロジェクト内にビジネス・プロセス・テストのサブセットを作成して実
行します。

タスクの詳細については，「ビジネス・プロセス・テストとフローを手動で
実行する方法」(330ページ)および「自動ビジネス・プロセス・テストと
フローを実行する方法」(332ページ)を参照してください。

BPTパッケージ・アプリ・キットを使用した一般的なワークフローの例については，「BPT
パッケージ・アプリ・キット の使用」(37ページ)を参照してください。

トップダウン方法

トップダウン方法は，システム全体について上位レベルで理解している非技術分野の専
門家の観点に基づきます。

トップダウン方法では，次の階層に基づくビジネス・プロセス・テスト・エンティティの作成が
推奨されます。

l ビジネス・プロセス・テスト：この中にフローまたはビジネス・コンポーネントが含まれます。

l フロー：この中にビジネス・コンポーネントが含まれます。

l ビジネス・コンポーネント (手動または自動 ) ：この中にステップが含まれます。
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トップダウンの方法には，以下の段階がこの順序で含まれます。
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トップダウン方法は，次の設計段階に基づきます。

設計段階 説明

上位レベル設

計

ビジネス・プロセス・テスト用の構造の上位レベル設計と作成，必要
になるさまざまなユースケースをテストするためのテスト設定の決定が
含まれます。

上位レベルで設計を行う場合，次の方法で自動化を促進します。

l モジュール性を意識した設計をすること。自動テストで複数回呼
び出せる，より小さい再利用可能なコンポーネントを使用するよう
に，テストを設計します。

l 再利用可能なコンポーネントでテストを設計し，テストの容易性
を維持すること。

l オートメーション・エンジニアは，スクリプト・コンポーネントを作成す
るための構造ではなく，自動化を促進する方法を作成するため
の構造として設計を使用できることを理解したうえで設計をする
こと。

設計段階のこの部分は，非技術分野の専門家とオートメーション・
エンジニアが一緒になって作業することがよくあります。

ビジネス・プロセス・テストの構造の作成と必要なテスト設定の決定
は，通常，非技術分野の専門家によって実行されます。

中位レベル設

計

次の作業が含まれます。

l フロー(論理的な順序で並んでいる実行可能なビジネス・コン
ポーネントのセット )の作成。フローは「複合コンポーネント」とみな
されます。

l ビジネス・コンポーネント (ビジネス・プロセスの特定のタスクを実行
する再利用可能なユニット )の作成。この段階では，コンポーネン
トのシェルのみが作成されます。

l 必要に応じてより詳細なテスト・カバレッジの条件 (要件 )の指
定。

l ほかのALMエンティティへのリンク。

l ビジネス・プロセス・テストとフローへのビジネス・コンポーネントの追
加。

設計段階のこの部分は，通常，非技術分野の専門家によって実
行されますが，利用可能なリソースとスキルによっては，オートメー
ション・エンジニアと共同で実行されることもあります。
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設計段階 説明

下位レベル実

装

次の操作によるビジネス・コンポーネント・コンテンツの下位レベル実
装が含まれます。

l コンポーネント・ステップ(ビジネス・コンポーネントのコンテンツ)の作
成 (必要に応じて，自動ステップを含む)

l コンポーネントのグループ化

l 反復の設定 (ビジネス・プロセス・テスト，フロー，グループ，コン
ポーネントが対象 )

l パラメータ化

設計段階のこの部分は，非技術分野の専門家，オートメーション・
エンジニア，またはこの両者が共同で実行できます。

アジャイル方式

アジャイル方式は，テスト対象アプリケーションの機能を開発者がコード化するときに，
Business Process Testingの使用に基づいてスプリント期間のテストを提供します。

トップダウン方法では，次の基準に従ってビジネス・プロセス・テスト・エンティティを作成す
ることが推奨されます。

l コンポーネントは，スプリント期間に開発される機能またはUI 要素に対応して作成さ
れます。たとえば，開発者が，メニュー，ナビゲーション表示枠，主データ領域のある
新しいウィンドウを設計し，作成する場合，そのUI要素に対応する 3つのコンポーネ
ントを作成することになります。

l スプリントのビジネス・コンポーネントを含むテストとフローが保持されるので，スプリントの
終了時に，開発された機能を即座にテストできます。

ユーザーズ・ガイド
第1章 : Business Process Testingの概要

HP Business Process Testing (12.53) 28 / 372ページ



アジャイル方法には，次のスプリント別の段階が含まれます。

コンポーネントの分類
Business Process Testingはコンポーネント・ベースのテスト・フレームワークなので，テス
ト対象システムの操作は主にコンポーネントを通じて行われます。このフレームワークはコ
ンポーネントのデザインと再使用を容易にするように設計されているので，コンポーネント
を分類するために使用する方法によって，フレームワークによるテスト機能の管理の成
功が大きく左右されます。

コンポーネントを分類するには次のような方法があります。

l 「論理コンポーネント」(30ページ)
l 「アプリケーション・オブジェクト・コンポーネント」(30ページ)
l 「汎用コンポーネント」(30ページ)
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論理コンポーネント

論理コンポーネントは，組み合わせによって何らかのアプリケーション・ロジックを実行する
1つまたは複数のコントロールまたはAPI呼び出しのセットによる画面の一部の使用を
表現します。このカテゴリは，テスト対象アプリケーション内の特定のコンテキストに基づい
ています。

例 :

l Loginコンポーネントは，ログイン・プロセスを表します。このプロセスでは，ログイ

ン・ウィンドウが表示され，ユーザ名とパスワードを入力して［ログイン］ボタンをク

リックすることによりログインできます。

l Searchコンポーネントは，テスト対象アプリケーション内のエンティティの検索を

表します。検索する文字列を入力し，大文字小文字の区別と単語単位の

オプションを指定して，［検索］ボタンをクリックします。

アプリケーション・オブジェクト・コンポーネント

アプリケーション・オブジェクト・コンポーネントは，画面上のオブジェクトまたは 1つのAPI
の呼び出しを表します。

このカテゴリはテスト対象アプリケーション内のコンテキストとは通常は無関係で，さまざま
な状況で使用できます。粒度のレベルは，再使用が最も容易になるように決定しま
す。

例 :

l Buttonコンポーネントはボタン・オブジェクトを表します。

l Gridコンポーネントは表示枠またはウィンドウ内のグリッド・オブジェクトを表しま

す。

l Paneコンポーネントはウィンドウまたは画面内の表示枠を表します。

l Interrogateコンポーネントは，テスト対象アプリケーションのバックエンド・データ

ベースに対する問い合わせを表します。

汎用コンポーネント

汎用コンポーネントは，テスト対象アプリケーションのコンテキスト外のアクションを実行し
ます。さまざまなアプリケーションのテストに再使用できます。

例 :

l Launchコンポーネントは，ブラウザの起動を表します。
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注 : フローは，複合コンポーネントまたは小規模なビジネス・コンポーネント・テスト

とみなすことができます。フローは，特定のタスクを実行する固定シーケンスのコン

ポーネントのセットから構成されます。フローは他のコンポーネントと同様にテストに

含めることができますが，フローが実行された場合，Business Process Testing
はフローに含まれるコンポーネントを実行します。

Business Process Testingの使用
ビジネス・プロセス・テストを設計，実装するためのこのロードマップは，ボトムアップ・アプ
ローチを示しており，次の段階を含みます。

段階 説明

コンポーネント

指定

コンポーネントを含むコンポーネント・ツリーを作成します。

基本的な詳細情報を追加してコンポーネント・シェルを作成しま
す。

手動実装または自動実装を追加してコンポーネントのコンテンツを
作成します。コンポーネント・コンテンツには，以下を含めることができ
ます。

l 手動コンポーネントの手動実装

l 自動コンポーネント用のオートメーション

l 手動実装とオートメーションの両方

コンポーネントの作成に関するタスクの詳細については，「ALMでの
ビジネス・コンポーネントの作成方法」(52ページ)を参照してくださ
い。

データ処理 実行時に各ビジネス・プロセス・テスト，フロー，コンポーネントが使用
するデータを設計します。

タスクの詳細については，「Business Process Testingでデータを処
理する方法」(249ページ)を参照してください。

テスト計画 テスト計画を作成し，ビジネス・プロセス・テストとフローを設計しま
す。

タスクの詳細については，「ビジネス・プロセス・テストおよびフローの計
画方法」(148ページ)を参照してください。
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段階 説明

テスト実行 プロジェクト内にビジネス・プロセス・テストのサブセットを作成して実
行します。

タスクの詳細については，「ビジネス・プロセス・テストとフローを手動で
実行する方法」(330ページ)および「自動ビジネス・プロセス・テストと
フローを実行する方法」(332ページ)を参照してください。

BPTパッケージ・アプリ・キットを使用した一般的なワークフローの例については，「BPT
パッケージ・アプリ・キット の使用」(37ページ)を参照してください。

他のHP製品との統合
Business Process Testing と他のHP 製品の統合

製品 統合

HP Unified
Functional
Testing( UFT)

キーワード GUI，スクリプト GUI，API のオートメーション・タイプを使
用してビジネス・コンポーネントを自動化します。これらのコンポーネン
トは，UFTテスト・ツールを使用する自動テストに含めることができま
す。

HP Unified Functional Testing( UFT)は，以前はHP QuickTest
Professional とHP Service Testと呼ばれていた製品で構成され
ています。

l QuickTestの機能は，UFTではGUI テストと呼ばれます。

l Service Testの機能は，UFTではAPIテストと呼ばれます。

UFTでのBusiness Process Testingの使用の概要については，
「Unified Functional Testingの使用」(33ページ)を参照してくださ
い。

ヒント : Business Process Testing とUFTは緊密に統合さ

れており，Business Process Testingのほとんどの機能が

UFTから直接利用できます。
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製品 統合

HP Service
Test

APIテストを使用してビジネス・コンポーネントを自動化します。これ
らのコンポーネントは，Service Testテスト・ツールを使用する自動テ
ストに含めることができます。Service Testテスト・ツールは，Web
サービスなどのヘッドレス・アプリケーションをテストするための機能テス
ト・ツールです。

Service Testテスト・ツールは，Unified Functional Testing( UFT)
でも利用できます。

HP Sprinter Sprinterを使用して手動テストを実行します。Sprinterでは，手動
テスト・プロセスで使用すると便利な高機能ツールが提供されていま
す。

Sprinterの使用方法の概要については，「Sprinterの使用」(35
ページ)を参照してください。

BPTパッケー

ジ・アプリ・キッ

ト

BPTパッケージ・アプリ・キット によって，パッケージ化されたアプリケー
ションをテストできる別の機能がALMとBusiness Process Testing
に追加されます。この機能には，フローの学習や変更検出などの
機能が含まれます。

BPTパッケージ・アプリ・キット でのBusiness Process Testingの使
用の概要については，「BPTパッケージ・アプリ・キット の使用」(37
ページ)を参照してください。

Unified Functional Testingの使用

UFTテスト・ツールとBusiness Process Testingは，さまざまな方法で使用できます。

本項の内容

l 「主にUFTで作業するオートメーション・エンジニア」(33ページ)
l 「それぞれのツール( UFT とALM)で作業するユーザ」(34ページ)

主にUFT で作業するオートメーション・エンジニア

この例では，オートメーション・エンジニアが，自分の最も熟知するツールであるUFTか
ら，Business Process Testingの機能に簡単にアクセスできることを示します。
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それぞれのツール( UFT と ALM)で作業するユーザ

この例では，主にUFTで作業するオートメーション・エンジニアと，Business Process
Testingで作業する非技術分野の専門家のコラボレーションについて説明します。

Unified Functional Testing( UFT)を使用した一般的な Business Process Testing
のワークフローの例は次のとおりです。この例では，コンポーネントとキーワード GUIステッ
プで作業する場合に使用可能な 1つの方法を具体的に示します。

注 :組織内の実際のワークフローは，プロジェクトごとに，または製品開発ライフサ

イクルの段階ごとに異なる可能性があります。
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Sprinterの使用

HP Sprinterを使用して Business Process Testingから手動でテストを実行できます。

Sprinterのインストールおよび作業の詳細については，『HP Sprinter Readme』および
『HP Sprinterユーザーズ・ガイド』を参照してください。HP Application Lifecycle
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Managementの［アドイン］ページから入手できます。

本項の内容： 

l 「Sprinterの一般的な利点」(36ページ)
l 「Sprinterの利点 ( Business Process Testingを使用する場合 ) 」(36ページ)
l 「Sprinterの制限事項 ( Business Process Testingを使用する場合 ) 」(36ページ)

Sprinterの一般的な利点

SprinterとBusiness Process Testingの2つはALMと完全に統合されるため，次の
Sprinter機能をすべて活用できます。

l 画面キャプチャを作成して注釈をつける

l テスト実行のムービーを撮影する

l テスト・アプリケーション上でマクロを記録して実行する

l アプリケーションのフィールドに自動的にデータを入力する

l 送信する不具合に，ステップまたはユーザ操作のリストを自動的に含める

l ユーザ操作を複数のマシンに異なる構成で複製する

これらの機能は，すべて手動ビジネス・プロセス・テストの流れを中断せずに使用できま
す。

Sprinterの利点( Business Process Testing を使用する場合)
Business Process Testingの手動テストを Sprinterで実行すると，さらに次の利点が
あります。

l ステップ情報の表示，ステップのナビゲート，ステップ情報の変更が可能です。

l テスト階層が，コンポーネントと反復も含めて表示されます。

l ステップのパラメータを表示し，編集できます。

l ビジネス・プロセス・テスト内で前のコンポーネントに戻ったり，次のコンポーネントに進ん
だりすることができます。

l 手動コンポーネントを Sprinterで直接作成 (オーサリング)できます。

注 : Sprinterからの手動コンポーネントの作成をサポートするALMとSprinter
のバージョンのリストについては，『ALM新機能』を参照してください。

Sprinterの制限事項( Business Process Testing を使用する場合)
l ほかのALMテストと異なり，ビジネス・プロセス・テストのステップはエクスポート，印刷，
電子メール送信することができません。
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BPTパッケージ・アプリ・キット の使用

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

BPTパッケージ・アプリ・キット によって，パッケージ化されたアプリケーションをテストできる
別の機能がALMとBusiness Process Testingに追加されます。この機能には，フ
ローやビジネス・プロセス・テストの学習や変更検出などの機能が含まれます。

本項の内容： 

l 「前提条件」(37ページ)
l 「利点」(37ページ)
l 「ロードマップ」(38ページ)

前提条件

BPTパッケージ・アプリ・キットを使用するには，次の事項を考慮してください。

l クライアント・マシンに，Unified Functional Testing とそのSAP アドインおよび ALMプ
ラグインがインストールされていることを確認します。

l BPTパッケージ・アプリ・キットを ALMカスタマイズで有効にします。

BPTパッケージ・アプリ・キットの有効化の詳細については，『HP Application
Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してください。

注 : BPTパッケージ・アプリ・キットを使用するときは，ALMのインスタンスを 1つの

み開いて作業することをお勧めします。 ALMの複数のインスタンスを複数のブラ

ウザやタブで開かないでください。

利点

BPTパッケージ・アプリ・キットには次の利点があります。

l BPTパッケージ・アプリ・キットは，アプリケーションで実行するアクションを学習し，コン
ポーネントが含まれるフローまたはビジネス・プロセス・テストを，アプリケーション内の画
面とトランザクションに基づいて自動的に生成できます。新規コンポーネントを作成す
る代わりに，学習したコンポーネントを再利用することも可能です。

l BPTパッケージ・アプリ・キットでは，変更検出モードを使用して，テストとフローをアプ
リケーション上で実行できます。これにより，テストやフローが作成されて以降，アプリ
ケーションにどのような変更があったか特定できます。

サポートされるBPTパッケージ・アプリ・キット・アプリケーションの詳細については「BPT
パッケージ・アプリ・キット・アプリケーション固有の情報の概要」(362ページ)を参照してく
ださい。
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BPTパッケージ・アプリ・キットの有効化の詳細については，『HP Application Lifecycle
Management管理者ガイド』を参照してください。

ロードマップ

BPTパッケージ・アプリ・キットによるロードマップには，次のような追加段階があります。

注 :組織内の実際のワークフローは，プロジェクトごとに，またはアプリケーション開

発ライフサイクルの段階ごとに異なる可能性があります。このワークフロー内のす

べての段階は，非技術分野の専門家が，オートメーション・エキスパートの関与

なしで実行できます。

段階 説明

フローおよびビ

ジネス・プロセ

ス・テストの作

成

テスト計画モジュールでフローとビジネス・プロセス・テストを作成しま
す。タスクの詳細については，「ビジネス・プロセス・テストおよびフロー
の作成方法」(152ページ)を参照してください。
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段階 説明

コンポーネント

の学習

BPTパッケージ・アプリ・キットでは，パッケージ化されたアプリケーショ
ンをナビゲートしているときに，トランザクションを構成するステップを学
習できます。BPTパッケージ・アプリ・キットは，アプリケーション内の
画面とトランザクションに対応する自動ビジネス・コンポーネントを作
成し，実行された操作に基づいて自動コンポーネント・ステップを作
成します。次に，これらのコンポーネントがフローまたはビジネス・プロ
セス・テストに追加されます。学習プロセス中には，チェックポイントと
出力値を挿入できます。

タスクの詳細については，「フローとビジネス・プロセス・テストの学習
方法」(195ページ)を参照してください。

学習したフロー

からのテストの

構築

学習したビジネス・プロセス・テスト以外にも，学習プロセスで作成さ
れたフローからビジネス・プロセス・テストを作成することもできます。さ
らに，ほかのフローおよびビジネス・プロセス・テストも，手動と自動の
両方のステップとともに含めることができます。

タスクの詳細については，「ビジネス・プロセス・テストおよびフローの
作成方法」(152ページ)を参照してください。

実行条件の定

義

実行条件を使用して，コンポーネントまたはフローの実行，次のコン
ポーネントまでスキップして続行，実行を終了のいずれを実行するか
指定できます。その決定は，パラメータの値と実行条件の定義に
基づいて行われます。

タスクの詳細については，「実行条件の設定方法」(219ページ)を
参照してください。

標準モードで

のテストの実行

学習されたコンポーネントとフローが含まれるビジネス・プロセス・テス
トを，通常のビジネス・プロセス・テストと同じように実行します。

タスクの詳細については，「ビジネス・プロセス・テストとフローを手動
で実行する方法」(330ページ)を参照してください。

変更検出モー

ドでのテストの

実行

自動的に学習されたフローがテストに含まれる場合や，テスト自体
が自動的に学習された場合は，そのテストを変更検出モードで実
行できます。BPTパッケージ・アプリ・キットは，フローやテストが学習
されて以降，パッケージ化されたアプリケーション内の要素に変更が
あったかどうかをチェックします。これにより，その変更を反映するよう
に，後でフローとテストを更新できます。

タスクの詳細については，「変更検出モードでのテストの実行方法」
(350ページ)を参照してください。
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段階 説明

変更の解決 変更検出モードでのテストまたはフローの実行が完了すると，レポー
トを表示して，各テスト，フロー，ビジネス・コンポーネント，テスト内
のコンポーネント・ステップのステータスの詳細を確認できます。このレ
ポートには，ステップ内で使用されたオブジェクトがアプリケーション内
で変更されたかどうかも示されます。テストの実行中に変更が検出
された場合，その変更をUFT とALMで確認できます。

古いステップをコンポーネントから削除する，不具合をレポートするな
ど，これらを解決するためのさまざまなオプションが用意されていま
す。

変更を解決し，フローとテストを更新したら，テスト・サイクルを追加
で実行して，アプリケーションをさらにテストできます。

タスクの詳細については，「検出した変更を表示し解決する方法」
(352ページ)を参照してください。
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第2章 :ビジネス・コンポーネントの紹介
本章の内容

• ビジネス・コンポーネントの概要 44
• 手動コンテンツを含むコンポーネント 46
• 自動コンテンツを含むコンポーネント 46
• ALMでのビジネス・コンポーネントの作成方法 52
• ビジネス・コンポーネントのユーザ・インタフェース 56
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ビジネス・コンポーネントの概要
ビジネス・コンポーネント・モジュールでは，HP Application Lifecycle Management
( ALM)でビジネス・コンポーネントを作成，定義，変更，管理できます。これらのコン
ポーネントは，Business Process Testingの基礎となり，ビジネス・プロセス・テストとフ
ローに組み込まれます。

ビジネス・コンポーネントは，次の処理を行う再利用可能なユニットです。

l ビジネス・プロセス内の特定のタスクの実行

l タスクの前後でのアプリケーションの条件または状態の記述

例 :ビジネス・コンポーネント

ビジネス・コン

ポーネント名 タスク

アプリケーション

の状態 (前 )
アプリケーションの状態

(後 )

Login 銀行員による
銀行アプリケー
ションへのログ
イン

<なし> アプリケーションが起動さ
れ，メイン・ホーム・ページ
が表示される。

SearchLoan 銀行員による
既存の融資の
検索

銀行員がログ
インし，メイン・
ホーム・ページ
が表示され
る。

融資の詳細のメイン・ペー
ジまたは融資が見つから
ないことを示すページがア
プリケーションに表示され
る。

ビジネス・コンポーネントは次の要素で構成されます。

l シェル(コンポーネントの名前やステータスなどの一般情報 ) ：コンポーネントの作成およ
びシェルの提供に関するタスクの詳細については，「ALMでのビジネス・コンポーネント
の作成方法」(52ページ)を参照してください。

l コンテンツ(ステップまたはスクリプト ) ：コンポーネントの手動ステップやオートメーションな
どの下位レベルの詳細情報。コンテンツでは，アプリケーションでビジネス・プロセス・タ
スクを実行するための詳細な手順を指定します。コンポーネントのコンテンツは，コン
ポーネントの手動実装またはオートメーションのどちらを作成するかに応じて，手動，
自動，またはその両方になります。

l 手動コンポーネントの作成の詳細については，「手動実装の使用方法」(91ペー
ジ)を参照してください。

l 自動コンポーネントの作成に関するタスクの詳細については，「キーワード GUI オー
トメーションの使用方法」(106ページ)および「スクリプト GUIおよび APIオートメー
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ションの使用方法」(134ページ)を参照してください。

例 : コンテンツ

ステップ 説明 期待される結果

1 アプリケーションを開
きます。

アプリケーションが起動され，ログ
イン・ページが表示される。

2 ユーザ名を入力しま
す。

カーソルがパスワード・フィールド
に移動する。

3 パスワードを入力し
ます。

パスワードがアスタリスクで表示さ
れる。

4 Webページで［送
信］をクリックします。

アプリケーションのメイン・ページが
表示される。

コンポーネントは，複数のビジネス・プロセス・テストおよびフローで使用することができま
す。コンポーネントまたはそのコンテンツを変更すると，そのコンポーネントを含むすべてのビ
ジネス・プロセス・テストに変更が反映されます。

実行条件を使用すると，テストまたはフローの初期段階に基づいてコンポーネントを選
択的に実行できるようになります。タスクの詳細については，「実行条件の設定方法」
(219ページ)を参照してください。

BPTパッケージ・アプリ・キットは，フローまたはテストを学習すると，ユーザがアプリケーショ
ン内で移動する画面やタブごとに新規ビジネス・コンポーネントを作成します。BPTパッ
ケージ・アプリ・キットでは，フローまたはテストに新規コンポーネントを作成する代わりに，
学習したコンポーネントを識別して再利用することも可能です。学習に関するタスクの
詳細については，「フローとビジネス・プロセス・テストの学習方法」(195ページ)を参照し
てください。

ヒント : Business Process Testing フレームワーク・コンポーネント・メトリックスのグ

ラフを作成する方法のサンプルについては，HP ソフトウェアのセルフ・ソルブ技術

情報の記事 KM01998159を参照してください。
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手動コンテンツを含むコンポーネント
手動ステップと期待される結果の形でビジネス・コンポーネントの手動コンテンツを作成ま
たは変更するには，ビジネス・コンポーネント・モジュールの［手動実装］タブを使用しま
す。

手動ステップは，ビジネス・プロセス・テストまたはフロー内のコンポーネントを実行するとき
に，アプリケーションで実行する必要のある操作を表します。各ステップは，ステップ名，
アプリケーション上で実行する手順の説明，そのステップの実行に関する期待される結
果 (存在する場合 )から構成されます。ALMで手動コンポーネントを使用してビジネス・
プロセス・テストまたはフローを実行すると，手動コンポーネントで定義されたステップが実
行されます。

タスクの詳細については，「手動実装の使用方法」(91ページ)を参照してください。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「手動実装のユーザ・インタフェース」(92ペー
ジ)を参照してください。

自動コンテンツを含むコンポーネント
ビジネス・コンポーネント・モジュールの［オートメーション］タブを使用して，次のいずれかの
方法で自動ビジネス・コンポーネント・コンテンツを作成または変更します。

l UFT(スクリプト GUIまたはAPI のオートメーション)または LeanFTなどのテスト・ツー
ルで実装されるスクリプト

l キーワード方式のステップと期待される結果 (キーワード GUI オートメーション)
ステップは，ビジネス・プロセス・テストまたはフローでコンポーネントを実行時にアプリ
ケーション内で手動で実行する必要がある操作を表しています。各ステップは，項目
(アプリケーションまたは操作内のオブジェクト )と操作から構成されています。利用可
能な項目と操作は，オートメーション・エンジニアがオブジェクト・リポジトリと関数ライブ
ラリで定義します。これらのオブジェクトと操作は，ALMに保存され，非技術分野の
専門家によってステップに挿入できるようになります。

注 :本ガイドのほとんどの情報，例，画像は，キーワード GUIの自動コンポーネン

トでの作業に焦点を当てています。ただし，これらの情報の大半はスクリプト・コン

ポーネント (スクリプト GUI またはAPI)にも適用されます。

オートマティック・ランナーを使用してALMでビジネス・プロセス・テストまたはフローを実行
する場合，自動コンポーネントで定義されたステップまたはスクリプトが実行されます。

本項の内容

l 「オートメーションの段階」(47ページ)
l 「オートメーション・タイプ」(47ページ)
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オートメーションの段階

自動コンポーネントの作成は，次の段階で構成されます。

段階 説明

オートメーショ

ン・タイプの選

択

オートメーション・タイプの選択時に，コンポーネントのオートメーション
を作成します。この段階が終わると，UFTなどの対応するテスト・
ツールでコンポーネントにアクセスできます。

ALM内で自動コンポーネントを作成するのは，通常，非技術分野
の専門家です。

コンテンツ・オー

トメーションの

準備

コンポーネント・コンテンツのオートメーションを準備します(たとえば，
アプリケーション領域の選択などを行います) 。

ALM内で自動コンポーネントを準備するのは，通常，非技術分野
の専門家です。

アプリケーション領域の作成の概念の詳細については，「アプリケー
ション領域の概要」(48ページ)を参照してください。

コンテンツ・オー

トメーション

ステップを作成します。このステップは，テスト・ツールを使用してコン
ポーネントを実行するときに自動的に実行される操作を表します。

この段階の後，ステップは完全に自動化され，自動コンポーネント
は一時停止せずにオートマティック・ランナーで実行できます。

ALM内でのステップの自動化は，通常，非技術分野の専門家と
オートメーション・エンジニアの共同で実行されます。

オートメーション・タイプ

Business Process Testingには，次のオートメーション・タイプがあります。

オートメーショ

ン・タイプ 説明
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キーワード GUI 
オートメーション

ALM内からキーワード・ビューでキーワード GUI の自動ステップを作
成，変更できます。

タスクの詳細については，「キーワード GUI オートメーションの使用方
法」(106ページ)を参照してください。

注 : ALMのキーワード・ビューには，UFTのビジネス・コンポー

ネント・キーワード・ビューと類似の機能が備わっています。

UFTの機能の詳細については，『HP Unified Functional
Testingユーザーズ・ガイド』を参照してください。

スクリプト GUI 
オートメーション

UFT を起動して，スクリプト GUI とAPI の自動ステップを表示，変
更できます。タスクの詳細については，「スクリプト GUIおよび API
オートメーションの使用方法」(134ページ)を参照してください。

API オートメー

ション

UFTまたはHP Service Testを起動して，API の自動ステップを表
示，変更できます。タスクの詳細については，「スクリプト GUIおよび
APIオートメーションの使用方法」(134ページ)を参照してください。

注 : APIスクリプト・オートメーションは，HP 11.10以降でサ

ポートされます。詳細については，『HP Service Test User
Guide』または『HP Unified Functional Testingユーザーズ・

ガイド』のAPIテストについての情報を参照してください。

LeanFT オート

メーション

LeanFT オートメーション実装を表示および変更できます。タスクの
詳細については，「LeanFT オートメーションの使用方法」(139ペー
ジ)を参照してください。

アプリケーション領域の概要

アプリケーション領域には，コンテンツを自動化するのに必要なすべての設定およびリ
ソースがあります。これらの中には，次のようなものがあります。

l オートメーション・エンジニアは， のRegisterUserFuncユーティリティ・ステートメントを
使用してアプリケーション内のこれらのオブジェクトの動作を変更できます。詳細につい
ては，「Object Model Reference」を参照してください。

注 :オートメーション・エンジニアは，UFTのRegisterUserFuncユーティリティ・ス

テートメントを使用してアプリケーション内のこれらのオブジェクトの動作を変更

できます。詳細については，「Unified Functional Testing Object Model
Reference」を参照してください。
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l ユーザ定義操作 (キーワード GUI) ：関数ライブラリに格納されています。

l エラーと予期しないイベントから回復するための特別な操作：回復シナリオに格納さ
れています。

それぞれがアプリケーション内の異なる領域または側面を表す，複数のアプリケーション
領域を作成できます。ビジネス・コンポーネントの基盤となる正しいアプリケーション領域
を選択することが重要です。各アプリケーション領域には，正しい選択を行えるように詳
細な説明が必要です。

基本的なアプリケーション領域は，ALMテスト・リソース・モジュールの標準設定のテンプ
レートに基づいて作成できます。(詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。)ただし，アプリケーション領域の
ほとんどの機能は，非技術分野の専門家によって UFTで提供されます。

ビジネス・コンポーネントを作成し，関連付けるアプリケーション領域を選択すると，現在
のアプリケーション領域で定義されている設定とリソースがコンポーネントに組み込まれま
す。このため，後で UFT内でアプリケーション領域に加えられる変更は， コンポーネント
に直接適用されます。

アプリケーション領域を構成する共有オブジェクト・リポジトリ，関数ライブラリ，シナリオ・
ファイルは，ALMに格納される実際のリポジトリとファイルへのリンクとなります。格納され
ているリポジトリとファイルに加えられる変更は，それらを参照しているすべてのコンポーネ
ントに反映されるため，それらの変更に伴うアプリケーション領域の更新は必要はありま
せん。

ビジネス・コンポーネントに関連付けられているアプリケーション領域は削除できません。

本項の内容

l 「アプリケーション領域の作成者」(49ページ)
l 「BPT Resources フォルダ」(50ページ)
l 「その他のリソース」(51ページ)

アプリケーション領域の作成者

アプリケーション領域を作成できるのは，次のユーザです。

l UFTでは，オートメーション・エンジニア。UFTでのアプリケーション領域の使用と作成
の詳細については，『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』を参照して
ください。APIでのアプリケーション領域の使用と作成の詳細については，『HP
Service Test User Guide』または『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイ
ド』のAPIテストについての情報を参照してください。

l ALMのテスト・リソース・モジュールでは，非技術分野の専門家またはオートメーショ
ン・エンジニアのいずれか。ALMで作成されるアプリケーション領域エンティティは，標
準設定のリソースを使用して自動化用の構造を提供します。

アプリケーション領域がまだ作成されていないか，完全に定義されていない場合でも，
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自動コンポーネントの作成を開始できます。自動コンポーネントを作成するには，アプリ
ケーション領域が利用可能になったときに作成する必要があるステップを記述したコメン
トを追加します。ただし，アプリケーション領域がまだ作成されていない場合，キーワード
GUIのステップをコンポーネントに追加することはできません。

BPT Resources フォルダ

テスト・リソース・モジュールでは，HP Application Lifecycle Managementの［アドイン］
ページ( ［ヘルプ］＞［アドイン］)から利用できる，Business Process Testing用の
Unified Functional Testing Add-inによってプロジェクトのビジネス・コンポーネント・リソー
スが自動的に作成されます。

作成されたリソースは，BPT Resourcesフォルダに格納されます。自動作成は次の場
合に実行されます。

l 新しいプロジェクトでビジネス・コンポーネント・モジュールの［オートメーション］タブを最
初にクリックした場合

l UFTの自動コンポーネントを最初に作成した場合

l UFTからALMに最初に接続した場合

ビジネス・プロセス・テストまたはフローが適切に動作するには，BPT Resourcesフォルダ
とサブフォルダの名前の変更や削除は行わないようにしてください。

注 : Quality Centerの以前のバージョンでは，BPT Resourcesフォルダはテスト計

画モジュール内に作成されました。Quality Centerバージョン 9.2からのアップグ

レード時，テスト計画モジュール内に存在するBPT Resourcesフォルダは

QuickTest Asset Upgrade Tool for Quality Centerを使用してテスト・リソース・

モジュールに移動する必要があります。

BPT Resourcesフォルダには，プロジェクトのビジネス・コンポーネントで利用可能なすべ
てのUFT リソースが含まれます。また，次のサブフォルダがあります。

フォルダ リソースの説明

アプリケーション

領域

特定のアプリケーションまたはアプリケーションの一部に対する自動コ
ンテンツを作成するのに必要なすべての設定およびリソースが含まれ
ています。アプリケーション領域には，通常，次に示すフォルダに格
納されているすべての項目が含まれています。
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フォルダ リソースの説明

関数ライブラリ UFT プロジェクト内のビジネス・コンポーネントで利用可能なすべて
の関数ライブラリが含まれています。関数ライブラリには，コンポーネ
ント ( VBScript関数やサブルーチンなど)用のカスタマイズされた操
作 (キーワード GUI)があります。

ライブラリ・フォルダには，ステップの作成時に使用できる操作を含む
標準設定の関数ライブラリが含まれています。オートメーション・エン
ジニアは，このフォルダに追加の関数ライブラリを格納できます。

オブジェクト・リ

ポジトリ

UFT プロジェクト内のコンポーネントで利用可能なすべての共有オ
ブジェクト・リポジトリ・ファイルが含まれています。オブジェクト・リポジ
トリ・ファイルは，コンポーネントのステップで使用できるテスト・オブジェ
クトを定義します。

回復シナリオ UFT プロジェクト内のコンポーネントで利用可能なすべての回復シ
ナリオ・ファイルが含まれています。回復シナリオは，コンポーネント実
行中のエラーと予期しないイベントから回復するための特別な操作
を定義します。標準設定では，回復シナリオ・フォルダには，Web環
境で使用できる回復シナリオ・ファイルであるDefaultWeb.qrsファイ
ルが含まれています。

その他のリソース

本項では，UFTキーワード GUI メソッドを使用して自動化する場合に利用可能なオブ
ジェクトに影響を与える追加リソースについて説明します。

関連付けられているアドイン

ビジネス・コンポーネントに関連付けられているUnified Functional Testingアドインの特
定のセットによって，UFTが認識し，そのビジネス・コンポーネントを使用してテストできる
オブジェクトのタイプが決まります。各アドインは開発環境に関連付けられています。たと
えば，UFTには，Web，ActiveX，Visual Basicの各環境でテストするための組み込み
アドインが含まれています。SAP Solutions，Java，Oracle，Siebel，ターミナル・エミュ
レータなどのテスト環境用には，追加のUnified Functional Testingアドインを利用で
きます。

アプリケーション・リスト

UFTは，コンポーネントに指定された一連のWindowsベースのアプリケーションでのみコ
ンポーネントを実行します。適切な Unified Functional Testingアドインがロードされて
いる他の任意の環境のアプリケーションでも実行できます。
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ALMでのビジネス・コンポーネントの作成方法
このタスクでは，ALMでビジネス・コンポーネント，ビジネス・コンポーネントのシェル，ビジネ
ス・コンポーネントのコンテンツ(手動実装またはオートメーション)を作成する方法につい
て説明します。

注 :

l このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「Business
Process Testingの使用」(31ページ)を参照してください。

l 製品の機能紹介ムービー：Business Process Testingに関する基本事項に

ついて説明するムービーを表示するには，ALMのメイン・ウィンドウで［ヘルプ］

＞［ムービー］を選択します。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」(52ページ)
l 「コンポーネント・ツリーの作成」(53ページ)
l 「コンポーネント・シェルの作成」(53ページ)
l 「コンポーネント・シェルの更新」(54ページ)
l 「コンポーネント・コンテンツの作成」(54ページ)
l 「コンポーネントのコンテンツの同期化 -オプション」(55ページ)
l 「コンポーネント要求の処理 -オプション」(55ページ)
l 「手動テストの変換 -オプション」(55ページ)
l 「記録によるコンポーネントの作成 -オプション」(55ページ)
l 「SAP などのパッケージ化されたアプリケーションの学習によるコンポーネントの作成 -
オプション」(56ページ)

l 「HP Sprinterを使用したコンポーネントの作成 -オプション」(56ページ)
l 「コンポーネントの分析」(56ページ)

1. 前提条件

l ビジネス・プロセス仕様，マーケティングやビジネスの要件ドキュメント，関係者の
目標などの情報を収集することで，コンポーネントのスコープを決定します。
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例 :

いくつか疑問になりそうなものを，次に示します。

o ビジネスの視点から捉えたアプリケーションの主な用途と方向性。

o ビジネスおよびテストの優先度。これらの優先度をビジネス・コンポーネ

ントして表現する方法。

o 必要な再利用の量。これは，アプリケーション・テストをテスト，フロー，

グループ，コンポーネントに分割する場合の判断に役立ちます。

o 自動テスト，手動テスト，またはその両方の選択。

l コンポーネントの作成時に，標準設定で，Business Process Testingで手動ス
テップの作成用のコンポーネントを用意するかどうかを決定します。詳細について
は，『HP Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してくださ
い。

2. コンポーネント・ツリーの作成

ALMのほかのツリーと同様に，コンポーネント・ツリーを作成することによってビジネス・
コンポーネントの階層形式の枠組みを定義します。ユーザ・インタフェースの詳細に
ついては，「ビジネス・コンポーネント・モジュール・ウィンドウ」(57ページ)を参照してく
ださい。

3. コンポーネント・シェルの作成

ビジネス・コンポーネントのシェルを定義します。ユーザ・インタフェースの詳細について
は，「［新規コンポーネント］/［コンポーネント詳細］ダイアログ・ボックス」(80ページ)を
参照してください。

ヒント :次の方法によってもコンポーネントを作成できます。

l UFTなどのほかのテスト・ツールを使用します。『HP Unified Functional
Testingユーザーズ・ガイド』またはテスト・ツールの関連ガイドを参照してく

ださい。

l 既存の手動 ALMテストをコンポーネントに変換します(ビジネス・プロセス・

テストは変換できません) 。タスクの詳細については，「手動テストの変換 -
オプション」(55ページ)を参照してください。

l BPTパッケージ・アプリ・キットを使用して，フローを学習しているとき。ユー

ザ・インタフェースの詳細については，「フローの学習プロセスのユーザ・イン

タフェース」(202ページ)を参照してください。

l ほかのプロジェクトからコンポーネントをコピーします。ユーザ・インタフェース

の詳細については，「［ターゲット プロジェクトにコンポーネント /コンポーネント
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フォルダを貼り付け］ダイアログ・ボックス」(84ページ)を参照してください。

l コンポーネント要求を処理します。タスクの詳細については，「コンポーネン

ト要求の処理 -オプション」(55ページ)を参照してください。

コンポーネントは，コンポーネント・ツリーに手動コンポーネント アイコンとして追加さ
れます。コンポーネントには，［Under Development］のステータスが割り当てられま
す。

ヒント :標準設定では，手動ステップを追加するために手動実装が必要であ

ると仮定してコンポーネントが作成されます。手動実装を用意せずにコン

ポーネントを作成する場合は，この標準設定を変更できます。この場合は，

空のコンポーネントが作成されます。詳細については，『HP Application
Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してください。

4. コンポーネント・シェルの更新

各コンポーネントごとに，それぞれのコンテンツと実装要件を更新できます(詳細，
手動ステップ，オートメーション，添付ファイル，パラメータ，依存関係，履歴 ) 。
コンポーネントを右クリックして［コンポーネントの詳細］を選択します。［コンポーネント
の詳細］ダイアログ・ボックスが開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，
「［新規コンポーネント］/［コンポーネント詳細］ダイアログ・ボックス」(80ページ)を参
照してください。

5. コンポーネント・コンテンツの作成

コンテンツを手動，自動，またはその両方のいずれにするかを決定します。

自動コンポーネントでは，オートメーション・テスト・ツール( UFTや LeanFTなど)とメ
ソッド (スクリプト GUI，キーワード GUI，API)を決定します。

ヒント : 「方法の選択」(23ページ)のガイドラインを確認してください。

l コンポーネントのコンテンツへの手動ステップの追加の詳細については，「手動実
装の使用方法」(91ページ)を参照してください。

l コンポーネントのコンテンツへのキーワード GUIオートメーションの追加の詳細につ
いては，「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ページ)を参照してく
ださい。

l コンポーネントのコンテンツへのスクリプト・オートメーション(スクリプト GUIまたは
API)の追加の詳細については，「スクリプト GUIおよび APIオートメーションの使
用方法」(134ページ)を参照してください。

l コンポーネントのコンテンツへのLeanFTオートメーションの追加の詳細について
は，「LeanFT オートメーションの使用方法」(139ページ)を参照してください。
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6. コンポーネントのコンテンツの同期化 - オプション

ビジネス・コンポーネントに手動実装とオートメーションの両方が含まれる場合には，
ビジネス・コンポーネントの手動実装ステップと自動化されたステップを同期化するこ
とができます。これにより，両方の実装の整合性を確保することができます。同期
化する場合，手動実装ステップを編集することはできません。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［手動実装］タブ」(93ページ)の［オート

メーションと同期］ボタンを参照してください。

7. コンポーネント要求の処理 - オプション

コンポーネントを作成する別の方法として，テスト計画モジュールで送信されたコン
ポーネント・リクエストを処理できます。

リクエストされたコンポーネントとそのパラメータがビジネス・プロセス・テストの実行に必
要なことを確認したら，コンポーネント・ツリーで，リクエストされたコンポーネントを［コ
ンポーネント要求］フォルダから適切なフォルダにドラッグします。コンポーネント要求
がコンポーネントになると，ステータスが［Not Implemented］から［Under
Development］に変更されます。

注 :

l ほかのALMエンティティと同様に，リクエストされたコンポーネントの名前変

更や編集を行うことができます。

l コンポーネント要求は，ビジネス・コンポーネント・モジュールでのみ削除でき

ます。

l コンポーネント要求を自動化することはできません。コンポーネント要求が

コンポーネントになった後に，オートメーションを追加できます。

l 標準設定で手動実装のみのコンポーネント要求を自動ビジネス・プロセ

ス・テストに追加しても，そのビジネス・プロセス・テストは自動実行可能で

す。自動実行中，コンポーネント要求は無視されます。

コンポーネント要求に関するタスクの詳細については，「ビジネス・プロセス・テストおよ
びフローの作成方法」(152ページ)を参照してください。

8. 手動テストの変換 - オプション

手動ビジネス・コンポーネントを定義するための基礎として，既存のALM手動テス
トを使用できます。

テスト計画モジュールの［変換先フォルダの選択］ダイアログ・ボックスを使用して既
存のALM手動テストを変換します。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［変
換先フォルダの選択］ダイアログ・ボックス」(85ページ)を参照してください。

9. 記録によるコンポーネントの作成 - オプション

任意のアプリケーションのアクションを記録できます。そのアクションは，新規に作成す
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るビジネス・コンポーネント内のステップとして使用できます。詳細については，「フロー
およびビジネス・プロセス・テストにコンポーネントを記録する方法」(158ページ)を参
照してください。

10. SAP などのパッケージ化されたアプリケーションの学習によるコンポーネントの作
成 - オプション

SAP などのパッケージ化されたアプリケーション内のアクションを学習できます。次
に，そのアクションは，新規に作成するビジネス・プロセス・テストまたはフローのコン
ポーネントとして作成されます。詳細については，「学習プロセスの概要 」(194ペー
ジ)を参照してください。

11. HP Sprinter を使用したコンポーネントの作成 - オプション

Sprinterを使用して，手動ビジネス・コンポーネントを定義できます。詳細について
は，Sprinterのドキュメントを参照してください。

12. コンポーネントの分析

l ビジネス・コンポーネントをレビューし，定義したスコープに合致していることを確認
します。コンポーネントが承認された後，コンポーネントのステータスを［Under
Development］から［Ready］に変更します。

l コンポーネントのレビューに役立つレポートやグラフが作成できます。たとえば，コン
ポーネントの開発ステータスを確認する場合は，コンポーネント進行状況グラフを
表示できます。

詳細については，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』
データの分析に関する説明を参照してください。

ビジネス・コンポーネントのユーザ・インタフェース
本項の内容

• ビジネス・コンポーネント・モジュール・ウィンドウ 57
• ビジネス・コンポーネント・モジュールのメニューとボタン 60
• Business Process Testingアイコン 72
• ビジネス・コンポーネント・モジュールのフィールド 75
• ［新規コンポーネント］/［コンポーネント詳細］ダイアログ・ボックス 80
• ［スナップショット］タブ 83
• ［ターゲット プロジェクトにコンポーネント /コンポーネント フォルダを貼り付け］ダイアログ・ボック

ス 84
• ［変換先フォルダの選択］ダイアログ・ボックス 85
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ビジネス・コンポーネント・モジュール・ウィンドウ

このウィンドウでは，ビジネス・コンポーネントの定義と保守を行います。

アクセス方法 ALMサイドバーで，［テスト］から［ビジネスコンポーネント］を
選択します。

関連タスク l 「ALMでのビジネス・コンポーネントの作成方法」(52ペー
ジ)

l 「手動実装の使用方法」(91ページ)
l 「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ペー
ジ)

l 「スクリプト GUIおよび APIオートメーションの使用方法」
(134ページ)

参照情報 「ビジネス・コンポーネントの概要 」(44ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

<ビジネス・コン

ポーネント・モ

ジュールの共

通 UI要素>

l ビジネス・コンポーネントのフィールド：フィールドの定義については，
「ビジネス・コンポーネント・モジュールのフィールド」(75ページ)を参
照してください。

l ビジネス・コンポーネントのメニューとボタン：コマンドとボタンの説明
については，「ビジネス・コンポーネント・モジュールのメニューとボタ
ン」(60ページ)を参照してください。

l ビジネス・コンポーネントのアイコン：アイコンの説明については，
「Business Process Testingアイコン」(72ページ)を参照してくだ
さい。

l ALM のマストヘッド，サイドバー，メニュー：詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』ALMの
共通ユーザ・インタフェースについての情報を参照してください。

<フィルタ・ス

テータス・バー>
現在ツリーに適用されているフィルタについて説明します。ツリーのす
ぐ上にあります。
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UI要素 説明

<コンポーネン

ト・ツリー>
ウィンドウの左にあり，ビジネス・コンポーネントを階層状に整理，表
示します。

ツリーには次の特別なフォルダが含まれます。

l コンポーネント：ユーザ・インタフェースの詳細については，「コンポー
ネントのルート・フォルダ」(58ページ)を参照してください。

l 旧式：ユーザ・インタフェースの詳細については，「［旧式］フォルダ」
(59ページ)を参照してください。

l コンポーネント要求：ユーザ・インタフェースの詳細については，「コ
ンポーネント要求フォルダ」(58ページ)を参照してください。

コンポーネント

のルート・フォル

ダ

コンポーネント・ツリーの最上位レベルを表します。コンポーネントは，
ルート・フォルダで直接作成することはできません。このフォルダは，同
じプロジェクト内へのコピー，名前変更，削除ができません。

コンポーネント

要求フォルダ

テスト計画モジュールから送信された新規コンポーネントの要求が
含まれます。

このフォルダは，名前の変更または削除ができません。

このフォルダでは，コンポーネント要求を編集できますが，コピーはで
きません。

コンポーネント要求は，テスト計画モジュールで編集することもできま
す。

ライブラリをインポートする場合，［コンポーネント要求］フォルダ内のコ
ンポーネントはプロセスの対象になりません。

バージョン管理：バージョン管理がサポートされます。ALMにおける
バージョン管理の使用方法の詳細については，『HP Application
Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

コンポーネントの要求に関するタスクの詳細については，「ビジネス・
プロセス・テストおよびフローの作成方法」(152ページ)を参照してくだ
さい。
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UI要素 説明

［旧式］フォルダ 削除されたが，1つ以上のビジネス・プロセス・テストまたはフローでま
だ使用されているコンポーネントまたはコンポーネント要求が含まれ
ます。このフォルダは，名前の変更または削除ができません。

このフォルダのコンポーネントの特徴は次のとおりです。

l 読み取り専用です。

l コピーできません。

l 変更できません。

l ほかのテストやフローに追加できません。

l コンポーネントは，どのビジネス・プロセス・テストまたはフローでも使
用されていない場合にのみ，［旧式］フォルダから削除できます。

l ライブラリをインポートする場合にプロセスの対象になりません。

l バージョン管理されたプロジェクトでは，チェックインまたはチェックア
ウトできません。ALMにおけるバージョン管理の使用方法の詳細
については，『HP Application Lifecycle Managementユーザー
ズ・ガイド』を参照してください。

ヒント :

l ビジネス・プロセス・テストまたはフローで使用しなくなったビ

ジネス・コンポーネントはすべて，［旧式］フォルダから同時に

削除できます。［旧式］フォルダを右クリックして，［未使用コ

ンポーネントのクリーニング］を選択します。

l 旧式 フォルダからビジネス・コンポーネントを復元できます。

詳細については，「ビジネス・コンポーネント・モジュールのメ

ニューとボタン」(60ページ)を参照してください。

詳細 コンポーネント・フィールドの一覧です。コンポーネント・フィールドの詳
細については，「ビジネス・コンポーネント・モジュールのフィールド」(75
ページ)を参照してください。

スナップショット アプリケーションのスナップショット画像をキャプチャして添付します。
ユーザ・インタフェースの詳細については，「［スナップショット］タブ」(83
ページ)を参照してください。

スナップショットは，UFTの［ビジネスコンポーネントの設定］ダイアロ
グ・ボックスで表示し変更できます。［ビジネスコンポーネントの設
定］ダイアログ・ボックスの詳細については，『HP Unified Functional
Testingユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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UI要素 説明

手動実装 ビジネス・コンポーネントの手動ステップを作成または表示します。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［手動実装］タブ」(93
ページ)を参照してください。

オートメーション ビジネス・コンポーネントのオートメーションを作成または表示します。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［オートメーション］タブ」
(112ページ)を参照してください。

パラメータ ビジネス・コンポーネントの入出力コンポーネント・パラメータとパラメー
タの標準設定値を定義できます。ユーザ・インタフェースの詳細につ
いては，「パラメータ・ページ」(260ページ)を参照してください。

依存関係 コンポーネント，テスト，フロー，リソース(アプリケーション領域を含む)
間の依存関係が表示されます。ユーザ・インタフェースの詳細につい
ては，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』
を参照してください。

履歴 コンポーネントに加えられた変更のログが表示されます。ユーザ・イン
タフェースの詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

ライブ・アナリシ

ス

フォルダを選択した場合，このタブを利用してビジネス・コンポーネン
トに関するデータの視覚的な作成 /表示を行うことができます。ユー
ザ・インタフェースの詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

ビジネス・コンポーネント・モジュールのメニューとボタン

本項では，ビジネス・コンポーネント・モジュールで利用できるメニューとボタンについて説
明します。

アクセス方法 ALMサイドバーで，［テスト］から［ビジネスコンポーネント］を選択し
ます。
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重要な情報
ヒント :ビジネス・コンポーネント・モジュールからビジネス・コン

ポーネント・メニュー・バーにアクセスするには，ショートカット・

キーALT を押します。

バージョン管理：追加のメニュー・コマンドおよびボタンは，バージョン
管理が有効なプロジェクトで利用できます。ユーザ・インタフェースの
詳細については，『HP Application Lifecycle Managementユー
ザーズ・ガイド』を参照してください。

関連タスク l 「ALMでのビジネス・コンポーネントの作成方法」(52ページ)
l 「手動実装の使用方法」(91ページ)
l 「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ページ)
l 「スクリプト GUIおよび APIオートメーションの使用方法」(134ペー
ジ)

参照情報 l 「Business Process Testingアイコン」(72ページ)
l 「ビジネス・コンポーネントの概要 」(44ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 利用場所 説明

<最近使用されたお気に入りの表示

のリスト>
お気に入り ビジネス・コンポーネント・モ

ジュールで最近使用したお
気に入りビューが 4つ表示さ
れます。

「サイト管理」の［サイト設
定］タブで FAVORITES_
DEPTHパラメータを設定す
ることによって，メニューに表
示するビューの数を定義でき
ます。詳細については，『HP
Application Lifecycle
Management管理者ガイ
ド』を参照してください。
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UI要素 利用場所 説明

お気に入りに追加 お気に入り ［追加 お気に入り］ダイアロ
グ・ボックスが開き，非公開
フォルダまたは公開フォルダに
お気に入りビューを追加でき
ます。ALMにおけるお気に
入りの使用の詳細について
は，『HP Application
Lifecycle Managementユー
ザーズ・ガイド』を参照してく
ださい。

ステータスの変更 <右クリック・メ
ニュー>

［詳細］タブに切り替えずにコ
ンポーネントのステータスを変
更します。コンポーネント・ス
テータスの詳細については，
「ビジネス・コンポーネント・モ
ジュールのフィールド」(75ペー
ジ)を参照してください。

未使用コンポーネントのクリーニング コンポーネント テストやフローで使用されて
いない［旧式］フォルダ内のコ
ンポーネントをすべて同時に
削除します。

利用場所：［旧式］フォルダ
(フォルダがツリー内で選択さ
れている場合 )

折りたたみ 表示 コンポーネント・ツリー内のす
べての分岐を折りたたみま
す。

コンポーネントの詳細
<右クリック・メ
ニュー>

［コンポーネントの詳細］ダイ
アログ・ボックスが開き，選択
したコンポーネントの詳細を
表示，変更できます。

ユーザ・インタフェースの詳細
については，「［新規コンポー
ネント］/［コンポーネント詳
細］ダイアログ・ボックス」(80
ページ)を参照してください。
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UI要素 利用場所 説明

URLのコピー/貼り付け 編集 選択したコンポーネントをコ
ピーし，そのURLをリンクとし
て貼り付けます。コンポーネン
ト自体はコピーされません。
代わりに，電子メールやド
キュメントなどの別の場所に
アドレスを貼り付けることがで
きます。リンクをクリックすると
ALMが開き，そのコンポーネ
ントに移動します。ログインし
ていない場合，ALMによって
最初にログインの詳細情報
の入力が要求されます。
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UI要素 利用場所 説明

コピー/貼り付け 編集 選択したコンポーネントまた
はフォルダ(サブフォルダを含
む)を同じプロジェクトまたは
別のプロジェクトにコピーしま
す。

注 :

l 不具合のリンク・

データはコピーされ

ません。

l ルート・フォルダは，

同じプロジェクト内

にコピーできません。

l 既存のコンポーネン

トと同じ名前のコン

ポーネントを貼り付

けると，接尾語 _コ
ピーと連番が名前

の末尾に付加され

ます。

l プロジェクト間でコン

ポーネントをコピーす

る場合，3つの方

法のいずれかを使

用して，関連付け

られたエンティティを

コピーできます。ユー

ザ・インタフェースの

詳細については，

「［ターゲット プロ

ジェクトにコンポーネ

ント /コンポーネント

フォルダを貼り付け］

ダイアログ・ボックス」

(84ページ)を参照し

てください。
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UI要素 利用場所 説明

l バージョン管理：

チェックアウトされて

いるエンティティをコ

ピーする前に，ガイ

ドラインに従ってくだ

さい。( 『HP
Application
Lifecycle
Managementユー

ザーズ・ガイド』)

切り取り/貼り付け 編集 選択したコンポーネントまた
はフォルダをコンポーネント・ツ
リー内の別の場所に移動し
ます。

ルート・フォルダは移動できま
せん。

ヒント : ドラッグ操作に

より，コンポーネントを

コンポーネント・ツリー

内の別の場所に移動

することもできます。
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UI要素 利用場所 説明

削除
編集 コンポーネント・ツリーから選

択したフォルダまたはビジネ
ス・コンポーネントを削除しま
す。削除したフォルダのコンテ
ンツも削除されます。

ただし，ルート・フォルダは削
除できません。

使用されていない削除済み
のコンポーネントは，完全に
削除されます。

1つ以上のビジネス・プロセ
ス・テストまたはフローで使用
されている削除済みのコン
ポーネントは，ツリー内の［旧
式］フォルダに移動されます。

ヒント :ビジネス・コン

ポーネントは，［旧式］

フォルダから復元でき

ます。詳細について

は，「ビジネス・コン

ポーネント・モジュール

のメニューとボタン」(60
ページ)を参照してくだ

さい。

注 :ビジネス・プロセ

ス・テストまたはフロー

によってあるコンポーネ

ントが使用されている

かどうかをチェックする

には，そのコンポーネン

トを選択して［依存関

係］タブをクリックしま

す。

バージョン管理：ビジネス・コン
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UI要素 利用場所 説明

ポーネントを削除すると，以
前のバージョンのコンポーネン
トがすべて削除されます。

すべて展開 表示 コンポーネント・ツリー内のす
べての分岐を展開します。

［お気に入り］バー 表示 ［お気に入り］バーを表示し
ます。

［フィルタ］バー 表示 現在のフィルタが表示されま
す。

フィルタ/ソート
表示 コンポーネント・ツリー内のビ

ジネス・コンポーネントをフィル
タ処理とソートできます。ユー
ザ・インタフェースの詳細につ
いては，『HP Application
Lifecycle Managementユー
ザーズ・ガイド』を参照してく
ださい。フィルタとソートに利
用できるフィールドのリストに
ついては，「ビジネス・コンポー
ネント・モジュールのフィール
ド」(75ページ)を参照してくだ
さい。

検索 編集 コンポーネント・モジュール内
のコンポーネントを検索しま
す。ユーザ・インタフェースの
詳細については，『HP
Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。

次を検索 編集 以前に定義した検索条件
に一致する次の項目を検索
します。
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UI要素 利用場所 説明

コンポーネントに移動 コンポーネント ［コンポーネントに移動］ダイ
アログ・ボックスが開き，コン
ポーネント ID を指定して特
定のコンポーネントを検索で
きます。コンポーネントの［詳
細］ダイアログ・ボックスを開く
か，ツリー内のコンポーネント
の場所に移動できます。

注 :現在のフィルタ内

のコンポーネントにのみ

移動できます。

グラフ アナリシス コンポーネント・データ用に生
成できるグラフがリストされま
す。定義済みのグラフを選
択するか，グラフ・ウィザード
を起動します。

詳細については，『HP
Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。

ライブ・アナリシス アナリシス 現在選択しているコンポーネ
ント・フォルダに関連するビジ
ネス・コンポーネントのデータを
視覚的に表現します。ユー
ザ・インタフェースの詳細につ
いては，『HP Application
Lifecycle Managementユー
ザーズ・ガイド』を参照してく
ださい。

利用場所：コンポーネント・
フォルダ

最近の利用 アナリシス コンポーネント・モジュールで
最近表示されたレポートとグ
ラフが表示されます。
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UI要素 利用場所 説明

新規コンポーネント
コンポーネント ［新規コンポーネント］ダイア

ログ・ボックスが開き，新しい
コンポーネントを追加できるよ
うになります。詳細について
は，「［新規コンポーネント］/
［コンポーネント詳細］ダイア
ログ・ボックス」(80ページ)を
参照してください。

新規コンポーネント・フォルダ
コンポーネント ［新規コンポーネント フォル

ダ］ダイアログ・ボックスが開
き，選択したフォルダの下に
フォルダを追加できます。

構文の例外：フォルダ名に
は，2つの連続したセミコロン
( ;)または次のいずれかの文
字を含めることはできません。
\ * ^

お気に入りの整理 お気に入り ［整理 お気に入り］ダイアロ
グ・ボックスが開き，プロパティ
を変更するか，ビューを削除
してお気に入りビューのリスト
を整理できます。ALMにおけ
るお気に入りの使用の詳細
については，『HP
Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。

非公開 お気に入り 作成者だけがアクセスできる
お気に入りビューのリストを表
示します。

プロジェクト・レポート アナリシス コンポーネント・データ上で作
成できる定義済みのレポート
がリストされます。詳細につ
いては，『HP Application
Lifecycle Managementユー
ザーズ・ガイド』を参照してく
ださい。
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UI要素 利用場所 説明

公開 お気に入り どのユーザでもアクセスできる
お気に入りビューのリストを表
示します。

すべて更新
表示 最新のビジネス・コンポーネン

トが表示されるように，コン
ポーネント・ツリーを更新しま
す。

名前の変更 編集 コンポーネント・ツリー内のフォ
ルダとビジネス・コンポーネント
の名前を変更します。

ルート・フォルダ，［旧式］フォ
ルダ，［コンポーネント要求］
フォルダの名前は変更できま
せん。また，［旧式］フォルダ
のコンポーネントの名前も変
更できません。

構文の例外：コンポーネント
名には，次の文字は使用で
きません。 \ / : " ? ' < > | * % !
{ }

置換 編集 ツリー内のフィールド値を置
換します。ユーザ・インタ
フェースの詳細については，
『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。

選択項目のレポート <右クリック・メ
ニュー>

選択したコンポーネントのレ
ポートが表示されます。
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UI要素 利用場所 説明

復元 コンポーネント 選択したコンポーネントを［旧
式］フォルダから元のフォルダ
に復元します(元のフォルダ
がまだツリーに存在する場
合 ) 。

［元の保管場所］フィールドで
は，最後に削除したときにビ
ジネス・コンポーネントが置か
れていたフォルダを確認でき
ます。［削除日］フィールドに
は，コンポーネントが削除さ
れた日付も表示されます。

注 :元のフォルダが存

在しないコンポーネン

トを復元するには，

［旧式］フォルダのコン

ポーネントを選択し，

コンポーネント・ツリー

の適切なフォルダにド

ラッグします。

電子メールで送信
コンポーネント ［電子メールの送信］ダイア

ログ・ボックスが開き，リストか
ら選択した宛先，またはコン
ポーネントの作成者宛てに
電子メールでコンポーネント
送信できます。ユーザ・インタ
フェースの詳細については，
『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。
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UI要素 利用場所 説明

テキスト検索
編集 コンポーネント・モジュール・

ウィンドウの下部にテキスト
検索の表示枠が開き，定
義済みフィールド内のレコー
ドを検索できます。ユーザ・イ
ンタフェースの詳細について
は，『HP Application
Lifecycle Managementユー
ザーズ・ガイド』を参照してく
ださい。

選択項目の更新 編集 ［選択項目の更新］ダイアロ
グ・ボックスが開き，選択した
複数のコンポーネントのフィー
ルド値を更新できます。ユー
ザ・インタフェースの詳細につ
いては，『HP Application
Lifecycle Managementユー
ザーズ・ガイド』を参照してく
ださい。

Business Process Testingアイコン

本項では，ビジネス・コンポーネント・モジュール，テスト計画モジュール，テスト・ラボ・モ
ジュールのBusiness Process Testingで利用可能なアイコンについて説明します。

アクセス方法 ALMサイドバーの［テスト］の下で，［ビジネスコンポーネント］，［テス

ト計画］，［テスト ラボ］のいずれかを選択します。

重要な情報 l ビジネス・コンポーネントのステータスは，属しているビジネス・プロセ
ス・テストまたはフローのステータスに影響します。テストまたはフ
ローのステータスは，最も深刻なステータスのコンポーネントに基づ
いて決まります。たとえば，エラー・ステータスのビジネス・コンポーネ
ントがあると，それが属しているビジネス・プロセス・テストまたはフ
ローのステータスもエラーになります。

l ビジネス・コンポーネントのステータスのプロジェクト・リストを更新し
て，追加のステータスを定義できます。詳細については，『HP
Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してく
ださい。

参照情報 l 「ビジネス・コンポーネント・モジュールのメニューとボタン」(60ページ)
l 「ビジネス・コンポーネント・モジュール・ウィンドウ」(57ページ)
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アイコンについて以下で説明します。

UI要素 説明

<緑のアスタリスク> ：タブが追加されていることを示します。

自動：UFTなどのテスト・ツールを使用して自動化されているビジネ
ス・コンポーネント。

手動実装またはオートメーションを含まないビジネス・コンポーネント。

Error：赤のシンボルは，ビジネス・コンポーネントに，アプリケーション
内の変更などのため，修正が必要なエラーがあることを示していま
す。ビジネス・プロセス・テストまたはフローにこのステータスを持つコン
ポーネントが含まれている場合，ビジネス・プロセス・テストまたはフ
ロー全体のステータスも［Error］になります。

学習：学習プロセスを使用して，ビジネス・プロセス・テストが作成さ
れたことを示します。

Maintenance：黄色の三角形は，このビジネス・コンポーネントが以
前に実装されたもので，現在変更中であることを示します。

手動：手動ビジネス・コンポーネント。

<アイコンなし> Not Implemented：テスト計画モジュールで手動ビジネス・コンポーネ
ントが要求されたことを示します。コンポーネント要求をコンポーネン
ト・ツリー内の［コンポーネント要求］フォルダから移動すると，そのス
テータスは［Not Implemented］から［Under Development］に変わり
ます。

注 : このステータスは，テスト計画モジュールから利用できま

す。

旧式：コンポーネントが旧式であるため変更できません。ビジネス・プ
ロセス・テストまたはフローで使用しないでください。

Ready：

コンポーネントの場合：緑色の円で囲まれたチェックマークは，このビ
ジネス・コンポーネントが完全に実装され，実行する準備ができてい
ることを示します。

ビジネス・プロセス・テストとフローの場合：緑色のチェックマークは，ビジ
ネス・プロセス・テストまたはフローの準備ができている(つまり，すべて
のコンポーネントの準備ができている)ことを示します。
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UI要素 説明

Under Development：黄色の三角形は，このビジネス・コンポーネン
トが現在開発中であることを示します。このステータスは次の項目に
割り当てられます。

l 新規コンポーネント

l ［コンポーネント要求］フォルダからコンポーネント・フォルダにドラッグ
または移動されたコンポーネント要求

コメント：コメントは，自動コンポーネントのキーワード・ビューの現在の
行に関する情報です。

利用場所：［オートメーション］タブのUFTキーワード・ビュー

オブジェクトの欠落：共有オブジェクト・リポジトリに存在しないオブ
ジェクトが自動コンポーネントに含まれます。

利用場所：［オートメーション］タブのUFTキーワード・ビュー

定数：定数として設定された出力値が自動コンポーネントに含まれ
ます。

利用場所：［オートメーション］タブのUFTキーワード・ビュー

コンポーネント・パラメータ：コンポーネント・パラメータとして設定された
出力値が自動コンポーネントに含まれます。

利用場所：［オートメーション］タブのUFTキーワード・ビュー

ローカル・パラメータ：ローカル・パラメータとして設定された出力値が
自動コンポーネントに含まれます。

利用場所：［オートメーション］タブのUFTキーワード・ビュー

バージョン管理：コンポーネントがチェックアウトされている。

l 緑の鍵：現在のユーザによってチェックアウトされたコンポーネント。

l 赤の鍵：別のユーザによってチェックアウトされたコンポーネント。

ALMにおけるバージョン管理の使用方法の詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照して
ください。
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ビジネス・コンポーネント・モジュールのフィールド

本項では，ビジネス・コンポーネント・モジュールのフィールドについて説明します。

アクセス方法 ALMサイドバーで，［テスト］から［ビジネスコンポーネント］を選択し
ます。

重要な情報 l ビジネス・コンポーネント・モジュールでは，ユーザ定義フィールドの
追加や，フィールドのラベルの変更ができます。また，プロジェクト・
リストのカスタマイズもできます。詳細については，『HP
Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してく
ださい。

l スクリプト・エディタを使用して，ビジネス・コンポーネント・モジュール
に表示されるフィールドと値を制限し，動的に変更することができ
ます。詳細については，『HP Application Lifecycle Management
管理者ガイド』を参照してください。

l バージョン管理：追加のフィールドは，バージョン管理が有効なプロ
ジェクトで利用できます。ユーザ・インタフェースの詳細について
は，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイ
ド』を参照してください。

関連タスク l 「ALMでのビジネス・コンポーネントの作成方法」(52ページ)
l 「手動実装の使用方法」(91ページ)
l 「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ページ)
l 「スクリプト GUIおよび APIオートメーションの使用方法」(134ペー
ジ)

参照情報 「ビジネス・コンポーネント・モジュール・ウィンドウ」(57ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

責任者 ビジネス・コンポーネントの実装を担当するユーザ。

変換されたALM手動テスト：このフィールドは空のままです。

オートメーショ
ン

コンポーネントにオートメーションがあることを示します。
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UI要素 説明

コメント ビジネス・コンポーネントに関するコメント。

テキストの書式設定とスペル・チェックのツールバー。

変換されたALM手動テスト：ALM手動テストの［説明］タブから説明
がコピーされます。

コンポーネント

ID
ALMによってコンポーネントに自動的に割り当てられる一意の ID
番号です。このフィールドは読み取り専用です。

コンポーネント

名

選択したコンポーネントの名前。

構文の例外：ビジネス・コンポーネント名は，255文字を超えることが
できず，2つの連続したセミコロン( ;)または次のいずれかの文字を
含めることはできません。! % * { } \ | ` : " / < > ?
ビジネス・コンポーネント名の先頭または末尾の空白は無視されま
す。

変換されたALM手動テスト：［変換先フォルダの選択］ダイアログ・
ボックスの［新規コンポーネント名］ボックスに入力した名前。標準設
定は，テストの名前です。同じ名前のコンポーネントが変換先フォル
ダ内にすでに存在する場合は，たとえば _コピー_1といった接尾辞
が名前に自動的に追加され，フォルダ内で一意の名前が作成さ
れます。

作成者 ビジネス・コンポーネントを作成したユーザ。

変換されたALM手動テスト：テストを変換したユーザ。

作成日 ビジネス・コンポーネントが作成された日付。

変換されたALM手動テスト：テストが変換された日付。

削除日 ビジネス・コンポーネントが削除された日付。このフィールドは読み取
り専用です。

利用可能：旧式 フォルダ内のコンポーネント。

ユーザーズ・ガイド
第2章 :ビジネス・コンポーネントの紹介

HP Business Process Testing (12.53) 76 / 372ページ



UI要素 説明

説明 ビジネス・コンポーネントの説明。次のような情報を含めることができ
ます。

l ビジネス・コンポーネントの目的またはコンテンツの概要

l コンポーネント実行の開始時におけるアプリケーションの前提条件

l コンポーネント実行の終了時におけるアプリケーションの後提条件

例 :前提条件：

l どのアプリケーションが開き，どのアプリケーションが閉じてい

るか

l コンポーネントによってアプリケーションを起動するかどうか

l コンポーネントの最初のステップより前のアプリケーションの状

態

例 :後提条件：

l コンポーネント・ステップによってアプリケーションを閉じるかど

うか。

l コンポーネントの最後のステップより後のアプリケーションの状

態。コンポーネントを反復する場合は，アプリケーションの終

了の状態が，コンポーネントの開始時点の状態と一致す

る必要があることを後提条件で指定します。

このフィールドには，テキストの書式設定とスペル・チェックのツール
バーが表示されます。

UFT：

l キーワード GUIコンポーネントの場合，この領域を使用して，新
規，登録済み操作の形式でオートメーション・エンジニアが入力
する必要がある追加機能を指定することもできます。

l 説明は，UFTの［ビジネスコンポーネントの設定］ダイアログ・ボッ
クスで表示できます。

変換されたALM手動テスト：ALM手動テストの［説明］タブから説明
がコピーされます。ソース・テストの名前とテスト ID も表示されます。

手動実装 コンポーネントに手動ステップがあることを示します。

メモ ［説明］フィールドと［コメント］フィールドを含む領域。

ユーザーズ・ガイド
第2章 :ビジネス・コンポーネントの紹介

HP Business Process Testing (12.53) 77 / 372ページ



UI要素 説明

元の保管場所 削除時にビジネス・コンポーネントが置かれていたフォルダ。このデー
タはALMによって自動的に入力されます。

利用可能：旧式 フォルダ内のコンポーネント。
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UI要素 説明

ステータス ビジネス・コンポーネントのステータス。

このフィールドは読み取り専用です。ビジネス・コンポーネントのステー
タスは，オートメーションのステータスによって決まります。オートメーショ
ンが存在しない場合，ビジネス・コンポーネントのステータスは手動
実装のステータスによって決まります。

l Ready：コンポーネントのオートメーションまたは手動実装は完成し
ており，ビジネス・プロセス・テストまたはフローで使用する準備が
整っています。

l Maintenance：コンポーネントのオートメーション(オートメーションが
存在しない場合は，手動実装 )が変更中で，ステータスが
［Under Development］または［Maintenance］です。

l Not Implemented：テスト計画モジュールでコンポーネント要求が
開始されました。

l Under Development：次のいずれかの状態にあります。

l コンポーネントがビジネス・コンポーネント・モジュールで作成され
た。

l コンポーネントがALM手動テストから変換された。

l コンポーネント要求がコンポーネント・ツリーのコンポーネント・フォ
ルダにドラッグされた。

l コンポーネントが旧式である(つまり，コンポーネントは削除され
たが，ビジネス・プロセス・テストなどの他のエンティティから引き
続き参照されている) 。

l Error：コンポーネントのオートメーション(オートメーションが存在し
ない場合は，手動実装 )にエラーがあるためデバッグが必要。

ビジネス・コンポーネントのステータスを表示するアイコンの詳細につい
ては，「Business Process Testingアイコン」(72ページ)を参照してく
ださい。

ビジネス・コンポーネントのステータスのプロジェクト・リストを更新し
て，追加のステータスを定義できます。詳細については，『HP
Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してくだ
さい。

このステータスは，オートメーション・エンジニアがUFTの［ビジネスコ
ンポーネントの設定］ダイアログ・ボックスで変更することもできます。
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UI要素 説明

サブタイプ ID コンポーネントの実装。

［サブタイプ ID］は読み取り専用で，［手動実装］タブと［オートメー
ション］タブに表示されます。

有効なサブタイプ ID は，次のとおりです。

l MANUAL：手動ステップ。この値は，［手動実装］タブで利用でき
ます。

l QT-KW：キーワード GUIオートメーション。この値は，［オートメー
ション］タブで利用できます。

l QT-SCRIPTED：スクリプト GUIオートメーション。この値は，［オート
メーション］タブで利用できます。

l SERVICE-TEST-AUTOMATEDまたはSERVICE-TEST-11-
AUTOMATED：スクリプト APIオートメーション。この値は，［オート
メーション］タブで利用できます。

［新規コンポーネント］/［コンポーネント詳細］ダイアログ・ボック
ス

［新規コンポーネント］ダイアログ・ボックスでは，新規コンポーネントを定義できます。

［コンポーネントの詳細］ダイアログ・ボックスでは，選択したコンポーネントの詳細を表示
および更新できます。

アクセス方法 l ［新規コンポーネント］ダイアログ・ボックス：ビジネス・コンポー
ネント・モジュールで，コンポーネント・フォルダを右クリックし
て，［新規コンポーネント］を選択します。

l ［コンポーネントの詳細］ダイアログ・ボックス：ビジネス・コン
ポーネント・モジュールで，コンポーネントを右クリックして，
［コンポーネントの詳細］を選択します。

関連タスク l 「ALMでのビジネス・コンポーネントの作成方法」(52ペー
ジ)

l 「手動実装の使用方法」(91ページ)
l 「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ペー
ジ)

l 「スクリプト GUIおよび APIオートメーションの使用方法」
(134ページ)
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参照情報 l 「手動コンテンツを含むコンポーネント」(46ページ)
l 「手動実装の概要」(90ページ)
l 「自動コンテンツを含むコンポーネント」(46ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

すべてのフィールドをクリア：ダイアログ・ボックスのすべてのデータをクリ
アします。

電子メールで送信：コンポーネントの詳細に関する電子メールを送
信します。ユーザ・インタフェースの詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照して
ください。

スペル・チェック：選択した単語またはテキスト・ボックスのスペルを
チェックします。

類語辞典：選択した単語の類義語，反義語，関連語が表示され
ます。

スペル・オプション：スペル・チェックの方法を設定できます。

コンポーネント

ID
コンポーネントの作成時にコンポーネントに割り当てられた ID。この
データはALMによって自動的に入力され，変更できません。

利用場所：［コンポーネントの詳細］ダイアログ・ボックス

コンポーネント

名

新規ビジネス・コンポーネントの名前。

詳細 必須フィールドは赤で表示されます。利用可能なコンポーネント・
フィールドの詳細については，「ビジネス・コンポーネント・モジュールの
フィールド」(75ページ)を参照してください。
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UI要素 説明

スナップショット アプリケーションのスナップショット画像をキャプチャして添付します。
ユーザ・インタフェースの詳細については，「［スナップショット］タブ」(83
ページ)を参照してください。

スナップショットは，UFTの［ビジネスコンポーネントの設定］ダイアロ
グ・ボックスで表示し変更できます。［ビジネスコンポーネントの設
定］ダイアログ・ボックスの詳細については，『HP Unified Functional
Testingユーザーズ・ガイド』を参照してください。

利用場所：［コンポーネントの詳細］ダイアログ・ボックス

手動実装 ビジネス・コンポーネントの手動ステップを作成または表示します。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［手動実装］タブ」(93
ページ)を参照してください。

利用場所：［コンポーネントの詳細］ダイアログ・ボックス

オートメーション ビジネス・コンポーネントのオートメーションを作成または表示します。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［オートメーション］タブ」
(112ページ)を参照してください。

利用場所：［コンポーネントの詳細］ダイアログ・ボックス

パラメータ ビジネス・コンポーネントの入出力コンポーネント・パラメータとパラメー
タの標準設定値を定義できます。ユーザ・インタフェースの詳細につ
いては，「パラメータ・ページ」(260ページ)を参照してください。

利用場所：［コンポーネントの詳細］ダイアログ・ボックス

依存関係 コンポーネント，テスト，フロー，リソース(アプリケーション領域を含む)
間の依存関係が表示されます。ユーザ・インタフェースの詳細につい
ては，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』
を参照してください。

利用場所：［コンポーネントの詳細］ダイアログ・ボックス

履歴 コンポーネントに加えられた変更のログが表示されます。ユーザ・イン
タフェースの詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

利用場所：［コンポーネントの詳細］ダイアログ・ボックス
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［スナップショット］タブ

このタブでは，ビジネス・コンポーネントに関連付けられている画像を添付できます。

アクセス方法 ビジネス・コンポーネント・モジュールで，［スナップショット］タブをクリック
します。

重要な情報 l テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］タブの［スナップショット］
タブでは，関連するサムネイル画像をクリックすると，添付または読
み込む画像を表示できます。これらの画像シーケンスを表示する
と，ビジネス・プロセス・テストまたはフローの理解を向上するのに
役立ちます。

l この画像は，UFTの［ビジネスコンポーネントの設定］ダイアログ・
ボックスで表示または置き換えることもできます。

l ［スナップショット］ダイアログ・ボックスを使用すると，ビジネス・コン
ポーネントに関連付けられている画像をキャプチャして添付できま
す。または，ローカル・ドライブから以前に保存された
.png， .jpg， .gif， .bmpの画像をロードすることもできます。

l ビジネス・コンポーネントには，1つの画像のみ添付できます。

関連タスク l 「手動実装の使用方法」(91ページ)
l 『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』

参照情報 『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

スナップショット：［スナップショット］ダイアログ・ボックスが開きま
す。ユーザ・インタフェースの詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を
参照してください。

ファイルから読み込み：［スナップショットの選択］ダイアログ・
ボックスを使用して，以前に保存したスナップショットの
.png， .jpg， .gif，または .bmpファイルを読み込むことができ
ます。

削除：現在添付されているスナップショットが削除されます。

<スナップショット領域> スナップショットを含む領域。
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［ターゲット プロジェクトにコンポーネント /コンポーネント フォルダ
を貼り付け］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，コンポーネントとコンポーネント・フォルダを 1つのプロジェクト
から別のプロジェクトにコピーする方法を選択できます。

アクセス方法 1. ソース・プロジェクトで，コンポーネントまたはコンポーネント・フォル
ダを右クリックして［コピー］を選択します。

2. 同じユーザでターゲット・プロジェクトを別のブラウザ・ウィンドウで
開きます。

3. ターゲット・プロジェクトで，コピーしたコンポーネントまたはコンポー
ネント・フォルダの挿入先のフォルダを右クリックして，［貼り付け］
を選択します。

重要な情報 l 実行の情報はコピーされません。

l 使用しているALMのバージョンとパッチ・レベルが，ソース・プロジェ
クトとターゲット・プロジェクトで同じである必要があります。

l ターゲット・プロジェクト内のコンポーネント・パスがすでに存在し，
テストまたはフロー内のビジネス・コンポーネントが既存のコンポーネ
ントの名前と署名に一致する場合 (つまり，パラメータ数など) ，
既存のコンポーネントはそれを含むビジネス・プロセス・テストまたは
フローにリンクされ，元のコンポーネントはコピーされません。

l ビジネス・コンポーネントをコピーすると，それに関連付けられたアプ
リケーション領域もコピーされます。同じ名前のアプリケーション領
域がコピー先の場所にすでに存在している場合，アプリケーション
領域はコピーされず，新しいコンポーネントは既存のアプリケーショ
ン領域にリンクされます。新しい場所にあるアプリケーション領域に
正しい設定とリソース・ファイルがあることを確認してください。

参照情報 「ビジネス・コンポーネント・モジュール・ウィンドウ」(57ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

コンポーネント /
コンポーネント・

フォルダをコピー

して，既存の

関連エンティ

ティへリンク

コンポーネントまたはコンポーネント・フォルダがコピーされ，ターゲット・
プロジェクト内に貼り付けられます。コピーされたコンポーネントまたは
コンポーネント・フォルダは，同じ名前とパスの関連エンティティにリン
クされます。エンティティがターゲット・プロジェクトに存在しない場合，
ALMによってターゲット・プロジェクトにコピーされ，コンポーネントにリ
ンクされます。
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UI要素 説明

コンポーネント /
コンポーネント・

フォルダと関連

エンティティをコ

ピー

ALMはコンポーネントまたはコンポーネント・フォルダを関連するエン
ティティと一緒にコピーし，ターゲット・プロジェクト内に貼り付けます。
関連エンティティがターゲット・プロジェクトにすでに存在する場合，
名前の重複の解決のため，コピーされたエンティティの名前が変更
されます。

関連エンティ

ティをコピーせ

ずに，コンポー

ネント /コンポー

ネント・フォルダ

をコピー

ALMはコンポーネントまたはコンポーネント・フォルダを関連するエン
ティティと一緒にコピーせずに，ターゲット・プロジェクト内に貼り付けま
す。コピーされた項目はエンティティには関連付けられません。

［変換先フォルダの選択］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，既存の手動 ALMテスト (ビジネス・プロセス・テストではあり
ません)を手動コンポーネントに変換し，選択した変換先フォルダに格納できます。

変換先フォルダを選択するときは，フォルダ，1つのテスト，または複数のテストを選択で
きます。

アクセス方法 テスト計画モジュールから，変換するALM手動テストを選択しま

す。［コンポーネントに変換］ ボタンをクリックします。

関連タスク l 「手動実装の使用方法」(91ページ)
l 『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』

ALM 手動テストをコンポーネントに変換する際の注意事項

エンティティ 注意事項

パラメータ l テスト・パラメータの名前に含まれている特殊文字が，コンポーネ
ントのパラメータ名では許容されないことがあります。このような文
字は，テストの変換時に下線 ( _)で置き換えられます。

l パラメータ名が英文字で始まっていない場合は，テストの変換時
に，文字 pが接頭辞として名前に追加されます。

l パラメータの標準設定値がテスト・パラメータからコピーされます。

l パラメータの説明がテスト・パラメータからコピーされます。
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エンティティ 注意事項

ステップ 新規コンポーネントの［手動実装］タブ：

l ステップの名前および期待される結果は，テストのステップからコ
ピーされます。

l 変換の処理中に，パラメータ名が変更される場合があります。ス
テップ説明のパラメータ名は，それに従って変更されます。

l テスト・ステップによっては，ほかのテストを呼び出すことがあります。
コンポーネント・ステップが「呼び出し」タイプの場合，そのステップ
は，名前が「Call」の通常のステップとしてコピーされます。説明
は，「Call＜リンクされたテスト名＞」のように表示されます。

その他 添付ファイル，リンクされている不具合，テスト履歴は，変換された
コンポーネントにコピーされません。

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

更新：ツリーのデータを更新します。

新規フォルダ：［新規コンポーネント フォルダ］ダイアログ・ボックスが開
き，コンポーネント・ツリーの選択したフォルダの下にフォルダを追加で
きます。

構文の例外：フォルダ名には，2つの連続したセミコロン( ;)または次
のいずれかの文字を含めることはできません。 \ * ^

検索：名前に基づいてコンポーネント・ツリーを検索します。フォルダ
またはテストの名前を［検索］ボックスに入力し，［検索］ボタンをク
リックします。ALMでは，検索文字列を含むツリー内の最初のエン
ティティが強調表示されます。

<コンポーネン

ト・ツリー>
展開または折りたたみが可能な階層形式でコンポーネントが表示
されます。
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UI要素 説明

新規コンポー

ネント名

変換したコンポーネントに付ける新しい名前を入力できます。標準
設定は，テストの名前です。これは，必須フィールドです。

注 :同じ名前のコンポーネントが変換先フォルダ内にすでに

存在する場合は，たとえばコピー_1といった接尾辞が名前

に自動的に追加され，フォルダ内で一意の名前が作成され

ます。

利用条件：単一のテストがテスト計画ツリーで選択されている場合

サブフォルダ内

のテストを含め

る

選択したフォルダおよびそのサブフォルダ内のすべてのテストを，同時
に変換できます。テストの数が多い場合，この操作にはかなりの時
間がかかることがあります。

利用条件：フォルダがテスト計画ツリーで選択されている場合
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手動実装の概要
ビジネス・コンポーネント・モジュールでは，手動ステップを追加することにより，ビジネス・コ
ンポーネントの手動コンテンツを作成または変更できます。

ステップは，ビジネス・プロセス・テストまたはフローでコンポーネントを実行時にアプリケー
ション内で手動で実行する必要がある操作を表しています。各ステップは，ステップ名，
アプリケーション上で実行する手順の説明，そのステップの実行に関する期待される結
果 (存在する場合 )から構成されます。ALMでビジネス・プロセス・テストまたはフローを
実行したときに，コンポーネントで定義されている手動ステップが実行されます。

ヒント :

l 手動ステップは，適切なテスト・ツールを使用して，後から自動化されたステッ

プを作成する際のガイドラインとして使用できます。

l 手動ステップは，アプリケーションを自動的にテストする準備ができる前 (自動コ

ンポーネントが完成する前 )でも使用できます。

次の例では，WebアプリケーションのLoginコンポーネントのアプリケーション・ステップを示
します。

例 :

ステップ 説明 期待される結果

1 アプリケーションを開き
ます。

アプリケーションが起動され，ログイ
ン・ページが表示される。

2 ユーザ名を入力しま
す。

カーソルがパスワード・フィールドに移
動する。

3 パスワードを入力しま
す。

パスワードがアスタリスクで表示され
る。

4 Webページで［送信］
をクリックします。

アプリケーションのメイン・ページが表
示される。

手動テストを設計する際に(自動テスト用の自動テスト・リソースが利用できるようにな
る前に) ，各手動コンポーネントの［手動実装］タブで手動ステップを追加します。マニュ
アル・ランナーまたはSprinterを使用して手動テストを実行します。

タスクの詳細については，「手動実装の使用方法」(91ページ)を参照してください。
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手動実装の使用方法
このタスクでは，ビジネス・コンポーネント・モジュールでのコンポーネントの手動ステップの
作成および更新方法について説明します。

手動ステップの作成の詳細については，「手動実装の概要」(90ページ)を参照してくだ
さい。

上位タスク：このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。タスクの詳細について

は，「ALMでのビジネス・コンポーネントの作成方法」(52ページ)を参照してくださ

い。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「コンポーネントの選択」(91ページ)
l 「ステップの追加」(91ページ)
l 「ステップのパラメータ化 -オプション」(91ページ)
l 「ステップのエクスポート -オプション」(92ページ)
l 「結果」(92ページ)

1. コンポーネントの選択

ビジネス・コンポーネント・モジュール・ウィンドウで，コンポーネント・ツリーを選択しま
す。

2. ステップの追加

ステップは，ビジネス・プロセスのテストの一部としてアプリケーションで実行される詳
細操作です。各ステップには，操作の説明と期待される結果が含まれています。

［手動実装］タブで手動ステップを追加します。既存のステップがある場合，新しい
ステップを追加するステップを次から選択します。ユーザ・インタフェースの詳細につい
ては，「［手動実装］タブ」(93ページ)を参照してください。

［新規ステップ］ をクリックします。［コンポーネント ステップの詳細］ダイアログ・ボッ
クスが表示されます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［手動実装］表示
枠 /［コンポーネント ステップ詳細］ダイアログ・ボックス」(94ページ)を参照してくださ
い。

3. ステップのパラメータ化 - オプション

ステップの説明と期待される結果にパラメータを挿入できます。
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ステップにパラメータを追加するには，［コンポーネント ステップの詳細］ダイアログ・

ボックスで，［パラメータの挿入］ をクリックします。パラメータの使用に関するタスク
の詳細については，「パラメータの作成方法」(252ページ)を参照してください。

例 :

銀行アプリケーションの融資要求ページをテストするには，次のようなステップ

を作成します。

4. ステップのエクスポート - オプション

［手動実装］タブから，ステップ情報をいくつかの形式 (テキスト，Microsoft Word ド
キュメント，Microsoft Excel スプレッドシート，HTML ドキュメントなど)でエクスポート
できます。

［手動実装］タブ /［コンポーネント ステップ詳細］ダイアログ・ボックスでの［エクスポー

ト］コマンドを使用したステップのエクスポートのユーザ・インタフェースの詳細について
は，「［手動実装］表示枠 /［コンポーネント ステップ詳細］ダイアログ・ボックス」(94
ページ)の［エクスポート］UI要素を参照してください。

5. 結果

ステップが［手動実装］タブに一覧表示されます。

手動実装のユーザ・インタフェース
本項の内容

• ［手動実装］タブ 93
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• ［手動実装］表示枠 /［コンポーネント ステップ詳細］ダイアログ・ボックス 94

［手動実装］タブ

このタブでは，コンポーネントの手動実装の作成と編集を行うことができます。

アクセス方法 ビジネス・コンポーネント・モジュールから，［手動実装］タブをクリッ
クします。

［コンポーネントの詳細］ダイアログ・ボックスから，［手動実装］サ
イドバー・エントリをクリックします。

関連タスク l 「手動実装の使用方法」(91ページ)

参照情報 l 「ビジネス・コンポーネントの概要 」(44ページ)
l 「手動コンテンツを含むコンポーネント」(46ページ)
l 「手動実装の概要」(90ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

ビジネス・コンポーネントに対して手動ステップを追加
または削除します。

編集可能のままにする 手動実装ステップとオートメーションは同期化されませ
ん。手動実装ステップを編集できます。

利用場所：［手動実装］タブ(キーワード GUI テスト・
オートメーションが併せて存在する場合 )

オートメーションと同期 手動実装ステップとオートメーションは同期化されま
す。手動実装ステップを編集することはできません。

利用場所：［手動実装］タブ(キーワード GUI テスト・
オートメーションが併せて存在する場合 )

<ビジネス・コンポーネントの

フィールド>
フィールドの定義については，「ビジネス・コンポーネン
ト・モジュールのフィールド」(75ページ)を参照してくださ
い。

<［手動実装］表示枠> 手動ステップの作成と編集を行うことができます。ユー
ザ・インタフェースの詳細については，「［手動実装］
表示枠 /［コンポーネント ステップ詳細］ダイアログ・
ボックス」(94ページ)を参照してください。
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［手動実装］表示枠 /［コンポーネント ステップ詳細］ダイアロ
グ・ボックス

［手動実装］表示枠と［コンポーネント ステップ詳細］ダイアログ・ボックスでは，個別のス
テップを作成および編集できます。

アクセス方法 ［手動実装］表示枠：ビジネス・コンポーネント・モジュールで，コンポー
ネント・ツリー内のコンポーネントを選択します。［手動実装］タブをク
リックします。

［コンポーネント ステップ詳細］ダイアログ・ボックス：ビジネス・コンポーネ
ント・モジュールで，コンポーネント・ツリー内のコンポーネントを選択し
ます。［手動実装］タブで，［手動実装］表示枠内の次のいずれか
を実行します。

l ステップのグリッドを右クリックするか，ステップで［新規ステップ］を選
択します。

l ステップを右クリックして［ステップの編集］を選択します。

重要な情報 l この表示枠またはダイアログ・ボックスでは，編集可能なテーブル
にコンポーネントの手動ステップを作成できます。ここで，実行する
各ステップの記述，必要に応じてパラメータの作成と挿入，ステッ
プの期待される結果の記述を行うことができます。

l ステップでパラメータ名に書式を適用する場合，同一の書式をパ
ラメータ名全体 ( <<<および >>>を含む)にも適用する必要があり
ます。たとえば，passwordパラメータをイタリック体にする場合，
<<<password>>> という語だけでなく，passwordの文字列全体をイタ
リック体にする必要があります。

l このタブまたはダイアログ・ボックスのユーザ定義フィールドに指定す
る文字を 2,500個未満にすると，パフォーマンスを向上できます。

関連タスク 「手動実装の使用方法」(91ページ)

参照情報 「手動実装の概要」(90ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

<ビジネス・コン

ポーネントの

フィールド>

フィールドの定義については，「ビジネス・コンポーネント・モジュール
のフィールド」(75ページ)を参照してください。

利用場所：［手動実装］表示枠
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UI要素 説明

手動ステップを通して表示できるようになります。

利用場所：［コンポーネント ステップ詳細］ダイアログ・ボックス

新規ステップ：新しいステップを作成します。

l ［手動実装］表示枠から：［コンポーネント ステップ詳細］ダイアロ
グ・ボックスが開き，選択したステップの下にステップを追加でき
ます。

l ［コンポーネント ステップ詳細］ダイアログ・ボックスから：［コンポーネ
ント ステップ詳細］ダイアログ・ボックスのフィールドのほとんどがク
リアされ，新しいステップの詳細を入力できます。［ステップ名］の
値が 1つ増えます(たとえば，［ステップ 1］が［ステップ 2］になり
ます) 。

ステップの編集：［コンポーネント ステップ詳細］ダイアログ・ボックス
で，選択したステップを開きます。

ヒント :編集するにはステップをダブルクリックします。

利用場所：［手動実装］表示枠

ステップの番号付け替え：ステップの番号を順番に付け替えます。
ステップの並べ替えをした後にこのコマンドを使用します。

利用場所：［手動実装］表示枠

選択項目の削除：選択したステップを削除します。

利用場所：［手動実装］表示枠および［コンポーネントの詳細］ダ
イアログ・ボックス
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UI要素 説明

ステップのコピー/ステップの貼り付け：選択したステップをコピーして
貼り付けます。コピーしたステップは，選択したステップの上に挿入
されます。

ステップを別のプロジェクトに貼り付けると，［ステップをターゲット プ
ロジェクトに貼り付け］ダイアログ・ボックスが開きます。ユーザ・イン
タフェースの詳細については，「［ターゲット プロジェクトにコンポーネ
ント /コンポーネント フォルダを貼り付け］ダイアログ・ボックス」(84
ページ)を参照してください。

注 :ステップ・テストで使用されているパラメータは，ターゲット

にコピーされます。

利用場所：［手動実装］表示枠

完全なパラメータ名：パラメータ名の最初の一文字を入力してこの
ボタンをクリックすると，残りが表示され，パラメータ名が <<< >>>
で囲まれます。

パラメータの挿入：パラメータをステップに挿入します。このコマンド
は，フォーカスが［説明］または［期待される結果］セルにある場合
にのみ有効になります。パラメータの挿入の詳細については，「パ
ラメータの作成方法」(252ページ)を参照してください。

テキストの検索：［検索］ダイアログ・ボックスが開き，指定したテキ
スト値を含むステップをタブで検索できます。検索するカラムを選
択し，検索する値を入力します。ユーザ・インタフェースの詳細に
ついては，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・
ガイド』を参照してください。

カラムの選択：［カラムの選択］ダイアログ・ボックスが開き，表示す
るカラムとその順序を指定できます。また，横方向にスクロールし
たときに固定されるカラム数も設定できます。

利用場所：［手動実装］表示枠

行の高さの調整：ステップの行の高さを変更して，表示できるス
テップ内のテキストの量を調整します。

利用場所：［手動実装］表示枠
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UI要素 説明

ステップの保存：ステップを保存します。ステップは，このボタンをク
リックするか，表示枠またはダイアログ・ボックスを閉じるまで保存さ
れません。

上に移動：選択したステップをリスト内で上に移動します。

利用場所：［手動実装］表示枠

下に移動：選択したステップをリスト内で下に移動します。

利用場所：［手動実装］表示枠

類語辞典：選択した単語の類義語，反義語，関連語が表示さ
れます。

利用場所：［コンポーネント ステップ詳細］ダイアログ・ボックス

スペル・チェック：選択した単語またはテキスト・ボックスのスペルを
チェックします。

利用場所：［コンポーネント ステップ詳細］ダイアログ・ボックス

スペル・オプション：スペル・チェックの方法を設定できます。

利用場所：［コンポーネント ステップ詳細］ダイアログ・ボックス

エクスポート この右クリック・メニュー・コマンドでは，ステップ情報をいくつかの形
式 (テキスト，Microsoft Word，Microsoft Excel，HTML)でエクス
ポートするための［すべてのグリッド データをエクスポート］ダイアロ
グ・ボックスが開きます。エクスポートするデータの場所，ファイル
名，ファイル・タイプを指定します。

利用場所：［手動実装］表示枠
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UI要素 説明

<ステップ・グリッド

>
選択したコンポーネントに含まれるステップを表示します。

ステップ・グリッドの各行には，連続した番号が付けられます。

例 :

利用場所：［手動実装］表示枠

ステップ名 各ステップの名前を表示します。

標準設定値：ステップの通番です。たとえば，初めてコンポーネント
にステップを追加する場合は「ステップ 1」となります。

説明 各ステップの詳細を表示します。

［詳細］カラムに含まれるパラメータは，<<< >>> 括弧で囲まれて
います。

ヒント :

l このフィールドをクリックすると，テキストの書式設定とスペ

ル・チェックのツールバーがテストの実行者用に表示され

ます。

l このタブまたはダイアログ・ボックスのユーザ定義フィールド

に指定する文字を 2,500個未満にすると，パフォーマン

スを向上できます。
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UI要素 説明

期待される結果 ステップの手順を実行した後の期待される状態を表示します。

注 : ［期待される結果］カラムに含まれるパラメータは，<<<

>>> 括弧で囲まれています。

ヒント :

l このフィールドをクリックすると，テキストの書式設定とスペ

ル・チェックのツールバーが表示されます。

l このタブまたはダイアログ・ボックスのユーザ定義フィールド

に指定する文字を 2,500個未満にすると，パフォーマン

スを向上できます。
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第4章 :キーワード GUI オートメーションを含
むコンポーネント
本章の内容

• キーワード GUI オートメーションの概要 102
• キーワード GUI オートメーションの使用方法 106
• キーワード GUI オートメーションのユーザ・インタフェース 111
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キーワード GUI オートメーションの概要
キーワード GUI の自動コンポーネントは，アプリケーションのテスト時に特定のタスクを実
行する再利用可能なモジュールです。タスクは，キーワード・ステップとして定義されま
す。これらのステップは，ALMとUFTの両方で表示，編集できます。

ALMの［オートメーション］タブの［キーワード ビュー］表示枠を使用して，非技術分野の
専門家はこの形式を通じて自動化されたキーワード・ステップを作成，変更できます。
キーワード・ビューのユーザ・インタフェースの詳細については，「キーワード・ビュー表示
枠」(113ページ)を参照してください。

各ステップは，項目 (アプリケーションまたは操作内のオブジェクト )と操作から構成されて
います。利用可能な項目と操作は，オートメーション・エンジニアがオブジェクト・リポジト
リと関数ライブラリで定義します。これらのオブジェクトと操作は，ALMに保存され，非
技術分野の専門家によってステップに挿入できるようになります。

例 :

サインイン・ログイン・ウィンドウ内のオブジェクトは，次のようにUnified Functional
Testingでオブジェクト・リポジトリにキャプチャできます。

Business Process Testing とUnified Functional Testingのキーワード GUIオートメー
ションを組み合わせて使用したサンプル・ワークフローについては，「Unified Functional
Testingの使用」(33ページ)を参照してください。

本章では，Business Process Testingの機能を使用する方法について説明します。
HP では，パッケージ化されたアプリケーションをテストできる追加の自動化機能を提供
しています。したがって，本章で説明する手順は，BPTパッケージ・アプリ・キット を使っ
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てパッケージ化されたアプリケーションをテストする場合に推奨されるベスト・プラクティスに
含まれない可能性があります。

本項の内容

l 「オブジェクトの概要」(103ページ)
l 「操作の概要」(103ページ)
l 「操作の値と引数」(104ページ)
l 「キーワード・ビューのパラメータ化」(104ページ)
l 「出力値の概要」(105ページ)
l 「コメントの概要」(105ページ)
l 「チェックポイントの概要」(105ページ)

オブジェクトの概要

テストによりオブジェクトに対して操作が実行されます。オブジェクトは，ビジネス・コンポー
ネントの基となるアプリケーション領域に関連付けられている共有オブジェクト・リポジトリ
に含まれています。

オブジェクトとして，前のステップのオブジェクトの兄弟オブジェクトや子オブジェクトを使用
できます。

注 :ステップに含まれているオブジェクトが後でオートメーション・エンジニアによって

共有オブジェクト・リポジトリから削除された場合，自動コンポーネントの実行は

失敗します。

操作の概要

操作またはキーワードは，複数のステップ，アプリケーション内で特定のタスクを実行でき
るプログラミング・ロジックをグループ化できるカスタマイズされた関数です。たとえば，操
作を使用すると，ビジネス・コンポーネントの開始時にアプリケーションを開くことや，アプリ
ケーション内のオブジェクトの特定のプロパティの値を確認することができます。

Business Process Testingには，使用できる基本的なキーワードのセットが用意されて
います。オートメーション・エンジニアは，UFTにキーワードを追加，または拡張できます。
これらのキーワードは，組み込みのメソッドやプロパティ，アプリケーション領域に関連付
けられたユーザ定義の関数から導出されます。オートメーション・エンジニアは，キーワー
ドを管理し，自動コンポーネントの作成時に［項目の選択］リストで利用可能にする
キーワードを選択します。

注 :ステップに含まれている操作が後でオートメーション・エンジニアによってライブラ

リから削除された場合，自動コンポーネントの実行は失敗します。
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キーワードの管理の詳細については，『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイ
ド』のGUIテストとキーワード・ビューに関する情報を参照してください。

操作の値と引数

操作の引数は，特定の目的を実現するために操作が使用する特定の情報を提供し
ます。

特定の操作には，必須の引数，任意指定の引数がある場合や引数がまったく不要
な場合があります。

例 :

l エディット・ボックスのSet操作の引数は，エディット・ボックスに入力する特定の

値を示します。

l Click 操作の引数の数値は，オプションでクリックの特定の座標を示すことがで

きます。

キーワード・ビューでは，［値］セルは，選択した操作に指定可能な引数の数に応じて
パーティションに分割されます。各パーティションには，そのパーティションに入力できる引
数のタイプに応じて，さまざまなオプションがあります。

キーワード・ビューのパラメータ化

値をビジネス・コンポーネントに渡す入力パラメータ，値をコンポーネントから外部ソースま
たは 1つのステップから別のステップに渡す出力パラメータを定義できます。コンポーネント
内でのみ使用するローカル・パラメータを定義することもできます。次に，これらのパラメー
タを使用して自動化されたステップ内の入出力値をパラメータ化できます。キーワード・
ステップ内から，次のパラメータを定義できます。

l ローカル・パラメータ：ローカル・パラメータは特定のビジネス・コンポーネントに定義され
ます。このパラメータには，他のビジネス・コンポーネントからアクセスできません。ローカ
ル・パラメータは「キーワード・ビュー表示枠」(113ページ)で入力パラメータの場合は
「［値設定オプション］ダイアログ・ボックス」(126ページ)を，出力パラメータの場合は
「［出力オプション］ダイアログ・ボックス」(124ページ)を使用して定義できます。ローカ
ル・パラメータを削除することはできませんが，その入出力をキャンセルすることはできま
す。

l コンポーネント・パラメータ：値が設定されたコンポーネント・パラメータは，コンポーネント
外の場所に返すか,コンポーネント外の場所から取得できます。これらのパラメータの
値は，ビジネス・プロセス・テストまたはフロー内のあるコンポーネントから，テスト実行時
に後続のコンポーネントに渡すことができます。コンポーネント・パラメータは，ビジネス・
コンポーネント・モジュールの「パラメータ・ページ」(260ページ)で定義します。コンポーネ
ント・パラメータを使用したタスクの詳細については，「Business Process Testingで
データを処理する方法」(249ページ)を参照してください。
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パラメータを定義したら，それを使用して値をパラメータ化できます。［値］セルに定数値
を直接入力すると，パラメータ化される値を定数値に変更することもできます。

出力値の概要

出力値を返すステップでは，出力値の格納場所と，コンポーネント実行セッション中の
出力値の使用方法を決定するための設定を定義できます。出力値ステップに到達す
ると，出力の各値セットが取得され，後で実行セッションで使用するために指定された
場所に格納されます。

出力値は実行セッションの間のみ格納されます。実行セッションを繰り返すと，出力値
は再度キャプチャされます。

実行セッションの後，セッション中に取得された値をセッション結果の一部として表示で
きます。詳細については，「実行結果の表示」(335ページ)を参照してください。

同じオブジェクトに対して出力する多数のプロパティを選択し，各プロパティ値の出力設
定を定義できます。実行セッション中に出力値ステップに到達すると，UFTは指定され
たすべてのプロパティ値を取得します。

出力値の指定後に出力値を保存しないことにした場合，それをキャンセルできます。

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザは，学習プロセス中にコンポーネントに出力値を追
加することも可能です。

コメントの概要

コメントは，現在選択されているステップの下にある新しい行に入力できる自由書式の
エントリです。

コメントは，ビジネス・コンポーネントの実行時に処理されません。

コメントは，いくつかの用途に使用できます。

l コメントをビジネス・コンポーネントに追加して，読みやすさを向上し，更新しやすくす
ることもできます。たとえば，コンポーネントの自動化されたステップの各セクションの前
にコメントを追加して，そのセクションに含まれる項目を指定することができます。

l コメントを使用して，アプリケーションのテスト準備が整う前にビジネス・コンポーネントに
含めるステップを計画することもできます。次に，アプリケーションの準備が整ったら，計
画 (コメント )を使用して，テストする必要があるすべての項目がステップに含まれてい
ることを確認します。

注 : コメントを挿入したら，それをステップに変更することはできません。

チェックポイントの概要

コンポーネントを作成する場合，UFTで作業しているオートメーション・エンジニアは標準
チェックポイントを追加できます。チェックポイントは，指定されたプロパティの現在の値と
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そのプロパティの期待値を比較し，アプリケーションが正しく機能しているかどうかを識別
するのに役立ちます。

1つ以上のチェックポイントを含むコンポーネントを実行すると，UFTによってチェックポイ
ントの期待値と実際の値が比較されます。値が一致しない場合，チェックポイントは失
敗します。チェックポイントの結果は，実行結果ビューアで確認できます。詳細について
は，「実行結果の表示」(335ページ)を参照してください。

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザは，学習プロセス中にコンポーネントにオブジェクト・
プロパティのチェックポイントを追加することも可能です。

キーワード GUI オートメーションの使用方法
このタスクでは，キーワード GUIのステップをコンポーネントに追加してコンポーネントを自
動化する方法を説明します。

注 :

l このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「Business
Process Testingの使用」(31ページ)を参照してください。

l Business Process Testing とキーワード GUIオートメーションを組み合わせて

使用したサンプル・ワークフローについては，「Unified Functional Testingの使

用」(33ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」(106ページ)
l 「アプリケーション領域の作成」(107ページ)
l 「コンポーネントの選択」(108ページ)
l 「キーワード GUI オートメーションの追加」(108ページ)
l 「アプリケーション領域の選択」(108ページ)
l 「コンテンツの追加 (ステップ) 」(108ページ)
l 「ステップのパラメータ化」(109ページ)
l 「ステップの拡張 -オプション」(110ページ)
l 「結果」(111ページ)

1. 前提条件

l テスト・ツール( UFTなど)がインストールされていることを確認します。

ヒント :テスト・ツールがインストールされていない場合，［オートメーション］タ

ブの ボタンが無効になります。
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l クライアント・コンピュータにUnified Functional Testing Add-in for Business
Process Testingをインストールします。Unified Functional Testing Add-in for
Business Process TestingはHP Application Lifecycle Managementの［アド
イン］ページ( ［ヘルプ］＞［アドイン］)から利用できます。

l キーワード GUIのコンポーネントをデバッグまたは実行するか，テスト結果を表示
するには，UFT 12.00以降がインストールされている必要があります。

2. アプリケーション領域の作成

コンポーネントの自動化には，アプリケーション領域の作成が含まれています。アプリ
ケーション領域では，特定のアプリケーションに必要な設定およびリソースにアクセス
できます。

a. アプリケーションをテストする準備ができていて，必要なすべての自動化リソース
の用意が完了していることを確認します。

b. まだ接続していない場合は，UFTで ALMプロジェクト (アプリケーション領域を
作成する対象 )に接続します。

詳細については，『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』で ALM
プロジェクトへの接続に関する情報を参照してください。

c. 次のいずれかを行います。

o ALMテスト・リソース・モジュールの標準設定のテンプレートに基づいて基本
的なアプリケーション領域を作成します。アプリケーション領域の標準設定の
テンプレートは，［System Application areas］サブフォルダに格納され，移動
または変更できません。オートメーション・エンジニアは，UFTでアプリケーション
領域を拡張できます。

標準設定のアプリケーション領域に含まれる，自動ステップの作成時に選択
できる操作オプションは非常に限られています。

o オートメーション・エンジニアと協力して UFTでアプリケーション領域を作成し
ます。

d. ALMで，テスト・リソース・モジュールにアプリケーション領域リソースを作成して
アップロードします。ALMでアプリケーション領域を関連付けるほかのリソース(ラ
イブラリ，オブジェクト・リポジトリ，回復シナリオなど)の作成 (および UFTのアプリ
ケーション領域への関連付け)を行うこともできます。詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

e. UFTで，アプリケーション領域に関連付けられたビジネス・コンポーネントが使用
する設定とリソース・ファイルを定義します。コンポーネントをアプリケーション領域
に関連付けることで，そのコンポーネントがこれらの設定とリソース・ファイルに自
動的にリンクされます。

f. UFTで，エンティティ間の依存関係を定義します。詳細については，『HP
Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』を参照してください。

ヒント : ALMのテスト・リソース・モジュールの［依存関係］タブで，アプリケーショ
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ン領域とほかのリソース間の関連付けを表示できます。

3. コンポーネントの選択

ビジネス・コンポーネント・モジュール・ウィンドウで，コンポーネント・ツリーを選択しま
す。

4. キーワード GUI オートメーションの追加

［オートメーション］タブで， をクリックして［キーワード GUI］
を選択します。

［キーワード ビュー］表示枠が表示されます。ユーザ・インタフェースの詳細について
は，「キーワード・ビュー表示枠」(113ページ)を参照してください。

5. アプリケーション領域の選択

注 :

キーワード GUIのコンポーネントは，アプリケーション領域に関連付けてそのス

テップを作成する必要がありますが，必要に応じて，アプリケーション領域を

変更することもできます。

アプリケーション領域を変更すると，自動コンポーネントに影響を与え，正しく

動作しなくなる可能性があります。たとえば，ステップが新しいアプリケーション

領域のオブジェクト・リポジトリに含まれていないオブジェクトを使用した場

合，ステップは失敗します。

［キーワード ビュー］表示枠のツールバー・ボタンの横に次のメッセージが表示された
ら，アプリケーション領域を選択します。

［アプリケーション領域の選択］ボタンをクリックしてアプリケーション領域を選択してください

をクリックしてアプリケーション領域を選択します。［アプリケーション領域の選択］
ダイアログ・ボックスのユーザ・インタフェースの詳細については，「［アプリケーション領
域の選択］ダイアログ・ボックス」(120ページ)を参照してください。

これで，関連するオブジェクト・リポジトリ内のすべてのアプリケーション・オブジェクト
と，関連する関数ライブラリで定義されているすべての操作を，ステップを自動化す
るときに利用できるようになりました。

6. コンテンツの追加(ステップ)
アプリケーションをテストするのに必要なステップを作成します。

各ステップは，実行対象の操作であり，［キーワード ビュー］表示枠の行として定義
されます。
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追加または変更するステップごとに，次の要素を指定します。

l ステップの実行対象の項目 (アプリケーション領域の共有オブジェクト・リポジトリの
オブジェクトなど)

l 項目に対して実行する操作 (アプリケーション領域で指定されたキーワード )
l 必要な任意の値

l 出力値

l ドキュメント (コメントなど)
ステップを保存します。

ヒント :

l ［キーワード ビュー］表示枠で行った変更は自動的には保存されません。

定期的に保存することをお勧めします。

l コンポーネントはステップのすべてが自動化されるまで，完全に自動化され

ていません。たとえば，手動ステップの［操作］の値を使用して［操作］項

目を指定した場合，オートメーションは自動化されていません。コンポーネ

ントの実行時に，ユーザ入力のための一時停止が発生します。

l ほかのアプリケーションにステップを記録して，同時にコンポーネントを作成

できます。詳細については，「フローおよびビジネス・プロセス・テストにコン

ポーネントを記録する方法」(158ページ)を参照してください。

l UFT内からだけではなく，ALM内からオブジェクトを直接スキャンして，

ローカル・オブジェクト・リポジトリに入れることができます。詳細については，

「キーワード・ビュー表示枠」(113ページ)の「KWDのスキャン」を参照してく

ださい。

項目や操作などのステップの作成に使用するエンティティの詳細については，「キー
ワード GUI オートメーションの概要」(102ページ)を参照してください。

［キーワード ビュー］表示枠のユーザ・インタフェースの詳細については，「キーワード・
ビュー表示枠」(113ページ)を参照してください。

7. ステップのパラメータ化

テスト，フロー，ビジネス・コンポーネントの範囲を拡張するには，自動コンポーネント
で変数の入出力パラメータ値を使用します。

パラメータ化対象 次を使用

ローカル・パラメータまたはコンポーネント・パラメータを
使用するステップの入力値

「［値設定オプション］ダ
イアログ・ボックス」(126
ページ)
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パラメータ化対象 次を使用

ステップの出力値 「［出力値のプロパティ］
ダイアログ・ボックス」
(130ページ)

［チェックポイントのプロパティ］ダイアログ・ボックスまたは
［出力値のプロパティ］ダイアログ・ボックスの期待され
るプロパティ値

「［出力値のプロパティ］
ダイアログ・ボックス」
(130ページ)

ステップを保存します。

8. ステップの拡張 - オプション

次の拡張機能をステップに追加して自動コンポーネントを拡張できます。

拡張機能 説明

コメント コメントは，自由書式の追加情報です。コメントは，ステップ操
作の間に挿入することや，ステップ操作のプレースホルダとして挿
入できます。

コメントの詳細については，「キーワード GUI オートメーションの
概要」(102ページ)を参照してください。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「キーワード・ビュー表
示枠」(113ページ)を参照してください。

チェックポイント チェックポイントは，指定されたプロパティの現在の値とそのプロ
パティの期待値を比較し，アプリケーションが正しく機能している
かどうかを識別するのに役立ちます。この概念の詳細について
は，「キーワード GUI オートメーションの概要」(102ページ)を参
照してください。

チェックポイントは，ALMの［チェックポイントのプロパティ］ダイアロ
グ・ボックスで表示，編集することができ，どのプロパティを実行
中にチェックするように設定しているかを確認できます。ユーザ・
インタフェースの詳細については，「［チェックポイントのプロパティ］
ダイアログ・ボックス」(127ページ)を参照してください。
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出力値 値を返すステップでは，出力値の格納設定によって，出力値の
格納場所と，コンポーネント実行セッション中の出力値の使用
方法が決定されます。出力値ステップに到達すると，出力の各
値セットが取得され，後で実行セッションで使用するために指
定された場所に格納されます。

出力値の詳細については，「出力値の概要」(105ページ)を参
照してください。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［出力値のプロパ
ティ］ダイアログ・ボックス」(130ページ)を参照してください。

ステップを保存します。

9. 結果

l コンポーネントのオートメーションが完了します。

l コンポーネントのアイコンが手動アイコンから自動アイコンに変化します。アイコンの
詳細については，「Business Process Testingアイコン」(72ページ)を参照してく
ださい。

l 自動コンポーネントには，UFTからアクセスできます。

l 完全に自動化されたコンポーネントを含むテストおよびフローは，ユーザ入力のた
めの一時停止を行うことなく，オートマティック・ランナーで実行できます。

キーワード GUI オートメーションのユーザ・インタフェー
ス
本項の内容

• ［オートメーション］タブ 112
• キーワード・ビュー表示枠 113
• ［アプリケーション領域の選択］ダイアログ・ボックス 120
• ［キーワード ビューオプション］ダイアログ・ボックス 121
• ［テスト オブジェクトの選択］ダイアログ・ボックス 123
• ［出力オプション］ダイアログ・ボックス 124
• ［値設定オプション］ダイアログ・ボックス 126
• ［チェックポイントのプロパティ］ダイアログ・ボックス 127
• ［パラメータ化 /プロパティ］ダイアログ・ボックス 129
• ［出力値のプロパティ］ダイアログ・ボックス 130
• ［バージョン情報］ダイアログ・ボックス 131
• ［場所情報］ダイアログ・ボックス 132

ユーザーズ・ガイド
第4章 :キーワード GUI オートメーションを含むコンポーネント

HP Business Process Testing (12.53) 111 / 372ページ



［オートメーション］タブ

このタブでは，コンポーネントのオートメーションを実装できます。

アクセス方法 ビジネス・コンポーネント・モジュールで，［オートメーション］タブをク
リックします。

［コンポーネントの詳細］ダイアログ・ボックスから，［オートメーション］
サイドバー・エントリをクリックします。

重要な情報 ［オートメーション］タブの内容は，コンポーネントに対して実装され
るオートメーションに応じて変化します。

関連タスク l 「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ページ)
l 「スクリプト GUIおよび APIオートメーションの使用方法」(134
ページ)

l 「LeanFT オートメーションの使用方法」(139ページ)

参照情報 l 「ビジネス・コンポーネントの概要 」(44ページ)
l 「自動コンテンツを含むコンポーネント」(46ページ)
l 「キーワード GUI オートメーションの概要」(102ページ)
l 「スクリプト GUIおよび APIオートメーションの概要」(134ページ)
l 「LeanFT オートメーションの概要」(139ページ)
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次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

ビジネス・コンポーネントに対するオートメーションの追加または削除
を行います。オートメーションを追加する際には，ボタンの横にある下
矢印をクリックして，次のいずれかのオートメーション・タイプを選択し
ます。

l キーワード GUI
l スクリプト GUI
l API

注 :下矢印を選択せずに［オートメーションの追加］をクリック

すると，ALMによってコンポーネントに最後にオートメーションを

追加したときに使用されたオートメーションのタイプが追加さ

れます。オートメーションがまだ追加されていない場合は，

ALMによってキーワード GUIオートメーションが追加されます

(ただし，お使いのマシンにUFTアドインまたはUFT for
Business Process Testingアドインがインストールされている

必要があります。これらのアドインはHP Application
Lifecycle Managementの［アドイン］ページ( ［ヘルプ］＞［アド

イン］)から利用できます) 。

オートメーション・タイプの種類の詳細については，「オートメーション・
タイプ」(47ページ)を参照してください。

利用条件：お使いのマシンにテスト・ツールが 1つ以上インストールさ
れている。

<ビジネス・コン

ポーネントの

フィールド>

フィールドの定義については，「ビジネス・コンポーネント・モジュールの
フィールド」(75ページ)を参照してください。

<［キーワード

ビュー］表示枠

>

キーワード・ステップの作成と編集を行うことができます。ユーザ・イン
タフェースの詳細については，「キーワード・ビュー表示枠」(113ペー
ジ)を参照してください。

キーワード・ビュー表示枠

この表示枠では，キーワード・ビューでキーワード GUIのステップを作成，変更できます。
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アクセス方法 1. ビジネス・コンポーネント・モジュールで，キーワード GUIのオート
メーションを含むコンポーネントを選択します。

2. ［オートメーション］タブをクリックします。［キーワード ビュー］表示
枠がウィンドウの下部に表示されます。

重要な情報 l ALMのキーワード・ビューには，UFTのビジネス・コンポーネント・
キーワード GUIビューと類似の機能が備わっています。UFTの機
能の詳細については，『HP Unified Functional Testingユーザー
ズ・ガイド』を参照してください。

l どのカラムを表示するかなど，キーワード・ビューの表示方法を選
択できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［キーワー
ド ビューオプション］ダイアログ・ボックス」(121ページ)を参照してく
ださい。

l ALMの別のセッションまたはUFTで現在開かれているビジネス・コ
ンポーネントはロックされ，読み取り専用になります。

関連タスク 「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ページ)

参照情報 l 「キーワード GUI オートメーションの概要」(102ページ)
l 『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

ステップの記録：キーワード・ステップをビジネス・コンポーネントに記録
します。詳細については，「フローおよびビジネス・プロセス・テストにコ
ンポーネントを記録する方法」(158ページ)を参照してください。

キーワードのスキャン：アプリケーション内のオブジェクトをキャプチャし，
ローカル・オブジェクト・リポジトリに保存します。詳細については，
『Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』を参照してくださ
い。

保存：コンポーネント・ステップを保存します。

ステップの追加：現在選択している行の後にステップを追加し，［項
目の選択］リストを開きます。

ヒント : このボタンを使用して，コメントを追加します。
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ステップの削除：現在のステップを削除します。

ステップを削除する前に，削除してもコンポーネントの正しい動作が
妨げられないことを確認してください。

そのセルの1つが編集モードになっている場合，ステップは削除でき
ません。

注 : このボタンを使用して，コメントを削除します。コメントを

削除する場合，警告メッセージは表示されません。

ビューのオプション：ALMによるキーワード・ビューの表示方法を設定
できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［キーワード
ビューオプション］ダイアログ・ボックス」(121ページ)を参照してくださ
い。

アプリケーション領域の選択：テスト・リソース・モジュールで，アップロー
ドしたアプリケーション領域リソースからオートメーションのアプリケーショ
ン領域を選択できます。

<カラム名のショートカット・メニュー・オプション>：ショートカット・メ
ニュー・オプションと同じ名前を持つカラムの表示と非表示を切り替
えます。

カラム見出し

行

各カラムの名前を示します。カラムを並べ替えるには，カラム見出し
を新しい場所までドラッグ・アンド・ドロップします。カラム見出しが利
用可能な場所にドラッグされると，赤色の矢印が表示されます。
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［項目］カラム 次のような項目が表示されます。

l オブジェクト：操作の実行対象となる，共有オブジェクト・リポジトリ
のオブジェクトです。この概念の詳細については，「キーワード GUI 
オートメーションの概要」(102ページ)を参照してください。

l 操作インジケータ：［操作］カラムに，コンポーネントのアプリケーショ
ン領域に関連付けられた 1つ以上の関数ライブラリのキーワード
GUI(ユーザ定義の関数 )が含まれることを示します。この概念の
詳細については，「キーワード GUI オートメーションの概要」(102
ページ)を参照してください。

l コメント：次の操作に使用できます。

l 手動ステップの追加

l ステップ間へのほかのテキスト情報の追加

l コンポーネントに関するメモの追加

l 隣接するステップに関する情報の提供

［項目の選択］リスト：次の項目を選択できます。

l オブジェクト。

l ［操作］オプション：［操作］項目を選択すると，［操作］カラムで，
コンポーネントのアプリケーション領域に関連付けられた 1つ以上
の関数ライブラリのキーワード GUI(ユーザ定義の関数 )を選択で
きます。

l ［コメント］オプション：コメントを追加します。

l ［別オブジェクトの選択］オプション：ステップを追加するオブジェクト
が［項目の選択］リストに表示されていない場合に使用します。こ
のオプションにより，［テスト オブジェクトの選択］ダイアログ・ボックス
が開きます。このダイアログ・ボックスによって，前のステップのオブ
ジェクトの兄弟オブジェクトまたは子オブジェクト以外の項目を，
共有オブジェクト・リポジトリから選択できます。ユーザ・インタフェー
スの詳細については，「［テスト オブジェクトの選択］ダイアログ・
ボックス」(123ページ)を参照してください。

コンテンツをステップに追加する前に，［項目］リストからオプションを選
択する必要があります。オブジェクトを選択する場合，その操作も
指定します。

注 : コンポーネントにアプリケーション領域が関連付けられてい

ないか，オブジェクトが利用可能でない場合，［項目の選択］

リストには，［操作］項目と［コメント］項目しか含まれていませ

ん。OpenAppなど一部の操作関数は，関連付けられてい

るアプリケーション領域なしで利用できます。
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［操作］カラム ［項目］カラムで選択したオブジェクトに対して実行する操作が一覧
表示されます。

ヒント :カーソルをリスト内の操作上に置くと，ツールヒントに操

作の説明が表示されます。

この概念の詳細については，「キーワード GUI オートメーションの概
要」(102ページ)を参照してください。

［操作の選択］リスト：［項目］カラムで選択したオブジェクトに対して
実行する操作を選択できます。

利用可能な操作は，選択した項目によって次のように異なります。

l ［項目の選択］リストでアプリケーション・オブジェクトを選択すると，
そのオブジェクトの［操作］リストに，組み込みの操作とアプリケー
ション領域の関数ライブラリでその特定のオブジェクト・タイプ用に
作成された操作が含まれるようになります。たとえば，ボタン・オブ
ジェクトを選択した場合，リストには，ボタン・オブジェクトで利用
可能なよく使用するメソッド ( ［Click］など)が含まれます。

l ［項目］カラムで［操作］を選択した場合，リストには，関数ライブ
ラリまたはコンポーネントのアプリケーション領域に関連付けられて
いるライブラリで定義した操作が含まれます。関数ライブラリの詳
細については，『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイ
ド』を参照してください。

項目の標準の操作 (よく使用する操作 )が，［操作］カラムに自動
的に表示されます。

オブジェクトの操作は，オートメーション・エンジニアによって，ビジネ
ス・コンポーネントの基となるアプリケーション領域に関連する関数ラ
イブラリに関数が追加された場合にのみ利用できます。
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［値］カラム 選択した操作の引数値が一覧表示されます(存在する場合 ) 。
値は，選択した操作に指定可能な引数の数に応じてパーティショ
ンに分割されます。

この概念の詳細については，「キーワード GUI オートメーションの概
要」(102ページ)を参照してください。

［値］セルをクリックすると，ツールヒントに各引数の情報が表示され
ます。ツールヒントでは，現在強調表示されているパーティションの引
数が太字で表示され，任意指定の引数は角括弧で囲まれます。
次の例では，x引数が現在強調表示されているため，太字になっ
ています。

［値］カラムのセルには，値をパラメータ化するためのパラメータ化ボタ

ン もあります。

利用条件：追加の引数を指定する必要のある操作が選択された
場合

文字列の引数値：操作の引数値として文字列を指定できます。
引用符で囲まれた任意の英数字文字列を入力します。引用符
を入力しない場合，Business Process Testingによって自動的に
追加されます。引用符を削除することによって引用符で囲まれた
文字列を含むセルを変更すると，Business Process Testingでは
引用符を復元せず，値が変数名として扱われます。

利用場所：［値］セルの引数パーティション

定義済みの定数の引数値：リストから値を選択できます。

利用場所：［値］セルの引数パーティション

［パラメータ化］ボタン：ローカル・パラメータまたはコンポーネント・パラ
メータを使用して，引数の値をパラメータ化できます。ユーザ・インタ
フェースの詳細については，「［出力値のプロパティ］ダイアログ・ボック
ス」(130ページ)を参照してください。

利用場所：［値］セルの引数パーティション

［キャンセル］ボタン：格納されている出力値をキャンセルします。出
力値の格納に関するユーザ・インタフェースの詳細については，「［出
力値のプロパティ］ダイアログ・ボックス」(130ページ)を参照してくださ
い。

利用場所：出力パラメータが含まれるステップの［出力］セル
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［チェックポイント］ボタン：チェックポイントのプロパティ値を受け入れる
か，変更できる［チェックポイントのプロパティ］ダイアログ・ボックスが開
きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［チェックポイント
のプロパティ］ダイアログ・ボックス」(127ページ)を参照してください。

利用場所：チェックポイント・ステップの［値］セルの引数パーティション

［出力パラメータの指定］ボタン：出力パラメータを設定できる［出力
オプション］ダイアログ・ボックスが開きます。ユーザ・インタフェースの詳
細については，「［出力オプション］ダイアログ・ボックス」(124ページ)を
参照してください。

［出力］カラム ステップの出力値を格納するパラメータが一覧表示されます(存在
する場合 ) 。

［注釈］カラム ステップの実行内容に関して，平易な言葉で記述された読み取り
専用の説明が表示されます。

例 :
l 「Sign-in」画像をクリックします

l 「toPort」リストで「San Francisco」を選択します

注釈は，項目，操作，選択した操作に必要な値を入力すると自
動的に表示されます。

これらの注釈説明を使用すると，自動コンポーネントを手動で実行
できます。詳細については，「ビジネス・プロセス・テストとフローを手
動で実行する方法」(330ページ)を参照してください。

<コメント行> コメントは，キーワード・ビューの行全体に広がります。

コメントを追加したら，1つ以上のカラムが表示されるかぎり，常にコ
ンポーネントに表示されます。さらに，タブの左右をスクロールしても，
コメントは常に表示されます。

［ドキュメントの

み］ショートカッ

ト・メニュー・オ

プション

［注釈］カラムのみを表示するか，すべてのカラムを表示するかを切り
替えます。たとえば，ステップを手動テストの指示として使用する場
合にこのオプションを選択します。［注釈］カラムとビジネス・コンポー
ネントで定義されたコメントが表示されます。

［コメントの挿

入］ショートカッ

ト・メニュー・オ

プション

現在選択している行の後にコメントを追加します。
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［コピー］/［切り

取り］/［貼り付

け］/［削除］

ショートカット・

メニュー・オプ

ション

キーワード・ビューで現在選択している行に対してこれらの標準操
作を実行します。

［アプリケーション領域の選択］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，UFTキーワード GUIコンポーネントを自動化する目的で，
アプリケーション領域を選択できます。

アクセス方法 1. ビジネス・コンポーネント・モジュールで，キーワード GUIのオート
メーションを含むコンポーネントを選択します。

2. ［オートメーション］タブをクリックします。

3. ［アプリケーション領域を選択］ をクリックします。

重要な情報 l アプリケーション領域を初めて選択するときには，UFT内からプロ
ジェクトに接続するように求められます。手順については，『HP
Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』を参照してくださ
い。

l アプリケーション領域を変更すると，ビジネス・コンポーネントに影
響を与え，正しく動作しなくなる可能性があります。たとえば，コ
ンポーネント・ステップが新しいアプリケーション領域のオブジェクト・
リポジトリに含まれていないオブジェクトを使用した場合，ステップ
は失敗します。

関連タスク 「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ページ)

参照情報 「アプリケーション領域の概要」(48ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

現在のアプリケーション領

域

選択したアプリケーション領域の名前が表示されます。

アプリケーション領域の選

択

選択可能なアプリケーション領域が一覧表示されま
す。
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説明 選択したアプリケーション領域の説明が表示されます。

［キーワード ビューオプション］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，ALMによるキーワード・ビューの表示方法を設定できます。

アクセス方法 1. ビジネス・コンポーネント・モジュールで，キーワード GUIのオート
メーションを含むコンポーネントを選択します。

2. ［オートメーション］タブをクリックします。

3. ［ビューのオプション］ をクリックします。

関連タスク 「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ページ)

参照情報 l 「キーワード・ビュー表示枠」(113ページ)
l 『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

カラム キーワード・ビューに表示するカラムとその順序を設定するオプ
ションがあります。

フォントと色 キーワード・ビューの色とフォントのオプションを設定します。

利用可能なカラム キーワード・ビューに現在表示されていないカラムが一覧表示
されます。

利用場所：［カラム］タブ

［利用可能なカラム］ボックスと［表示カラム］ボックスの間でカラ
ム名を移動します。

利用場所：［カラム］タブ

表示カラム キーワード・ビューに現在表示されているカラムが一覧表示さ
れます。

利用場所：［カラム］タブ
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カラムの表示順序を設定します。［表示カラム］ボックスでカラ
ムを選択し，上下ボタンをクリックして目的の順序になるように
カラムを配置します。

注 :キーワード・ビューでのカラムの順序は，どの順序で

各ステップのセルを入力する必要があるかということには

影響しません。［項目］カラムの左側に［操作］カラムを

表示することを選択した場合，最初に項目を選択する

と，［操作］カラムのリストは，［項目］カラムで行った選択

内容に合うように更新されます。

利用場所：［カラム］タブ

要素 フォントと色の選択を適用する行を選択します。

l 標準設定：選択内容をすべての行に適用します。

l 選択されている行：テキストと背景色の選択内容を現在選
択されている行にのみ適用します。

l 交互の行：背景色の選択内容を 1行ずつ交互に適用しま
す。

l コメント：選択内容をコメント行に適用します。

利用場所：［フォントと色］タブ

フォント名 テキストを表示するフォントを選択します。

利用場所：［フォントと色］タブ

サイズ テキストを表示するフォント・サイズを選択します。

利用場所：［フォントと色］タブ

スタイル 次のフォント・スタイルの中から選択します。［通常］，［太字］，
［斜体］，［下線］。

利用場所：［フォントと色］タブ

前景 テキストを表示する色を選択します。

利用場所：［フォントと色］タブ

背景 行の背景色を選択します。

利用場所：［フォントと色］タブ
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読み取り専用向け

の前景

読み取り専用テキストを表示する色を選択します。

利用場所：［フォントと色］タブ

すべて元に戻す すべての選択を標準設定に戻します。

利用場所：［フォントと色］タブ

［テスト オブジェクトの選択］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，自動コンポーネント・ステップの作成時に，［項目の選択］リ
ストに表示されていないオブジェクトを共有オブジェクト・リポジトリから選択できます。たと
えば，前のステップのオブジェクトの兄弟オブジェクトまたは子オブジェクト以外の項目を
選択できます。

アクセス方法 1. ビジネス・コンポーネント・モジュールで，キーワード GUIのオート
メーションを含むコンポーネントを選択します。

2. ［オートメーション］タブをクリックします。

3. ［項目］セル内をクリックし，矢印をクリックして，［項目の選択］リ
ストを表示します。

注 :新しいステップを作成している場合は，新しいステップ

が作成されるとすぐにリストが自動的に開きます。

4. ［別オブジェクトの選択］を選択します。

重要な情報 共有オブジェクト・リポジトリ・ツリーからオブジェクトを選択すると，選
択したオブジェクトが［項目］セルに表示され，［項目の選択］リストに
も追加されます。

関連タスク 「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ページ)

参照情報 『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

名前 オブジェクト名 (または名前の先頭の文字 )を入力し，［次を検索］
をクリックすることで，共有オブジェクト・リポジトリ・ツリー内のオブジェ
クトを検索できます。
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UI要素 説明

タイプ 必要なオブジェクトのタイプ( ［Check Box］や［Button］など)を選択
することで，共有オブジェクト・リポジトリ・ツリーに表示されるオブジェ
クトの数を制限できます。

次を検索：［名前］ボックスに指定したオブジェクト名に基づいて共
有オブジェクト・リポジトリ・ツリー内のオブジェクトを検索できます。

<共有オブジェ

クト・リポジトリ・

ツリー>

共有オブジェクト・リポジトリ内のオブジェクトが一覧表示されます。

［出力オプション］ダイアログ・ボックス

ステップの［出力］セルのローカル・パラメータまたはコンポーネント・パラメータを使用する
と，ステップの出力値をパラメータ化できます。その後，出力パラメータの値を，コンポーネ
ント内の後続のステップまたはテスト内の後続のコンポーネントやフローで入力値として
使用できます。

アクセス方法 1. ビジネス・コンポーネント・モジュールで，キーワード GUIのオート
メーションを含むコンポーネントを選択します。

2. ［オートメーション］タブをクリックします。

3. 出力値を返すステップの［出力］セル内をクリックします。

4. ［出力パラメータの指定］ をクリックします。

重要な情報 l ビジネス・コンポーネント・モジュールの［パラメータ］タブで少なくとも
1つの出力パラメータを定義した場合，標準設定の出力タイプ
は［コンポーネント パラメータ］になります。標準設定の出力名
は，ビジネス・コンポーネント・モジュールの［パラメータ］タブの最初
の出力パラメータになります。

l コンポーネント・パラメータが定義されていない場合，コンポーネン
ト・パラメータを使用して出力値をパラメータ化する前に定義する
必要があります。詳細については，「Business Process Testing
でデータを処理する方法」(249ページ)を参照してください。

関連タスク 「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ページ)

参照情報 『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

出力タイプ 次のタイプの出力パラメータを指定できます。

l コンポーネント・パラメータ：出力パラメータをコンポーネント・パラ
メータとして設定します。ダイアログ・ボックスがコンポーネント・パラ
メータの［出力オプション］ダイアログ・ボックスに変わります。［パラ

メータ］ボックスに，利用可能なコンポーネント・パラメータが表示さ

れます。表示される情報は読み取り専用です。 アイコンが［出
力］セルに表示されます。

l ローカル・パラメータ：出力パラメータをローカル・パラメータとして設
定します。ダイアログ・ボックスがローカル・パラメータの［出力オプ
ション］ダイアログ・ボックスに変わります。［記述］領域には，利用
可能なローカル・パラメータの名前と説明が表示されます。ローカ
ル・パラメータを選択してその詳細を指定するか，必要に応じて

新しいローカル・パラメータを作成できます。 アイコンが［出力］セ
ルに表示されます。

詳細 ローカル・パラメータを指定するための追加フィールドが表示されま
す。

利用条件：［出力タイプ］フィールドで［ローカルパラメータ］が選択さ
れている場合

名前 新しいローカル・パラメータの名前を入力するか，リストから既存の
ローカル・パラメータ名を選択します。

利用条件：［出力タイプ］フィールドで［ローカルパラメータ］が選択さ
れている場合

説明 ローカル・パラメータの簡単な説明を入力できます。

利用条件：［出力タイプ］フィールドで［ローカルパラメータ］が選択さ
れている場合

パラメータ コンポーネント・パラメータとその説明のリストから選択できます。コン
ポーネント・パラメータの詳細が読み取り専用形式で表示されま
す。

利用条件：［出力タイプ］フィールドで［コンポーネント パラメータ］が選
択されている場合
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［値設定オプション］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，定数，ローカル・パラメータ，またはコンポーネント・パラメー
タを使用して，ステップの入力値を指定できます。ビジネス・コンポーネントを実行する
と，ステップでこの値が使用されます。

アクセス方法 1. ビジネス・コンポーネント・モジュールで，キーワード GUIのオート
メーションを含むコンポーネントを選択します。

2. ［オートメーション］タブをクリックします。

3. ［値］セル内をクリックします。

4. ［値の定義］ をクリックします。

重要な情報 コンポーネント内で少なくとも 1つの入力コンポーネント・パラメータが
定義されている場合，標準設定の入力タイプは［コンポーネント パ

ラメータ］になり，標準設定の入力名はコンポーネント・モジュールの
［パラメータ］タブの最初の入力パラメータになります。

注 : コンポーネント・パラメータが定義されていない場合，コン

ポーネント・パラメータを使用して入力値をパラメータ化する

前に定義する必要があります。詳細については，「パラメー

タ」(251ページ)を参照してください。

ヒント :値のパラメータ化をキャンセルするには，［値設定オプ

ション］ダイアログ・ボックスの［定数］ラジオ・ボタンを選択し

て，定数値を入力します。

関連タスク 「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ページ)

参照情報 『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

定数 入力値の定数を指定するか，値のパラメータ化をキャンセルできま
す。

＜定数＞ 定数を追加できます。

利用条件：［定数］ラジオ・ボタンが選択されている場合
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UI要素 説明

パラメータ パラメータ・タイプを選択できます。

<パラメータ・タ

イプ>
入力値のローカル・パラメータまたはコンポーネント・パラメータを選択
できます。

利用条件：［定数］ラジオ・ボタンが選択されている場合

パラメータ 定義済みのコンポーネント・パラメータとその説明のリストが表示され
ます。

利用条件：［パラメータ］ラジオ・ボタンが選択されている場合

詳細 ローカル・パラメータを指定するための追加フィールドが表示されま
す。

利用条件：［ローカルパラメータ］が選択されている場合

名前 新しいローカル・パラメータの名前を入力するか，リストから既存の
ローカル・パラメータ名を選択します。

利用条件：［ローカルパラメータ］パラメータ・タイプが選択されている
場合

値 ローカル・パラメータの入力値を指定できます。

利用条件：［ローカルパラメータ］パラメータ・タイプが選択されている
場合

説明 ローカル・パラメータの簡単な説明を入力できます。

利用条件：［ローカルパラメータ］パラメータ・タイプが選択されている
場合

［チェックポイントのプロパティ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，キーワード GUIの自動コンポーネントに追加されたチェック
ポイントを表示，編集できます。また，チェックポイントのプロパティ値を受け入れるか，変
更できます。
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アクセス方法 1. ビジネス・コンポーネント・モジュールで，キーワード GUIのオート
メーションを含むコンポーネントを選択します。キーワード GUI
オートメーションにチェックポイント・ステップ( UFTで作成 )が含ま
れることを確認します。

2. ［オートメーション］タブをクリックします。

3. チェックポイント・ステップの［値］セルで［チェックポイントのプロパ

ティ］ をクリックします。

関連タスク 「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ページ)

参照情報 l 「キーワード GUI オートメーションの概要」(102ページ)
l 『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

名前 チェックポイントに割り当てられている名前。

プロパティ プロパティ名，およびプロパティの期待される値のタイプを示すアイコ
ン。

l アイコンは，プロパティの値が現在定数であることを示します。

l アイコンは，プロパティの値が現在ローカル・パラメータであること
を示します。

l アイコンは，プロパティの値が現在コンポーネント・パラメータであ
ることを示します。

<チェック・ボッ
クス>

選択されたチェックを受け入れるか，必要に応じて変更できます。

l プロパティをチェックするには，対応するチェック・ボックスを選択しま
す。

l プロパティのチェックを除外するには，対応するチェック・ボックスをク
リアします。

参照。［パラメータ化 /プロパティ］ダイアログ・ボックスが開き，期待さ
れるプロパティ値を定数またはパラメータとして設定できます。ユー
ザ・インタフェースの詳細については，「［パラメータ化 /プロパティ］ダ
イアログ・ボックス」(129ページ)を参照してください。
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［パラメータ化 /プロパティ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，期待されるプロパティ値を定数またはパラメータとして設定
できます。

アクセス方法 ［チェックポイントのプロパティ］ダイアログ・ボックスまたは［出力値のプ

ロパティ］ダイアログ・ボックスで，［参照］ をクリックします。

関連タスク 「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ページ)

参照情報 『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

定数 ステップで直接定義され，コンポーネントの実行時に変わらない値。

［定数］を選択した場合，その値を［定数］ボックスで直接編集でき
ます。

利用場所：［パラメータ化］ダイアログ・ボックス

パラメータ ステップとは別に定義または生成され，特定のステップの実行時に
取得される値。

すでにパラメータ化されている値に対して［パラメータ］を選択した場
合，［パラメータ］ボックスにはその値の現在のパラメータ定義が表示
されます。まだパラメータ化されていない値に対して［パラメータ］を選
択した場合，［パラメータ オプション］ボタンをクリックすると，［パラメー
タオプション］ダイアログ・ボックスが開きます。

パラメータのプロパティの詳細を指定します。コンポーネントでのパラ
メータの使用の詳細については，「Business Process Testingで
データを処理する方法」(249ページ)を参照してください。

利用場所：［パラメータ化］ダイアログ・ボックス

パラメータ・オプション：値をパラメータ化できる［パラメータオプション］
ダイアログ・ボックスが開きます。

利用場所：［パラメータ化］ダイアログ・ボックス
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UI要素 説明

<出力定義> 選択したプロパティの出力定義 (タイプと名前 )が表示される表示
枠。出力定義は，［修正］ボタンをクリックして変更できます。

利用場所：［プロパティ］ダイアログ・ボックス

変更 ［出力オプション］ダイアログ・ボックスが開き，現在の出力タイプと値
の設定が表示され，それらの設定を変更できます。ユーザ・インタ
フェースの詳細については，「［出力オプション］ダイアログ・ボックス」
(124ページ)を参照してください。

利用場所：［プロパティ］ダイアログ・ボックス

［出力値のプロパティ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，出力値ステップで出力するプロパティ値を選択し，選択し
た各値の設定を定義できます。

アクセス方法 1. ビジネス・コンポーネント・モジュールで，キーワード GUIのオート
メーションを含むコンポーネントを選択します。キーワード GUI
オートメーションにチェックポイント・ステップ( UFTで作成 )が含ま
れることを確認します。

2. ［オートメーション］タブをクリックします。

3. 出力値操作の［値］カラムの［出力値のプロパティ］ をクリックし
ます。

関連タスク 「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ページ)

参照情報 l 「キーワード・ビュー表示枠」(113ページ)
l 「［チェックポイントのプロパティ］ダイアログ・ボックス」(127ページ)
l 『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

プロパティ 出力値に割り当てられている名前。
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UI要素 説明

<値のタイプ> プロパティの期待される値のタイプ。

l アイコンは，プロパティの値が現在定数であることを示します。

l アイコンは，プロパティの値が現在ローカル・パラメータであること
を示します。

l アイコンは，プロパティの値が現在コンポーネント・パラメータであ
ることを示します。

値 オブジェクト・リポジトリのオブジェクトとともに現在格納されているプロ
パティ値。

<チェックボック
ス>

出力するプロパティを指定するには，対応するチェック・ボックスを選
択します。オブジェクトに対して複数のプロパティを選択し，選択し
た各プロパティ値に対して出力オプションを指定できます。

参照。［パラメータ化 /プロパティ］ダイアログ・ボックスが開き，プロパ
ティ値を変更できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，
「［パラメータ化 /プロパティ］ダイアログ・ボックス」(129ページ)を参照
してください。

［バージョン情報］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスには，クライアント・マシンにインストールされているALMのUFT
Professional アドインのバージョンとビルド情報が表示されます。

アクセス方法
［オートメーション］タブで， タブをクリックします。

重要な情報 ALM用のUFT Professional Add-inはHP Application Lifecycle
Managementの［アドイン］ページ( ［ヘルプ］＞［アドイン］)から利用
できます。

関連タスク 「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ページ)

参照情報 『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

バージョン ALMのUFT Professional アドインのバージョン番号。

ビルド ALMのUFT Professional アドインのビルド番号。
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UI要素 説明

ブラウザ・ウィンドウに関連する製品情報が表示されます。

例 :

［場所情報］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスは，ビジネス・コンポーネントの場所を表示します。

アクセス方法
［オートメーション］タブで， タブをクリックします。

関連タスク 「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ペー
ジ)

参照情報 『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

現在のビジネス・コン
ポーネントの場所

クライアント・マシン上でローカルに格納されているビジネス・
コンポーネントへのパス。

サブジェクト・パス ビジネス・コンポーネント・モジュール内のコンポーネント・ツ
リーでのビジネス・コンポーネントへのパス。
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第5章 :スクリプト GUIまたはAPIオートメー
ションを含むコンポーネント
本章の内容

• スクリプト GUIおよびAPIオートメーションの概要 134
• スクリプト GUIおよびAPIオートメーションの使用方法 134
• スクリプト GUIおよびAPI オートメーションのユーザ・インタフェース 136
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スクリプト GUIおよびAPIオートメーションの概要
スクリプト GUI またはAPI のオートメーション・タイプで自動化されるコンポーネントは，ア
プリケーションのテスト時に特定のタスクを実行する自動化された再利用可能なモ
ジュールです。これらのタスクは，スクリプト・プログラミング・ロジックを使用して定義されま
す。

スクリプト・オートメーションのプログラミング・ロジックは，Unified Functional Testing
( UFT)またはHP Service Testなどのオートメーション作成元のアプリケーションでのみ編
集できます。ALMでスクリプト・オートメーションを変更することはできませんが，コンポーネ
ントのスクリプト・コンポーネントを任意のビジネス・プロセス・テストまたはフローに含めるこ
とができます。

ALM内から，コンポーネントを自動化したテスト・ツールでスクリプト・コンポーネントを起
動できます。

注 :

l UFTのスクリプト GUI オートメーションの詳細については，『HP Unified
Functional Testingユーザーズ・ガイド』を参照してください。

l UFTのAPI オートメーションの詳細については，『HP Service Test User
Guide』または『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』のAPIテス

トについての情報を参照してください。

l 本ガイドのほとんどの情報，例，画像は，キーワード GUIオートメーションでの

作業に焦点を当てています。ただし，これらの情報の大半はAPIオートメー

ションまたはスクリプト GUIオートメーションにも適用されます。

スクリプト GUIおよびAPIオートメーションの使用方
法
このタスクでは，スクリプト GUIおよび APIオートメーションをコンポーネントに関連付けて
コンポーネントを自動化する方法について説明します。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「Business
Process Testingの使用」(31ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」(135ページ)
l 「アプリケーション領域の作成」(135ページ)
l 「コンポーネントの選択」(135ページ)
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l 「スクリプト・オートメーションの実装」(135ページ)
l 「結果」(135ページ)

1. 前提条件

l テスト・ツール( UFTなど)がインストールされていることを確認します。

ヒント :テスト・ツールがインストールされていない場合，［オートメーション］タ

ブの ボタンが無効になります。

2. アプリケーション領域の作成

オートメーションには，アプリケーション領域の作成が含まれています。アプリケーション
領域では，特定のアプリケーションに必要な設定およびリソースにアクセスできます。
オートメーション・エンジニアと協力して UFTでアプリケーション領域を作成します。
詳細については，「キーワード GUI オートメーションの使用方法」(106ページ)のタス
クの下にあるアプリケーション領域の作成手順を参照してください。

3. コンポーネントの選択

ビジネス・コンポーネント・モジュール・ウィンドウで，コンポーネント・ツリーを選択しま
す。

4. スクリプト・オートメーションの実装

a. ［オートメーション］タブで， をクリックし，［スクリプト型
 GUI］または［API］を選択します。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［ス
クリプト起動］表示枠」(137ページ)を参照してください。

b. ［起動］をクリックして UFTまたはHP Service Testを起動します。オートメーショ
ン・エンジニアと協力してテスト・ツールでスクリプト (コンテンツ)を作成します。

スクリプト GUI オートメーションの詳細については，『HP Unified Functional Testing
ユーザーズ・ガイド』のGUI テストに関する情報を参照してください。

API オートメーションの詳細については，『HP Service Test User Guide』または『HP
Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』のAPIテストについての情報を参
照してください。

5. 結果

l コンポーネントが完全に自動化されます。

l コンポーネントのアイコンが手動アイコンから自動アイコンに変化します。アイコンの
詳細については，「Business Process Testingアイコン」(72ページ)を参照してく
ださい。

l 自動コンポーネントには，テスト・ツールからアクセスできます。
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l 完全に自動化されたコンポーネントを含むテストおよびフローは，ユーザ入力のた
めの一時停止を行うことなく，オートマティック・ランナーで実行できます。

スクリプト GUIおよびAPI オートメーションのユーザ・
インタフェース
本項の内容

• ［スクリプト起動］表示枠 137
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［スクリプト起動］表示枠

この表示枠では，ALM内で UFTテスト・ツールを起動することができます。このテスト・
ツールでは，自動化されたスクリプトの形でコンポーネントのコンテンツの追加や修正を行
うことができます。

アクセス方法 1. ビジネス・コンポーネント・モジュールで，スクリプト GUIまたは
APIのオートメーションを含むコンポーネントを選択します。

2. ［自動  ］タブをクリックします。［スクリプト起動］表示枠がウィンド
ウの下部に表示されます。

関連タスク 「スクリプト GUIおよび APIオートメーションの使用方法」(134ペー
ジ)

参照情報 l 「スクリプト GUIおよび APIオートメーションの概要」(134ページ)
l 『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

ステップをビジネス・コンポーネントに
記録します。詳細については，「フ
ローおよびビジネス・プロセス・テス
トにコンポーネントを記録する方
法」(158ページ)を参照してくださ
い。

オートメーション・スクリプトを表示，
編集できる適切なテスト・ツールが
起動します。

アプリケーション領域が表示され，
その領域を変更できます。アプリ
ケーション領域の変更の詳細につ
いては，「［アプリケーション領域の
選択］ダイアログ・ボックス」(120
ページ)を参照してください。
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第5章 : LeanFT オートメーションを含むコン
ポーネント
本章の内容

• LeanFT オートメーションの概要 139
• LeanFT オートメーションの使用方法 139
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LeanFT オートメーションの概要
LeanFT の自動コンポーネントは，アプリケーションのテスト時に特定のタスクを実行する
再利用可能なモジュールです。これらの実装は，ALMと LeanFTの両方で表示，編
集できます。

HP Lean Functional Testing( LeanFT)は，継続的なテストおよび継続的インテグレー
ションに特化した，強力で軽量な機能テスト・ソリューションです。最も一般的な AUT
テクノロジをサポートし，標準の IDE と統合されることにより，LeanFTはアジャイルおよ
び DevOpsテスト・チームに新しいレベルの生産性とコラボレーションを提供します。

ALM内では，Business Process Testingを使用する LeanFTテストおよびコンポーネン
トがサポートされます。ALMで LeanFTテストを作成し，ALMの標準の追跡およびト
レーサビリティ機能をすべて使用して，それらのテストを管理できます。

LeanFTからテストとコンポーネントをインポートし，ALM内から LeanFTのテストとコン
ポーネントの実行を開始することもできます。

ALM内から，NUnitまたは JUnitプロジェクトで定義されたテスト・メソッドをインポートす
ることにより，自動的に LeanFTテストまたはビジネス・コンポーネントを作成することがで
きます。

別の方法として，ALM内で手動でそれぞれのLeanFTテストまたはビジネス・コンポーネ
ントを作成することもできます。

サポートされているバージョンと前提条件

LeanFT を使用するための前提条件の完全なリスト，およびインストール手順について
は，Lean Functional Testingヘルプセンターを参照してください。

ALMのサポートされているバージョンのリストについては，HP ソフトウェア・サポート・サイト
のLeanFT Product Availability Matrixを参照してください。

参照情報

l 『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』

l LeanFT ドキュメント

LeanFT オートメーションの使用方法
このタスクでは，LeanFT実装でコンポーネントを自動化する方法について説明します。
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注 :

l このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「Business
Process Testingの使用」(31ページ)を参照してください。

l Business Process Testing とキーワード GUIオートメーションを組み合わせて

使用したサンプル・ワークフローについては，「Unified Functional Testingの使

用」(33ページ)を参照してください。

LeanFT オートメーションの手動によるコンポーネントへの追加

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」(140ページ)
l 「コンポーネントの選択」(140ページ)
l 「LeanFT 実装の追加」(140ページ)
l 「LeanFT オートメーションの使用方法」(139ページ)
l 「コンポーネントのパラメータ化」(141ページ)
l 「LeanFT オートメーションの使用方法」(139ページ)
l 「結果」(141ページ)

1. 前提条件

l LeanFTがインストールされていることを確認します。

l LeanFTの自動コンポーネントをデバッグまたは実行するか，テスト結果を表示す
るには，LeanFT 12.53以降がインストールされている必要があります。

2. コンポーネントの選択

ビジネス・コンポーネント・モジュール・ウィンドウで，コンポーネント・ツリーを選択しま
す。

3. LeanFT 実装の追加

［オートメーション］タブで， をクリックして［LeanFT］を選択
します。

実装の詳細を入力し，続けて次のLeanFT の詳細を入力します。

UI要素 説明

フレームワーク JUnitまたはNUnit。
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UI要素 説明

DLL/JAR パ
ス

テストを含む .dll ファイルまたは .jarファイルのパス。フレームワー
ク( NUnitまたは JUnit)によって異なります。ファイルの完全パス
または相対パスのいずれかを指定できます。

完全修飾クラ
ス名

名前空間 ( NUnit)またはパッケージ( JUnit)を含むクラスの正
式名。

例 :

com.hp.leanft.end2endtest.myJavaApp

MyFirstLeanFProject.MySite_ProductSearches

テスト・メソッド
名

このALMテストが実行するテスト・メソッドの名前。

4. コンポーネントのパラメータ化

LeanFT ビジネス・コンポーネントのスコープを拡張するには，変数の入出力パラメー
タ値コンポーネントを使用します。詳細については，「パラメータの作成方法」(252
ページ)を参照してください。

5. 結果

l コンポーネントのLeanFTオートメーションが完了します。

l コンポーネントのアイコンが手動アイコンから LeanFTアイコンに変化します。アイ
コンの詳細については，「Business Process Testingアイコン」(72ページ)を参照
してください。

l 完全に自動化された LeanFT コンポーネントを含むテストおよびフローは，ユーザ
入力のための一時停止を行うことなく，オートマティック・ランナーで実行できま
す。

o ビジネス・プロセス・テストを実行するには，コンポーネントをビジネス・プロセス・
テストに追加します。

o テストをテスト・セットに追加して，他のテストと同様に実行します。

o テストは，LeanFTマシン上で実行します。

o LeanFTテストをテスト・ラボ・モジュールから実行する場合，LeanFT HTML
レポートはALMに保存されます。

l 詳細については，「LeanFTオートメーションを含むテスト」(334ページ)を参照して
ください。
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LeanFT オートメーションのコンポーネントへの自動的なイン
ポート

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」(142ページ)
l 「インポート」(142ページ)

このインポート・ツールを使用すると，関連するパラメータの設定を含め，LeanFT NUnit
または JUnitプロジェクトで定義したすべてのテスト・メソッドに対して，テストまたはコン
ポーネントを自動的に作成することができます。

1. 前提条件

l LeanFT コンピュータ上で次の手順を実行します。

i. 1つ以上のテスト・メソッドを含むLeanFT NUnitまたは JUnitプロジェクトを
作成します。これらのテスト・メソッドは，単一の .csまたは .java ファイル，あ
るいはプロジェクト内の複数のファイルで定義することができます。

テスト・メソッドには，Business Process Testingの入力パラメータと出力パ
ラメータを含めることができます。LeanFT ドキュメントを参照してください。

ii. DLLをコンパイルするか，JAR をエクスポートします。

iii. 該当するエクスポート・ツール・コマンド・ライン・ユーティリティを実行します。こ
れは，＜LeanFTのインストール＞ \Tools\TestExportToolフォルダにありま
す。

2. インポート

ALMのBusiness Process Testingビジネス・コンポーネント・モジュールで，次のよう
にインポートを実行します。

a. コンポーネントを追加するフォルダを右クリックし，［LeanFT コンポーネントのイン

ポート］ をクリックします。

b. ［LeanFT コンポーネントのインポート］参照ダイアログ・ボックスで，LeanFTのエ
クスポート・ユーティリティで生成された XML ファイルを選択し，［開く］をクリックし
ます。

［LeanFT コンポーネントのインポート］ダイアログ・ボックスに，XML ファイルで見つ
かったテストが表示されます。

c. インポートするコンポーネントを選択し，［インポート］をクリックします。次に，［閉
じる］をクリックします。

ヒント : ［ファイルにエクスポート］をクリックすることもできます。

インポートによって，選択したフォルダに LeanFTオートメーションを使用する新しいコ
ンポーネントが自動的に作成されます。［オートメーション］タブにすべての必須フィー
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ルドが自動的に設定され，対応する［パラメータ］タブにすべての入出力パラメータ
が定義されます。
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第6章 :ビジネス・プロセス・テストとフローの紹
介
本章の内容

• ビジネス・プロセス・テストとフローの概要 148
• ビジネス・プロセス・テストおよびフローの計画方法 148
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ビジネス・プロセス・テストとフローの概要
本トピックでは，ALMのテスト計画モジュールでビジネス・プロセス・テストとフローを操作
する方法の概要について説明します。

l ビジネス・プロセス・テストは，アプリケーションの特定のシナリオをテストするように設計さ
れた，連続するビジネス・コンポーネントまたはフローから構成されるシナリオです。

l フローとはテストの一種で，順序が固定されたビジネス・コンポーネントの論理セットで
構成され，特定のタスクを実行します。フローには，ビジネス・プロセス・テストと同じ機
能 (反復，パラメータ，結果など)があります。フローを設計する場合，フローを「複合
コンポーネント」とみなすことをお勧めします。

フローに他のフローを含めることはできません。

フローは複数のビジネス・プロセス・テストで使用することができます。フローまたはそのコ
ンポーネントを変更すると，そのフローを含むすべてのビジネス・プロセス・テストに変更
が反映されます。

BPTパッケージ・アプリ・キットを使用すると，パッケージ化されたアプリケーションをナビ
ゲートすることで，フローまたはテストを作成できます。このプロセスは，「学習」と呼ば
れます。フローを学習して，フローの準備が完了したら，ほかのフローやビジネス・コン
ポーネントとともにそのフローをビジネス・プロセス・テストに追加できます。詳細について
は，「学習プロセス」(193ページ)を参照してください。

ビジネス・プロセス・テストとフローの操作は，ほかのALMテスト・タイプの操作とよく似て
います。この概要では，その相違点に着目します。テスト計画モジュールを他のALMテ
スト・タイプと使用する概念については，『HP Application Lifecycle Managementユー
ザーズ・ガイド』を参照してください。

ビジネス・プロセス・テストおよびフローの計画方法
このタスクでは，Business Process Testingを使用したビジネス・プロセス・テストとフロー
の使用方法について説明します。

注 :

l このタスクは，ほかのALMテスト・タイプの同じタスクに似ていますが，Business
Process Testingに関連する変更されたステップが含まれます。テスト計画モ

ジュールでほかのALMテスト・タイプを使用するタスクの詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

l このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「Business
Process Testingの使用」(31ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。
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l 「テスト計画ツリーの作成」(149ページ)
l 「パラメータの定義」(149ページ)
l 「反復の定義」(149ページ)
l 「テスト設定の定義」(149ページ)
l 「要件カバレッジの作成」(150ページ)
l 「テストの不具合へのリンク」(150ページ)
l 「テスト計画データの分析」(150ページ)
l 「フローまたはタスクのデバッグ」(150ページ)
l 「ベースラインの確立」(150ページ)

1. テスト計画ツリーの作成

テスト・サブジェクト・フォルダ，テスト，フローのテスト計画ツリーを作成します。

テストの詳細と説明を定義してから，特定のビジネス・プロセスの一連のビジネス・コ
ンポーネントとフローを追加して，テスト構造にコンテンツを追加します。同様に，フ
ローの詳細と説明を定義してから，一連のビジネス・コンポーネントを追加して，フ
ロー構造にコンテンツを追加することもできます。

タスクの詳細については，「ビジネス・プロセス・テストおよびフローの作成方法」(152
ページ)を参照してください。

2. パラメータの定義

テストおよびフローの柔軟性をより高めるために，パラメータをビジネス・コンポーネン
ト・ステップに含め，テストとフローで利用できるように設定できます。ビジネス・コン
ポーネントおよびフローの間で相互に変数値を渡すことができます。

フローでは，入力パラメータと出力パラメータを定義できます。

ビジネス・プロセス・テストでは，入力パラメータのみを定義できます。

タスクの詳細については，「パラメータの作成方法」(252ページ)を参照してください。

3. 反復の定義

同じテストまたはフローを反復して(繰り返して)実行できます。各実行は，反復と
呼ばれ，異なるパラメータ値にアクセスできます。

タスクの詳細については，「反復データのセット方法」(311ページ)を参照してくださ
い。

4. テスト設定の定義

さまざまなユースケースでテストを実行するために，テスト設定を定義できます。これ
により，異なるデータ・セットを使用して同じテストをさまざまなシナリオで実行できま
す。

静的データ( ALM内で直接提供されるデータ)へのアクセスに加え，Business
Process Testingのテスト設定では，動的データ(外部データ・テーブルから提供さ
れるデータ)にもアクセスできます。
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タスクの詳細については，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。

5. 要件カバレッジの作成

ビジネス・プロセス・テストの基準 (テスト，フロー，コンポーネント )を要件ツリー内の
要件にリンクします。ビジネス・プロセス・テストの基準の要件カバレッジを定義するこ
とによって，テスト計画のテストおよびフローと元の要件との間の関係を追跡します。

タスクの詳細については，「条件によるカバレッジを作成する方法」(213ページ)を参
照してください。

6. テストの不具合へのリンク

ビジネス・プロセス・テストまたはフローを特定の不具合にリンクします。このリンクは，
既知の不具合を修正するために新しくテストを作成した場合などに便利です。リン
クを作成することで，不具合のステータスに基づいてテストを実行するかどうかを判
断できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

7. テスト計画データの分析

レポートおよびグラフを作成してテスト計画を分析します。

ALMのアナリシス・ツールの詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

8. フローまたはタスクのデバッグ

デバッグ・モードで実行して，テストまたはフローをデバッグします。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「テストとフローのデバッグのユーザ・インタ
フェース」(234ページ)を参照してください。

9. ベースラインの確立

テスト計画がレビューされ，承認されたら，ベースラインを作成できます。ベースライン
では，特定の時点のテスト計画のスナップショットを参照できます。ベースラインを使
用して，アプリケーションのライフサイクル内で任意の重要なマイルストーンをマークで
きます。さらにベースラインは，変更を比較できる参照ポイントとして機能します。タ
スクの詳細については，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイ
ド』を参照してください。
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第7章 :ビジネス・プロセス・テストとフローの指
定
本章の内容

• ビジネス・プロセス・テストとフローの指定の概要 152
• ビジネス・プロセス・テストおよびフローの作成方法 152
• ビジネス・プロセス・テストとフローのステータスをALMで計算する方法 161
• ビジネス・プロセス・テストとフローの指定のユーザ・インタフェース 162
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ビジネス・プロセス・テストとフローの指定の概要
本章では，ビジネス・プロセス・テストまたはフロー選択時のテスト計画モジュール・インタ
フェースの固有の要素について説明します。

テスト計画モジュールを使用すると，ビジネス・コンポーネントをテスト構造に組み込むこ
とによって，ビジネス・プロセス・テストとフローを作成できます。

l ビジネス・プロセス・テストは，ビジネス・コンポーネントとフローで構成されるテスト・シナ
リオです。

l フローはテストの一種で，連続するビジネス・コンポーネントから構成されます。

テスト計画モジュールのテスト・ツリーでビジネス・プロセス・テストとフローを作成します。こ
の段階では，ビジネス・プロセス・テストやフローの基本的な情報を定義します。その後，
ビジネス・プロセス・テストに追加するコンポーネントとフローを選択します(同様に，フロー
に追加するコンポーネントを選択します) 。

注 :

l テスト計画モジュールを使用して，さまざまなタイプのテストを設計できます。本

章の情報は，Business Process Testingにのみ適用されます。テスト計画モ

ジュールを他のテスト・タイプと使用するには，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

l BPTパッケージ・アプリ・キット では，パッケージ化されたアプリケーションをテスト

できる追加の自動化機能を提供しています。したがって，本章で説明する手

順は，Business Process Testingを使ってパッケージ化されたアプリケーション

をテストする場合に推奨されるベスト・プラクティスに含まれない可能性がありま

す。

l テスト計画モジュールのすべての標準機能は，Business Process Testingに

も適用されます。テスト計画モジュールを使用するには，『HP Application
Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

ビジネス・プロセス・テストとフローを作成するタスクの詳細については，「ビジネス・プロセ
ス・テストおよびフローの作成方法」(152ページ)を参照してください。

ビジネス・プロセス・テストおよびフローの作成方法
このタスクでは，ビジネス・プロセス・テストとフローを作成，変更，使用する方法について
説明します。

注 :
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上位タスク：このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「ビ

ジネス・プロセス・テストおよびフローの計画方法」(148ページ)を参照してくださ

い。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「テスト・サブジェクトの作成」(153ページ)
l 「テスト計画ツリーでのビジネス・プロセス・テストとフローの作成」(153ページ)
l 「ビジネス・プロセス・テストとフローの更新」(153ページ)
l 「ビジネス・プロセス・テストまたはフローへのコンテンツの追加」(154ページ)
l 「ビジネス・プロセス・テストおよびフローのコンポーネントの記録 -オプション」(155ペー
ジ)

l 「ビジネス・プロセス・テストとフローの学習 -オプション」(155ページ)
l 「コンポーネントのリクエスト -オプション」(155ページ)
l 「実行条件の設定」(156ページ)
l 「コンポーネントとフローの失敗条件の設定」(156ページ)
l 「コンポーネントとフローのグループ化」(156ページ)
l 「テストの検証」(157ページ)
l 「テスト計画モジュールからの手動テストの実行 -オプション」(157ページ)
l 「テスト計画モジュールでの自動テストとフローのデバッグ」(158ページ)

1. テスト・サブジェクトの作成

ほかのALMテスト・タイプと同様に，テスト計画ツリーでフォルダを作成します。

2. テスト計画ツリーでのビジネス・プロセス・テストとフローの作成

テスト・サブジェクト・フォルダにビジネス・プロセス・テストとフローを作成します。

a. テスト計画ツリーでフォルダを右クリックし，［新規テスト］を選択します。

b. ［新規テスト］ダイアログ・ボックスの［タイプ］フィールドの入力で，必ず次のテス
ト・タイプのいずれかを選択します。

o BUSINESS-PROCESS：ビジネス・プロセス・テストを作成する場合

o FLOW：フローを作成する場合

c. ［新規テスト］ダイアログ・ボックスの残りのフィールドに入力します。

d. テストまたはフローを保存します。ユーザ・インタフェースの詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』の［新規テスト］ダイア
ログ・ボックスについての詳細を参照してください。

3. ビジネス・プロセス・テストとフローの更新

各ビジネス・プロセス・テストまたはフローについて，その詳細，添付ファイル，パラメー
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タなどを更新できます。ビジネス・プロセス・テストまたはフローを右クリックして［テスト

の詳細］を選択します。［テストの詳細］ダイアログ・ボックスが開きます。ユーザ・イン
タフェースの詳細については，「Business Process Testingの［テストの詳細］ダイア
ログ・ボックス」(189ページ)を参照してください。

4. ビジネス・プロセス・テストまたはフローへのコンテンツの追加

次の方法でビジネス・プロセス・テストのコンテンツを作成します。

l ［コンポーネントの選択］/［フローの選択］表示枠からビジネス・コンポーネントやフ
ローをドラッグし，［テスト スクリプト］タブのテストにドロップします。

l ［コンポーネントの選択］/［フローの選択］表示枠からビジネス・コンポーネントやフ
ローをドラッグし，［テスト スクリプト］タブのフローにドロップします。

コンテンツの作成は，［テスト スクリプト］タブのグリッドとキャンバスの両方から実行で
きます。

ヒント : ［テスト スクリプト］タブのグリッドでは，情報を拡張ビューに表示できま

す。これにより，各種リンクをクリックしてドリルダウンしなくても，テストの総合

的なビューをより高いレベルで表示できます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「Business Process Testingの［テスト ス
クリプト］タブ」(171ページ)を参照してください。

ヒント : ［テスト スクリプト］タブのグリッドとキャンバスの両方で，次の操作を実

行して，ビジネス・コンポーネントとフローをテストの論理順に並べることができ

ます。

l ツールバーの上向き矢印ボタンと下向き矢印ボタンを使用して，ビジネ

ス・コンポーネントとフローを選択します。

l ビジネス・コンポーネントとフローをドラッグ・アンド・ドロップします。
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例 :

融資要求ビジネス・プロセス( RequestAndProcessLoans)のテストには，ログ

インおよびログアウトのためのコンポーネントと，融資要求を処理するためのコ

ンポーネント ( CreateLoan，SearchLoan，ApproveLoan)を格納したフロー

( ProcessLoans)を含めることができます。

5. ビジネス・プロセス・テストおよびフローのコンポーネントの記録 - オプション

アプリケーションをナビゲートすることで，ビジネス・プロセス・テストとフローを自動的に
作成できます。ナビゲート中に行われたアクションは，ビジネス・コンポーネントとして
記録されます。

タスクの詳細については，「フローおよびビジネス・プロセス・テストにコンポーネントを
記録する方法」(158ページ)を参照してください。

6. ビジネス・プロセス・テストとフローの学習 - オプション

BPTパッケージ・アプリ・キットを使用すると，パッケージ化されたアプリケーションをナ
ビゲートすることで，ビジネス・プロセス・テストとフローを自動的に作成できます。

タスクの詳細については，「フローとビジネス・プロセス・テストの学習方法」(195ペー
ジ)を参照してください。

7. コンポーネントのリクエスト - オプション

テストやフローの設計時に，コンポーネントの作成をリクエストして，コンポーネントの
作成の詳細を指定できます。コンポーネント要求は，通常のコンポーネントと同じ
方法でテストまたはフローに含めることができます。

a. テスト計画ツリーで，コンポーネントをリクエストするビジネス・プロセス・テストまた
はフローを選択し，［テスト スクリプト］タブをクリックします。

b. ボタンをクリックして［コンポーネントの詳細］ダイアログ・ボックスを開きます。

c. ［新規コンポーネント要求］でコンポーネント要求の名前を変更し，［責任者］な
どの関連フィールドに情報を入力します。

d. ［OK］をクリックします。新しいコンポーネント要求が，選択したビジネス・プロセ
ス・テストまたはフローの［テスト スクリプト］タブと，コンポーネント・ツリー表示枠の
［コンポーネント要求］フォルダの下に［Not Implemented］ステータスで表示され
ます。コンポーネント要求からコンポーネントを作成するタスクの詳細については，
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手順「ALMでのビジネス・コンポーネントの作成方法」(52ページ)を参照してくだ
さい。

ヒント :ほかのコンポーネントとは異なり，リクエストしたコンポーネントはテスト計

画モジュールから直接変更できます。ただし，コンポーネント要求がビジネス・

プロセス・テストのフロー内に含まれる場合を除きます(この場合は，ビジネ

ス・プロセス・テストからコンポーネント要求を表示することしかできません) 。

注 : コンポーネント要求を自動化することはできません。オートメーションは対

応するコンポーネントを作成した後で追加できます。

8. 実行条件の設定

次の条件を定義できます。

l 条件を満たさないビジネス・コンポーネントを，フロー内の次のコンポーネントに進
めるかどうか。

l 条件を満たさないビジネス・コンポーネントを，テスト内の次のコンポーネントに進
めるかどうか。

l 条件を満たさないフローを，テスト内の次のフローに進めるかどうか。

コンポーネントまたはフローのステータスは，次の値に設定できます。

l ［無視］(手動テスト )または［実行なし］(自動テスト )
l 失敗：ステータスを［失敗］に設定すると，失敗の条件に応じて，テストまたはフ
ローの実行が停止します。詳細については，次のステップを参照してください。

［テスト スクリプト］タブで，フロー内のビジネス・コンポーネント，テスト内のビジネス・コ

ンポーネント，テスト内のフローに対応する をクリックします。［実行条件］ダイアロ
グ・ボックスが開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［実行条件］ダイ
アログ・ボックス」(221ページ)を参照してください。

9. コンポーネントとフローの失敗条件の設定

テストの特定のビジネス・コンポーネントまたはフローが失敗したときに，ビジネス・プロ
セス・テストの実行を続行するか終了するかどうかを定義できます。

［テスト スクリプト］タブで，ビジネス・コンポーネントの［失敗時］カラムをクリックします。
［終了］または［続行］を選択します。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「Business Process Testingの［テスト ス
クリプト］タブ」(171ページ)を参照してください。

［失敗時］の標準設定値を設定する方法は，『HP Application Lifecycle
Management管理者ガイド』を参照してください。

10. コンポーネントとフローのグループ化
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場合によっては，複数のビジネス・コンポーネントまたはフローをまとめて，グループとし
て反復すると便利なことがあります。

テスト計画ツリーで，［テスト スクリプト］タブをクリックします。グループ化するコンポー
ネントまたはフローを選択して右クリックし，［グループ］＞［グループ］を選択します。

グループを反復する場合：

l 同じグループに入れる項目は，すべて反復回数が同じで，反復範囲が同じで
あることが必要です。そうでない場合は，警告メッセージが表示されます。

l 反復回数は，そのグループに定義されている値セットの合計数を示します。

l 反復範囲は，テストの実行時に使用するように現在設定されている反復のサブ
セットを示します。

グループ作成のユーザ・インタフェースの詳細については，「Business Process
Testingの［テスト スクリプト］タブ」(171ページ)を参照してください。

グループの反復の概念の詳細については，「反復の概要」(306ページ)を参照してく
ださい。

グループ反復のユーザ・インタフェースの詳細については，「［反復］ページ」(317ペー
ジ)を参照してください。

グループの反復に関するタスクの詳細については，「反復データのセット方法」(311
ページ)を参照してください。

11. テストの検証

ビジネス・プロセス・テストとフローをチェックして，テストやフローが正しく実行されるの
を中断する可能性があるコンポーネント・エラーを見つけることができます。テスト計
画モジュールでビジネス・プロセス・テストやフローを検証すると，すべてのテスト・セット
内のテストまたはフローのすべてのインスタンスがチェックされます。

テスト計画ツリーで，［テスト スクリプト］タブをクリックします。検証するビジネス・プロ

セス・テストまたはフローを選択します。 をクリックします。

エラーが検出された場合，必要に応じてテストを変更します。検証チェックを繰り返
します。エラーが解決された場合，検証が正しく完了したことを示すメッセージが表
示されます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［テスト検証結果］ダイアログ・ボックス」
(191ページ)を参照してください。

12. テスト計画モジュールからの手動テストの実行 - オプション
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ビジネス・プロセス・テストは，プリントアウトから手動で実行できます。プリントアウトに
は，ビジネス・プロセス・テストの各フロー，グループ，反復，コンポーネント，ステップの
関連パラメータの値が詳細に示されます。プリントアウトを生成するには，ビジネス・
プロセス・テストを選択し，テスト計画モジュールのアナリシス・メニューから次のいずれ
かのプロジェクト・レポート実行します。

l ビジネス・プロセス・テストとコンポーネント・ステップ

l ビジネス・プロセス・テストとコンポーネント・ステップおよびコンポーネントの詳細

ヒント : これらのレポートは，監査目的でも実行できます。

13. テスト計画モジュールでの自動テストとフローのデバッグ

テスト計画モジュールでテストまたはフローをデバッグすることで，自動コンポーネント
がテストまたはフローで全体として正常に実行されるかどうかをチェックできます。たと
えば，テスト内のコンポーネントおよびフローの順序が論理的かどうか，テスト内の先
行するコンポーネントが終了したところでコンポーネントが開始されているかどうかなど
をチェックできます。

タスクの詳細については，「自動コンポーネントを含むテストとフローをデバッグする方
法」(233ページ)を参照してください。

フローおよびビジネス・プロセス・テストにコンポーネントを記録
する方法

このタスクでは，任意のアプリケーションをナビゲートしているときに，フローまたはビジネス・
プロセス・テストにコンポーネントを自動的に記録する方法について説明します。

記録を使用すると，ステップの作成開始前に個別のコンポーネントおよびそれに関連す
るアプリケーション領域を手動で作成しなくても，アプリケーション内でコンポーネント・ス
テップ，さらには完全なビジネス・プロセス・テストまたはフローを作成できます。記録時
に，ユーザ・アクションを実行し，必要に応じて追加のコンポーネントを作成します。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「ビジネス・プ

ロセス・テストおよびフローの作成方法」(152ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

1. 「前提条件」(159ページ)
2. 「記録するアプリケーションを開いてログインする」(159ページ)
3. 「フローまたはビジネス・プロセス・テストを ALMで作成または選択する」(159ページ)
4. 「ALMで記録を開始する」(159ページ)
5. 「［記録］ツールバーでの作業」(160ページ)
6. 「アプリケーションを記録する」(160ページ)
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7. 「記録中にチェックポイントを追加する」(160ページ)
8. 「記録を停止する」(161ページ)
9. 「結果」(161ページ)

1. 前提条件

次の事項を考慮してください。

l Unified Functional Testing と，そのALMプラグインがクライアント・マシンにインス
トールされていることを確認します。

l 記録する前に，UFT を閉じておくことをお勧めします。

l 次のタスク権限を持つユーザ・グループに所属していることを確認します：フォルダ

の変更 (テスト計画 )，テストの変更，コンポーネント・フォルダの追加，コンポーネン

トの追加，ステップの追加，パラメータの追加，コンポーネントの変更，ステップの変

更，パラメータの変更。

l UFTで，［ツール］＞［オプション］を選択し，［実行］ノードをクリックします。［実行］
表示枠で［他のHP製品でテストおよびコンポーネントを実行可能にする］チェック
ボックスが選択されていることを確認します。

2. 記録するアプリケーションを開いてログインする

記録するアプリケーションにログインし，記録を開始したいポイントに移動します。

3. フローまたはビジネス・プロセス・テストを ALM で作成または選択する

記録を行う前に，テスト計画モジュールで次のいずれかを実行します。

l 記録したコンポーネントを挿入するフローまたはビジネス・プロセス・テストを新規に
作成します。フローの作成に関するタスクの詳細については，「ビジネス・プロセ
ス・テストおよびフローの作成方法」(152ページ)を参照してください。

l 記録したコンポーネントを挿入する既存のフローまたはビジネス・プロセス・テストを
選択します。

4. ALM で記録を開始する

［テスト スクリプト］タブのツールバーで， をクリックして，記録を開始しま
す。

［記録］ダイアログ・ボックスが開きます。
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記録する自動コンポーネントのタイプ(キーワード GUIまたはスクリプト GUI) ，記録
するコンポーネントの名前，場所，アプリケーション領域を入力します。［OK］をクリッ
クします。［記録］ツールバーが表示されます。

5. ［記録］ツールバーでの作業

記録時は，タイトル・バーが点滅します。

このツールバーでは，次のアクティビティを実行できます。

l 記録の停止 /一時停止

l 記録されたステップを別のアクションに割り当て( GUI テストのみ)
l 現在のテスト・ラボ・ミニアプリ内の別のコンポーネントにステップを割り当て

l 新しいビジネス・コンポーネントの追加

l アプリケーション内のオブジェクトのキャプチャ

l 記録モードの変更

l チェックポイントまたはオブジェクト値の挿入

［記録］ツールバーのすべてのボタンとアクティビティの詳細については，『Unified
Functional Testingユーザーズ・ガイド』を参照してください。

6. アプリケーションを記録する

記録したい操作を実行します。一般に，1つのフローまたはテストに対して実行す
る操作で，アプリケーション内の1つの画面またはトランザクションの操作を表すよう
にします。これらの操作はアクションとして保存され，アクションは［記録］ツールバー
にリストして表示できます。

アクションを実行すると，アプリケーションで実行されたステップの数がツールバーに表
示されます。

7. 記録中にチェックポイントを追加する

記録中に，オブジェクト・プロパティのチェックポイントと出力値のステップをコンポーネ
ントに追加できます。

オブジェクト・プロパティのチェックポイントを使用すると，テストの実行中にオブジェク
ト・プロパティの値を検査し，それが期待値に一致するかどうか判定できます。テス
ト結果には，テスト実行中に失敗したオブジェクト・プロパティ・チェックポイントに関
する情報と理由が示されます。

チェックポイントと出力値を追加すると，そのステップをコンポーネントの記録後に追
加する必要がなくなります。

a. アプリケーションでユーザ・アクションを実行しているときに，ツールバーの［挿入］を
クリックし，挿入するチェックポイントまたは出力値のタイプを選択します。
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b. 必要であれば，チェックポイントまたは出力値を挿入するオブジェクトを選択しま
す。

［出力値のプロパティ］ダイアログ・ボックスのユーザ・インタフェースの詳細につい
ては，「［出力値のプロパティ］ダイアログ・ボックス」(130ページ)を参照してくださ
い。

c. チェックするテスト・オブジェクトのプロパティを選択して，［OK］をクリックします。

d. アプリケーションでの操作を続けて，記録を続行します。

8. 記録を停止する

記録したい操作が終了したら，ツールバーで［停止］をクリックします。

9. 結果

Business Process Testingによって，次の処理が行われます。

l アプリケーション内の画面，トランザクションなどに対応する自動ビジネス・コンポー
ネントをビジネス・コンポーネント・モジュールに作成する。

l ユーザが実行する操作に基づいて，コンポーネント・ステップを作成する。

l 作成したコンポーネントをフローまたはテストに追加する。

l ユーザが定義したチェックポイントと出力値を挿入する。

ビジネス・プロセス・テストとフローのステータスをALM
で計算する方法
本項では，ALMでビジネス・プロセス・テストとフローのステータスを計算する方法を理解
するために役立つ例について説明します。

テストまたはフローのステータスは，ビジネス・コンポーネントのステータスで決まります。テス
トまたはフローのステータスは，最も深刻なステータスのコンポーネントに基づいて決まりま
す。

Errorステータス

次のコンポーネントを含むビジネス・プロセス・テストがあるとします。

l 2個の［Ready］コンポーネント

l 1個の［Maintenance］コンポーネント

l 1個の［Under Development］コンポーネント

l 1個の［Error］コンポーネント

l 1個の［Not Implemented］(要求された)コンポーネント

テスト内のビジネス・コンポーネントの最も深刻なステータスが［Error］であるため，テスト
のステータスは［Error］になります。
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Outdated ステータス

次のコンポーネントを含むビジネス・プロセス・テストがあるとします。

l 2個の［Ready］コンポーネント (そのうち 1つのコンポーネントは古くなってコンポーネン
ト・ツリーの［Obsolete］フォルダに移動 )

l 1個の［Maintenance］コンポーネント

l 1個の［Under Development］コンポーネント

l 1個の［Error］コンポーネント

l 1個の［Not Implemented］(要求された)コンポーネント

古いコンポーネントは［Error］ステータスよりも深刻であるため，テストのステータスは
［Outdated］になります。

ビジネス・プロセス・テストとフローの指定のユーザ・イ
ンタフェース
本項の内容

• Business Process Testingのテスト計画モジュールのウィンドウ 163
• Business Process Testingのテスト計画モジュールのメニューとボタン 165
• Business Process Testingのテスト計画モジュールのアイコン 167
• Business Process Testingのテスト計画モジュールのフィールド 169
• Business Process Testingの［テスト スクリプト］タブ 171
• Business Process Testingの［テストの詳細］ダイアログ・ボックス 189
• ［テスト検証結果］ダイアログ・ボックス 191
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Business Process Testingのテスト計画モジュールのウィンド
ウ

このバージョンのテスト計画モジュールのウィンドウでは，ビジネス・プロセス・テストとフロー
を定義して保守できます。

アクセス方法 ALMサイドバーの［テスト］で，［テスト計画］を選択しま
す。テスト計画ツリーでビジネス・プロセス・テストまたはフ
ローを選択します。

重要な情報 Business Process Testing用のテスト計画モジュール
は，ALMの他のテスト・タイプ用のテスト計画モジュール
とは異なります。本項では，特にビジネス・プロセス・テス
トとフローを設計する場合に重要な要素について説明
します。テスト計画モジュールを他のテスト・タイプと使用
するユーザ・インタフェースの詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイ
ド』を参照してください。

関連タスク l 「ビジネス・プロセス・テストおよびフローの計画方法」
(148ページ)

l 「ビジネス・プロセス・テストおよびフローの作成方法」
(152ページ)

参照情報 l 「ビジネス・プロセス・テストとフローの指定の概要」
(152ページ)

l 「Business Process Testingのテスト計画モジュール
のフィールド」(169ページ)

l 『HP Application Lifecycle Managementユーザー
ズ・ガイド』

次に，Business Process Testing固有のユーザ・インタフェース要素を説明します(ラベ
ルなしの要素は，山カッコで囲みます) 。
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UI要素 説明

<Business
Process
Testingテスト

計画モジュール

の共通のUI
要素>

l Business Process Testingテスト計画フィールド。フィールドの定
義については，「Business Process Testingのテスト計画モ
ジュールのフィールド」(169ページ)を参照してください。

l Business Process Testingテスト計画のメニューとボタン。コマンド
とボタンの説明については，「Business Process Testingのテスト
計画モジュールのメニューとボタン」(165ページ)を参照してくださ
い。

l Business Process Testingテスト計画のアイコン。アイコンの説明
については，「Business Process Testingのテスト計画モジュール
のアイコン」(167ページ)を参照してください。

<テスト計画ツ

リー>
テストを階層構造に編成して表示します。

注 : ALMおよびQuality Centerの以前のバージョンでは，テ

スト計画モジュール内にBPT Resourcesフォルダが作成され

ました。ALMでビジネス・プロセス・テストまたはフローが適切

に動作するには，このフォルダとサブフォルダの名前の変更や

削除は行わないようにしてください。ALMでは，BPT
Resourcesフォルダはテスト計画モジュール内に存在しなくな

りました。このフォルダは，プロジェクトのビジネス・コンポーネン

ト・リソースを含み，テスト・リソース・モジュールで自動的に作

成されます。この作成が行われるのは，新しいプロジェクトの

［オートメーション］タブを初めてクリックしたとき，UFTの自動コ

ンポーネントを初めて作成したとき，またはUFTがALMに初

めて接続したときです。

条件 テストを構成するエンティティ(フローやビジネス・コンポーネントなど)を
表示できます。これらのエンティティは，条件として定義され，要件カ
バレッジをより詳細なレベルで分析するために使用されます。タスク
の詳細については，「条件によるカバレッジを作成する方法」(213
ページ)を参照してください。

詳細 ビジネス・プロセス・テストまたはフローのフィールドが一覧表示されま
す。Business Process Testingに固有のフィールドの詳細について
は，「Business Process Testingのテスト計画モジュールのフィール
ド」(169ページ)を参照してください。他のテスト・フィールドの詳細に
ついては，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。
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UI要素 説明

パラメータ 現在選択されているテストに関連付けられたパラメータまたはフロー
の一覧です。テスト・レベルとフロー・レベルでパラメータを定義できま
す。パラメータは，テストのステップに，またはフローのコンポーネントの
ステップに組み込むことができます。タスクの詳細については，
「Business Process Testingでデータを処理する方法」(249ページ)
を参照してください。

テスト設定 テスト設定を定義して更新できます。Business Process Testing
に特有の詳細については，「ビジネス・プロセス・テストの設定概要」
(226ページ)を参照してください。タスクの詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照して
ください。

テスト・スクリプ

ト

ビジネス・コンポーネント (およびフロー(テストの場合 ) )を追加するこ
とで，ビジネス・プロセス・テストまたはフローの構造をビルドできます。
詳細については，「Business Process Testingの［テスト スクリプト］
タブ」(171ページ)を参照してください。

Business Process Testingのテスト計画モジュールのメニュー
とボタン

本項では，Business Process Testingのテスト計画モジュールで利用可能なメニューと
ボタンについて説明します。

アクセス方法 ALMサイドバーの［テスト］で，［テスト計画］を選択します。テスト計
画ツリーでビジネス・プロセス・テストまたはフローを選択します。

重要な情報
ヒント : Business Process Testingテスト計画モジュールから

メニュー・バーにアクセスするには，ショートカット・キーALT を押

します。

関連タスク 「ビジネス・プロセス・テストおよびフローの作成方法」(152ページ)

参照情報 l 『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』

l 「Business Process Testingのテスト計画モジュールのウィンドウ」
(163ページ)

次に，Business Process Testing固有のユーザ・インタフェース要素を説明します。
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UI要素 利用場所 説明

変更の検出 テスト ［オートマティックランナー］ダイアログ・ボックスを開
いて，学習済みのテストとフローを変更検出モード
で実行できます。

利用可能：学習されたビジネス・プロセス・テストと
フロー( BPTパッケージ・アプリ・キットが［カスタマイ
ズ］で有効になっている場合 ) 。

コンポーネント

に変換

テスト ［変換先フォルダの選択］ダイアログ・ボックスが開
きます。既存のALM手動テストを手動コンポーネ
ントに変換できます。ユーザ・インタフェースの詳細
については，「［変換先フォルダの選択］ダイアログ・
ボックス」(85ページ)を参照してください。

利用可能：ALM手動テスト

削除
編集 選択したビジネス・プロセス・テスト，フロー，または

フォルダを削除します。

注意 :

Business Process Testingの追加の注意

事項は次のとおりです。

l ビジネス・プロセス・テストで使用されてい

るコンポーネントまたはフローは削除できま

せん。

l 削除したフロー，テスト，またはテスト・フォ

ルダは，完全に削除されます。テストやフ

ローはすべてのテスト・セットから削除さ

れ，実行履歴も消去されます。

l ［未添付］フォルダのビジネス・プロセス・テ

ストやフローは実行しないことを強くお勧

めします。実行する場合は，その前にテス

ト計画ツリーの有効なフォルダにテストや

フローを移動してください。
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UI要素 利用場所 説明

テストの詳細 <右クリック・メ
ニュー>

選択したテストまたはフローの詳細を表示できる
［テストの詳細］ダイアログ・ボックスが開きます。

Business Process Testing固有のユーザ・インタ
フェースの詳細については，「Business Process
Testingの［テストの詳細］ダイアログ・ボックス」
(189ページ)を参照してください。

Business Process Testingのテスト計画モジュールのアイコン

本項では，Business Process Testingのテスト計画モジュールで利用可能なアイコン
について説明します。

アクセス方法 ALMサイドバーの［テスト］で，［テスト計画］を選択します。テスト計
画ツリーでビジネス・プロセス・テストまたはフローを選択します。

重要な情報 l 他のテスト・ツールで作成したテストも，テスト計画モジュール・ツ
リーに含めることができ，他のアイコンで特定されます。

l ビジネス・プロセス・テストとフローのステータス・アイコンは，テスト計
画モジュール・ツリーと，テストまたはフローの［詳細］タブの
［Status］ボックスに表示されます。

参照情報 l 「Business Process Testingのテスト計画モジュールのメニューと
ボタン」(165ページ)

l 「Business Process Testingのテスト計画モジュールのウィンドウ」
(163ページ)

次に，Business Process Testing固有のテスト計画モジュールのアイコンを説明しま
す。

UI要素 説明

＜緑色のアスタリスク＞。該当するタブは入力されています。

フローの［Ready］ステータス。フローに含まれるすべてのビジネス・コン
ポーネントが［Ready］ステータスです。これは，フローにとって深刻度
が最も低いステータスです。このステータスの詳細については，
「Business Process Testingのテスト計画モジュールのフィールド」
(169ページ)を参照してください。
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UI要素 説明

テストの［Ready］ステータス。ビジネス・プロセス・テストに含まれるす
べてのビジネス・コンポーネントが［Ready］ステータスです。これは，テ
ストにとって深刻度が最も低いステータスです。このステータスの詳細
については，「Business Process Testingのテスト計画モジュールの
フィールド」(169ページ)を参照してください。

テストまたはフローの［Maintenance］ステータス，またはフローの
［Design］ステータス。このステータスの詳細については，「Business
Process Testingのテスト計画モジュールのフィールド」(169ページ)を
参照してください。

テストまたはフローの［Error］ステータス。これはテストまたはフローの2
番目に深刻なステータスです。このステータスの詳細については，
「Business Process Testingのテスト計画モジュールのフィールド」
(169ページ)を参照してください。

テストまたはフローの［Outdated］ステータス。テストまたはフローに旧
式のコンポーネントが含まれています。最新のコンポーネントが必要
になる可能性があります。これはテストまたはフローの最も深刻なス
テータスです。このステータスの詳細については，「Business Process
Testingのテスト計画モジュールのフィールド」(169ページ)を参照して
ください。

グループ：グループ・ノードを示します。グループ・ノードの下に階層構
造で表示されるコンポーネントとフローは，グループの一部です。グ
ループの作成に関するタスクの詳細については，「ビジネス・プロセス・
テストおよびフローの作成方法」(152ページ)を参照してください。

学習：BPTパッケージ・アプリ・キットの学習プロセスによって作成され
たコンポーネントには，このアイコンが表示されます。フローの学習に
関するタスクの詳細については，「フローとビジネス・プロセス・テストの
学習方法」(195ページ)を参照してください。

再利用：この学習コンポーネントにコンポーネントの再利用が適用さ
れています。

利用場所：［学習フローサマリ］ダイアログ・ボックスの［詳細情報］
ビュー。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［学習のサマリ］
ページ」(207ページ)を参照してください。
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UI要素 説明

フローの未解決変更：テストまたはフローが変更検出モードで実行さ
れ，テストまたはフローの変更が解決されていません。テストまたはフ
ローは，解決されていない変更のあるコンポーネント (またはフロー)
を含む場合に，未解決変更として示されます。

バージョン管理：テストまたはフローはチェックアウトされています。

l 緑の鍵：現在のユーザによってチェックアウトされたテストまたはフ
ロー。

l 赤の鍵：別のユーザによってチェックアウトされたテストまたはフ
ロー。

ALMにおけるバージョン管理の使用方法の詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照して
ください。

Business Process Testingのテスト計画モジュールのフィール
ド

本項では，Business Process Testingのテスト計画モジュールのフィールドについて説
明します。

アクセス方法 ALMサイドバーの［テスト］で，［テスト計画］を選択します。テスト計
画ツリーでビジネス・プロセス・テストまたはフローを選択します。

参照情報 l 『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』

l 「Business Process Testingのテスト計画モジュールのウィンドウ」
(163ページ)
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次に，ほかのテスト・タイプに固有の，またはほかと異なる動作をするBusiness Process
Testingのフィールドを説明します。

UI要素 説明

ステータス ビジネス・プロセス・テストまたはフローのステータス。

Business Process Testingでは，このフィールドは読み取り専用で
す。テストまたはフローのステータスは，ビジネス・コンポーネントのス
テータスで決まります。テストまたはフローのステータスは，最も深刻な
ステータスのコンポーネントに基づいて決まります。例については，「ビ
ジネス・プロセス・テストとフローのステータスを ALMで計算する方
法」(161ページ)を参照してください。

l Design：ビジネス・プロセス・テストまたはフローが最初に作成され
ます。

l Ready：ビジネス・プロセス・テストまたはフローに含まれるすべてのビ
ジネス・コンポーネントのステータスが［Ready］です。

l Maintenance：テストまたはフローに含まれる 1つまたは複数のビ
ジネス・コンポーネントが修正中または未完了で，ステータスが
［Under Development］または［Maintenance］です(テストまたはフ
ロー内により深刻なステータスのコンポーネントは存在しません) 。

l Error：ビジネス・プロセス・テストまたはフローに含まれる 1つまたは
複数のビジネス・コンポーネントのステータスが［Error］です。

l Outdated：ビジネス・プロセス・テストまたはフローに含まれる 1つ
以上のビジネス・コンポーネントが［Obsolete］です。

ビジネス・コンポーネントのステータスを表示するアイコンの詳細につい
ては，「Business Process Testingのテスト計画モジュールのアイコ
ン」(167ページ)を参照してください。

コンポーネント・ステータスの詳細については，「ステータス」(79ページ)
を参照してください。

テストまたはフローのステータスの詳細については，「ビジネス・プロセ
ス・テストとフローのステータスを ALMで計算する方法」(161ページ)
を参照してください。

ユーザーズ・ガイド
第7章 :ビジネス・プロセス・テストとフローの指定

HP Business Process Testing (12.53) 170 / 372ページ



Business Process Testingの［テスト スクリプト］タブ

このタブでは，ビジネス・コンポーネントを作成してビジネス・プロセス・テストとフローに編成
することや，フローを作成してビジネス・プロセス・テストに編成することができます。［テスト
スクリプト］タブには，グリッド・ビューとキャンバス・ビューがあります。

アクセス方法 テスト計画ツリーでビジネス・プロセス・テストまたはフローを選択し，
［テスト スクリプト］タブをクリックします。

重要な情報
注 :
l 選択したテストがビジネス・プロセス・テストまたはフローでは

ない場合の［テスト スクリプト］タブのユーザ・インタフェースの

詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

l BPTパッケージ・アプリ・キット の場合：

l 既存のビジネス・コンポーネントをフローまたはビジネス・プ

ロセス・テストに手動で追加できるほか，パッケージ化さ

れたアプリケーションをナビゲートしながら操作を記録す

ることで自動的に作成されたコンポーネントが含まれるフ

ローまたはビジネス・プロセス・テストを作成できます。詳

細については，「フローとビジネス・プロセス・テストの学習

方法」(195ページ)を参照してください。

l ビジネス・プロセス・テストのコンポーネントと同様に，フ

ローのコンポーネントをグループ化できます。ただし，将来

のバージョンのBPTパッケージ・アプリ・キット との互換性

を確保するため，フローのコンポーネントはグループ化し

ないことをお勧めします。

注意 :動的なデータを使用し，Microsoft Excel で外部デー

タ・テーブルを使用して，パラメータの値を変更し，反復を追

加している場合，［テスト スクリプト］タブに表示される情報は

正確ではありません。テストが実際にどのように実行されるか

を知るには，Excel ファイルに定義されたデータを参照しま

す。

関連タスク 「ビジネス・プロセス・テストおよびフローの作成方法」(152ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

コンポーネントの選択：［コンポーネントの選択］/［フローの選
択］表示枠が開き，フローまたはビジネス・プロセス・テストにコ
ンテンツを追加できます。ユーザ・インタフェースの詳細について
は，「［コンポーネントの選択］/［フローの選択］表示枠」(188
ページ)を参照してください。

キャンバス/グリッド・ビュー：グリッド・ビューとキャンバス・ビューを切
り替えます。

グリッド・ビューのユーザ・インタフェースの詳細については，「グ
リッド・ビュー」(178ページ)を参照してください。

キャンバス・ビューのユーザ・インタフェースの詳細については，
「キャンバス・ビュー」(182ページ)を参照してください。

新規コンポーネント要求：新しいビジネス・コンポーネントを要求
できます。新しいコンポーネントに対する要求を生成するタスク
の詳細については，手順「ビジネス・プロセス・テストおよびフ
ローの作成方法」(152ページ)を参照してください。

ステップの記録：任意のアプリケーションをナビゲートすることで，
コンポーネントを自動的に記録できます。タスクの詳細につい
ては，「フローおよびビジネス・プロセス・テストにコンポーネントを
記録する方法」(158ページ)を参照してください。

利用条件：フローまたはビジネス・プロセス・テストが選択されて
いる。

記録を行うには適切なアクセス許可が必要です。記録に必
要なアクセス許可の詳細については，「前提条件」(195ペー
ジ)を参照するか，『HP Application Lifecycle Management
管理者ガイド』を参照してください。
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UI要素 説明

フローの学習：パッケージ化されたアプリケーションをナビゲートす
ることで，フローを自動的に学習できます。タスクの詳細につい
ては，「フローとビジネス・プロセス・テストの学習方法」(195ペー
ジ)を参照してください。

利用可能：フローを選択しているBPTパッケージ・アプリ・キッ
ト・ユーザ

l 現在のプロジェクトに対して BPTパッケージ・アプリ・キット が
有効である必要があります。BPTパッケージ・アプリ・キットへ
のアクセスは，HP Application Lifecycle Management
( ALM)のプロジェクト管理者がプロジェクトのカスタマイズを
使用して実現する必要があります。詳細については，『HP
Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照
してください。

l フローを学習するには適切なアクセス許可が必要です。フ
ローの学習に必要なアクセス許可の詳細については，「前
提条件」(195ページ)を参照するか，『HP Application
Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してくださ
い。

上に移動 /下に移動：選択したコンポーネント，グループ，または
フローの順序を上下に移動することによって，ビジネス・プロセ
ス・テストのエンティティの順序を変更できます。

ヒント :選択した項目をドラッグ・アンド・ドロップしてテス

ト順序を変更することもできます。
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UI要素 説明

テストから削除：選択したビジネス・コンポーネント，グループ，ま
たはフローをビジネス・プロセス・テスト (またはフロー)から削除し
ます。

注意事項

l 削除しようとするコンポーネントに条件が指定されている場
合，警告メッセージが表示されます。当該コンポーネント
は，必要に応じてコンポーネント・ツリーから今後も利用でき
ます。

l 選択した項目をドラッグ・アンド・ドロップしてテスト順序を変
更することもできます。

l グループ内で最後のコンポーネントを削除すると，グループ全
体が削除されます。

l ［カスタマイズ］で自動削除が有効になっていると，確認のプ
ロンプトで［使用されていない昇格されたパラメータをテスト レ

ベルから削除します］チェックボックスが表示されます。オンに
すると，選択したコンポーネント /フロー・インスタンスで使用さ
れていないパラメータは，テストまたはフロー・レベルから削除
されます(同様に，グループ内にコンポーネントとフローが存
在し，グループを削除すると，そのグループのコンポーネントお
よびフロー・インスタンスのパラメータがテストまたはフローのレ
ベルから削除されます) 。

注 :
l パラメータが上位レベルで使用されている場合，

自動選択を有効にしてもパラメータは削除されま

せん。

l 上位レベルに，使用されていないパラメータが存

在しても，この削除操作に関連しないパラメータで

あれば，自動削除では削除されません。

自動削除の有効化の詳細については『HP Application
Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してくださ
い。

利用できない条件：ビジネス・プロセス・テストがテスト計画ツ
リーで選択されているフローからビジネス・コンポーネントを削除
しようとする場合。最初にテスト計画ツリーのフローを選択して
から，ビジネス・コンポーネントを削除してください。
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UI要素 説明

コンポーネントに移動 /フローに移動：ビジネス・コンポーネント・モ
ジュールで選択したビジネス・コンポーネントまたはテスト計画モ
ジュールのフローに移動し，開きます。

グループ：選択したビジネス・コンポーネントやフローを含むグ
ループを作成します。

コンポーネントおよびフローは連続している必要があります。コ
ンポーネントまたはフローは，1つのグループのみに所属できま
す。

グループ化された項目の上にグループ・ノードが作成され，グ

ループ・アイコン で示されます。グループの名前は，標準設
定で Groupの後ろに一意の番号が続いたものになります。

ヒント :

l このグループ名は，名前を右クリックして［名前の変

更］を選択すると変更できます。

l 既存のグループにほかのビジネス・コンポーネントまた

はフローを追加するには，コンポーネントまたはフロー

をコンポーネント・ツリーまたは［テスト スクリプト］表示

枠からグループ内の適切な位置にドラッグ・アンド・ド

ロップします。

l グループのメンバの順序は，ドラッグ・アンド・ドロップで

変更できます。

グループ解除：コンポーネントやフローのグループ化を解除しま
す。

グループをそのメンバとともに完全に削除するには，グループを

選択してツールバーの［テストから削除］ ボタンをクリックしま
す。

グループからビジネス・コンポーネントまたはフローを削除するに
は，コンポーネントまたはフローを選択します。項目を上または
下にドラッグしてグループから出し，必要な位置でドロップしま
す。
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UI要素 説明

テスト・パラメータの昇格ステータスの表示：昇格されたテスト・
パラメータとフロー・パラメータのリスト，これらのパラメータが最
初に定義された場所を表示できます。ユーザ・インタフェースの
詳細については，「［テスト パラメータ昇格ステータス］/［フロー
パラメータ昇格ステータス］ダイアログ・ボックス」(301ページ)を
参照してください。

更新：ビジネス・プロセス・テスト内のビジネス・コンポーネントごと
にデータ(コンポーネント・パラメータ・データやスナップショットな
ど)を更新します。テスト自体は更新されません。

検証：ビジネス・プロセス・テストまたはフロー，テスト・セット内の
すべてのテスト・インスタンスでエラーを検査します。ユーザ・イン
タフェースの詳細については，「［テスト検証結果］ダイアログ・
ボックス」(191ページ)を参照してください。

実行条件の追加 /編集：実行条件をフローまたはテストに追加
できます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［実行条件］ダイア
ログ・ボックス」(221ページ)を参照してください。

利用条件：ビジネス・コンポーネントまたはフローが選択されて
いる。

実行条件の削除：既存の実行条件をフローまたはテストから
削除できます。

利用条件：フローまたはビジネス・プロセス・テストが選択されて
いる。

テストの実行またはデバッグ：ビジネス・プロセス・テストまたはフ
ローを実行しデバッグできます。ユーザ・インタフェースの詳細に
ついては，「［テストの実行またはデバッグ］ダイアログ・ボックス」
(235ページ)を参照してください。

実行停止：現在の実行またはデバッグ・セッションを停止できま
す。

利用条件：テスト計画モジュールからテストを実行またはデバッ
グする場合。
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UI要素 説明

拡張ビュー：テスト・スクリプト・グリッドにより多くの情報を表示
できます。これにより，ほかのリンクをクリックしなくても，グリッドで
テスト・コンポーネントを包括的に把握できます。表示できる追
加情報には，次のようなものがあります。

l アイコンではなくスナップショットのサムネイル。

l 入力パラメータと出力パラメータ用の別々のカラム。パラメー
タ名および(反復が 1つしかない場合は)パラメータ値が表
示されます。

l 入力パラメータと出力パラメータ間のリンク。［I/Oパラメータ］
ダイアログ・ボックスを開く必要はありません。

詳細については，「グリッド・ビュー」(178ページ)の「入力パラ
メータ 」(180ページ)および「出力パラメータ 」(180ページ)を参
照してください。

利用できない場所：キャンバス。

標準ビュー：拡張ビューから標準のグリッド・ビューに戻すことが
できます。

利用できない場所：キャンバス。

行の高さの調整：グリッドの拡張ビューの行サイズを調整しま
す。これにより，長いテキストでもすべて表示できます。

利用条件：グリッド・ビューの拡張ビュー内。

［反復］オプション 選択したエンティティの［反復］ダイアログ・ボックスが開きます。
ユーザ・インタフェースの詳細については，「［反復］ページ」
(317ページ)を参照してください。

利用場所：<右クリック・メニュー>

［テスト スクリプト］タブの下部にあるタブを表示または非表示
にします。

［グループ］オプション ［グループ］と［グループ解除］オプションを持つサブメニューを開き
ます。

利用場所：＜右クリック・メニュー＞複数のコンポーネントを選
択すると，［グループ］オプションが利用可能になります。グルー
プを選択すると，［グループ解除］オプションが利用可能になり
ます。
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UI要素 説明

［このノードの下の全

項目を展開］/［折り

たたみ］オプション

選択したエンティティのノードを展開するか折りたたみます。

利用場所：フローとグループの＜右クリック・メニュー＞

［詳細］オプション コンポーネント，コンポーネント要求，またはフローの［詳細］ダ
イアログ・ボックスが開きます。

利用場所：<右クリック・メニュー>

メモ ビジネス・コンポーネント，フロー，またはグループの説明とコメン
トが読み取り専用形式で表示されます。

スナップショット アプリケーションの画像を ALMレコードに添付できます。

［手動ステップ］タブ コンポーネントに定義されている手動ステップが表示されます。

パラメータ コンポーネントまたはフローに定義されているパラメータが一覧
表示されます。

コメント コンポーネント・インスタンスの追加コメントが表示されます。

グリッド・ビュー

グリッド・ビューでは，テーブル形式でテスト・スクリプトを変更できます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

スナップショット・アイコン：ビジネス・コンポーネントまたはフローにスナッ
プショットがあることを示します。このアイコンをクリックすると，スナップ
ショットが表示されます。

利用条件：グリッドの標準ビュー内。

スナップショットのサムネイル：サムネイルをクリックすると，スナップショッ
トが表示されます。

利用条件：グリッドの拡張ビュー内。
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UI要素 説明

名前 ビジネス・コンポーネントまたはフローの名前が表示されます。

注 :エンティティを現在のテストまたはフローで複数回選択す

ると，インスタンスの表記法がこのカラムの名前に自動的に

追加されます。

例

構文の例外：

l フローとビジネス・プロセス・テスト：2つの連続したセミコロン( ;;)ま
たは次のいずれかの文字を含めることはできません。
  \ / : " ' ? ` < > | * %

ステータス ビジネス・コンポーネントまたはフローのステータスが表示されます。

I/O パラメータ ［I/Oパラメータ］ダイアログ・ボックスを開く動的リンクとしてビジネス・
コンポーネントまたはフローに定義された入出力パラメータの数が表
示されます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［I/Oパラメー
タ］ダイアログ・ボックス」(292ページ)を参照してください。

利用条件：標準ビューで作業中に をクリック。
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UI要素 説明

入力パラメータ ビジネス・コンポーネントまたはフローに定義された入力パラメータの
名前が，［I/Oパラメータ］ダイアログ・ボックスを開く動的なリンクとし
て表示されます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［I/Oパ
ラメータ］ダイアログ・ボックス」(292ページ)を参照してください。

定義されている反復が 1つだけの場合は，パラメータ値も表示され
ます。

ヒント :反復を追加すると，パラメータ値は非表示になり，パ

ラメータ名のみが表示されます。反復を削除して 1つのみ残

された状態になると，その反復のパラメータ値が再度表示さ

れます。

このカラムで値を直接編集することはできません。

利用条件：拡張ビューで作業中に をクリック。

出力パラメータ ビジネス・コンポーネントまたはフローに定義された出力パラメータの
名前が，［I/Oパラメータ］ダイアログ・ボックスを開く動的なリンクとし
て表示されます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［I/Oパ
ラメータ］ダイアログ・ボックス」(292ページ)を参照してください。

定義されている反復が 1つだけの場合は，パラメータ値も表示され
ます。

ヒント :反復を追加すると，パラメータ値は非表示になり，パ

ラメータ名のみが表示されます。反復を削除して 1つのみ残

された状態になると，その反復のパラメータ値が再度表示さ

れます。

このカラムで値を直接編集することはできません。

利用条件：拡張ビューで作業中に をクリック。

反復 ビジネス・コンポーネント，グループ，またはフローで定義された反復
の数と，選択された反復の範囲が表示されます。この情報は，選
択したビジネス・コンポーネント，フロー，またはグループの［反復］ダイ
アログ・ボックスを開く動的リンクとして表示されます。タスクの詳細に
ついては，「反復データのセット方法」(311ページ)を参照してくださ
い。
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UI要素 説明

実行条件 ビジネス・コンポーネントまたはフローに対して定義された実行条件
のリンクが表示されます。

ヒント :実行条件が有効でない場合は，実行条件リンクが

赤色で表示されます。このようなことが起きるのは，たとえば，

参照パラメータが削除された場合や，パラメータ値が暗号化

されている場合などです。実行条件を削除して，新しい条

件を定義してください。

失敗時 テスト内の特定のビジネス・コンポーネントまたはフローが失敗した場
合に，実行を継続するか終了するかを定義できます。

l 終了：選択したビジネス・コンポーネントが失敗した場合，ビジネ
ス・プロセス・テストの実行は終了します。

l 続行：選択したコンポーネントが失敗した場合，その次のビジネ
ス・コンポーネントまたはフローがビジネス・プロセス・テストで実行さ
れます。標準設定では，ビジネス・コンポーネントがテストに追加さ
れるときに，この失敗条件が各コンポーネントに定義されます。

［失敗時］の標準設定値を設定する方法は，『HP Application
Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してください。

コメント ビジネス・コンポーネント，グループ，またはフローのコメントが表示さ
れます。
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キャンバス・ビュー

キャンバス・ビューでは，視覚的な表示を使用してテスト・スクリプトを変更できます。

重要な情報 キャンバス・ビューには，グリッド・ビューのすべての機能が含まれま
す。キャンバスでは，パラメータやリンクも含め，テストまたはフローの
データ・フローを視覚化できます。

次に，キャンバス・ビューの操作方法について説明します。

l エンティティを［コンポーネントの選択］/［フローの選択］表示枠から
キャンバスにドラッグします。［コンポーネントの選択］/［フローの選
択］表示枠の詳細については，「［コンポーネントの選択］/［フロー
の選択］表示枠」(188ページ)を参照してください。

l キャンバス内のエンティティをドラッグすると，それらを並べ替えること
ができます。

l コンポーネントをグループの中に，または外にドラッグできます。

l コンポーネント，コンポーネント要求，またはフロー・ノードをダブルク
リックすると，個別のウィンドウにその詳細を表示できます。

注 :ビジネス・プロセス・テスト内のフローからノードをダブルク

リックして，コンポーネント要求の詳細を編集することはでき

ません。コンポーネント要求は読み取り専用モードで開きま

す。

l グループをダブルクリックすると，展開するか折りたたむことができま
す。

l Ctrl キーを押しながらマウス・ホイールを回すと，表示を拡大縮小
できます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

ズーム・アウト：キャンバスのズーム・レベルを下げます。

ヒント : このボタンを押し続けるとすばやくズームできま

す。

ズーム・レベル：スライダを使用してキャンバスのズーム・レベル
を上げ下げします。
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UI要素 説明

ズーム・イン：キャンバスのズーム・レベルを上げます。

ヒント : このボタンを押し続けるとすばやくズームできま

す。

ズームのリセット：ズーム・レベルを標準のズーム設定にリセッ
トします。

ミニマップの表示：キャンバス・ビューの概要の表示を切り替
えます。

概要は，キャンバス・ビューの左下にあり，現在選択してい
るビジネス・プロセス・テストまたはフローの簡略化したキャン
バスです。概要の枠で囲まれた領域は，キャンバスに拡大
表示されます。

例 :

ヒント :

l 概要で領域を選択すると，その領域がキャンバス

に詳しく表示されます。

l フレームをドラッグまたはサイズ変更すると，キャン

バスに詳細表示されるモデルの部分が変わりま

す。
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UI要素 説明

パラメータ・プレゼンテー

ション

キャンバスのパラメータとリンクの詳細レベルを選択できます。
次のレベルを利用できます。

l なし

l リンクのみ

l リンクと名前

l すべて

ユーザ定義は，一部のノードのパラメータ詳細の展開や折
りたたみなどを行って，詳細レベルを手動で変更する場合
に表示されます。

開始ノード：ビジネス・プロセス・テストまたはフローの開始を
表します。表示目的専用です。

コンポーネント・ノード：コンポーネント・エンティティを表しま
す。

コンポーネント要求ノード：コンポーネント要求エンティティを
表します。

グループ・ノード：グループ・エンティティを表します。

ヒント :

l ［展開］ボタンと［折りたたみ］ボタンをクリックする

と，グループ内のコンポーネントの表示と非表示を

切り替えることができます。

l グループ名をクリックすると，名前を編集できます。

l コンポーネントをグループの中に，または外にドラッ

グ・アンド・ドロップできます。

フロー・ノード：フロー・エンティティを表します。

ヒント : ［展開］ボタンと［折りたたみ］ボタンをクリックす

ると，フロー内のコンポーネントの表示と非表示を切

り替えることができます。
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UI要素 説明

ドロップ・インジケータ：［コンポーネントの選択］/［フローの選
択］表示枠からエンティティを選択してキャンバスに移動す
る場合，またはキャンバス内でエンティティを移動する場合，
このインジケータによってエンティティを配置する場所がわかり
ます。

例 : ApproveLoanコンポーネントが

CheckCreditHistoryコンポーネントの後に貼り付けら

れます。

ステータス：エンティティのノードの右上に表示され，エンティ
ティのステータスを示します。

l 赤色の三角形は，エンティティ(またはそのサブエンティティ
の1つ)が［Error］であることを示します。

l ストライプの三角形は，エンティティ(またはそのサブエン
ティティの1つ)が［Maintenance］，［Under
Development］，または［Not Implemented］ステータスで
あることを示します。

l 三角形が表示されていない場合は，エンティティ(および
そのすべてのサブエンティティ)が［Ready］であることを示し
ます。

折りたたみ：選択したエンティティのノードを非表示にします。

展開：選択したエンティティのノードを表示します。
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UI要素 説明

エンティティの順序：ビジネス・プロセス・テストまたはフローで
のエンティティの順序を示します。

入力パラメータ：エンティティの入力パラメータの数を示しま
す。

ヒント : クリックすると，エンティティの入力パラメータのス

クロール可能なリストが表示されます。

出力パラメータ：エンティティの出力パラメータの数を示しま
す。

ヒント : クリックすると，エンティティの出力パラメータのス

クロール可能なリストが表示されます。

昇格 /リンク矢印：パラメータの昇格元またはリンク先を示し
ます。

注 :パラメータ間に数多くのリンクが存在する場合

は，パラメータ名の横の三角形をクリックすると，その

パラメータのリンクが黄色で表示されます。

ヒント :矢印の上にマウス・カーソルを置くと，リンクの

ターゲット・ノードの名前が表示されます。

［＜インスタンス＞］ インスタンス：テストまたはフロー内のエンティティのインスタンス
を示します(エンティティを複数回選択した場合 ) 。

例 :
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UI要素 説明

反復：テストまたはフロー内のエンティティに対して選択され
た反復の数を示します。たとえば，エンティティに 5つの反復
が存在し，反復 3 と 4だけが実行用に選択されている場
合，この［反復］UI要素には 2と表示されます。

クリックすると，エンティティの［反復］ダイアログ・ボックスが開
きます。

この上にマウスを置くと，選択されている反復を示すツールヒ
ントが表示されます。

ヒント :反復数が 999を超える場合，K 表記法が

使用されます(たとえば，3145回の反復がある場

合，3K と表示されます) 。反復数が 999,999を超

える場合，M表記法が使用されます(たとえば，

1,334,452回の反復がある場合，1Mと表示されま

す) 。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［反復］ページ」
(317ページ)を参照してください。

終了：コンポーネントに終了に設定された［失敗時］条件が
あることを示します。

実行条件：コンポーネントまたはフローに実行条件があるこ
とを示します。

クリックすると，［実行条件］ダイアログ・ボックスが開きます。

この上にマウスを置くと，実行条件を示すツールヒントが表
示されます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［実行条件］ダイ
アログ・ボックス」(221ページ)を参照してください。

通知：クリックすると，(反復の不一致 )などの通知が表示さ
れます。

終了ノード：ビジネス・プロセス・テストまたはフローの終了を
表すノード。表示目的専用です。
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［コンポーネントの選択］/［フローの選択］表示枠

この表示枠では，ビジネス・プロセス・テスト (またはフロー)に含めるために，ビジネス・コン
ポーネントやフローを選択できます。ALMによって，選択したコンポーネントまたはフロー
のインスタンスがテスト (またはフロー)に追加されます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

コンポーネント コンポーネント・ツリーが表示され，コンポーネントを［テスト スクリプト］
タブでフローやテストに追加できます。

フロー フロー・ツリーが表示され，フローを［テスト スクリプト］タブでテストに
追加できます。

簡易追加：選択したビジネス・コンポーネントまたはフローを［テスト ス
クリプト］タブで選択したコンポーネント，グループ，フローの後 (コン
ポーネントまたはフローが選択されていない場合は，テストの末尾 )
に追加します。コンポーネントまたはフローが追加されると，(パラメー
タが存在する場合は)最後に使用された昇格方法に従ってパラ
メータが昇格されます。

l すべてのパラメータを追加して自動的に昇格：コンポーネントやフ
ローが追加されると，すべてのパラメータが次のレベルに昇格され
ます。

l パラメータを昇格せずに追加：コンポーネントやフローが追加されて
も，パラメータは次のレベルに昇格されません。

l 昇格オプションを設定しながら追加：［パラメータの昇格］ダイアロ
グ・ボックスが開き，どのパラメータを昇格するかを個別に設定で
きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［パラメータの
昇格］ダイアログ・ボックス」(300ページ)を参照してください。

パラメータの昇格に関するタスクの詳細については，「パラメータを昇
格する方法」(297ページ)を参照してください。

エンティティの詳細を表示：選択したエンティティの［詳細］ダイアログ・
ボックスが読み取り専用モードで開きます。

モジュール・ツリーのエンティティに移動：選択したエンティティのモジュー
ルのエンティティの場所に移動し，そのエンティティを強調表示しま
す。

更新：ツリーを更新します。
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UI要素 説明

検索：ツリーで特定のテストが検索されます。

［検索］ボックスにテストの名前 (または名前の一部 )を入力し，［検
索］ボタンをクリックします。検索が成功すると，ツリーの中でテストが
強調表示されます。

詳細については，『HP Application Lifecycle Managementユー
ザーズ・ガイド』を参照してください。

フィルタ/ソート：ツリーのテストをフィルタ処理してソートします。詳細に
ついては，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。

IDでコンポーネントに移動 /IDでテストに移動：［コンポーネントに移
動］/［テストに移動］ダイアログ・ボックスが開き，テスト ID 別のフロー
のコンポーネント ID で特定のコンポーネントを検索できます。

注：現在のフィルタ内のコンポーネントまたはフローにのみ移動できま
す。

閉じる：［コンポーネントの選択］/［フローの選択］表示枠が非表示
になります。

Business Process Testingの［テストの詳細］ダイアログ・ボッ
クス

Business Process Testingの［テストの詳細］ダイアログ・ボックスでは，単一のビジネ
ス・プロセス・テストまたはフローの表示と更新ができます。

アクセス方法 ALMサイドバーの［テスト］で，［テスト計画］を選択します。ビジネ
ス・プロセス・テストまたはフローを右クリックして［テストの詳細］を選
択します。

重要な情報 ビジネス・プロセス・テストとフローの［テストの詳細］ダイアログ・ボック
スは，ほかのテスト・タイプの［テストの詳細］ダイアログ・ボックスと類
似しています。

注 :ビジネス・プロセス・テストとフローの［テストの詳細］ダイア

ログ・ボックスには，［手動実装］タブがありません。
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関連タスク 「ビジネス・プロセス・テストおよびフローの作成方法」(152ページ)

参照情報 『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』

次に，ほかのテスト・タイプに固有の，またはほかと異なる動作をするBusiness Process
TestingのUI要素を説明します(ラベルなしの要素は，山カッコで囲みます) 。

UI要素 説明

<ALM［テスト

の詳細］ダイア

ログボックスの

UI要素>

ALMの［テストの詳細］ダイアログ・ボックスで使用するすべてのテス
ト・タイプについて，［テストの詳細］ダイアログ・ボックスのUI要素の
説明は，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイ
ド』を参照してください。

テスト・スクリプ

ト

現在選択しているビジネス・プロセス・テストで実行されるコンポーネ
ントとフロー(または現在選択しているフローで実行されるコンポーネ
ント ) 。ユーザ・インタフェースの詳細については，「Business
Process Testingの［テスト スクリプト］タブ」(171ページ)を参照してく
ださい。

テスト設定 選択したテストの構成を表示します。

選択したテストがビジネス・プロセス・テストの場合，静的データのほ
かに動的データを使用してテスト設定を実行できる追加の機能を
利用できます。

利用できない条件：フローが選択されているとき。

Business Process Testingに特有の詳細については，「ビジネス・
プロセス・テストの設定概要」(226ページ)を参照してください。

ユーザ・インタフェースの詳細については，『HP Application
Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

タスクの詳細については，『HP Application Lifecycle Management
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

条件 選択したビジネス・プロセス・テストの条件を表示します。

利用できない条件：フローが選択されているとき。

ユーザ・インタフェースの詳細については，『HP Application
Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

タスクの詳細については，「条件によるカバレッジを作成する方法」
(213ページ)を参照してください。
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［テスト検証結果］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，ビジネス・プロセス・テストまたはフローのすべてのインスタンス
を検証できます。

アクセス方法 テスト計画ツリーでフローまたはビジネス・プロセス・テストを選択し，

［テスト スクリプト］タブをクリックします。［検証］ をクリックします。

重要な情報 検証エラーが見つからない場合は，検証が正しく完了したことを示
すメッセージが表示されます。

反復範囲が不一致のエラーは，2番目のコンポーネントで示されま
す。

関連タスク 「ビジネス・プロセス・テストおよびフローの作成方法」(152ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

エンティティ 検証に失敗したエンティティが表示されます。

説明 検証エラーの説明が表示されます。

<リンクされたエン

ティティ>
エラーの原因となったビジネス・コンポーネントまたはグループに直
接ジャンプできます。
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第8章 :学習プロセス

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

本章の内容
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• コンポーネントを再利用できるかどうかの判断基準 200
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学習プロセスの概要

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

本章では，BPTパッケージ・アプリ・キットのユーザが，パッケージ化されたアプリケーション
をナビゲートすることで，フローとビジネス・プロセス・テストを自動的に学習する方法を説
明します。

学習プロセス中は，BPTパッケージ・アプリ・キットによって次の処理が行われます。

l パッケージ化されたアプリケーションをナビゲートするときに実行されるアクションを学習
する。

l 学習したアクションを，自動化された一連のUFTキーワード GUIまたはスクリプト
GUIビジネス・コンポーネントに分解する(それぞれが，アプリケーションの画面，タブ，
またはトランザクションを表します) 。

l ユーザが実行する操作に基づいて，各コンポーネントにステップを作成する。

l 既存のフローまたはテストに，学習した自動コンポーネントを入力する。

l ユーザ入力が必要なユーザ・インタフェースのコントロール(テキスト・フィールドなど)の
ための入力コンポーネント・パラメータを自動的に作成する。このパラメータの標準設
定値は，学習プロセス中にそのフィールドに挿入された値です。

l 出力パラメータを自動的に作成する。

ヒント :標準設定では，学習プロセス中に追加される出力パラメータは，フ

ロー・パラメータまたはテスト・パラメータに昇格されます。出力パラメータをその

レベルから削除し，出力コンポーネント・パラメータとして定義することもできます

(そのフローまたはテスト内のみで使用される場合 ) 。

l スクリーンショットを自動的に作成する。

l 学習時にスナップショットを撮れるようにする。

l チェックポイントおよび出力値をフローまたはテストに挿入できるようにする。

l フローまたはテスト内の各コンポーネントを分析し，学習済みのコンポーネントに類似
したまたは同一のコンポーネントが 1つ以上存在しないかどうかを確認する。このよう
なコンポーネントが存在する場合は，新しいコンポーネントを作成する代わりに，その
既存のコンポーネントを再利用できます。

注 :学習プロセス中には，テスト・リソース・モジュールのBPT Resourcesフォルダ

内にリソースが作成されます。ビジネス・プロセス・テストやフローを適切に機能さ

せるため，このフォルダおよびそのサブフォルダの名前の変更，移動，削除は行わ

ないようにしてください。
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BPTパッケージ・アプリ・キットが，学習したフローまたはテストをコンポーネントに分解する
方法や，パラメータを作成する方法について，そのアプリケーション固有の詳細は，
「BPTパッケージ・アプリ・キット・アプリケーション固有の情報」(361ページ)を参照してくだ
さい。

タスクの詳細については，「フローとビジネス・プロセス・テストの学習方法」(195ページ)を
参照してください。

フローとビジネス・プロセス・テストの学習方法

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

このタスクでは，アプリケーションをナビゲートしているときに，フローまたはビジネス・プロセ
ス・テストを自動的に学習する方法について説明します。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「ビジネス・プ

ロセス・テストおよびフローの作成方法」(152ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

1. 「前提条件」(195ページ)
2. 「学習するパッケージ・アプリケーションを開いてログインする」(196ページ)
3. 「フローまたはビジネス・プロセス・テストを ALMで作成または選択する」(196ページ)
4. 「ALMで学習ウィザードを開始する」(197ページ)
5. 「パッケージ化されたアプリケーションを学習する」(197ページ)
6. 「パッケージ化されたアプリケーションの学習中にチェックポイントを追加する」(198

ページ)
7. 「フローとビジネス・プロセス・テストの学習方法」(195ページ)
8. 「学習ウィザードを停止する」(199ページ)
9. 「学習のサマリを確認する」(199ページ)
10. 「コンポーネントを再利用する -オプション」(199ページ)
11. 「学習したコンポーネントをフローまたはテストに保存する」(199ページ)
12. 「結果」(199ページ)

1. 前提条件

次の事項を考慮してください。

l BPTパッケージ・アプリ・キットが有効になっていることを確認します。BPTパッケー
ジ・アプリ・キット へのアクセスは，HP Application Lifecycle Management( ALM)
のプロジェクト管理者がプロジェクトのカスタマイズを使用して実現する必要があ

ります。管理者は， をクリックしてから，［カスタマイズ］＞［Business Process
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Testing］を選択し，［BPTパッケージ・アプリ・キットを有効化］チェックボックスを選
択することで，BPTパッケージ・アプリ・キットを ALMで有効にすることができます。
詳細については，『HP Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参
照してください。

l クライアント・マシンに，Unified Functional Testing とそのSAP アドインおよび
ALMプラグインがインストールされていることを確認します。

l フローまたはビジネス・プロセス・テストを学習する前に，UFT を閉じておくことをお
勧めします。

l 次のタスク権限を持つユーザ・グループに所属していることを確認します：フォルダ

の変更 (テスト計画 )，テストの変更，コンポーネント・フォルダの追加，コンポーネン

トの追加，ステップの追加，パラメータの追加，コンポーネントの変更，ステップの変

更，パラメータの変更。

l UFTで，［ツール］＞［オプション］を選択し，［実行］ノードをクリックします。［実行］
表示枠で［他のHP製品でテストおよびコンポーネントを実行可能にする］チェック
ボックスが選択されていることを確認します。

l BPTパッケージ・アプリ・キットの再利用オプションを設定します。詳細について
は，『HP Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してくださ
い。

注 : BPTパッケージ・アプリ・キットを使用するときは，ALMのインスタンスを 1
つのみ開いて作業することをお勧めします。 ALMの複数のインスタンスを複

数のブラウザやタブで開かないでください。

パッケージ化されたアプリケーションを処理するようにUFT を設定する手順，BPT
パッケージ・アプリ・キットのセットアップ，ユーザ・アクセス許可の設定の詳細について
は，『HP Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してください。

2. 学習するパッケージ・アプリケーションを開いてログインする

フローまたはビジネス・プロセス・テストを学習するアプリケーションにログインし，学習
を開始するポイントに移動します。

注 : BPTパッケージ・アプリ・キットでログイン手順を学習することはできませ

ん。

3. フローまたはビジネス・プロセス・テストを ALM で作成または選択する

a. 学習の前に，テスト計画モジュールで次のいずれかを実行します。

o 学習したコンポーネントを挿入するフローまたはビジネス・プロセス・テストを新
規に作成します。フローの作成に関するタスクの詳細については，「ビジネス・
プロセス・テストおよびフローの作成方法」(152ページ)を参照してください。
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o 学習したコンポーネントを挿入する既存のフローまたはビジネス・プロセス・テス
トを選択します。

b. フローまたはテスト内にすでに複数のコンポーネントが存在し，その既存のコン
ポーネント間に新しいコンポーネントを挿入したい場合は，［テスト スクリプト］タブ
で，新しいコンポーネントを挿入する位置の前のコンポーネントを選択します。

注 :新規コンポーネントを先頭に(既存のコンポーネントの前に)挿入する

には，新規コンポーネントをまず別の位置に挿入し，次に学習プロセスが

終了した後でコンポーネントの順序を手動で変更する必要があります。

例：

フロー内にコンポーネント Comp_1，Comp_2，Comp_3があるとします。新しいコンポー
ネントを Comp_2 と Comp_3の間に挿入したい場合は，Comp_2を選択します。

4. ALM で学習ウィザードを開始する

a. ［テスト スクリプト］タブのツールバーで，［学習］ボタンをクリックして，学習ウィザー
ドを開始します。

b. フローまたはテスト内にすでにビジネス・コンポーネントがある場合は，既存のコン
ポーネントを削除するかどうか尋ねられます。［いいえ］を選択すると，選択したコ
ンポーネントの後に，学習したコンポーネントが挿入されます。

c. ほかの資産，スクリプト，アプリケーションへのアクセス権の付与に関連する別の
メッセージが表示された場合は，その問題を解決して，［再試行］をクリックしま
す。

d. ［学習］ツールバーが表示されます。学習時は，タイトル・バーが点滅します。
［学習］ツールバーのユーザ・インタフェースの詳細については，「［学習］ツール
バー・ページ」(204ページ)を参照してください。

5. パッケージ化されたアプリケーションを学習する

学習したい操作を実行します。一般に，1つのフローまたはテストに対して実行す
る操作で，アプリケーション内の1つの画面またはトランザクションの操作を表すよう
にします。これらの操作はアクションとして保存され，アクションは［学習］ツールバー
にリストして表示できます。

ヒント :学習中に使用する記録モードを，ツールバーを使って設定できます。

アクションを実行すると，アプリケーションで実行されたステップの数が［学習］ツール
バーに表示されます。
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ヒント :

l コンポーネントをより効率的に再利用できるようにするため，フローやテスト

の学習時に同じ操作を行うときは，毎回同じ方法で行うことをお勧めし

ます。たとえば，［入力］ボタンをクリックするか，キーボードのENTERキーを

押すかで，学習されたステップは異なることになります。したがって，このよう

な操作を一貫性を持って行わない場合，本来であればまったく同じ 2つ

のコンポーネントが，同一ではなく単に類似しているとみなされる可能性

があります。再利用するためにコンポーネントを選択する方法に関するリ

ファレンスの詳細については「コンポーネントを再利用できるかどうかの判断

基準」(200ページ)を参照してください。

l アプリケーションのナビゲーションに，画面やタブの外にあるボタンをクリックす

るのではなく，キーボード入力を使用した場合，フローやテスト内の学習

済みコンポーネントの数は少なくなります。たとえば，学習プロセス中に［入

力］ボタンをクリックすると，［入力］ボタンのコンポーネントが新規に作成さ

れますが，ENTERキーを押した場合は，既存のコンポーネントにステップが

追加されます。アプリケーション固有の詳細については，「BPTパッケージ・

アプリ・キット・アプリケーション固有の情報」(361ページ)を参照してくださ

い。

6. パッケージ化されたアプリケーションの学習中にチェックポイントを追加する

学習プロセス中に，コンポーネントにオブジェクト・プロパティのチェックポイントを追加
することも可能です。オブジェクト・プロパティのチェックポイントを使用すると，テストの
実行中にオブジェクト・プロパティの値を検査し，それが期待値に一致するかどうか
判定できます。テスト結果には，テスト実行中に失敗したオブジェクト・プロパティ・
チェックポイントに関する情報と理由が示されます。

学習中にチェックポイントと出力値を追加すると，そのステップをコンポーネントの学
習後に追加する必要がなくなります。

a. アプリケーションでユーザ・アクションを実行しているときに，［学習］ツールバーの
［挿入］をクリックし，挿入するチェックポイントのタイプを選択します。

b. 必要であれば，［オブジェクトの選択］ダイアログ・ボックスで，チェックポイントまた
は出力値を挿入するオブジェクトを選択します。

c. ［チェックポイントのプロパティ］ダイアログ・ボックスが開くので，そこでチェック対象
のテスト・オブジェクト・プロパティを選択し，［OK］をクリックします。［学習］ツール
バーのカウンタが変わって，チェックポイントまたは出力値のステップを追加したこ
とが示されます。さらに，このチェックポイント・ステップは，アプリケーションの学習
を停止したときに作成される学習済みコンポーネントの一部になります。

d. アプリケーションでの操作を続けて，学習を続行します。
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7. 学習ウィザードを停止する

学習したい操作が終了したら，［学習］ツールバーで［停止］をクリックします。

8. 学習のサマリを確認する

学習プロセスが停止すると，［学習のサマリ］ダイアログ・ボックスが開きます。

学習した任意のコンポーネントをクリックすると，そのステップが表示されます。

［学習のサマリ］ページのユーザ・インタフェースの詳細については，「［学習のサマリ］
ページ」(207ページ)を参照してください。

9. 学習したコンポーネントの標準の場所を変更する - オプション

［学習のサマリ］ダイアログ・ボックスで［パスの変更］をクリックし，学習したビジネス・コ
ンポーネントが保存される標準の場所を変更します。

10. コンポーネントを再利用する - オプション

学習したコンポーネントが既存のコンポーネントに類似しているか同一であることを
BPTパッケージ・アプリ・キット が検知すると，類似しているコンポーネントの数が，コ
ンポーネント・ツリー内のコンポーネント名の隣に表示されます。

Unified Functional Testingで，新規コンポーネントを作成する代わりに，学習した
フローまたはテスト内の既存のコンポーネントを再利用できます。再利用コンポーネ
ントへの置き換えが可能なコンポーネントを，［学習のサマリ］のフロー/テスト・ツリー
から選択します。ユーザ・インタフェースの詳細については，『Unified Functional
Testingユーザーズ・ガイド』を参照してください。

11. 学習したコンポーネントをフローまたはテストに保存する

［作成］をクリックして，［学習のサマリ］ダイアログ・ボックスを閉じ，ビジネス・コンポー
ネント・モジュールに新規コンポーネントを作成し，コンポーネントをフローまたはテスト
に追加します。

学習したコンポーネントがUnified Functional Testingに表示されます。ALMに戻

り， をクリックすると，学習したコンポーネントがBusiness Process Testingで表
示されます。

注 :学習したフローまたはテストのビジネス・コンポーネントの作成には時間が

かかる場合があります。

12. 結果

BPTパッケージ・アプリ・キットによって，次の処理が行われます。

l アプリケーション内の画面，トランザクションなどに対応する自動ビジネス・コンポー
ネントをビジネス・コンポーネント・モジュールに作成する。

l ユーザが実行する操作に基づいて，コンポーネント・ステップを作成する。
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l 作成したコンポーネントをフローまたはテストに追加する。

l ユーザが定義したチェックポイントと出力値を挿入する。

l ユーザ入力が必要なアプリケーションのユーザ・インタフェースのコントロール(テキス
ト・フィールドなど)のための入力コンポーネント・パラメータを自動的に作成する。
このパラメータの標準設定値は，学習プロセス中にユーザがそのフィールドに挿
入する値です。

l スクリーンショットを自動的に作成する。

コンポーネントを再利用できるかどうかの判断基準

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

BPTパッケージ・アプリ・キットがフローを学習するときは，学習するコンポーネントが分析
され，そのコンポーネントに類似したまたは同一のコンポーネントがプロジェクト内に 1つ
以上存在するかどうかが確認されます。そのようなコンポーネントが存在する場合は，フ
ロー内に新しいコンポーネントを作成する代わりに，既存のコンポーネントを再利用でき
ます。

プロジェクト内のコンポーネントの中で，学習されるコンポーネントとの類似性が分析され
るのは，フローの学習プロセスで作成されたコンポーネントのみです。学習されるコンポー
ネントに類似しているコンポーネントは再利用可能であり，学習されるコンポーネントは
新規に作成されません。

注 :再利用コンポーネントに置き換えられるコンポーネントは，ビジネス・コンポーネ

ント・モジュールのフロー・フォルダにはリストされません。再利用コンポーネントのみ

を使用するフローの場合，ビジネス・コンポーネント・モジュールにフロー・フォルダは

作成されません。再利用コンポーネントの場所を見つけるには，テスト計画モ

ジュールの［テスト スクリプト］タブでコンポーネントを右クリックし，［コンポーネントに

移動］を選択します。ビジネス・コンポーネント・モジュールが開いて，選択したコン

ポーネントが表示されます。

本項の内容

l 「比較の基準 」(200ページ)
l 「類似率」(201ページ)
l 「その他の要因」(201ページ)

比較の基準

プロジェクト内の既存の学習されたコンポーネントは，学習されるコンポーネントと次の基
準で比較されます。
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1. 両方のコンポーネントが，同じ画面を表している。

2. 両方のコンポーネントが，同じ画面をまったく同じオブジェクトで表している。この条件を
満たすには，チェックポイントと出力オブジェクトも同一であることが必要です。

3. 両方のコンポーネントに，同じステップが含まれている。ステップが同一とみなされるの
は，そのステップが同じアクションを実行し，同じオブジェクトを参照している場合で
す。

4. 両方のコンポーネントに，同じステップが同じ順序で含まれている。

類似率

類似率は，「比較の基準 」(200ページ)で指定する条件に基づいて，次のように定義
されます。

パーセント 定義

100 4つの条件をすべて満足する。

75 条件 1，2，3を満足する。

50 条件 1と 2または 1と 3を満足する。

25 条件 1を満足する。

その他の要因

次のエンティティも，現在学習しているコンポーネントを既存の学習済みコンポーネントに
置き換えることができるかどうかの決定に関係します。

エンティティ 類似性

チェックポイント
と出力オブジェ
クト

同じプロパティを参照している場合は，同一であるとみなされます。

テーブル・パラ
メータを参照
するステップ

同じテーブル・オブジェクトを参照し，入力操作を使用する場合
は，同一であるとみなされます。テーブル・パラメータの構造 (カラム，
行 ) ，およびテーブル内の個々のセルの内容は比較されません。

メソッドを参照
するステップ

同じオブジェクトとメソッドを参照し，同じコメントがあり，含まれる引
数の数が同じ場合は，同一であると見なされます。引数の値は比
較されません。
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フローの学習プロセスのユーザ・インタフェース

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

本項の内容

• ［再利用可能なコンポーネント］ダイアログ・ボックス 203
• 学習ウィザード 203
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［再利用可能なコンポーネント］ダイアログ・ボックス

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

このダイアログ・ボックスでは，新しく学習したコンポーネントを使用する代わりに，プロジェ
クト内の既存のコンポーネントを再利用できます。

アクセス方法 ［学習のサマリ］ダイアログ・ボックスで，コンポーネントを選択し，［再
利用可能なコンポーネント］タブをクリックします。

関連タスク 「フローとビジネス・プロセス・テストの学習方法」(195ページ)

参照情報 Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

［利用可能な

コンポーネント］

領域

プロジェクト内のコンポーネントで，学習したコンポーネントと類似した
または同一のコンポーネントをリストします。パーセントは，既存のコン
ポーネントが，学習したコンポーネントにどの程度似ているかを示し
ます。リファレンスの詳細については，「コンポーネントを再利用できる
かどうかの判断基準」(200ページ)を参照してください。

［一般］領域 選択したコンポーネントに関する一般的な情報が表示されます。

［類似性の基

準］領域

学習したコンポーネントに類似する既存のコンポーネントを探す基
準です。基準の隣のチェック・マークは，その基準が満足されている
ことを示します。リファレンスの詳細については，「コンポーネントを再
利用できるかどうかの判断基準」(200ページ)を参照してください。

［ステップ］タブ ［利用可能なコンポーネント］領域で選択したコンポーネントのステッ
プが表示されます。

学習ウィザード

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

このウィザードでは，エンタープライズ・アプリケーションのフローまたはテストを学習できま
す。
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アクセス方法 テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］タブで，学習したコンポー

ネントを挿入するフローを選択します。 をクリックします。

ウィザード・マッ

プ

ウィザードの構成は次のとおりです。

「［学習］ツールバー・ページ」(204ページ) > 「［学習のサマリ］ペー
ジ」(207ページ)

重要な情報 このウィザードは，BPTパッケージ・アプリ・キットを使用し，フローまた
はビジネス・プロセス・テストを選択しているときに使用できます。

次の場合は，このウィザードを使用できません。

l 現在のプロジェクトに対して BPTパッケージ・アプリ・キット が有効
になっていない。BPTパッケージ・アプリ・キット へのアクセスは，HP
Application Lifecycle Management( ALM)のプロジェクト管理者
がプロジェクトのカスタマイズを使用して実現する必要があります。

管理者は， をクリックし，［カスタマイズ］＞［ビジネスプロセステ
スト］を選択してから，［BPTパッケージ・アプリ・キットを有効化］
チェックボックスを選択することで，BPTパッケージ・アプリ・キットを
ALMで有効にすることができます。

l 学習するための適切なアクセス許可がない。学習に必要なアク
セス許可の詳細については，「フローとビジネス・プロセス・テストの
学習方法」(195ページ)を参照するか，『HP Application
Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してください。

関連タスク 「フローとビジネス・プロセス・テストの学習方法」(195ページ)

参照情報 「学習プロセスの概要 」(194ページ)

［学習］ツールバー・ページ

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

このウィザード・ページでは，学習プロセスを開始し制御できます。

アクセス方法 テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］タブで，学習したコンポー

ネントを挿入するフローを選択します。 をクリックします。
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ウィザード・マッ

プ

「学習ウィザード」(203ページ)には次が含まれます。

「［学習］ツールバー・ページ」(204ページ) > 「［学習のサマリ］ペー
ジ」(207ページ)

重要な情報 このウィザードは，BPTパッケージ・アプリ・キットを使用し，フローまた
はビジネス・プロセス・テストを選択しているときに使用できます。

次の場合は，このウィザードを使用できません。

l 現在のプロジェクトに対して BPTパッケージ・アプリ・キット が有効
になっていない。BPTパッケージ・アプリ・キット へのアクセスは，HP
Application Lifecycle Management( ALM)のプロジェクト管理者
がプロジェクトのカスタマイズを使用して実現する必要があります。

管理者は， をクリックし，［カスタマイズ］＞［ビジネスプロセステ
スト］を選択してから，［BPTパッケージ・アプリ・キットを有効化］
チェックボックスを選択することで，BPTパッケージ・アプリ・キットを
ALMで有効にすることができます。

l 学習するための適切なアクセス許可がない。学習に必要なアク
セス許可の詳細については，「フローとビジネス・プロセス・テストの
学習方法」(195ページ)を参照するか，『HP Application
Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してください。

アクションを実行すると，アプリケーションで実行されたステップの数が
［学習］ツールバーに表示されます。

参照情報 「フローとビジネス・プロセス・テストの学習方法」(195ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

<学習された画

面数>
タイトル・バーに，学習プロセス中に学習された画面の数が示され
ます。

利用条件：BPTパッケージ・アプリ・キットがフローまたはテストを学習
中である。

学習の停止：パッケージ化されたアプリケーションでのアクションの学
習を停止します。

一時停止：学習を一時停止または再開します。学習プロセスが一
時停止しているときは，ボタンの背景が灰色になっており，アプリケー
ションで実行するアクションは学習されません。アクションの学習を再
開するには，［一時停止］ボタンをもう一度クリックします。
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UI要素 説明

［コンポーネント］：学習するコンポーネントの名前。別の既存のコン
ポーネントに切り替えて，そのコンポーネントを再学習できます。ま
た，名前を編集して，新しいコンポーネントを作成することもできま
す。

記録モード：使用する記録のタイプ(標準，アナログ， Insightなど)
を選択します。

詳細については，『 Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』
で記録モードに関する情報を参照してください。

スナップショット：アプリケーションのスナップショットを撮ります。詳細に
ついては，『Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』でスナッ
プショットに関する情報を参照してください。

チェックポイントまたは出力値の挿入：ドロップダウン・リストからいずれ
かの標準オプションを選択して，標準のチェックポイントまたは標準の
出力値を自動コンポーネントに挿入します。

l チェックポイントは，指定したプロパティの現在の値を，そのプロパ
ティの期待値と比較する検証ポイントです。これにより，アプリケー
ションが正しく機能しているかどうか判断できます。テスト結果に
は，テスト実行中に失敗したオブジェクト・プロパティ・チェックポイ
ントに関する情報と理由が示されます。ユーザ・インタフェースの
詳細については，「［チェックポイントのプロパティ］ダイアログ・ボック
ス」(127ページ)を参照してください。

l 出力値は，テスト内の特定のポイントで 1つまたは複数の値を
キャプチャし，テスト中に後で使用できるように保存するステップで
す。この値は，実行セッション内の別のポイントの入力として後で
使用できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［出力
値のプロパティ］ダイアログ・ボックス」(130ページ)を参照してくださ
い。

ピン留め/ピン留め解除：ツールバーを画面の端にピン留めまたはピン
留め解除します。

折りたたみ/展開：ツールバーの折りたたみ/展開を行って，表示する
ボタンを減らす，または増やします。
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［学習のサマリ］ページ

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

［学習のサマリ］ページでは，次の処理を実行できます。

l 学習プロセスのサマリ情報を表示する。

l 学習プロセス中に実行されたステップの詳細を表示する。

l 学習されたコンポーネントに関する情報を表示し，保存する。

l コンポーネントを( Unified Functional Testingで)再利用する。

ウィザード・マップ 「学習ウィザード」(203ページ)には次が含まれます。

「［学習］ツールバー・ページ」(204ページ) > 「［学習のサマリ］
ページ」(207ページ)

重要な情報 l このウィザードの全般情報については，次を参照してくださ
い。「学習ウィザード」(203ページ)

参照情報 「フローとビジネス・プロセス・テストの学習方法」(195ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

<学習したコン

ポーネントの数

>

学習プロセスで学習したコンポーネントの数が表示されます。

テスト名 フローまたはテストの名前が表示されます。
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UI要素 説明

新規コンポー

ネント・パス

学習したコンポーネントの保存場所が表示されます。

設計者 フローまたはテストを設計したユーザのALMユーザ名が表示されま
す。

日付 サマリが作成された日付が表示されます。

パスの変更 学習したコンポーネントが保存されるパス/場所を変更できます。

フロー/テストからコンポーネントを削除：選択したコンポーネントを，学
習したフローまたはテストから削除します。

<ツリー> 学習されたビジネス・コンポーネントが表示されます。コンポーネント
を選択すると，そのステップを［ステップ］タブに表示できます。

フロー・ツリーのコンポーネント・アイコンは，そのコンポーネントの再利
用ステータスを示します。再利用アイコンのユーザ・インタフェースの
詳細については，「Business Process Testingのテスト計画モ
ジュールのアイコン」(167ページ)を参照してください。

コンポーネントのスナップショットのサムネイル。

<コンポーネン

ト名>
コンポーネントの完全な名前が，そのフローまたはテストも含めて表
示されます。

コンポーネント名を編集できます。

［ステップ］タブ l 学習したコンポーネントの場合は，現在選択しているビジネス・コ
ンポーネント内のステップの説明が［ステップ］タブに表示されます。

l 再利用コンポーネントの場合は，再利用コンポーネント内のステッ
プの説明が［ステップ］タブに表示されます。

アプリケーションのスクリーンショットが表示されます(これは，フローま
たはテスト内で選択したコンポーネントの最初の部分で表示された
スクリーンショットです) 。再利用コンポーネントの場合は，再利用コ
ンポーネントのスクリーンショットが［スクリーンショット］タブに表示され
ます。

［再利用可能

なコンポーネン

ト］タブ

ツリーで選択したコンポーネントの再利用ステータスが表示されま
す。
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UI要素 説明

再利用 ［再利用可能なコンポーネント］タブで，コンポーネントを再利用でき
ます。

未使用 ［再利用可能なコンポーネント］タブで，再利用コンポーネントを標
準状態 ( 「未使用」)に戻すことができます。

コンポーネント

を自動的に再

利用

再利用可能なコンポーネントが見つかると，作成時にすべて自動
的に再利用されます。

作成 新規コンポーネントをビジネス・コンポーネント・モジュールに保存し，
フローまたはテストに追加します。フロー/テストはUFTに表示されま
すが，ALMに切り替えて Business Process Testingにフローまた
はテストを表示できます。

キャンセル 学習をキャンセルします。学習したコンポーネントはすべて削除され
ます。
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第9章 :要件カバレッジ
本章の内容

• 要件カバレッジの概要 212
• 条件によるカバレッジを作成する方法 213

HP Business Process Testing (12.53) 211 / 372ページ



要件カバレッジの概要
ALMのように，要件とビジネス・プロセス・テスト間にカバレッジを作成できます。各要件
をテスト・レベルやテスト設定レベルのみでカバーするのではなく，フロー，ビジネス・コン
ポーネントなどの条件でカバレッジを定義できます。そうすることで，テストがパスしたか失
敗したかを，より細かなレベルで決定できます。たとえば，ビジネス・コンポーネントの中の
1つが成功しただけの場合でも，それが最も重要な条件だった場合は，テストが成功
したとみなすことができます。重要度の低いビジネス・コンポーネントは，テストの全体的
なステータスに影響しません。

条件によるカバレッジの計算で使用するロジックは，テストとテスト設定によるカバレッジ
の計算で使用するロジックと類似しています。テストとテスト設定のカバレッジ・アナリシス
の概念の詳細については，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイ
ド』を参照してください。

タスクの詳細については，「条件によるカバレッジを作成する方法」(213ページ)を参照し
てください。

カバレッジの計算

条件カバレッジを定義する際は，次の点を考慮してください。

l カバレッジは，選択した条件の各インスタンスに対してのみ計算されます。

例 :

ビジネス・プロセス・テストに 3つのコンポーネント ( Component1，
Component2，Component3)が含まれている場合は，カバレッジに対して選

択されている条件がComponent2のみの場合，Component1と
Component3の各インスタンスは，カバレッジに影響しません(インスタンスが成

功するか失敗するかは関係しません) 。Component2のすべてのインスタンスが

実行される場合，設定全体の要件がカバーされているとみなされます。

l フローのカバレッジは次のように計算されます。

l ビジネス・プロセス・テスト内で実行されるフローのカバレッジは，フロー全体に対して
計算されます。フロー内の個々の条件に基いて計算されるわけではありません。

l ビジネス・プロセス・テストから独立して実行されるフローのカバレッジは，フロー内の
個々の条件に基づいて計算されます。

l 複数の設定と複数の反復を扱う場合，条件に対するカバレッジは各設定の反復ご
とに計算されます。設定の反復のいずれかの条件が失敗した場合，関連するテスト
の要件カバレッジは失敗します。
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例

ビジネス・プロセス・テスト OrderFlightsに，CheckFlightsとReserveFlightsの2つのコ
ンポーネントがあるとします。テスト要件をカバーする条件としては，ReserveFlightsのみ
が設定されています(これは，フライトを予約できたユーザは，おそらくフライトのチェックも
できたとみなされるためです) 。このテストには，2種類の設定 ( Domesticと
International)があり，それぞれ異なるタイプのフライトを表しています。設定はそれぞれ
3回繰り返され，3つの国内線と 3つの国際線のフライトの予約がテストされます。

この例を使用する場合，カバレッジの計算では，次のコンポーネント・インスタンスのみが
調べられます。

l Domestic設定，反復 1，ReserveFlights
l Domestic設定，反復 2，ReserveFlights
l Domestic設定，反復 3，ReserveFlights
l International設定，反復 1，ReserveFlights
l International設定，反復 2，ReserveFlights
l International設定，反復 3，ReserveFlights

この6つのコンポーネント・インスタンスの中の1つのみが失敗しても，要件カバレッジの
計算時に，関連付けられているテストは失敗します。

条件によるカバレッジを作成する方法
このタスクでは，テスト設定に加えてフローとビジネス・コンポーネントの要件カバレッジを
作成する方法について説明します。

注 :

l このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「ビジネス・プ

ロセス・テストおよびフローの計画方法」(148ページ)を参照してください。

l 要件カバレッジの詳細については，「要件カバレッジの概要」(212ページ)を参

照してください。

l テスト設定のカバレッジの計算に使用する条件を定義するときは，同じ条件

がテストのすべての設定に対して使用されることに注意してください。同じテス

トの各種設定に対して別々に条件を定義することはできません。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」(214ページ)
l 「カバレッジの作成」(214ページ)
l 「要件カバレッジの条件の変更 -オプション」(214ページ)
l 「カバレッジの分析」(214ページ)
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1. 前提条件

l プロジェクトに要件が定義されていることを確認します。

l 定義済みのパラメータがテストに含まれていることを確認します。

2. カバレッジの作成

カバレッジは，テスト計画モジュールまたは要件モジュールから作成できます。

l テスト計画モジュールから，テスト計画モジュールで，テスト計画ツリー・ビューを選
択します。ビジネス・プロセス・テストまたはフローを選択して［要件カバレッジ］タブ
をクリックします。［要件の選択］ボタンをクリックすると，右側の表示枠に要件ツ
リーが表示されます。追加する要件を選択し，［カバレッジに追加］ボタンをクリッ
クします。ユーザ・インタフェースの詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

定義した条件は，［条件］タブで表示できます。ユーザ・インタフェースの詳細につ
いては，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照し
てください。

l 要件モジュールから，要件モジュールで，要件の詳細ビューを選択します。要件を
選択して［テスト カバレッジ］タブをクリックします。［選択］ボタンをクリックすると，右
側の表示枠にテスト計画ツリーが表示されます。追加するフローまたはテストを
選択し，［カバレッジに追加］ボタンをクリックします。

テスト計画ツリーからフローを選択しても，フローのビジネス・コンポーネントの条件
は自動的に作成されません。ビジネス・コンポーネントを条件として追加するに
は，対応するビジネス・コンポーネント・テストをテスト計画ツリーで選択して，カバ
レッジを追加します。

ユーザ・インタフェースの詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

3. 要件カバレッジの条件の変更 - オプション

［要件カバレッジ］タブの［条件の設定］タブで，条件による要件カバレッジを変更で
きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

4. カバレッジの分析

カバレッジに対して条件を設定することで，テストなどの一般レベルのみではなく，ビ
ジネス・コンポーネントやフローなどの詳細レベルで要件カバレッジを分析できます。
次の分析方法を利用できます。
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分析方法 説明 アクセス

カバレッジ・ア
ナリシス・ビュー

Business Process
Testingを使用し
ている場合，条件
カバレッジに基づい
てこのビューで要件
のステータスを調査
できます。

詳細については，『HP Application
Lifecycle Managementユーザーズ・ガイ
ド』を参照してください。

［条件の結
果］タブ

選択したビジネス・
プロセス・テストの最
後のテスト条件実
行の結果を表示し
ます。

次のいずれかを行います。

l テスト・ラボ・モジュールの［テスト セット］
タブで，テスト・セットを選択して［実行

グリッド］タブをクリックします。次に，ビジ
ネス・プロセス・テストを選択します。下
部の表示枠にタブが表示されます。

l ［テスト実行］モジュールの［テスト実
行］タブで，ビジネス・プロセス・テストの
実行を選択します。下部の表示枠に
タブが表示されます。

l テスト・ラボ・モジュールの［実行の詳
細］ダイアログ・ボックスで，サイドバーの
［条件の結果］を選択します。

［条件ステータ
ス］ダイアログ・
ボックス

選択した要件のカ
バレッジで使用され
た最後のテスト条
件実行の各条件
のステータスが表示
されます。

［テスト設定ステータス］タブの［ステータス］
カラムで，ビジネス・プロセス・テストのハイ
パーテキスト・リンクをクリックします。ユー
ザ・インタフェースの詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユー
ザーズ・ガイド』を参照してください。

注 : クリックできるハイパーテキスト・

リンクがない場合は，コンポーネント

またはフローがテストに追加されて

いないため，チェックする条件もな

いことを示します。テスト計画モ

ジュールでコンポーネントをテストに

追加し，要件モジュールの表示を

更新してください。
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分析方法 説明 アクセス

テスト条件レ
ポートの作成

テスト条件カバレッ
ジを含む，テンプ
レートベースのテス
ト・レポートを作成
できます。

タスクの詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユー
ザーズ・ガイド』を参照してください。
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第10章 :実行条件
本章の内容

• 実行条件の概要 218
• 実行条件の設定方法 219
• 実行条件のユーザ・インタフェース 220
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実行条件の概要
実行条件を使用して，条件ステートメントをフローおよびビジネス・プロセス・テストに挿
入できます。

実行条件は，次の項目を実行する前に，その時点でのパラメータ値を確認します。

l フロー内のコンポーネント

l ビジネス・プロセス・テスト内のコンポーネント

l ビジネス・プロセス・テスト内のフロー

HP Application Lifecycle Management( ALM)では，パラメータ値と実行条件の定義
に従って，次の処理を行うかどうかを決定します。

l コンポーネントまたはフローを実行

l 次のコンポーネントまたはフローにスキップ

l 選択した後続のコンポーネント，フロー，またはグループにスキップ

l コンポーネントまたはフローのステータスを［失敗］に設定し，次のコンポーネントにスキッ
プ

実行条件が設定されたフローを含むビジネス・プロセス・テストを実行すると(フローで直
接的または間接的に実行 ) ，テストの実行結果に，テストの実行条件の結果と，実行
条件を満足しなかったために実行されなかったエンティティが表示されます。実行条件
が満たされなかった場合は，エンティティの実行が失敗した理由や実行されなかった原
因もテスト結果に表示されます。

ヒント :テストの結果は，通常のビジネス・プロセス・テストと同様に，テスト・ラボ・

モジュールの［最終実行レポート］タブの［実際］セクションで確認できます。

注 :実行条件を設定した後で，エンティティを追加または削除したり，フローまた

はテスト内でのコンポーネントの順序を変更すると，パラメータの意味がなくなり，

実行条件が正しく機能しない場合があります。たとえば，Component Bが
Component Aの出力パラメータを使用する場合に，コンポーネントの順序を

Component Bが Component Aの前に来るように変更すると，Component Bは
Component Aの出力パラメータ値を受け取ることができないため，無効な実行条

件は無視されます。
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実行条件の設定方法
次の手順では，実行条件の設定方法について説明します。

注 :
このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「ビジネス・プロセ

ス・テストおよびフローの作成方法」(152ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」(219ページ)
l 「実行条件の追加」(219ページ)
l 「実行条件のテスト」(219ページ)

1. 前提条件

実行条件を使用するには，次のいずれかの条件が満たされていることを確認しま
す。

l コンポーネント・ステップが少なくとも 1つのフロー・パラメータまたはコンポーネント・
パラメータを使用している

l 現在のコンポーネントまたはフローの前にあるコンポーネントに，出力パラメータが
1つ以上存在する

l 入力テスト・パラメータが定義されている

2. 実行条件の追加

［実行条件］ダイアログ・ボックスで，コンポーネントまたはフローを実行する基準を指
定して［OK］をクリックします。

［実行条件］ダイアログ・ボックスが閉じて，実行条件がコンポーネントまたはフロー
に追加されます。条件は，［テスト スクリプト］タブのスクリプト表示枠の［実行条件］
カラムに表示されます(グリッド・ビューおよびキャンバス・ビューのいずれも同様 ) 。
ユーザ・インタフェースの詳細については，「［実行条件］ダイアログ・ボックス」(221
ページ)を参照してください。

3. 実行条件のテスト

セット /テスト /フローを実行し，定義した実行条件に従ってコンポーネントおよびフ
ローが実行されたことを確認します。

テストとフローを手動および自動で実行するタスクの詳細については，それぞれ「ビジ
ネス・プロセス・テストとフローを手動で実行する方法」(330ページ)および「自動ビジ
ネス・プロセス・テストとフローを実行する方法」(332ページ)を参照してください。

注 :実行条件が有効でない場合は，実行条件リンクが赤色で表示されま
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す。このようなことが起きるのは，たとえば，参照パラメータが削除された場合

や，パラメータ値が暗号化されている場合などです。実行条件を削除して，

新しい条件を定義してください。

実行条件のユーザ・インタフェース
本項の内容

• ［実行条件］ダイアログ・ボックス 221
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［実行条件］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，どの属性が一致したときにコンポーネントまたはフローを実
行するかが定義されます。

アクセス方法 テスト計画モジュールで，フローまたはビジネス・プロセス・テストを選
択します。

［テスト スクリプト］タブを選択します。

実行条件を追加するコンポーネントまたはフローを選択し，［実行

条件の追加 /編集］ をクリックします。

重要な情報 l 1つのビジネス・コンポーネントまたはフローに定義できるのは 1つ
の実行条件のみです。

l 複数の反復のあるコンポーネント (出力パラメータを含む)で実行
条件を定義する場合，ALMは対応する反復の値を使用しま
す。

ヒント :場合によっては，特定のフロー内で多数の実行条件

を使用するのではなく，別のフローを定義する方が望ましいこ

ともあります。

関連タスク 「フローとビジネス・プロセス・テストの学習方法」(195ページ)

参照情報 「コンポーネントを再利用できるかどうかの判断基準」(200ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。
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UI要素 説明

対象 エンティティで定義されているパラメータ・タイプが一覧表示されま
す。次のタイプを利用できます。

l 入力パラメータ：このエンティティで入力パラメータが 1つでも定義
されている場合にかぎり，コンポーネントとフローで利用できます。

l 出力パラメータ：前のエンティティで出力パラメータが 1つでも定義
されている場合にかぎり，コンポーネントとフローで利用できます。

l フロー・パラメータ：フロー入力パラメータが 1つでも定義されている
場合にかぎり，コンポーネントで利用できます。

l テスト・パラメータ：テスト・パラメータが 1つでも定義されている場
合にかぎり，コンポーネントとフローで利用できます。

注 :動的日付の値を含む実行条件やパラメータを作成する

場合，実行条件を静的日付 (例：12/10/2011)として定義

します。これは実行時に使用された実際の日付と比較され

ます。

＜パラメータ名

＞

利用可能なパラメータが一覧表示されます。

暗号化されたパラメータは表示されません。

値が暗号化されたパラメータは，実行条件を定義する際にリストか
ら選択できません。実行条件の定義には，標準設定値が暗号化
されているパラメータを使用しないことをお勧めします。

条件 コンポーネントを実行するために成立する必要がある演算子が一
覧表示されます。次の条件を利用できます。

l 等しい

l 等しくない

l 次より小さい

l 以下

l 次より大きい

l 以上

＜値＞ 条件に対して有効な値を入力できます。
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UI要素 説明

条件外 条件を満足しない場合に実行する動作を指定します。次のオプ
ションを利用できます。

l 次のコンポーネントにスキップして続行する：条件を満足しない場
合は，実行条件が設定されているエンティティは実行されませ
ん。テストまたはフローの実行は次のエンティティに進みます。

l マニュアル・ランナーを使用して実行する場合，実行条件付き
のコンポーネントまたはフローの実行ステータスは「無視」としてテ
スト結果に表示されます。

l オートマティック・ランナーを使用して実行する場合，実行条件
付きのコンポーネントまたはフローの実行ステータスは「未実行」
としてテスト結果に表示されます。

l コンポーネント /フローの実行を終了し、失敗にする：条件を満足し
ない場合は，実行条件が設定されているエンティティは実行され
ません。テストまたはフローの実行は次のエンティティに進みます。

実行のステータスは「失敗」になります。

実行のステータスが［失敗］になるので，エンティティで設定されて
いる失敗の条件に従って，フローまたはテストの実行は停止しま
す。詳細については，「コンポーネントとフローの失敗条件の設
定」(156ページ)を参照してください。

l 移動 ...：条件を満足しない場合は，実行条件が設定されている
エンティティは実行されません。テストまたはフローの実行は選択し
たエンティティに進みます。

後続のコンポーネント，フロー，またはグループに「移動」できます。

選択したエンティティは，テストの現在のエンティティの後に表示さ
れている必要があります。たとえば，すでに実行したコンポーネント
には移動できません。

［変更］をクリックすると，移動先のエンティティを変更できます。
［変更］は，前に「移動」エンティティを選択した場合にのみ表示
されます。

テスト実行のステータスには影響を与えません。

l マニュアル・ランナーを使用して実行する場合，実行条件付き
のコンポーネントまたはフローの実行ステータスは「未実行」とし
てテスト結果に表示されます。

l オートマティック・ランナーを使用して実行する場合，実行条件
付きのコンポーネントまたはフローの実行ステータスは「未実行」
としてテスト結果に表示されます。
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UI要素 説明

注 :実行条件が有効でない場合は，実行条件リンクが赤

色で表示されます。このようなことが起きるのは，たとえば，参

照パラメータが削除された場合や，パラメータ値が暗号化さ

れている場合などです。実行条件を削除して，新しい条件

を定義してください。

ヒント : ［条件外］ボックスの選択内容は，実行条件が満たさ

れなかった場合にのみ適用されます。コンポーネントの実行

が失敗したときに全体の実行を続行するか，終了するかを

指定するには，コンポーネントに対して失敗条件を設定しま

す。その処理は，テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］タ

ブで行います。ユーザ・インタフェースの詳細については，

「Business Process Testingのテスト計画モジュールのメ

ニューとボタン」(165ページ)を参照してください。

サマリ コンポーネントまたはフローに対して定義した実行条件のテキスト説
明を表示します。
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第11章 :ビジネス・プロセス・テストの設定
本章 の内容

• ビジネス・プロセス・テストの設定概要 226
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ビジネス・プロセス・テストの設定概要
この章では，さまざまなユースケース・シナリオを表すテスト設定を作成し，設定ごとに異
なるデータ・セットにアクセスできるようにすることで，ビジネス・コンポーネント，フロー，ビジ
ネス・プロセス・テストの柔軟性を高め，再利用を容易にする方法について説明しま
す。

ALMの基本的なテスト設定機能に加え，ビジネス・プロセス・テストの設定は，それぞ
れのテスト設定用に提供されるデータ・セットの数に基いて，複数の反復に関連付ける
ことができます。

注 : フローの設定を定義することはできません。

テストの組み合わせジェネレータの使用を含む，テスト設定の作成に関するタスクの詳
細については，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照し
てください。

本トピックの内容

l 「静的データと関連付けられたテスト設定」(226ページ)
l 「動的データと関連付けられたテスト設定」(226ページ)
l 「反復を含む設定の例」(228ページ)

静的データと関連付けられたテスト設定

静的データは，ALM内で各パラメータに直接提供される一連の値です。

手動および自動化されたビジネス・プロセス・テストのテスト設定を作成する際は，各
ユースケースに対応した静的データを作成できます。各テスト設定では，複数の反復を
追加して，それぞれの反復ごとに異なるパラメータ値を定義することもできます。静的
データにアクセスするテスト設定の作成に関するタスクの詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

動的データと関連付けられたテスト設定

ビジネス・プロセス・テストの設定では，動的データにアクセスできます。動的データは，テ
スト・リソース・モジュールでアップロードした外部データ・テーブルで，ALMの外部から各
反復のパラメータに提供される一連の値です。ここで使用する外部データ・テーブルは
Microsoft Excel ファイルです。

注 :テスト設定で外部データ・テーブルを使用する場合は，クライアント・コンピュー

タにHP Unified Functional Testing Add-in for Business Process Testingをイ

ンストールします。HP Unified Functional Testing Add-in for Business Process
Testingは［HP Application Lifecycle Managementアドイン］ページ( ［ヘルプ］
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＞［アドイン］)から利用できます。

動的データにアクセスする設定を使用してビジネス・プロセス・テスト・インスタンスが実行
される場合，テスト・インスタンスはMicrosoft Excel ファイルのパラメータ値リストから設
定の反復ごとにパラメータ値を取得します。

ALMでは，次の動的データ・リソースを使用できます。

l テスト・レベル：テスト・レベルで指定した設定の各反復のパラメータ値をすべて含む
Microsoft Excel ファイルを指定できます。Microsoft Excel ファイルは，テスト・リソー
ス・モジュールでデータ・テーブルとしてアップロードされ，テスト計画モジュールの［パラ
メータ］タブでビジネス・プロセス・テストの設定と関連付けられます。

l 設定レベル(テスト・レベルのデータ・リソースをオーバーライド) ：代わりのMicrosoft
Excel ファイルを指定して，ビジネス・プロセス・テストに関連付けられたテスト・レベルの
データ・リソース・ファイルをオーバーライドすることができます。Microsoft Excel ファイル
は，テスト・リソース・モジュールでデータ・テーブルとしてアップロードされ，テスト計画モ
ジュールの［テスト設定］タブでビジネス・プロセス・テストの特定の設定と関連付けられ
ます。

タスクの詳細については，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』
を参照してください。
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反復を含む設定の例

Login，ApproveLoan，Logoutという 3つのビジネス・コンポーネントで構成される銀行
アプリケーションについて，次のビジネス・プロセス・テストと 3つの設定について検討しま
す。

l このビジネス・プロセス・テストは，全体を通してアプリケーションの次の機能をテストしま
す。

l アクセス権限が正しいこと(ユーザの識別情報に基づく) 。
l 負荷が正しく処理されること( Microsoft Excel で作成した外部データ・リストを使
用して銀行のマネージャが数多くの融資を承認する場合など) 。

l 銀行のマネージャが緊急の優先度の高い融資を承認できること( Microsoft Excel
で作成した別の外部リストを利用 ) 。この外部リストは，マネージャの承認を得た
融資のみを含むように絞り込まれます。

l アクセス権限をテストするため，UserAccessData という名前の設定では静的データ
にアクセスします。この静的データは，3回のテストの反復でテスト・パラメータ
Usernameおよび Passwordに異なる値を提供します。1回目の反復で通常の融
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資担当者のログイン情報を提供し，2回目の反復で銀行のマネージャのログイン情
報を提供し，3回目の反復でアプリケーションのシステム管理者のログイン情報を提
供します。これらのユーザはそれぞれアプリケーションに対して異なる権限とアクセス権
を持っています。パラメータ値はALM内で指定されます。

l LoanData という名前の設定では，ApproveLoan コンポーネントで使用する LoanID
入力パラメータ用の100件の異なる値に対応した動的データにアクセスします。これ
らの値は，Microsoft Excel によるデータ・テーブル形式のテスト・リソースで提供されま
す。テストの反復はMicrosoft Excel ファイル内の値ごとに実行されます。そのため，こ
の設定を使用するテスト・インスタンスは，100回実行されます。

これらの設定ではテストの反復およびコンポーネントの反復用のデータ値を提供できま
す。

l 緊急の融資をテストするため，設定レベルのデータ・リソースを定義してビジネス・プロ
セス・テストのテスト・レベルのデータ・リソースをオーバーライドすることができます。この
データ・リソース( UrgentLoanData)には，承認対象の優先度の高い融資のみが含
まれています。代わりの設定レベルのMicrosoft Excel ファイル(この場合，承認済み
の緊急融資 )内のフィルタ条件と値が一致するたびに，テストが 1回反復されます。
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第12章 :テストとフローのデバッグ
本章の内容

• テストとフローのデバッグの概要 232
• 自動コンポーネントを含むテストとフローをデバッグする方法 233
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テストとフローのデバッグの概要
1つ以上の自動ビジネス・コンポーネントで構成されるビジネス・プロセス・テストやフロー
は，テスト計画モジュールでコンポーネントをデバッグ・モードで実行してデバッグできま
す。

注 : API オートメーションを含むコンポーネントのデバッグはサポートされていません。

キーワード GUI オートメーションおよびスクリプト GUI オートメーションを含むコン

ポーネントはデバッグできます。

デバッグの実行は，一般に，個々のコンポーネントが正しく実行されることをオートメー
ション・エンジニアがUFTなどの関連テストツールで確認し，すべてのコンポーネントのス
テータスが「Ready」になってから行います。

デバッグの目的は，テストが正常に実行されることを確認し，テストの構築時に発生す
る可能性がある潜在的なエラーを特定することです。たとえば，テスト内のビジネス・コン
ポーネントの論理的な順序，各コンポーネントに必要な前提条件と後提条件，コン
ポーネント・パラメータ値の適合性などを，特に出力値が他のコンポーネントの入力値と
して使用される場合についてチェックできます。

テストまたはフロー内の各ビジネス・コンポーネントをデバッグモードと標準モードのどちらで
実行するかを選択します。

l 自動コンポーネントをデバッグ・モードで実行すると，コンポーネントが開いてからすぐに
一時停止するため，担当者 (またはオートメーション・エンジニア)がテスト・ツールで利
用可能なデバッグ・ツールでコンポーネントをデバッグできます。1つのコンポーネントが
終了すると，次のコンポーネントが直ちに開きます。

l 標準モードで実行すると，テスト・ツールは，コンポーネント内のすべてのステップを連
続して実行し，それから次のコンポーネントを開きます。コンポーネントを標準モードで
実行している間は，デバッグ・オプションを使用できません。

テストやフローをデバッグする場合，ALMによってテスト・ツールが開かれます。続いて，
ローカル・コンピュータ上でテストが実行されます。

注 : ALMは，テスト内の最初のキーワード GUIまたはスクリプト・コンポーネント

で，テスト・ツールを起動し，そのコンポーネントに関連付けられているアプリケー

ション領域から適切なアドインをロードします。このアドインは，テスト内のすべての

コンポーネントに必要なアドインと想定されます。

デバッグの実行が完了すると，ビジネス・コンポーネントのテストの成功または失敗を示す
［デバッグ実行情報］ダイアログ・ボックスがALMに表示されます。この結果は，デバッグ
目的にのみ提供されており，ALMには保存されません。ユーザ・インタフェースの詳細に
ついては，「［デバッグ実行情報］ダイアログ・ボックス」(236ページ)を参照してください。
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タスクの詳細については，「自動コンポーネントを含むテストとフローをデバッグする方法」
(233ページ)を参照してください。

ヒント : UFTなどのテスト・ツールにアクセスして，個々のビジネス・コンポーネントの

実行とデバッグを行うこともできます。コンポーネントをUFTで実行しデバッグする

方法については，『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』を参照し

てください。

自動コンポーネントを含むテストとフローをデバッグす
る方法
このタスクでは，テストとフローをデバッグすることで適切な実行を保証する方法について
説明します。

このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「ビジネス・プロセス・テ
ストおよびフローの計画方法」(148ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」(233ページ)
l 「自動化されたテストとフローのデバッグ」(234ページ)
l 「デバッグ実行の監視」(234ページ)
l 「結果」(234ページ)

1. 前提条件

l デバッグする予定のフローまたはビジネス・プロセス・テストに自動コンポーネントの
みが含まれることを確認します。

l デバッグする予定のコンポーネントに，スクリプト GUIオートメーションまたはキー
ワード GUIオートメーションのどちらかがあることを確認します。

l すべてのパラメータに対して標準設定値が設定されていることを確認します。値
の設定に関するタスクの詳細については，「パラメータ値の設定方法」(254ペー
ジ)を参照してください。

l UFT：キーワード GUIの自動ビジネス・コンポーネントを含むフローとビジネス・プロ
セス・テストをデバッグまたは実行するか，テスト結果を表示するには，次のいず
れかがインストールされていることを確認します。

o QuickTest Professional バージョン 10.00または 11.00
o UFTバージョン 11.50以降

l UFT：テストをWebブラウザで実行する前に，すべてのブラウザを閉じてください。
UFTによって( UFTのアプリケーション領域で定義された) Webアドインがロードさ
れてからでなければ，テストのステップでブラウザを開くことはできません。

l UFT：テストにUFT コンポーネントが含まれる場合は，ブラウザが開く前に，テスト
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の初めにUFT コンポーネントが含まれていることが必要です。

2. 自動化されたテストとフローのデバッグ

テスト計画モジュールのテスト計画ツリーで，テストまたはフローを選択します。デバッ

グを開始するには，［テスト スクリプト］タブで をクリックします。［テストの実行また
はデバッグ］ダイアログ・ボックスのユーザ・インタフェースの詳細については，「［テスト
の実行またはデバッグ］ダイアログ・ボックス」(235ページ)を参照してください。

3. デバッグ実行の監視

デバッグ・モードでのテストまたはフローの実行中に，デバッグ実行を監視できます。

l タスク・バーで，テスト計画モジュール，UFTなどのテスト・ツール，テスト中のアプリ
ケーションを切り替えることができます。

l テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］タブのツールバーの下に，テストのステー
タスおよび現在実行されているコンポーネントの名前が「実行中(OrderStart)」のよ
うに表示されます。［実行の停止］ボタンをクリックすると，いつでも実行を停止で
きます。

l 関連するテストツールでは，実行されているテストのステータス( 「実行中」，「準備

完了」など)がウィンドウ下部のステータス・バーに表示されます。

l UFTキーワード GUIまたはGUIスクリプト：［ステップオーバー］，［ステップイントゥ］
などの，［デバッグ］メニューのすべてのデバッグ機能を使用できます。適用可能な
デバッグ・オプションの詳細については，『HP Unified Functional Testingユー
ザーズ・ガイド』を参照してください。

l UFTキーワード GUIまたはGUIスクリプト：デバッグ・モードでビジネス・コンポーネン
トを実行するように選択した場合は，コンポーネントがUFTで開かれた後にテス
トが一時停止します。UFTのデバッグ・オプションを使用して，表示されたコン
ポーネントの実行継続を制御してください。先に進む準備ができたら，UFTで実
行を続行します。

l 1つのコンポーネントの実行が終了したら，そのコンポーネントは閉じられ，テスト
内の次のコンポーネントがテスト・ツールで開かれます。

4. 結果

デバッグ実行が完了すると，ALMによってテスト・ツールから結果がインポートされ，
［デバッグ実行情報］ダイアログ・ボックスにサマリ情報が表示されます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［デバッグ実行情報］ダイアログ・ボック
ス」(236ページ)を参照してください。

テストとフローのデバッグのユーザ・インタフェース
本項の内容

• ［テストの実行またはデバッグ］ダイアログ・ボックス 235
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• ［デバッグ実行情報］ダイアログ・ボックス 236

［テストの実行またはデバッグ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスには，選択したビジネス・プロセス・テストまたはフローを構成する
自動コンポーネントが表示され，テスト内の各コンポーネントをデバッグ・モードと標準
モードのどちらで実行するかを選択できます。

アクセス方法 テスト計画モジュールのテスト計画ツリーで，目的のフローまたはテス
トを選択し，［テスト スクリプト］タブをクリックします。［テストの実行ま

たはデバッグ］ をクリックします。

重要な情報 テストには，自動と手動の両方のコンポーネントを含めることができま
す。

手動コンポーネントをデバッグするテスト，または手動コンポーネント
が 1つ以上含まれるテストを開始すると，警告メッセージが表示さ
れます。手動コンポーネントを含むテストを実行するには，マニュア
ル・ランナーを使用してください。詳細については，「Business
Process Testingのマニュアル・ランナー・ウィザード」(339ページ)を参
照してください。

UFT およびHP Service Test：実行後に，テスト結果がHP 実行
結果ビューアに表示されます。

関連タスク l 「ビジネス・プロセス・テストおよびフローの作成方法」(152ページ)
l 「自動ビジネス・プロセス・テストとフローを実行する方法」(332
ページ)

参照情報 「テストとフローのデバッグの概要 」(232ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

キーワード GUIコンポーネントおよびスクリプト GUI コンポーネントを，
すべてデバッグ・モードで実行するように設定します。

注 : API コンポーネントは，デバッグ・モードで実行できません。

すべてのコンポーネントを標準モードで実行するように設定します。

ユーザーズ・ガイド
第12章 :テストとフローのデバッグ

HP Business Process Testing (12.53) 235 / 372ページ



UI要素 説明

［コンポーネン

ト］カラム

利用可能なビジネス・コンポーネントが一覧表示されます。

［実行モード］

カラム

テスト・フローの実行に使用される実行モードが表示されます。

［実行モード］カラムの目的のセルをクリックすると，次のいずれかの
モードを選択できます。

l デバッグ：指定したビジネス・コンポーネントの最初のステップを実行
する前にテストを一時停止します。テスト内でのブレークポイントの
位置は，キーワード・ビュー( UFT コンポーネントの場合，UFTの

エキスパート・ビュー)の左の余白に，赤のスポット アイコンで示さ
れます。これにより，テスト・ツールのすべてのデバッグ・オプションを
使用して，コンポーネント内の1つまたは複数の特定のステップの
パフォーマンスをチェックできます。その後，実行を続行できます。
UFTのデバッグ・オプションの詳細については，『HP Unified
Functional Testingユーザーズ・ガイド』を参照してください。

l 標準：標準モードでは，選択したビジネス・コンポーネントが一時
停止せずに最初から最後まで実行されます。

［デバッグ実行情報］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，テストまたはフロー全体と，個々の自動コンポーネントのデ
バッグ実行の結果を表示できます。

アクセス方法 テスト計画モジュールのテスト計画ツリーで，目的のフローまたはテス
トを選択し，［テスト スクリプト］タブをクリックします。［テストの実行ま

たはデバッグ］ をクリックします。デバッグ実行が完了すると，このダ
イアログ・ボックスが開きます。

重要な情報 このダイアログ・ボックスに表示される結果は，デバッグ目的にのみ
提供されており，ALMには保存されません。

関連タスク 「自動コンポーネントを含むテストとフローをデバッグする方法」(233
ページ)

参照情報 「［テストの実行またはデバッグ］ダイアログ・ボックス」(235ページ)

ユーザーズ・ガイド
第12章 :テストとフローのデバッグ

HP Business Process Testing (12.53) 236 / 372ページ



次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

<情報領域> 次のように表示します。

l テストまたはフロー全体の成功 /失敗のステータスと，個々の自動
コンポーネントの成功 /失敗のステータス

l テスト・ツールによるすべての関連メッセージ
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第13章 :データ処理の紹介 (パラメータ)
本章の内容

• データ処理の概要 242
• Business Process Testingでデータを処理する方法 249

HP Business Process Testing (12.53) 241 / 372ページ



データ処理の概要
コンポーネントやフローが受け取ったり返したりする値をパラメータを使用して定義するこ
とで，ビジネス・プロセス・テストの動作と結果を変えることができます。このプロセスは，パ

ラメータ化と呼ばれます。

パラメータ化を使用すると，テストするアプリケーションに対して複数のデータ・セットを使
用して操作を実行できます。ビジネス・プロセス・テストを実行するごとに，テスト (または
そのコンポーネントやフロー)のパラメータの値を変更できます。

本章では，Business Process Testingでデータとパラメータを操作する方法の概要に
ついて説明します。

タスクの詳細については，「Business Process Testingでデータを処理する方法」(249
ページ)を参照してください。

製品の機能紹介ムービー：Business Process Testingのパラメータの処理方法につい
て説明するムービーを表示するには，ALMのメイン・ウィンドウで［ヘルプ］＞［ムービー］を
選択します。

本項の内容

l 「パラメータのカテゴリ」(242ページ)
l 「パラメータのリンク」(243ページ)
l 「パラメータの昇格」(244ページ)
l 「反復とテスト設定」(245ページ)
l 「ほかのテスト・ツールのパラメータとの統合」(246ページ)

パラメータのカテゴリ

Business Process Testingには，次のような複数のパラメータ・カテゴリがあります。

l コンポーネント /テスト / フロー・パラメータ：コンポーネント・パラメータは，コンポーネントに
データを提供します。同様に，フロー・パラメータはフロー・レベルのデータを，テスト・パ
ラメータはテスト・レベルのデータを提供します。

l 入出力パラメータ：入力パラメータは，エンティティ(コンポーネント，フロー，またはテス
ト )が関数を実行するために使用するデータです。例を挙げると，コンポーネントは，ロ
グイン操作をシミュレートするために，入力パラメータとしてログイン名とパスワードを受
け取る必要があります。出力パラメータは，エンティティ(コンポーネントまたはフロー)に
よって出力または生成される請求書番号などのデータです。

リファレンスの詳細については，「パラメータのカテゴリ」(246ページ)を参照してください。

例 :
パラメータ・カテゴリの例
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オンラインの銀行アプリケーションに銀行員がログインするビジネス・プロセスをテス

トするため，次の機能を持つコンポーネントからビジネス・プロセス・テストを構成す

るとします。

l アプリケーションへのログイン( Login)
l 顧客の融資の選択 ( SelectLoan)
l 融資の取引の表示 ( ViewLoan)
l ログアウト ( Logout)

これらの各ビジネス・コンポーネントのステップは，そのコンポーネントを実行するビジ

ネス・プロセス・テストからデータ(顧客の融資額など)を受け取るように設定でき

ます。データのこれらの各要素は，ビジネス・コンポーネントを実行するたびに異な

る値を取り，パラメータ化できます。たとえば，銀行員は，ログインごとに異なる顧

客やその融資を選択できます。

次に，このシナリオで作成できるパラメータをカテゴリごとに示します。

カテゴリ パラメータ

入力コンポーネ
ント・パラメータ

l LoginName：ログイン中に銀行員が入力値として指定

l AccountNo：通常，照会書に基づいて銀行員が入力

出力コンポーネ
ント・パラメータ

l SessionNo(ログイン・セッションの番号 ) ：銀行員の正常
なログイン時にビジネス・コンポーネントが出力

l SelectedAccountNo：銀行員がリストから融資を選択し
た後にビジネス・コンポーネントが出力

テスト・パラメー
タ

l CustomerLoans：テスト・レベルからアクセスされる，特定の
顧客を対象とするすべての融資のカンマ区切りのリスト

パラメータのリンク

ビジネス・プロセス・テストまたはフロー内のコンポーネント・パラメータにほかのコンポーネン
トからアクセスできるように，パラメータをリンクできます。あるコンポーネントの出力パラメー
タと別のコンポーネントの入力パラメータをリンクします。

ヒント : フロー・パラメータもリンクできます。

タスクの詳細については，「データのリンク方法」(289ページ)を参照してください。
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例 :
パラメータ・リンクの例

銀行アプリケーションに次の機能を持つビジネス・プロセスが含まれるとします。

l 顧客の融資の選択 ( SelectLoan)
l 融資の取引の表示 ( ViewLoan)

ビジネス・プロセスは，融資を選択するコンポーネント ( SelectLoan)と融資の取

引を表示するコンポーネント ( ViewLoan)を含めるように構成できます。

ViewLoanは，表示する融資を確認するために，SelectLoan コンポーネントの

SelectedLoanID 出力パラメータからViewLoanID などの入力パラメータを受け

取ります。

パラメータの昇格

パラメータが昇格すると，他のフロー内のコンポーネント (および他のテスト内のコンポーネ
ントとフロー)からパラメータ値にアクセスできるようになります。昇格によって，パラメータの
適用範囲が広がり，ビジネス・プロセス・テストの実行時にそのパラメータ値を使用でき
るエンティティが増えます。

コンポーネント・パラメータは，コンポーネントをフローまたはテストに追加するのと同時にフ
ロー・レベルまたはテスト・レベルに昇格させることができます。同様に，フロー入力パラ
メータは，フローをテストに追加するのと同時にテスト・レベルに昇格させることができま
す。

タスクの詳細については，「パラメータを昇格する方法」(297ページ)を参照してください。

例 :
昇格の例

引き続き前の例で説明します。銀行員が loan ID を選択した後，特定のフロー

またはテスト内のすべてのコンポーネントからその loan ID にアクセスすることにしま

した。

フロー内のすべてのコンポーネントで SelectedLoanID 出力パラメータを利用でき

るようにするには，フロー・レベルやテスト・レベルに昇格します。昇格後，次のサン

プル・ビジネス・コンポーネントで SelectedLoanID を入力パラメータとして使用で

きます。これにより，フロー内のどのコンポーネントからも，入力パラメータと出力パ

ラメータをリンクすることなく，SelectedLoanID にアクセスできます。

l 融資の検索 ( SearchLoan)
l 融資の承認 ( ApproveLoan)
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l 融資の印刷 ( PrintLoan)
l 融資のキャンセル( CancelLoan)
l 支払い済み融資のクローズ( CloseLoan)

反復とテスト設定

パラメータ化によって，ビジネス・プロセス・テスト内の特定のコンポーネント，フロー内の特
定のコンポーネント，ビジネス・プロセス・テスト全体，またはビジネス・プロセス・テストのテ
スト設定を反復することが可能になり，データ駆動型のテストを作成できます。

l 反復を定義すると，毎回異なるパラメータ値を使用して，ビジネス・コンポーネント，フ
ロー，テストを複数回自動的に実行できます。この概念の詳細については，「反復の
概要」(306ページ)を参照してください。

l ビジネス・プロセス・テストは，テスト対象のアプリケーションのさまざまなユースケースに
対して実行できます。ユースケースの例としては，異なるオペレーティング・システムに
対する同じテストの実行，異なるブラウザ・バージョンに対する同じテストの実行，また
は異なる言語の文字セットを使用した同じテストの実行が挙げられます。

テストのユースケースは，それぞれテスト設定で表現されます。各テスト設定とその反
復について，さまざまなデータ・セットを関連付けることができます。この概念の詳細に
ついては，「ビジネス・プロセス・テストの設定概要」(226ページ)を参照してください。

例 :
反復の例

テスト担当者は，融資を承認するための銀行アプリケーションのビジネス・プロセス

が次のような異なるシナリオに応じて期待どおりに動作するかどうかをテストする

必要があります。

l 直近の販促キャンペーン中に事前承認された融資は，自動的に承認され

る。

l 一定額を下回る融資は，融資を承認する標準のビジネス・プロセスに従う。

l 一定額を上回る融資は，追加の承認を求めるフラグを設定する必要があ

る。

ビジネス・プロセスをテストするため，ApproveLoan コンポーネントを反復して，反

復ごとに LoanAmountとPromotionCodeのパラメータ値の異なる組み合わせを

指定できます。

例 :
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テスト設定の例

テスト担当者は，銀行の支店が世界中に存在することから，銀行アプリケーショ

ンの手動ビジネス・プロセス・テスト ( CreateLoan)が異なる国でも期待どおりに動

作することを確認する必要があります。異なる言語でデータをテストに入力できる

ことを確認する必要があります。

サポートされる言語ごとに異なるテスト設定を作成し，その言語に特有の文字を

使用してテスト設定ごとに異なるデータ・テーブルを指定します。たとえば，フラン

ス語圏の国々にある支店のために，CreateLoanFrench というテスト設定を作成

できます。このテスト設定のデータには，アクサン・グラーブ( à)付きの顧客名を含

めることができます。CreateLoanUK というテスト設定では，ポンドの通貨記号

( £)をデータに含めることができます。

ほかのテスト・ツールのパラメータとの統合

ビジネス・コンポーネントの入力と出力のパラメータは，UFTで定義することもできます。
詳細については，『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』を参照してくださ
い。

パラメータのカテゴリ

次に，Business Process Testingパラメータのカテゴリについて説明します。
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パラメータのカテゴリ パラメータと説明

入力 /出力
入力および出力パラメー
タをリンクして，同じビジ
ネス・プロセス・テスト内の
コンポーネントまたはフ
ロー間でデータを利用で
きるようにすることができ
ます。

詳細については，「デー
タ・リンクの例」(285ペー
ジ)を参照してください。

入力パラメータを使用すると，外部ソースから提示され，
コンポーネントまたはフローで使用するデータを定義できま
す。コンポーネント，テスト，フローの作成時に，入力パラ
メータに値を渡す方法を定義します。

入力パラメータは，次の値を受け取ることができます。

l 定義済みの標準設定値 (テストやフローから他の値が
提示されない場合 ) 。

l 同じフローまたはテスト内の先行するコンポーネントまた
はフローから返される出力パラメータ値。

l テストまたはフローが実行されたときに，テストまたはフ
ロー・レベルで提示されるパラメータ値。

出力パラメータを使用すると，コンポーネント・ステップまた
はフロー( ソース)から取得したデータ値を，入力パラメータ
として，テスト実行内の後続のコンポーネントまたはフロー
( ターゲット )に渡すことができます。

注 :出力パラメータには，標準設定値を設定でき

ません。
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パラメータのカテゴリ パラメータと説明

コンポーネント，フロー，テ

スト
パラメータは，コンポーネ
ント・レベル，フロー・レベ
ル，テスト・レベルで使用
できます。パラメータのレ
ベルを次のレベルに昇格
できます。

詳細については，「パラ
メータの昇格」(296ペー
ジ)を参照してください。

コンポーネント・パラメータは，コンポーネント内で定義され
ているパラメータです。コンポーネント・パラメータには，入
力パラメータと出力パラメータがあります。

このパラメータは，次のアイテムで利用できます。

l 同じコンポーネント内のすべての後続ステップ。

l フローまたはテスト内の後続コンポーネント。ただし，次
の条件があります。

l コンポーネント・パラメータが，現在のテストまたはフ
ローの出力パラメータとして定義され，現在のテスト
またはフロー内の後続コンポーネントの入力パラメー
タとして定義されていること。

l 現在のテストまたはフローの出力パラメータが，現在
のテストまたはフロー内の後続コンポーネントの入力
パラメータにリンクされていること。

フロー・パラメータは，フロー内で定義されているパラメータ
です。このパラメータは，フロー内のすべてのコンポーネント
で利用できます。フロー・パラメータは，コンポーネント・パラ
メータと同様に，入力パラメータと出力パラメータがありま
す。

テスト・パラメータは，ビジネス・プロセス・テスト内で定義さ
れているパラメータです。このパラメータは，テスト内のすべ
てのコンポーネントとフローで利用できます。テスト・パラ
メータの場合は入力パラメータのみです。

ローカル
ローカル・パラメータ値
は，定義されているコン
ポーネントの外部では利
用できません。

ローカル・パラメータ値は，ビジネス・コンポーネント内で定
義されており，そのコンポーネントのみが使用できます。こ
のパラメータは，1つのステップ内またはコンポーネント・ス
テップ間で使用することを目的にしています。たとえば，あ
るステップの出力パラメータとして使用し，後のステップの
入力パラメータとして使用するような場合です。

この種のパラメータは，一般に，自動化されたUFT コン
ポーネントをキーワード GUIビューで扱う場合に使用され
ます。詳細については，「キーワード GUI オートメーション
の使用方法」(106ページ)を参照してください。
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Business Process Testingでデータを処理する方法
このタスクでは，パラメータ，反復，設定を Business Process Testingで扱う方法につ
いて一般的な情報を提供します。

このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「Business Process
Testingの使用」(31ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「データの設計」(249ページ)
l 「パラメータの定義と標準設定値の作成」(249ページ)
l 「パラメータのリンク」(250ページ)
l 「パラメータの昇格」(250ページ)
l 「各反復のデータ値の設定」(250ページ)
l 「各テスト設定のデータ値の設定」(250ページ)
l 「テスト・インスタンスのデータ値の設定」(250ページ)
l 「パラメータのインポートと保存 -オプション」(250ページ)

1. データの設計

パラメータを使用して作業する前に，次の点を考慮してください。

l リンクできるように，ほかのパラメータに依存するパラメータを決定します。この概念
の詳細については，「パラメータ・リンクの概要 」(284ページ)を参照してください。

l コンポーネント，フロー，テスト・レベルでどのパラメータを利用可能にするかを決定
します。この概念の詳細については，「パラメータの昇格の概要」(296ページ)を
参照してください。

l ビジネス・プロセス・テストは，反復とテスト設定を異なる値でセットアップすること
で，さまざまなユースケース・シナリオで反復することができます。それぞれのコン
ポーネント，フロー，ビジネス・プロセス・テスト設定を実行する回数と，そのときに
使用する値を設計します。この概念の詳細については，「反復の概要」(306
ページ)および「ビジネス・プロセス・テストの設定概要」(226ページ)を参照してくだ
さい。

2. パラメータの定義と標準設定値の作成

入力パラメータと出力パラメータを定義します。タスクの詳細については，「パラメー
タの作成方法」(252ページ)を参照してください。

入力パラメータの標準設定値を設定します。タスクの詳細については，「パラメータ
値の設定方法」(254ページ)を参照してください。

標準設定値は，実行に対して値が指定されない場合に使用する標準設定値を
提示するための使用したり，提示可能な値のタイプの例として使用できます(電話
番号の例を ###-###-####とするなど) 。
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3. パラメータのリンク

コンポーネント間で出力パラメータと入力パラメータをリンクします。タスクの詳細につ
いては，「データのリンク方法」(289ページ)を参照してください。

4. パラメータの昇格

パラメータを昇格させることで，コンポーネントまたはフロー・レベルで定義したパラメー
タに基づいて新規パラメータを作成できます。新規パラメータは，テスト内のすべての
コンポーネントとフローからアクセスできます。

パラメータを昇格させると，同じ名前の新規パラメータが上位レベルで作成されま
す。

次のレベルへのパラメータの昇格は，コンポーネントまたはフローをテストに追加すると
き，またはコンポーネントをフローに追加するときに行います。

タスクの詳細については，「パラメータを昇格する方法」(297ページ)を参照してくださ
い。

5. 各反復のデータ値の設定

ビジネス・プロセス・テストの実行時に各ビジネス・コンポーネントまたはフローを反復
する回数を定義します。

動的な設定を使用している場合は，同じビジネス・プロセス・テストまたはフロー内
のビジネス・コンポーネントを，異なる回数だけ反復できます。これを行うには，
Microsoft Excel 内からデータ・テーブル内の複数のシートを使用して，コンポーネン
トの反復を設定します。

コンポーネントの反復に関するタスクの詳細については，「反復データのセット方法」
(311ページ)を参照してください。

6. 各テスト設定のデータ値の設定

ユースケースごとに各ビジネス・コンポーネント，フロー，またはテストを反復する回数
を決定する設定を定義します。各テスト設定のパラメータ値を設定します。ビジネ
ス・プロセス・テスト設定の反復に関するタスクの詳細については，『HP Application
Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

7. テスト・インスタンスのデータ値の設定

テスト・インスタンスで各ビジネス・コンポーネントまたはフローを反復する回数を定義
し，パラメータ値を設定します。タスクの詳細については，「反復データのセット方
法」(311ページ)を参照してください。

8. パラメータのインポートと保存 - オプション

コンポーネント・パラメータやフロー・パラメータの値のリストを反復用に定義する作業
は，外部ファイルから値をインポートすることで簡単になります。また，定義された一
連のパラメータ値をファイルとして保存し，たとえば，ほかのビジネス・コンポーネントや
フローで使用することもできます。タスクの詳細については，「パラメータ値をインポー
トまたはエクスポート (保存 )する方法」(314ページ)を参照してください。
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パラメータの概要
本章では，コンポーネント，フロー，テストの各レベルで，Business Process Testingで
パラメータを作成し使用する方法について説明します。

パラメータは，さまざまな方法を使用して，Business Process Testingの操作における
さまざまな場所で定義できます。リファレンスの詳細については，「パラメータの作成方
法」(256ページ)を参照してください。

パラメータの概念の詳細については，「データ処理の概要」(242ページ)を参照してくださ
い。

パラメータの作成に関するタスクの詳細については，「パラメータの作成方法」(252ペー
ジ)を参照してください。

パラメータ値の設定に関するタスクの詳細については，「パラメータ値の設定方法」(254
ページ)を参照してください。

パラメータには次のタイプの値を割り当てます。

l 標準設定値：ほかの値を指定しなければ，Business Process Testingでは，ビジネ
ス・プロセス・テストやフローの実行時に標準設定値が使用されます。ビジネス・コン
ポーネント・モジュールとテスト計画モジュールで変数を作成，編集する場合に標準
設定値を指定します。標準設定値を指定できるのは，入力パラメータのみです。

l 実際の値：これらの値は，テストまたはフローの実行時に使用されます。反復やテスト
設定を操作する場合にテスト計画モジュールで実際の値を指定できます。ビジネス・
プロセス・テストまたはフローをテスト・ラボ・モジュールから実行する場合も，実際の値
を指定できます。

パラメータの作成方法
このタスクでは，パラメータを作成するいくつかの方法について説明します。

パラメータを作成する方法すべての包括的なリストについては，「パラメータの作成方
法」(256ページ)を参照してください。

パラメータの値を設定するタスクの詳細については，「パラメータ値の設定方法」(254
ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「パラメータの作成」(253ページ)
l 「手動ステップの定義時のパラメータの作成」(253ページ)
l 「反復の定義時に多くのパラメータを同時に生成 -オプション」(253ページ)
l 「昇格によるパラメータの作成」(253ページ)
l 「結果」(253ページ)
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パラメータの作成

［パラメータ］タブで，コンポーネント・パラメータ，フロー・パラメータ，テスト・パラメータを定
義できます。これはパラメータを定義するための基本的な方法です。ユーザ・インタフェー
スの詳細については，「［新規パラメータ］/［パラメータ詳細］ダイアログ・ボックス」(275
ページ)を参照してください。

手動ステップの定義時のパラメータの作成

ALMでは，手動ステップを定義する際に，［手動実装］タブでコンポーネントの入出力
パラメータを直接作成できます。

1. ビジネス・コンポーネント・モジュールの［手動実装］タブで，新規ステップの作成また
は既存のステップの変更を行い，カーソルを［説明］または［期待される結果］フィール
ドに移動します。

2. 新規パラメータを次のいずれかの方法で作成します。

l ［パラメータの挿入］ボタンをクリックして［パラメータ］ダイアログ・ボックスを開きま
す。名前，標準設定値 (入力パラメータ用 ) ，説明を入力します。ユーザ・イン
タフェースの詳細については，「［新規パラメータ］/［パラメータ詳細］ダイアログ・
ボックス」(275ページ)および「パラメータ・ページ」(260ページ)を参照してください。
現在選択しているパラメータの後にパラメータが追加されます。

l パラメータ名を 3組の山括弧で囲んで入力すると( <<<パラメータ>>>) ，標準設
定値または説明を定義せずにすばやくパラメータを作成できます。

反復の定義時に多くのパラメータを同時に生成 - オプション

フローまたはテストでの反復の定義時に，多くのフロー・パラメータまたはテスト・パラメータ
を同時に作成できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［フロー/テスト パラ
メータの作成］ダイアログ・ボックス」(323ページ)を参照してください。

昇格によるパラメータの作成

パラメータを昇格すると，同じ名前の新規パラメータが上位レベルで作成されます。［パ
ラメータの昇格］ダイアログ・ボックスでは，昇格するパラメータを選択することで，コンポー
ネント・パラメータまたはフロー・パラメータを次のレベルに昇格するかどうかを選択できま
す。タスクの詳細については，「パラメータを昇格する方法」(297ページ)を参照してくださ
い。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［パラメータの昇格］ダイアログ・ボックス」
(300ページ)を参照してください。

結果

［I/O パラメータ］ダイアログ・ボックスを開いて，すべてのパラメータのリストを参照します。
詳細については，「［I/Oパラメータ］ダイアログ・ボックス」(292ページ)を参照してください。

ユーザーズ・ガイド
第14章 :パラメータ

HP Business Process Testing (12.53) 253 / 372ページ



パラメータ値の設定方法
このタスクでは，Business Process Testingパラメータのさまざまなタイプの値を設定する
方法について説明します。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「文字列，数値，ブール値の指定」(254ページ)
l 「テーブル値の指定 ( BPTパッケージ・アプリ・キットを使用している場合 ) 」(254ペー
ジ)

l 「日付値の指定」(254ページ)
l 「動的日付値の指定」(255ページ)
l 「値の暗号化」(255ページ)

文字列，数値，ブール値の指定

任意のタブ，ダイアログ・ボックス，またはグリッドに自由書式テキストを入力するオプショ
ンがある場合，文字列，数値，ブール値を入力できます。グリッドでは，下向き矢印を
クリックすると［値の設定］ページが開き，そこで文字列を入力できます。

指定する値のタイプ(文字列，数値，ブール値 )にかかわらず，Business Process
Testingではその値が文字列として保存されます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［値の設定］ダイアログ・ボックス」(266ページ)
を参照してください。

テーブル値の指定( BPT パッケージ・アプリ・キットを使用している場合)
このパラメータ・タイプは，( SAP アプリケーションなどの場合に存在する)パッケージ・アプ
リケーション・テーブルを表すものであり，BPTパッケージ・アプリ・キットを使用してフローま
たはビジネス・プロセス・テストを学習する場合にのみ利用できます。これは，内部的に
文字列として格納されない唯一の値です。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［テーブルパラメータの編集］ダイアログ・ボック
ス」(280ページ)を参照してください。

日付値の指定

任意のタブ，ダイアログ・ボックス，またはグリッドに日付を入力するオプションがある場
合，下向き矢印をクリックすると［値の設定］ページが開きます。

［値の設定］ページで［日付を設定］をクリックします。日付値を設定できるカレンダーが
表示されます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［値の設定］ダイアログ・ボックス」(266ページ)
を参照してください。
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注 :日付では，(クライアントではなく)サーバの日付が使用されます。

動的日付値の指定

動的な日付とは，現在の日付を基準にした日付です(今日，明日，今日から 1年
後 ) 。相対日付に対してオフセット時間をプラス /マイナスできます(例：1年前の3か月
間 ) 。たとえば，現在の日付の10日前の日付を指定する場合は，動的な日付を次
のように指定できます：1週間前 - 3日

任意のタブ，ダイアログ・ボックス，またはグリッドに動的日付を入力するオプションがある
場合，下向き矢印をクリックすると［値の設定］ページが開きます。

［値の設定］ページで［動的な日付を設定］をクリックします。動的日付を設定できる
フィールドが表示されます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［値の設定］ダイアログ・ボックス」(266ページ)
を参照してください。

値の暗号化

暗号化された値は，実際の値を参照できないようにアスタリスクで表示されます。

任意のタブ，ダイアログ・ボックス，またはグリッドに暗号化のオプションがある場合，下向
き矢印をクリックすると［値の設定］ページが開きます。

［値の設定］ページで［暗号化］チェックボックスを選択します。

注意 :暗号化した値を元の値に戻すことはできません。［暗号化］チェックボックス

をクリアすると，値は空の状態にリセットされます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［値の設定］ダイアログ・ボックス」(266ページ)
を参照してください。
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パラメータの作成方法
パラメータの定義にはさまざまな方法があります。入力パラメータを定義するときには，
標準設定値も設定できます。

メソッド 用途 /使用目的 利用場所 参照情報

基本 パラメータとその説明 (入力パ
ラメータの場合は標準設定
値 )を定義します。

ビジネス・コンポー
ネントモジュールま
たはテスト計画モ
ジュール＞［パラ
メータ］タブ

ユーザ・インタ
フェースの詳細
については，
「パラメータ・
ページ」(260
ページ)を参照
してください。

タスクの詳細
については，
「パラメータの
作成方法」
(252ページ)を
参照してくださ
い。

コンポーネン
ト・ステップの
定義

コンポーネント・ステップを定義
しているときにパラメータを「オ
ン・ザ・フライ」で定義できま
す。

ビジネス・コンポー
ネント・モジュール
＞［手動実装］タ
ブ /［コンポーネント
ステップ詳細］ダイ
アログ・ボックス

タスクの詳細
については，
「パラメータの
作成方法」
(252ページ)を
参照してくださ
い。
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メソッド 用途 /使用目的 利用場所 参照情報

ほかのパラメー
タ値の設定中
のパラメータの
作成

コンポーネントまたはフロー・パ
ラメータの値を設定していると
きに「オン・ザ・フライ」でフロー
およびテスト・パラメータを定義
できます。この方法は，フ
ロー・パラメータの値を新しい
「未定義」のテスト・パラメータ
の値に一致させる必要がある
ときなどに使用します。複数
回の反復に便利です。

ヒント : このパラメータ作

成方法は，コンポーネ

ント (またはフロー)があ

るテストまたはフローの

反復ごとに異なるパラ

メータ値を設定する場

合にが便利です。

テスト計画モ
ジュール＞［反
復］ダイアログ・
ボックス＞［値の
設定］ページ

ユーザ・インタ
フェースの詳細
については，
「［値の設定］
ダイアログ・ボッ
クス」(266ペー
ジ)を参照して
ください。

生成 ビジネス・コンポーネント・パラ
メータから入力フローおよびテ
スト・パラメータを生成します。
複数回の反復に便利です。

テスト計画モ
ジュール＞［反
復］ダイアログ・
ボックス＞［テスト

パラメータの作成］
ボタン

ユーザ・インタ
フェースの詳細
については，
「［フロー/テスト
パラメータの作
成］ダイアロ
グ・ボックス」
(323ページ)を
参照してくださ
い。
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メソッド 用途 /使用目的 利用場所 参照情報

昇格 パラメータの適用範囲が広が
り，ビジネス・プロセス・テストの
実行時にそのパラメータ値を
使用できるエンティティが増え
ます。たとえば，ビジネス・コン
ポーネント・パラメータをフロー・
レべルに昇格させ，さらにテス
ト・レベルに昇格させると，フ
ローおよびテストに対して同じ
名前のパラメータが作成され
ます。パラメータが昇格された
すべてのほかのエンティティは，
そのパラメータの最上位レベル
の値にアクセスします。

テスト計画モ
ジュール＞［テスト
スクリプト］タブ＞
［コンポーネントの
選択］/［フローの
選択］表示枠＞

ボタン

注 :自動

昇格が［カ

スタマイズ］

で有効に

なっている

場合：［ビ

ジネスコン

ポーネント］

モジュール

または［テス

ト計画］モ

ジュール＞

［パラメー

タ］タブ＞

［新規パラ

メータ］ダイ

アログ・ボッ

クス＞［テ

スト レベル

に自動的

に昇格］

チェックボッ

クス

ユーザ・インタ
フェースの詳細
については，
「［パラメータの
昇格］ダイアロ
グ・ボックス」
(300ページ)を
参照してくださ
い。

タスクの詳細
については，
「パラメータを
昇格する方
法」(297ペー
ジ)を参照して
ください。
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メソッド 用途 /使用目的 利用場所 参照情報

学習 学習プロセス中に，BPTパッ
ケージ・アプリ・キットによってフ
ロー(またはテスト )のパラメー
タが自動的に生成されます。

テスト計画モ
ジュール＞［テスト
スクリプト］タブ＞

タスクの詳細
については，
「フローとビジネ
ス・プロセス・テ
ストの学習方
法」(195ペー
ジ)を参照して
ください。

パラメータのユーザ・インタフェース
本項の内容

• パラメータ・ページ 260
• ［値の設定］ダイアログ・ボックス 266
• 動的日付領域 270
• ［パラメータ］ダイアログ・ボックス 273
• ［新規パラメータ］/［パラメータ詳細］ダイアログ・ボックス 275
• ［昇格結果］ダイアログ・ボックス 279
• ［テーブルパラメータの編集］ダイアログ・ボックス 280
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パラメータ・ページ

このダイアログ・ボックスまたはタブでは，ビジネス・コンポーネント，フロー，ビジネス・プロセ
ス・テストのパラメータを表示，選択，挿入できます。

アクセス方法 次のいずれかを実行します。

l ビジネス・コンポーネント・モジュールのコンポーネント・ツリーでコン
ポーネントを選択し，［パラメータ］タブをクリックします。

l テスト計画モジュールのテスト・ツリーでビジネス・プロセス・テストま
たはフローを選択し，［パラメータ］タブをクリックします。

l テスト計画モジュールのテスト・ツリーでビジネス・プロセス・テストま
たはフローを選択し，［テスト スクリプト］タブをクリックします。ウィン
ドウの下部近くの［パラメータ］タブをクリックします。

重要な情報 l ビジネス・コンポーネント・モジュールの［手動実装］タブでは，コン
ポーネント・パラメータをステップに挿入できます。パラメータを選択
すると，<<<パラメータ名>>>の形式で，コンポーネント・ステップの現
在のカーソル位置にパラメータが挿入されます。タスクの詳細につ
いては，「手動ステップの定義時のパラメータの作成」(253ページ)
を参照してください。

l パラメータ値は，その値が数値または日付値として指定されてい
る場合でも，文字列として保存，比較，処理されます。

l 入力フロー・パラメータを作成するときには，パラメータにフロー内
のコンポーネントの値を割り当てる必要があります。そうしない場
合，ビジネス・プロセス・テストでのパラメータの意味がなくなりま
す。

l テスト・パラメータの場合は入力パラメータのみです。

l コンポーネント・パラメータは，［ビジネスコンポーネントの設定］ダイ
アログ・ボックスで表示し変更できます。『HP Unified Functional
Testingユーザーズ・ガイド』を参照してください。

l UFTを使用する場合の注意：キーワード GUIコンポーネントのパラ
メータは，［ビジネスコンポーネントの設定］ダイアログ・ボックスで
表示し変更できます。また，データ・テーブルのパラメータと出力値
をビジネス・コンポーネントに挿入できます。ただし，その値は，デー
タ・テーブルの最初の行にのみ保存できます。コンポーネントの反
復は，ALMのビジネス・プロセス・テストに対して定義されます。
データ・テーブルからは影響されません。

関連タスク l 「パラメータの作成方法」(252ページ)
l 「パラメータ値の設定方法」(254ページ)

参照情報 「パラメータの概要」(252ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

新規パラメータ：［新規＜エンティティ＞ Parameter］ダイアログ・
ボックスが開き，新しいパラメータを定義できます。詳細について
は，「［新規パラメータ］/［パラメータ詳細］ダイアログ・ボックス」
(275ページ)を参照してください。

注 : このボタンは，テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］

タブから［パラメータ］タブを選択した場合は利用できませ

ん。

ヒント :入力フロー・パラメータを作成するときには，フロー内

のコンポーネント入力パラメータの値を割り当てる必要があ

ります。そうしない場合，ビジネス・プロセス・テストでのパラ

メータの意味がなくなります。

ユーザーズ・ガイド
第14章 :パラメータ

HP Business Process Testing (12.53) 261 / 372ページ



UI要素 説明

削除：現在選択中のパラメータを削除します。

注意事項

l デザイン・ステップに含まれているパラメータを削除すると，デザイ
ン・ステップ内のパラメータは次の形式の通常のテキストに置き
換えられます。＜パラメータ名＞

l ビジネス・プロセスに削除するコンポーネント・パラメータが含まれ
ていると，テストが正常に実行されないことがあります。

l ［カスタマイズ］で自動削除が有効になっていると，確認のプロン
プトで［使用されていない昇格されたパラメータをテスト レベルから

削除します］チェックボックスが表示されます。オンにすると，テス
トまたはフローのレベルでパラメータが使用されていない場合，パ
ラメータが削除されます。

注 :
l パラメータが上位レベルで使用されている場合，自動

選択を有効にしてもパラメータは削除されません。

l 上位レベルに，使用されていないパラメータが存在し

ても，この削除操作に関連しないパラメータであれ

ば，自動削除では削除されません。

自動削除の有効化の詳細については『HP Application
Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してください。

利用できない条件：

l テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］タブから［パラメータ］タ
ブを選択した場合

l ［パラメータ］ダイアログ・ボックスから

更新：最新情報が表示されるように，コンポーネント・パラメータを
更新します。

利用できない条件：

l テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］タブから［パラメータ］タ
ブを選択した場合

l ［パラメータ］ダイアログ・ボックスから
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UI要素 説明

フィルタ/ソートの設定：グリッド内のコンポーネント・パラメータに対し
てフィルタとソートを実行できます。現在適用されているフィルタと
ソート順序があれば，ツールバーの下に表示されます。詳細につ
いては，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。

利用できない条件：テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］タブ
から［パラメータ］タブを選択した場合

カラムの選択：［カラムの選択］ダイアログ・ボックスが開き，表示す
るフィールドとその順序を指定できます。詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照し
てください。

注：このオプションは，テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］タブ
から［パラメータ］タブを選択した場合は利用できません。

パラメータの詳細：［パラメータの詳細］ダイアログ・ボックスが開き，
選択したパラメータの詳細が表示されます。詳細については，
「［新規パラメータ］/［パラメータ詳細］ダイアログ・ボックス」(275
ページ)を参照してください。

上に移動：選択したパラメータをリスト内で上に移動します。

ヒント :ほかのタブやダイアログ・ボックス( ［反復］ページなど)
では，パラメータは［パラメータ］ページで定義された順序に

従って表示されます。

下に移動：選択したパラメータをリスト内で下に移動します。

ヒント :ほかのタブやダイアログ・ボックス( ［反復］ページなど)
では，パラメータは［パラメータ］ページで定義された順序に

従って表示されます。

リソースに移動：動的データにアクセスする設定で使用します。テス
ト・リソース・モジュールでリソースを開きます。

利用場所：テスト計画モジュールの［パラメータ］タブ。このフィールド
は，テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］タブから［パラメータ］
タブを選択した場合は利用できません。
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UI要素 説明

リソース・プレビュー：動的データにアクセスする設定で使用します。
テストの実行時の設定で使用される実際のデータをプレビューする
ことができます。外部データ・テーブル・リソースは，［リソースプレ
ビュー］ダイアログ・ボックスの［データ リソース］で指定されます。

［リソースプレビュー］ダイアログ・ボックスは，テスト・リソース・モ
ジュールの［リソースビューア］タブと似ています。ユーザ・インタフェー
スの詳細については，『HP Application Lifecycle Management
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

利用場所：テスト計画モジュールの［パラメータ］タブ。このフィールド
は，テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］タブから［パラメータ］
タブを選択した場合は利用できません。

パラメータのマップ：動的データにアクセスする設定で使用します。
外部のMicrosoft Excel ファイル内のパラメータ名を ALM内のパ
ラメータ名にマップすることで，Excel ファイル内のパラメータ値セット
を指定できます。タスクの詳細については，『HP Application
Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

利用場所：テスト計画モジュールの［パラメータ］タブ。このボタン
は，テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］タブから［パラメータ］
タブを選択した場合は利用できません。

ソート ［フィルタの設定］ダイアログ・ボックスでの定義に従って，パラメータ
を表示する順序を指定します。ユーザ・インタフェースの詳細につ
いては，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。

データ・リソース テストの各設定に対するパラメータ値セットを含む外部の
Microsoft Excel ファイルの名前を指定します。動的データにアクセ
スするよう定義されている設定に対してのみ使用します。タスクの
詳細については，『HP Application Lifecycle Managementユー
ザーズ・ガイド』を参照してください。

利用場所：テスト計画モジュールの［パラメータ］タブ。このフィールド
は，テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］タブから［パラメータ］
タブを選択した場合は利用できません。
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UI要素 説明

<グリッド・フィルタ

>
フィルタ処理できる各カラムの名前の下にグリッド・フィルタ・ボックス
が表示され，そのカラムのフィルタ条件を定義できます。

ボックスに条件を直接入力するか，ボックスをクリックして［参照］ボ
タンを表示し，［フィルタ条件の選択］ダイアログ・ボックスを開きま
す。詳細については，『HP Application Lifecycle Management
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

フィルタ パラメータ・リストに現在適用されているフィルタが記述されます。
(フィルタ処理できるカラムの場合，フィルタはグリッド・フィルタ・ボッ
クスのすぐ上にあります)

使用中 オンの場合は，コンポーネント・パラメータがステップに含まれていま
す。

名前 パラメータのわかりやすい名前を表示します。

l パラメータ名は英語である必要があります。

l コンポーネント・パラメータ名は英文字で始まる必要がありま
す。また，スペース文字や次の文字はいずれも使用できませ
ん。
! @ # $ % ^ & * ( ) + = \ { } | ; ' : " , . / < > ? ~ ` [ ] – ~
無効な文字があると，自動的に下線 ( _)で置き換えられま
す。

l テスト・パラメータ名とフロー・パラメータ名は英文字で始まる必
要があります。また，スペース文字や次の文字はいずれも使用
できません。
< > ~ ? %
無効な文字があると，自動的に下線 ( _)で置き換えられま
す。

l パラメータ名は，コンポーネント，フロー，またはテスト内で一意
であることが必要です。

l パラメータ名は，英文字で始まる必要があります。コンポーネン
ト名の最初の文字が英文字でない場合は，comp_などの接
頭辞が追加されます。

入力パラメータ 定義されているすべての入力パラメータが一覧表示されます。

利用場所：［パラメータ］タブ

出力パラメータ 定義されているすべての出力パラメータが一覧表示されます。

利用場所：コンポーネントおよびフローの［パラメータ］タブ
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UI要素 説明

説明 コンポーネント・パラメータの目的の説明やその他の説明テキスト
が表示されるタブ。

標準設定値 入力パラメータの標準設定値が表示されるタブ。この値は，コン
ポーネントの実行時に，ビジネス・プロセス・テストまたはフローから
これ以外の値が提示されていない場合に使用されます。

利用場所：［入力パラメータ］タブ

［値の設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，コンポーネント，フロー，テストの各レベルで，パラメータの標
準設定値と実際の値を設定できます。

アクセス方法 1. 値を設定するフィールドまたはセル内をクリックします。

2. セルまたはフィールドの右のドロップダウン矢印があればそれをク
リックします。
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重要な情報 l ダイアログ・ボックスの構成とフィールドは，次によって異なります。

l そのダイアログ・ボックスを開いた場所

l このダイアログ・ボックスで選択したオプション・ボタンまたはボタン

l すべてのパラメータ値は，それをどのように指定した場合でも，内
部的には文字列として格納されます。たとえば，カレンダーでは，
値を日付として設定できます。しかし，値を格納するときやほかの
値と比較するときには，文字列として比較されます。

l テーブル・パラメータは，エンタープライズ・アプリケーションのテーブル
を表すものであり，BPTパッケージ・アプリ・キット を使用してフロー
を学習する場合にのみ利用できます。詳細については，「［テーブ
ルパラメータの編集］ダイアログ・ボックス」(280ページ)を参照して
ください。

l 実行用の値が用意されていない場合は，標準設定値を指定す
ることができます。

関連タスク l 「パラメータの作成方法」(252ページ)
l 「パラメータ値の設定方法」(254ページ)

参照情報 「パラメータの概要」(252ページ)

次に，［値の設定］ダイアログ・ボックスの表示について説明します。

固定値

固定値ビューでは，パラメータの固定値を入力するための領域，フィールド，ボタンを表
示します。

アクセス方法 1. テストにコンポーネントまたはフローが含まれているときに，テスト
計画のフローの［反復］およびコンポーネントの［反復］ダイアロ
グ・ボックス，またはテスト・ラボの［テスト反復］タブからアクセスす
る場合，［固定値］を選択します。

2. 値のフィールドまたはセルをクリックします。

3. セルまたはフィールドの右のドロップダウン矢印があればそれをク
リックします。
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重要な情報 l これは，［値の設定］ダイアログ・ボックスの標準表示です。

l 値はXMLで指定できますが，XMLの検証には外部ツールを使
用してください。

l 値は，グリッドの目的のセルに文字列値を直接入力して設定す
ることもできます。

ヒント :標準設定値を使用して，テストでサンプル値を表示

することもできます。たとえば，電話番号の場合は，###-###-
####を標準設定値にすることができます。

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

カレンダー領域を表示し，カレンダーを使用して固定日付を選
択できます。

［暗号化］を選択すると，日付が暗号化されます(オプション) 。

＜動的日付領域＞ を表示し，固定日付 ( ［今日］，［1週間

前］など)を基準にして日付を選択できます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「動的日付領域」
(270ページ)を参照してください。

暗号化

固定値 (日付を含む)を暗号化します。

入力した文字は暗号化され，アスタリスクで表示されます。暗
号化された値は変更できます。暗号化は維持されます。

クリアすると，固定値を消去します。

いったん暗号化した値の変更は［値の設定］タブでみ可能で
す。グリッドで直接変更することはできません。

利用条件：固定値を入力し，表示されている場合は［固定

値］を選択していること。

<テキスト領域> パラメータの現在の値が表示されます。値を入力し変更できま
す。

パラメータ値を文字列，数値，ブール値のいずれとして入力し
ても，値は他の文字と同じように扱われます。たとえば，"1" と
"1.0" は，異なる文字列として扱われます。
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テスト・パラメータ

テスト・パラメータ・ビューには，［パラメータ］ダイアログ・ボックスが表示されます。［パラ
メータ］ダイアログ・ボックスは，選択したパラメータで使用するフロー・パラメータ値または
テスト・パラメータ値を選択 (または作成 )する場合に使用します。

アクセス方法 1. テスト計画のフローの［反復］およびコンポー
ネントの［反復］ダイアログ・ボックス，または
テスト・ラボの［テスト反復］タブから，［テスト

パラメータ］を選択します。

2. 値のフィールドまたはセルをクリックします。

3. セルまたはフィールドの右のドロップダウン矢
印があればそれをクリックします。

重要な情報 l コンポーネント・パラメータの値を，フロー・パラ
メータまたはテスト・パラメータの値に設定でき
ます。同様に，フロー・パラメータの値を，テス
ト・パラメータの値に設定できます。

l テスト・パラメータまたはフロー・パラメータを選
択または作成すると，パラメータの名前が波
括弧 { }で囲まれて，グリッドの値として入力
されます。波括弧で囲まれることで，パラメー
タが固定値ではなくパラメータとして扱われま
す。

参照情報 「［新規パラメータ］/［パラメータ詳細］ダイアロ
グ・ボックス」(275ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

～に昇格しま

した

選択したパラメータに関する昇格情報が表示されます。テスト・パラ
メータ・ビューの下部にあります。

パラメータの昇格の概念の詳細については，「パラメータの昇格の概
要」(296ページ)を参照してください。

例 :
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動的日付領域

この領域では，動的日付を設定できます。

アクセス方法 ［値の設定］ページで［動的な日付を設定］を選択します。

重要な情報 動的日付は，現在の日付を基準とした時間です( ［今日］，
［1週間前］など) 。

関連タスク 「パラメータ値の設定方法」(254ページ)

参照情報 「［値の設定］ダイアログ・ボックス」(266ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

＜カレンダー領域＞ を表示し，カレンダーを使用して固定日付
値を選択できます。

＜動的日付領域＞ を表示し，固定日付を基準にして日付を
選択できます。

<相対時間フレーム

>
次のような相対時間フレームのリストを含みます。

l Today
l Yesterday
l Tomorrow
l WeekAgo
l WeekFromToday
l MonthAgo
l MonthFromToday
l YearAgo
l YearFromToday

日付文字列は，大文字と小文字が区別されません。たとえ
ば，［WeekAgo］ と ［Weekago］ の値は両方とも有効です。

<+/-> ＜相対時間枠＞の値に対して＜オフセット＞および＜期間＞

の値をプラス( ［+］)またはマイナス( ［-］)することを指定します。
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UI要素 説明

<オフセット> 正の整数 (ゼロを含む)のリストを含み，相対時間枠を調整す
る単位となる日，週，月，年の数を指定できます。

日付文字列を修飾する期間には，次の最大値が適用されま
す。

l 5000(年 )
l 60000(月 )
l 240000(週 )
l 1680000(日 )

例 :

［today + 5000 years］ は有効です。

［today + 5001 years］ は有効ではありません。
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UI要素 説明

<期間> 期間のリストを含み，相対時間枠を調整できます。オプション
は次のとおりです。

l Day，Days，またはD：日単位の期間

l Week，Weeks，またはW：週単位の期間

l Month，Months，またはM：月単位の期間

l Year，Years，またはY：年単位の期間

日付文字列を修飾する期間は，大文字と小文字が区別さ
れません。たとえば，［YearFromToday + 5 Months］ と
［YearFromToday + 5 months］ は両方とも有効です。

動的な日付値にスペースは必要ありません。たとえば，
［MonthFromToday + 3 w］ と ［MonthFromToday+3w］ は両
方とも有効です。

例 :

l ［Tomorrow + 1 day］
l ［Today + 3 days］
l ［Yesterday - 5 d］
l ［Tomorrow - 1 week］
l ［Today + 2 weeks］
l ［MonthFromToday + 3 w］
l ［YearAgo - 1 month］
l ［YearFromToday + 5 months］
l ［Today + 3 m］

l ［Today - 1 year］
l ［Tomorrow + 2 years］
l ［WeekFromToday + 2 y］

<式領域> ＜相対時間枠＞，＜オフセット＞，＜期間＞の選択により作
成された式が表示されます。

相対時間枠の値を入力し，その値に対して一定期間をプラス
またはマイナスすることで，日付文字列を手動でカスタマイズす
ることもできます。
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［パラメータ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，ステップの［説明］カラムと［期待される結果］カラムのセルに
記述されているステップに既存のパラメータを挿入できます。

アクセス方法 1. ビジネス・コンポーネント・モジュールで，コンポーネント・ツリーから
手動ステップを含むコンポーネントを選択します。

2. ［手動実装］タブの［手動実装］表示枠で，次のいずれかを実
行します。

l ［コンポーネント ステップの詳細］ダイアログ・ボックスで，ステッ
プをダブルクリックしてパラメータを挿入します。

l ［コンポーネント ステップの詳細］ダイアログ・ボックスで，［新規

ステップ］ をクリックしてステップを追加し，パラメータを挿入
します。

l ［手動実装］表示枠でステップを直接編集します。

3. ［説明］カラムまたは［期待される結果］カラムのセルにカーソルを
置きます。

4. ［パラメータの挿入］ をクリックします。

関連タスク 「パラメータの作成方法」(252ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素

［新規コンポーネント パラメータ］ダイアログ・ボックスが開いて，新
しいコンポーネント・パラメータを定義できます。詳細については，
「［新規パラメータ］/［パラメータ詳細］ダイアログ・ボックス」(275
ページ)を参照してください。

フィルタ/ソートの設定：グリッド内のコンポーネント・パラメータに対し
てフィルタとソートを実行できます。現在適用されているフィルタと
ソート順序があれば，ツールバーの下に表示されます。詳細につ
いては，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。

カラムの選択：［カラムの選択］ダイアログ・ボックスが開き，表示す
るフィールドとその順序を指定できます。詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照し
てください。
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UI要素

パラメータの詳細：［コンポーネント パラメータ詳細］ダイアログ・ボッ
クスが開き，選択したパラメータの詳細が表示されます。詳細に
ついては，「［新規パラメータ］/［パラメータ詳細］ダイアログ・ボック
ス」(275ページ)を参照してください。

上に移動：選択したパラメータをリスト内で上に移動します。

ヒント :ほかのタブやダイアログ・ボックス( ［反復］ページなど)
では，パラメータはこのダイアログ・ボックスで定義された順

序に従って表示されます。

下に移動：選択したパラメータをリスト内で下に移動します。

ヒント :ほかのタブやダイアログ・ボックス( ［反復］ページなど)
では，パラメータはこのダイアログ・ボックスで定義された順

序に従って表示されます。

使用中 このユーザ・インタフェース要素がオンの場合は，コンポーネント・パ
ラメータがステップに含まれていることを示します。

名前 パラメータのわかりやすい名前。

l パラメータ名は英文字で始まる必要があります。また，スペース
文字や次の文字はいずれも使用できません。
! @ # $ % ^ & * ( ) + = \ { } | ; ' : " , . / < > ? ~ ` [ ] – ~
無効な文字があると，自動的に下線 ( _)で置き換えられま
す。

l パラメータ名は，コンポーネント，フロー，またはテスト内で一意
であることが必要です。

l パラメータ名は，英文字で始まる必要があります。コンポーネン
ト名の最初の文字が英文字でない場合は，comp_などの接
頭辞が追加されます。

標準設定値 パラメータの標準設定値。この値は，コンポーネントの実行時に，
ビジネス・プロセス・テストまたはフローからこれ以外の値が提示さ
れていない場合に使用されます。

標準設定値は，文字列として保存され比較されますが，さまざ
まな値タイプで指定できます。

説明 コンポーネント・パラメータの用途の説明，または他の説明テキスト
です。
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［新規パラメータ］/［パラメータ詳細］ダイアログ・ボックス

［新規パラメータ］ダイアログ・ボックスでは，次のパラメータを作成できます。

l 入力 /出力のコンポーネント・パラメータ

l 入力 /出力フロー・パラメータ

l 入力テスト・パラメータ

l ［カスタマイズ］で有効になっている場合，パラメータを上位レベルに昇格します。

［パラメータ詳細］ダイアログ・ボックスには，パラメータの詳細を表示できます。

アクセス方法 l ［パラメータ詳細］ダイアログ・ボックス：［パラメータ］タブまたはダイア
ログ・ボックスで，パラメータをダブルクリックします。

l ［新規パラメータ］ダイアログ・ボックス：ビジネス・コンポーネントまたは
テスト計画モジュールで，［パラメータ］タブを選択して［新規パラ

メータ］をクリックします。

ヒント : ［新規パラメータ］ダイアログ・ボックスには，次のページ

からもアクセスできます。

l ［値の設定］ページ：［値の設定］ページの［テスト パラメー

タ］ラジオ・ボタンを選択し(利用できる場合 ) ，［新規パラ

メータ］ボタンをクリックします。

l ビジネス・コンポーネント・モジュール：［手動実装］タブの表

示枠で，［パラメータの挿入］ボタンをクリックしてから［新規

パラメータ］ボタンをクリックします。
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重要な情報 パラメータは，現在選択しているパラメータの後に挿入されます。

パラメータ値は，その値が数値または日付値として指定されている
場合でも，文字列として保存，比較，処理されます。

［カスタマイズ］で自動昇格が有効になっている状態で，コンポーネ
ントの作成時にパラメータの自動昇格を選択すると，［昇格結果］
ダイアログ・ボックスが開きます。詳細については，「［昇格結果］ダイ
アログ・ボックス」(279ページ)を参照してください。

UFTを使用する場合の注意：キーワード GUIコンポーネントのパラ
メータは，［ビジネスコンポーネントの設定］ダイアログ・ボックスで表
示し変更できます。また，データ・テーブルのパラメータと出力値をビ
ジネス・コンポーネントに挿入できます。ただし，その値は，データ・
テーブルの最初の行にのみ保存できます。コンポーネントの反復は，
ALMのビジネス・プロセス・テストに対して定義されます。データ・テー
ブルからは影響されません。

関連タスク l 「パラメータの作成方法」(252ページ)
l 「パラメータ値の設定方法」(254ページ)

参照情報 l 「パラメータの概要」(252ページ)
l 「パラメータ・ページ」(260ページ)

次に，ユーザ・インタフェースを説明します。

UI要素 説明

最初のエンティティ：ビジネス・コンポーネント・モジュールの最初のコン
ポーネントにジャンプします。

利用場所：［パラメータの詳細］タブ/ダイアログ・ボックス

前のエンティティ：ビジネス・コンポーネント・モジュールの1つ前のコン
ポーネントにジャンプします。

利用場所：［パラメータの詳細］タブ/ダイアログ・ボックス

次のエンティティ：ビジネス・コンポーネント・モジュールの次のコンポー
ネントにジャンプします。

利用場所：［パラメータの詳細］タブ/ダイアログ・ボックス

最後のエンティティ：ビジネス・コンポーネント・モジュールの最後のコン
ポーネントにジャンプします。

利用場所：［パラメータの詳細］タブ/ダイアログ・ボックス
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UI要素 説明

このボタンでは，次のいずれかを行います。

l 削除：パラメータ・リストから，現在選択されているパラメータを削
除します。デザイン・ステップに含まれているパラメータを削除する
と，デザイン・ステップ内のパラメータは＜パラメータ名＞形式の通常
のテキストに置き換えられます。

l すべてのフィールドのリセット：［新規パラメータ］ダイアログ・ボックス
から，すべてのフィールドの値をクリアします。

スペル・チェック：選択した単語またはパラメータ内のすべての単語の
スペルをチェックします。

類語辞典：選択した単語の類義語，反義語，関連語が表示され
ます。

スペル・オプション：ALMでスペル・チェックをどのように実行するかを設
定します。

テスト・レベルに

自動的に昇格

オンにすると，パラメータをフロー・レベルまたはテスト・レベルに昇格し
ます。詳細については，「パラメータを昇格する方法」(297ページ)を
参照してください。

利用条件：

l 新しいパラメータの作成 (既存のパラメータの編集では利用できま
せん) 。

l パラメータの自動昇格は［カスタマイズ］で有効にします。有効に
する手順の詳細については，『HP Application Lifecycle
Management管理者ガイド』を参照してください。

ID パラメータの ID。
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UI要素 説明

パラメータ名 パラメータのわかりやすい名前。

l パラメータ名は英語である必要があります。

l パラメータ名は英文字で始まる必要があります。また，スペース文
字や次の文字はいずれも使用できません。! @ # $ % ^ & * ( ) + =
\ { } | ; ' : " , . / < > ? ~ ` [ ] – ~
パラメータがビジネス・コンポーネントに変換された手動テスト内に
ある場合，無効な記号は自動的にアンダースコア( _)に置き換え
られます。

l パラメータ名は，コンポーネント，フロー，またはテスト内で一意で
あることが必要です。

l パラメータ名は，英文字で始まる必要があります。パラメータがビ
ジネス・コンポーネントに変換された手動テスト内にあり，コンポー
ネント名の最初の文字が英文字でない場合は，comp_などの
接頭辞が追加されます。

［詳細］タブ パラメータの詳細を変更できます。

マッピング・ス

テータス

パラメータがマップされている外部データ・テーブル・リソースの対応す
るパラメータ(カラム)の名前。

パラメータがマップされていない場合，このUI要素は空欄になりま
す。

利用場所：［テスト パラメータ詳細］ダイアログ・ボックス

順序 パラメータ・セット内でのパラメータの位置。

利用可能：テスト・パラメータおよびフロー・パラメータ

［標準設定

値］タブ

入力パラメータの標準設定値。この値は，コンポーネントの実行時
に，ビジネス・プロセス・テストまたはフローからこれ以外の値が提示さ
れていない場合に使用されます。標準設定値は，グリッドに直接
入力することも，［値の設定］ページやウィンドウ下部のタブで入力
することもできます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［値の設定］ダイアログ・
ボックス」(266ページ)を参照してください。

利用場所：［入力パラメータ］サブタブ

［説明］タブ パラメータの用途の説明，または他の説明テキスト。パラメータの詳
細を変更できます。
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［昇格結果］ダイアログ・ボックス

［昇格結果］ダイアログ・ボックスでは，コンポーネントまたはフローの新規作成で行った
自動パラメータ昇格の結果をエクスポートします。

アクセス方法 l ［新規テスト］ダイアログ・ボックス：パラメータの自動昇格を有効に
した状態でフローを作成する場合，昇格できなかったパラメータが
存在すると，［OK］をクリックした後，ダイアログ・ボックスが開きま
す。

l ［新規コンポーネント］ダイアログ・ボックス：パラメータの自動昇格を
有効にした状態でコンポーネントを作成する場合，昇格できな
かったパラメータが存在すると，［OK］をクリックした後，ダイアログ・
ボックスが開きます。

重要な情報 パラメータの自動昇格は［カスタマイズ］で有効にします。有効にす
る手順の詳細については，『HP Application Lifecycle
Management管理者ガイド』を参照してください。

関連タスク 「パラメータの作成方法」(252ページ)

参照情報 「［新規パラメータ］/［パラメータ詳細］ダイアログ・ボックス」(275ペー
ジ)

次に，ユーザ・インタフェースを説明します。

UI要素 説明

<成功した結

果>
上位レベルに昇格できたパラメータに関する情報。

<失敗した結

果グリッド>
上位レベルに昇格できなかったパラメータに関する情報 (グリッド ) 。

l テスト ID：パラメータを昇格できなかったテストまたはフローの ID。
l テスト名：パラメータを昇格できなかったテストまたはフローの名前。

l 理由：パラメータを昇格できなかった理由。

エクスポート ［すべてのグリッド データをエクスポート］ダイアログ・ボックスで，＜失

敗した結果グリッド＞の内容を次のいずれかの形式でファイルにエク
スポートします( Microsoft Excel，Microsoft Word，HTML，テキス
ト ) 。
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［テーブルパラメータの編集］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，学習プロセス中に作成されたパラメータのテーブルの値を
変更できます。テーブル・パラメータ定義には，テーブルの構造と標準設定値が含まれ
ます。

アクセス方法 ［テーブルパラメータの編集］ダイアログ・ボックスは，コンポーネント，
フロー，テスト，テスト・セットの各レベルでアクセスできます。

l コンポーネント，フロー，テストのレベル：テスト計画モジュールの［パ
ラメータ］タブでパラメータの標準設定値を設定する場合，テーブ
ル・パラメータの標準設定値は [テーブル・データ] として表示され
ます。このリンクをクリックすると，［テーブルパラメータの編集］ダイア
ログ・ボックスが固定値ビューに開きます。

l 反復のレベル：テスト計画モジュールの［反復］ダイアログ・ボックス
でパラメータの標準設定値を設定する場合，テーブル・パラメータ
の標準設定値は [＜テーブル名＞ ] として表示されます。このリン
クをクリックすると，［テーブルパラメータの編集］ダイアログ・ボックス
がフロー/テスト・パラメータ・ビューに開きます。

l テスト・セットのレベル：テスト・ラボ・モジュールの実行グリッドで反
復の値を設定する場合は，該当するテスト・セットの［反復］リンク
をクリックします。［反復］ダイアログ・ボックスに，テーブル・パラメー
タの反復値が [テーブル・データ] として表示されます。このリンクを
クリックすると，［テーブルパラメータの編集］ダイアログ・ボックスが
固定値ビューに開きます。

重要な情報 l このダイアログ・ボックスは，BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザの
みが使用できます。また，アプリケーション固有のテーブル・パラメー
タが含まれる学習済みコンポーネントに対してのみ使用できま
す。

l テーブル・パラメータは，以下で使用できます。

l コンポーネント

l フロー

l テスト

l テスト・セット

l 反復

l 実行条件

関連タスク 「パラメータ値の設定方法」(254ページ)

参照情報 「フローとビジネス・プロセス・テストの学習方法」(195ページ)
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次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

固定値ビュー テーブル・パラメータに対して，セルに固定値をグリッド形式で入力で
きます。

テスト /フロー・

パラメータ・

ビュー

現在のテーブル・パラメータの代わりに別のテーブル・パラメータを選
択できます(そのテーブル・パラメータがフロー・またはテスト・レベルに
あることが前提です) 。

固定値 固定値ビューを表示します。

利用条件：テスト計画モジュールの反復ダイアログ・ボックスから
［テーブルパラメータの編集］ダイアログ・ボックスにアクセスすること。

フロー・パラメー

タ

フロー/テスト・パラメータ・ビューを表示し，別のフロー・テーブル・パラ
メータを選択できます。

利用条件：テスト計画モジュールの反復ダイアログ・ボックスから
［テーブルパラメータの編集］ダイアログ・ボックスにアクセスすること。

テスト・パラメー

タ

フロー/テスト・パラメータ・ビューを表示し，別のテスト・テーブル・パラ
メータを選択できます。

利用条件：テスト計画モジュールの反復ダイアログ・ボックスから
［テーブルパラメータの編集］ダイアログ・ボックスにアクセスすること。

行の追加 テーブル・パラメータのグリッドに行を追加します。行が追加される位
置は，現在カーソルがある行の下です。カーソルが行内にない場合
は，末尾に行が追加されます。

利用場所：固定値ビュー

行の削除 選択した行をテーブル・パラメータのグリッドから削除します。

利用場所：固定値ビュー

カラムの追加 テーブル・パラメータのグリッドにカラムを追加します。カラムが追加さ
れる位置は，現在カーソルがあるカラムの右です。カーソルがカラム
内にない場合は，末尾にカラムが追加されます。各カラムの見出し
の名前は一意であることが必要です。

利用場所：固定値ビュー

カラムの削除 選択したカラムをテーブル・パラメータのグリッドから削除します。

利用場所：固定値ビュー
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UI要素 説明

インポート テーブル・パラメータの定義を .csv ファイルからインポートします。必
ず，適切な形式のファイルを使用してください。必要であれば，エク
スポート・オプションを使用して .csv ファイルを生成してから，データを
編集または追加します。これで，適切な形式の .csv ファイルになり
ます。

利用場所：固定値ビュー

エクスポート テーブル・パラメータの定義を .csv(カンマ区切り値 )ファイルにエクス
ポートします。

利用場所：固定値ビュー

<カラム見出し

行>
カラムの名前を変更できます。見出しをダブルクリックして，カラムの
名前を変更します。カラム名は，サポートされるビジネス・アプリケー
ション環境のアプリケーションでのカラム名に一致している必要があり
ます。カラム見出しを空白にすることはできません。また，既存のカラ
ム名と同じにすることもできません。#記号を使用し，カラムのインデッ
クスを使って，カラムに名前を付けることもできます。たとえば，#3な
どが可能です。

利用場所：固定値ビュー

<テーブルのセ

ル>
テーブルのセルの標準設定値を編集できます。セルを選択し，標準
設定値を入力します。

利用場所：固定値ビュー
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パラメータ・リンクの概要
パラメータ・リンクにより，ビジネス・コンポーネントとフローの間でデータの利用が可能にな
ります。

製品の機能紹介ムービー：Business Process Testingのパラメータの処理方法につい
て説明するムービーを表示するには，ALMのメイン・ウィンドウで［ヘルプ］＞［ムービー］を
選択します。

パラメータをリンクするには，出力パラメータの値を，テスト内の後続のビジネス・コンポー
ネントやフローの入力パラメータに渡します。出力パラメータの値を入力パラメータの値に
設定する処理は，出力パラメータと入力パラメータのリンクといいます。

例 :

CreateLoanビジネス・コンポーネントには出力パラメータがあり，生成された融資

ID が格納されています。次のビジネス・コンポーネントであるSearchLoanは，融

資がCreateLoanの融資 ID の値にアクセスできるかどうかをチェックします。このア

クセスは，CreateLoanの出力パラメータを SearchLoanの入力パラメータにリンク

することで可能になります。

出力パラメータが定義されているコンポーネントまたはフローをソースと呼びます。出力パ
ラメータにリンクしているコンポーネントまたはフローをターゲットと呼びます。前の例では，
CreateLoanがソース・コンポーネントで，SearchLoanがターゲット・コンポーネントです。

タスクの詳細については，「データのリンク方法」(289ページ)を参照してください。

本項では，次の内容についても説明します。

l 「リンクと反復」(284ページ)
l 「データ・リンクの例」(285ページ)

リンクと反復

コンポーネントやフローを，一度の実行中に特定の回数だけ実行するように設定するこ
ともできます(その際，コンポーネントやフローのパラメータには，反復ごとに異なるデータ
値を使用できます) 。コンポーネントやフローのそれぞれの実行を，反復と呼びます。反
復の詳細については，「反復データのセット方法」(311ページ)を参照してください。

ソースを反復することで，複数のパラメータ出力値が発生することがあります。その場
合，反復ごとに提示される値が，ターゲットの対応する反復の入力値として渡されま
す。
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正常にリンクできるのは，ALMがそれぞれのソースの反復に対するターゲットの反復を特
定できる場合のみです。次のいずれかの条件が満たされている必要があります。

l 条件 1：ソースに反復が 1つ存在し，ターゲットに反復が 1つまたは複数存在します
( 「1対 n」の関係 ) 。その例については，「反復の例 ( 「1対 n」の関係 ) (図による説
明 ) 」(287ページ)を参照してください。

l 条件 2：ソースとターゲットに同じ数の反復が存在します( 「n対 n」の関係 ) 。その例
については，「反復の例 ( 「n対 n」の関係 ) (図による説明 ) 」(287ページ)を参照して
ください。

注 : ソースまたはターゲットがグループのメンバである場合，グループの反復回数が

その反復回数になります。

コンポーネントの反復が「1対 n」または「n対 n」の関係で表現できない場合は，警告
メッセージが表示されます。

注意事項

パラメータ・リンクや反復を使用する場合，次の点を考慮してください。

l 前のコンポーネントの出力を入力コンポーネントパラメータの値として使用すると，その
選択が，その入力パラメータのすべてのコンポーネント反復に適用されます。

l ビジネス・プロセス・テストのソース・コンポーネントの反復によってパラメータの出力値が
複数得られる場合は，それぞれの反復実行によって提示された値が，ターゲット・コ
ンポーネント内の対応する反復の入力値として渡されます。

l ビジネス・コンポーネント，グループ，またはフローを移動すると，パラメータの参照が矛
盾する場合があります。これは，たとえば，ターゲット・コンポーネントを，先行するソー
ス・コンポーネントの前に移動した場合などに発生します。表示された警告メッセージ
を無視すると，ソース・パラメータへの矛盾するリンクが削除されます。すると，反復が
失敗するため，必要に応じて，ターゲットの［反復］ダイアログ・ボックスでリンクを元に
戻す必要があります。

l 入力と出力のコンポーネント・パラメータで反復の回数が適合しない場合は，［反
復］ダイアログ・ボックスで，カラム見出しのパラメータ名が赤色のテキストで表示され
ます。

l 反復エラーが発生すると，関連するコンポーネントを含むビジネス・プロセス・テストやフ
ローが失敗します。このエラーは，テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］タブに表
示され，フローまたはテストの検証時に報告されます。ユーザ・インタフェースの詳細に
ついては，「［テスト検証結果］ダイアログ・ボックス」(191ページ)を参照してください。

データ・リンクの例

本トピックでは，データのリンク方法を示す例について説明します。

説明する例は次のとおりです。
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l 「例：入力および出力のコンポーネント・パラメータのリンク(図による説明 ) 」(286ペー
ジ)

l 「反復の例 ( 「1対 n」の関係 ) (図による説明 ) 」(287ページ)
l 「反復の例 ( 「n対 n」の関係 ) (図による説明 ) 」(287ページ)
l 「反復の例 ( ［反復］ダイアログ・ボックスによる説明 ) 」(288ページ)

例：入力および出力のコンポーネント・パラメータのリンク(図による説明)

例 :次の3つのコンポーネントを，顧客の融資要求処理の各段階に対応させて

作成するとします。

l CreateLoan：融資要求を受取り，その要求に対して一意の loan ID を生成

します。

l SearchLoan：既存の融資を検索し，その融資が存在するかどうかを検証しま

す。

l ApproveLoan：融資要求を承認します。

この例では，ビジネス・プロセス・テストにより，要求の受取から承認までの融資処

理ワークフロー全体をテストします。出力パラメータ LoanID は，コンポーネント

CreateLoanによって作成されます。この出力パラメータには，融資の要求時に

生成された loan ID の値が格納されます。格納した値は，ビジネス・プロセス・テ
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ストの後続のコンポーネントやフロー( SearchLoan，ApproveLoanなど)の入力

パラメータとして使用できます。

反復の例( 「1 対 n」の関係) (図による説明)

例 : ソースに反復が 1つあり，ターゲット・コンポーネントに反復が 1つ以上あるこ

と( 「1対 n」の関係 ) 。
この場合は，ソース・コンポーネントの同じ出力値が，ターゲット・コンポーネントの

各反復で使用されます。

反復の例( 「n 対 n」の関係) (図による説明)

例 : ソース・コンポーネントとターゲット・コンポーネントの反復の数が同じであること

( 「n対 n」の関係 ) 。
この場合は，反復ごとに異なるソース・コンポーネントの値が，ターゲット・コンポー

ネントのそれぞれの反復で使用されます。
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コンポーネント間の関係における反復回数は，各コンポーネントまたはグループ内

の実際の反復回数または部分範囲で選択した反復回数です。

したがって，この例では，C1の3つの出力反復値を，C2の3回の反復実行

(反復 3，4，5)の入力値として使用することもできます(その範囲がC2で選択

されている場合 ) 。

部分反復範囲を選択するユーザ・インタフェースの詳細については，「［反復の選択］ダ
イアログ・ボックス」(321ページ)を参照してください。

反復の例( ［反復］ダイアログ・ボックスによる説明)

例 :次の例で，ソース・コンポーネント ( CreateLoan)とターゲット・コンポーネント

( SearchLoan)には，「n対 n」( 「3対 3」)の関係があります。SearchLoanのコ

ンポーネント入力パラメータ LoanID の反復には，CreateLoanのコンポーネント

出力パラメータ LoanID の反復が対応しています。
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これに対して，ソース・コンポーネント ( Login)とターゲット・コンポーネント

( ApproveLoan)には，「1対 n」( 「1対 3」)の関係があります。ApproveLoan コ

ンポーネントのコンポーネント入力パラメータ LoanOfficerの反復は，それぞれ

Login コンポーネントの同じコンポーネント出力パラメータ Usernameを使用しま

す。

［反復］ダイアログ・ボックスのユーザ・インタフェースの詳細については，「［反復］ページ」
(317ページ)を参照してください。

データのリンク方法
本項では，出力パラメータと入力パラメータをリンクする方法を説明します。

注 :
l このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「Business
Process Testingでデータを処理する方法」(249ページ)を参照してください。

l ユーザ・インタフェースの詳細については，「［I/Oパラメータ］ダイアログ・ボックス」

(292ページ)および「［出力パラメータの選択］ダイアログ・ボックス」(292ページ)
を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「リンクの設計」(289ページ)
l 「関連するビジネス・プロセス・テストまたはフローのパラメータを表示」(290ページ)
l 「パラメータのリンク」(290ページ)

1. リンクの設計

l テスト対象のアプリケーションによって生成されるパラメータを決定します。これらの
パラメータの出力パラメータを，コンポーネント・レベルまたはフロー・レベルで作成
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します。

l ほかのビジネス・コンポーネントまたはフローのほかのパラメータに依存する入力パ
ラメータを決定します。これらの入力パラメータを対応する出力パラメータにリンク
します。

2. 関連するビジネス・プロセス・テストまたはフローのパラメータを表示

テスト計画モジュールで，関連するビジネス・プロセス・テストまたはフローの［テスト ス

クリプト］タブをクリックします。

［I/Oパラメータ］カラムを確認します。このカラムには，各コンポーネントまたはフロー
に定義されている入力および出力パラメータの合計数が表示されます。たとえば，
SearchLoan コンポーネントには入力パラメータが 3つあります。合計 ( ［3 in( 3つの

入力 ) ］)はリンクです。

出力パラメータにリンクする入力パラメータを持つコンポーネントまたはフローの［I/O
パラメータ］カラムのリンク(つまりターゲットのリンク)をクリックします。［I/Oパラメータ］
ダイアログ・ボックスが開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［I/Oパラ
メータ］ダイアログ・ボックス」(292ページ)を参照してください。

このダイアログ・ボックスの下部表示枠で，すでに出力パラメータにリンクされている
入力パラメータを確認できます。

3. パラメータのリンク

コンポーネントまたはフローの，リンクする入力パラメータごとに，次の手順を実行しま
す。

l ［リンク I/O］カラムのチェックボックスを選択します。［出力パラメータの選択］ダイア
ログ・ボックスが開きます。［出力パラメータの選択］ダイアログ・ボックスに，ビジネ
ス・プロセス・テストで現在のターゲット・コンポーネントまたはフローの前にある各
ソース・ビジネス・コンポーネントについて，その出力パラメータが表示されます。
ユーザ・インタフェースの詳細については，「［出力パラメータの選択］ダイアログ・
ボックス」(292ページ)を参照してください。

l 入力パラメータにリンクする出力パラメータを選択して，［OK］をクリックします。

注 :出力パラメータと入力パラメータの反復回数が一致しない場合，パラ

メータ名が赤で表示されます。反復回数が一致しているとみなされるの

は，出力パラメータの反復回数が入力パラメータの反復回数と等しい

か，出力パラメータの反復回数が(入力パラメータの反復回数にかかわら

ず) 1であるときです。

［OK］をクリックして，［I/Oパラメータ］ダイアログ・ボックスを閉じます。

パラメータのリンクのユーザ・インタフェース
本項の内容
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• ［I/Oパラメータ］ダイアログ・ボックス 292
• ［出力パラメータの選択］ダイアログ・ボックス 292
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［I/Oパラメータ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，コンポーネント，フロー，テストの各レベルで定義されている
パラメータを表示し，ターゲットの入力パラメータとソースの出力パラメータをリンクできま
す。

アクセス方法 コンポーネントまたはフローを含む［テスト スクリプト］タブで，［I/Oパラ
メータ］カラムのリンクをクリックします。

重要な情報 ダイアログ・ボックスのタイトルは，どのエンティティ(コンポーネントまた
はフロー)に対してダイアログ・ボックスを開いたかによって異なりま
す。

関連タスク 「データのリンク方法」(289ページ)

参照情報 「パラメータ・リンクの概要 」(284ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

説明 パラメータの説明。

入力パラメータ コンポーネントまたはフローに定義されているターゲットの入力パ
ラメータ。

［リンク I/O］チェック

ボックス
ターゲットの入力パラメータとソースの出力パラメータをリンクする
ためのチェックボックス。

リンク先 ソースの出力パラメータにリンクされているターゲットの入力パラ
メータ。

名前 パラメータの名前。

出力パラメータ コンポーネントまたはフローに定義されているソースの出力パラ
メータ。

［出力パラメータの選択］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，ターゲットの入力パラメータにリンクするソースの出力パラ
メータを選択できます。

アクセス方法 ［I/Oパラメータ］ダイアログ・ボックスで，［リンク I/O］カラムのチェック
ボックスをクリックします。
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重要な情報 l 選択する出力パラメータの行をクリックし，［OK］をクリックします。

l テスト階層で現在のコンポーネントまたはフローの前にあるコンポー
ネントまたはフローの出力パラメータが表示されます。

関連タスク 「データのリンク方法」(289ページ)

参照情報 「パラメータ・リンクの概要 」(284ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

コンポーネント名 ソースの出力パラメータが定義されているコンポーネントまたはフ
ローの名前。

説明 パラメータの説明。

名前 パラメータの名前。
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パラメータの昇格の概要
コンポーネント・パラメータは，コンポーネントをフローまたはテストに追加するのと同時にフ
ロー・レベルまたはテスト・レベルに昇格させることができます。同様に，フロー・パラメータ
は，フローをテストに追加するのと同時にテスト・レベルに昇格させることができます。

ヒント : Business Process Testingでは，標準設定の動作を指定することより，

コンポーネント・パラメータまたフロー・パラメータの追加時に次のレベルにパラメータ

を自動昇格することが可能です。詳細については，『HP Application Lifecycle
Management管理者ガイド』を参照してください。

また，昇格したパラメータのステータスも表示できます。

例 :パラメータの昇格

3つのコンポーネント ( CreateLoan，VerifyLoan，ApproveLoan)は，LoanID とい

うパラメータを使用して，顧客の融資要求を処理しています。 loan ID はフロー・

パラメータとして格納されており，フロー内の3つのコンポーネントからアクセスでき

ます。

ただし，ビジネス・プロセスでは， loan ID にアクセスするためにビジネス・プロセス・テ

ストのほかのフロー( CancelLoansなど)が必要です。
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ほかのフローからも LoanID にアクセスできるようにするために，各フローに対して

LoanID パラメータをフロー・レベルに昇格させ，LoanID フロー出力パラメータを

LoanID(同名 ) などのテスト・レベル・パラメータにリンクさせます。LoanID テスト・

レベル・パラメータは，ビジネス・プロセス・テストのすべてのコンポーネントとフローか

らアクセスできます。

タスクの詳細については，「パラメータを昇格する方法」(297ページ)を参照してください。

パラメータを昇格する方法
このタスクでは，昇格によってフロー・レベルまたはテスト・レベルのパラメータを作成する方
法について説明します。

注 :

l このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「データ処理

の紹介 (パラメータ) 」(241ページ)を参照してください。

l パラメータを昇格させる別の方法については，次のヒントを参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」(297ページ)
l 「フローまたはタスクの選択」(297ページ)
l 「コンポーネントまたはフローの選択と次のレベルへのパラメータの昇格」(297ページ)
l 「結果」(298ページ)

1. 前提条件

フローやビジネス・プロセス・テストに追加するコンポーネントまたはフローにパラメータ
が定義されていることを確認します。

2. フローまたはタスクの選択

テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］タブで，コンポーネント，フローを追加する
フローまたはビジネス・プロセス・テストを選択します。これは，コンポーネントやフロー
から昇格されたパラメータに基づいて新規コンポーネントが作成されるフローまたはテ
ストです。

3. コンポーネントまたはフローの選択と次のレベルへのパラメータの昇格

a. ［テスト スクリプト］タブで，［コンポーネントの選択］ボタンをクリックします。［コン
ポーネントの選択］/［フローの選択］表示枠が開きます。ユーザ・インタフェースの
詳細については，「［コンポーネントの選択］/［フローの選択］表示枠」(188ペー
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ジ)を参照してください。

b. フローやテストに追加するコンポーネントまたはフローを選択し，昇格するパラメー
タを含めます。

c. 表示枠のツールバーの［簡易追加］ボタンをクリックし，昇格オプションのいずれか
を選択します。

d. 選択した昇格オプションによっては，［パラメータの昇格］ダイアログ・ボックスが開
くことがあります。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［パラメータの昇格］
ダイアログ・ボックス」(300ページ)を参照してください。

前回使用したのと同じパラメータの昇格方法で，コンポーネントまたはフローを
追加するには，次のいずれかを実行します。

o コンポーネントまたはフローをダブルクリックします。

o コンポーネントまたはフローをスクリプト表示枠までドラッグします。

o オプションを選択せずにツールバーの［簡易追加］ボタンをクリックします。

o ［簡易追加］ボタンの下向き矢印をクリックし，［簡易追加］を選択します。

ヒント : フロー出力パラメータを特定のコンポーネント出力パラメータから昇

格させる場合，フロー出力パラメータは，コンポーネント・パラメータおよび

フロー・パラメータの命名規則を満たすように自動的に名前が付けられま

す。必要であれば，ニーズに合うようにフロー出力パラメータの名前を変

更できます。

4. 結果

テスト・パラメータとフロー・パラメータのリストと，そのパラメータが元々どのように定義
されていたかは，［パラメータ昇格ステータス］ダイアログ・ボックスを使用して確認で
きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［テスト パラメータ昇格ステータ
ス］/［フローパラメータ昇格ステータス］ダイアログ・ボックス」(301ページ)を参照してく
ださい。

ヒント : ［カスタマイズ］で自動昇格が有効になっている場合，ビジネス・コンポーネ

ントまたはフロー・パラメータの作成時に，パラメータをすべて上位レベルに自動昇

格させることができます。

1. ビジネス・コンポーネント・モジュールまたはテスト計画モジュールで，コンポーネン

トまたはフローを選択します。

2. 次に，［パラメータ］タブを選択して［新規パラメータ］をクリックします。

3. ［新規パラメータ］ダイアログ・ボックスが開いたら，［テスト レベルに自動的に昇

格］チェックボックスを選択してから保存します。
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パラメータの昇格のユーザ・インタフェース
本項の内容

• ［パラメータの昇格］ダイアログ・ボックス 300
• ［テスト パラメータ昇格ステータス］/［フローパラメータ昇格ステータス］ダイアログ・ボックス 301
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［パラメータの昇格］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，パラメータを次のレベルに昇格させることができます。

このダイアログ・ボックスの内容は，コンポーネントやフローによって異なります。

アクセス方法 テスト計画モジュールで，［コンポーネントの選択］ボタンをクリックし
て，［テスト スクリプト］タブの右側にコンポーネント表示枠やフロー表
示枠を表示します。次に，パラメータを含むコンポーネントまたはフ

ローをツリー内で選択し，［簡易追加］ をクリックして，［昇格オプ
ションを設定しながら追加］を選択します。

重要な情報 l このダイアログ・ボックスでは，コンポーネント・パラメータをフロー・レ
ベルまたはテスト・レベルに，フロー・パラメータをテスト・レベルに昇
格できます。

l コンポーネントまたはフローをスクリプト表示枠に追加するときの前
回のメニュー・オプションが［昇格オプションを設定しながら追加］
だった場合は，［パラメータの昇格］ダイアログ・ボックスが開きま
す。

l ［パラメータの昇格］ダイアログ・ボックスの内容と表示テキストは，
コンポーネントをフローまたはテストに追加するのか，フローをテスト
に追加するのかで異なります。

l ［キャンセル］をクリックするか，ESCキーを押すと，ダイアログ・ボック
スは閉じますが，パラメータを昇格させずに，コンポーネントやフ
ローが追加されます。

関連タスク 「パラメータを昇格する方法」(297ページ)

参照情報 「パラメータの昇格の概要」(296ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

<新規インジ
ケータ・カラム>

昇格時にパラメータが作成中の場合は［新規］がこのカラムに表示
されます。

<すべての
チェック・ボック
スを選択>

コンポーネントをテストまたはフローに，あるいはフローをテストに追加
するときに，昇格に関連する一覧表示されたパラメータを選択また
はクリアします。
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UI要素 説明

<チェック・ボッ
クスを選択>

コンポーネントをテストまたはフローに，あるいはフローをテストに追加
するときに，昇格に関連するパラメータを選択またはクリアします。

キャンセル ダイアログ・ボックスを閉じます。ただし，コンポーネントやフローの追
加処理は，パラメータを昇格せずに引き続き行われます。

コンポーネント・

パラメータ名
コンポーネントまたはフローのパラメータを表示します。

パラメータ・ソー

ス
パラメータのソース(パラメータが元々定義されていたコンポーネントま
たはフロー)を表示します。

パラメータ・タイ

プ
パラメータのタイプ( ［入力］または［出力］)を表示します。

テスト /フロー・

パラメータ名
現在のビジネス・プロセス・テストまたはフローで，昇格されるパラメー
タに付けられている名前を表示します。パラメータが昇格された場
合，サフィックスがパラメータに追加されて，ソース・コンポーネントが
示されます。

常に既存のテ

スト・パラメータ

にリンクさせる

テストまたはフローに同じ名前のパラメータがすでに存在する場合
は，このUI 要素によって，ALMが昇格時に既存のテスト・パラメー
タを使用するか，追加のテスト・パラメータを作成するかが決まりま
す。

オンにすると，パラメータが複数のコンポーネントから昇格されている
可能性があるため，［テスト /フローパラメータ名］のサフィックスは削除
されます。

標準設定値：オフ

［テスト パラメータ昇格ステータス］/［フローパラメータ昇格ス
テータス］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，パラメータを表示し，そのパラメータがどのようにしてビジネ
ス・プロセス・テストまたはフローで利用可能になったか(定義または昇格 )を確認できま
す。

アクセス方法 テスト計画モジュールのテスト計画ツリーでビジネス・プロセス・テスト
またはフローを選択し，［テスト スクリプト］タブをクリックします。［テス

ト パラメータの昇格ステータスの表示］ をクリックします。
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重要な情報 タイトル・バー，ダイアログ・ボックスの構造とフィールドは，テスト計画
モジュールのフローまたはビジネス・プロセス・テストで選択したオブジェ
クトに応じて異なります。

関連タスク 「パラメータを昇格する方法」(297ページ)

参照情報 「パラメータの昇格の概要」(296ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

［出力パラメー

タ］タブ

フローに対して定義された出力パラメータを表示します。

利用場所：［フローパラメータ昇格ステータス］ダイアログ・ボックス

［入力パラメー

タ］タブ
フローまたはビジネス・プロセス・テストのいずれかに対して定義された
入力パラメータを表示します。

テスト /フロー・

パラメータ名
ビジネス・プロセス・テストまたはフローに対して定義されたパラメータ
の名前。

コンポーネント

出力パラメータ

名

ビジネス・コンポーネントで定義された，対応する出力パラメータの
名前。

フロー・パラメータがビジネス・コンポーネントから昇格されたのではなく
手作業で作成された場合，この値は［N/A］(該当なし)と表示され
ます。

利用場所：［フローパラメータ昇格ステータス］ダイアログ・ボックスの
［出力パラメータ］タブ

コンポーネント

名

出力パラメータが昇格された元のコンポーネントの名前。

フロー・パラメータがビジネス・コンポーネントから昇格されたのではなく
手作業で作成された場合，この値は［N/A］(該当なし)と表示され
ます。

利用場所：［フローパラメータ昇格ステータス］ダイアログ・ボックスの
［出力パラメータ］タブ
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UI要素 説明

コンポーネント

で使用

入力パラメータが昇格された元のコンポーネントまたはフローの名
前。

パラメータが昇格されたのではなく手作業で作成された場合，この
値は［N/A］(該当なし)と表示されます。

利用場所：［フローパラメータ昇格ステータス］ダイアログ・ボックスおよ
び［テスト パラメータ昇格ステータス］ダイアログ・ボックスの［入力パラ
メータ］タブ
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第17章 :反復
本章の内容

• 反復の概要 306
• 反復データのセット方法 311
• パラメータ値をインポートまたはエクスポート (保存)する方法 314
• 反復のユーザ・インタフェース 316
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反復の概要
本章では，一度の実行中に，指定した反復回数だけグループ，コンポーネント，フ
ロー，テストを実行するように設定する方法について説明します。反復のたびに，パラ
メータには異なる値を使用できます。

注 :
l コンポーネント，グループ，フローの反復の定義の詳細については，「反復デー

タのセット方法」(311ページ)を参照してください。

l ビジネス・プロセス・テストは，テスト対象のアプリケーションのさまざまなユース

ケースに対しても実行できます。テストのユースケースは，それぞれテスト設定で

表現されます。各テスト設定とその反復について，さまざまなデータ・セットを関

連付けることができます。タスクの詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

l 製品の機能紹介ムービー：Business Process Testingのパラメータの処理方

法について説明するムービーを表示するには，ALMのメイン・ウィンドウで［ヘル

プ］＞［ムービー］を選択します。

次の処理の実行回数と，実行に使用するデータを設定できます。

l テストでのビジネス・コンポーネントの実行 (コンポーネントの［反復］ダイアログ・ボックス
を使用 )

l 動的なデータ・テーブルによるテストでのビジネス・コンポーネントの実行 ( Microsoft
Excel を使用 )

l テストでのフローの実行 (フローの［反復］ダイアログ・ボックスまたは［反復］ダイアログ・
ボックスを使用 )

l テストでのグループの実行 (グループの［反復］ダイアログ・ボックスを使用 )
l テスト・インスタンスの実行 (テストの［反復］タブを使用 )
l 特定のテスト設定を使用したテスト・インスタンスの実行 ( ［テスト設定］タブ＞［デー
タ］タブを使用 )

反復回数は，指定したデータ値の数に応じて設定されます。たとえば，データが 10組
あるテストやフローは 10回実行され，コンポーネント・パラメータ値が 6組あるコンポーネ
ントは 6回実行されてから，実行内の次のコンポーネントに進みます。

例 :反復の使用法：

l 銀行アプリケーションで異なる loan ID を指定することで，テスト内のさまざまな

融資を検索するフローの反復を作成できます。

l 顧客にとって最も妥当な金利を確認するために，異なる金利のローンを準備
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するテストの反復を作成できます。

l オンラインで本を注文するコンポーネントの反復を作成できます。このコンポーネ

ントはテスト内で反復されるため，テストを実行するたびに，本の注文が複数

回実行されます。さまざまなコンポーネント反復回数に対して異なる書名を指

定することで，同じテストで異なる冊数の本が注文されます。

ビジネス・プロセス・テストまたはフローで，単一の反復または反復範囲を実行するように
も指定できます。これにより，定義されているすべての反復を実行しなくても，1つの反
復または特定の複数の反復のみを実行してチェックすることができます。静的データを
使用するコンポーネント，フロー，テストの設定の反復範囲は，［反復の選択］ダイアロ
グ・ボックスを使用して指定します。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［反復の
選択］ダイアログ・ボックス」(321ページ)を参照してください。

また，ビジネス・プロセス・テストまたはフローの同じ定義を別のシナリオに対して使用する
こともできます。さまざまなテスト実行に対して，反復をさまざまに組み合わせて実行で
きます。動的なデータを使用するテスト設定の反復範囲は，次のいずれかを使用して
指定します。

l ［データ リソース設定］ダイアログ・ボックス。ユーザ・インタフェースの詳細については，
『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

l Microsoft Excel。詳細については，『HP Application Lifecycle Managementユー
ザーズ・ガイド』を参照してください。

BPTパッケージ・アプリ・キットを使用して，反復が含まれるテストやフローを変更検出
モードで実行すると，選択した範囲の初回の反復のみが実行されます。変更検出の
詳細については，「変更の検出と解決」(347ページ)を参照してください。
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例 :

Login，CreateLoan，Logoutの3つのビジネス・コンポーネントで構成される銀

行アプリケーション用の次のビジネス・プロセス・テストについて検討します。

前の図から，次の点をまとめます。

l ビジネス・プロセス・テストは，全体で 3回繰り返されます。

l テスト・パラメータ BankURL，Username，Passwordは，テストの反復ごとに

異なる値を使用できます。

l CreateLoan コンポーネントは，3回のテストの反復ごとに 2回繰り返されま

す。つまり，CreateLoan コンポーネントは合計 6回反復されます。

l 入力パラメータ CustomerName，CustomerPhone，CustomerAddress，
Amountは，CreateLoan コンポーネントの反復ごとに異なる値が使用されま

す。合計 6個の入力パラメータの提示が可能です。

l CreateLoan コンポーネントは，反復のたびに LoanID パラメータの出力値を提

供します(合計 6個の出力値が提供されます) 。

また，「グループの反復の概要」(309ページ)も参照してください。
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グループの反復の概要

場合によっては，複数のビジネス・コンポーネントをまとめて，グループとして反復すると便
利なことがあります。

［テスト スクリプト］タブのコンポーネント・グループは，そのグループのメンバ・コンポーネント
の上に表示されるグループ・ノードで識別されます。グループ・ノードには，グループ・アイ

コン が含まれ，グループの反復回数が表示されます。グループ・ノードを展開するとそ
のメンバ・コンポーネントが表示され，折りたたむと非表示になります。

l 反復回数は，そのグループに定義されている値セットの合計数を示します。

l 反復範囲は，テストの実行時に使用するように現在設定されている反復のサブセッ
トを示します。

l グループに所属するコンポーネントの反復回数を，そのグループの反復と異なる回数
にすることはできません。

4つのビジネス・コンポーネント ( C1，C2，C3，C4)を含むビジネス・プロセス・テストについ
て考えます。このテストでは，コンポーネントを次のように反復することが必要です。

l コンポーネント C1 - 2回反復

l コンポーネント C2 - 3回反復

l コンポーネント C3 - 3回反復

l コンポーネント C4 - 1回反復

本トピックでは，次のシナリオを対象とする反復について説明します。

l 「グループ化しない場合」(309ページ)
l 「グループ化する場合」(310ページ)

グループ化しない場合

グループ化しないビジネス・プロセス・テストでは，それぞれのビジネス・コンポーネントが，
C1 とその反復，C2 とその反復，C3 とその反復，そして C4 という順序で実行されま
す。
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これを図で示すと次のようになります。

グループ化する場合

グループ化を使用すると，コンポーネント C2の反復をすべて実行してからコンポーネント
C3のすべての反復を実行するのではなく，この2つのコンポーネントをグループにまとめ
て，ビジネス・プロセス・テストを実行できます。

l C1の初回の反復

l C1の2回目の反復

l C2の初回の反復

l C3の初回の反復

l C2の2回目の反復

l C3の2回目の反復

l C2の3回目の反復

l C3の3回目の反復

l C4
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これを図で示すと次のようになります。

反復データのセット方法
このタスクでは，反復を作成してそれに対応するデータ値を定義する方法について説明
します。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「Business
Process Testingでデータを処理する方法」(249ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件と考慮事項」(312ページ)
l 「反復コンポーネント，フロー，グループ」(312ページ)
l 「反復フローの実行インスタンス」(313ページ)
l 「反復テストの設定」(313ページ)
l 「インポートしたデータに基づく反復 -オプション」(313ページ)
l 「結果」(313ページ)
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l 前提条件と考慮事項

次のガイドラインを念頭に置いて，反復を正しく動作させるようにしてください。

l アプリケーションの後提条件と次の反復の前提条件との一致。ビジネス・コンポー
ネントで反復を正しく実行するには，後提条件 (コンポーネントの最後のステップを
実行した後のアプリケーションの状態 )と，前提条件 (コンポーネントの最初のステッ
プを実行する前のアプリケーションの状態 )が一致していることが必須です。

l 出力パラメータと入力パラメータのリンク。ビジネス・プロセス・テストまたはフローに反
復があると，出力パラメータ値が複数になる場合があります。その場合は，反復ご
とにその出力値を，対応するターゲット・コンポーネントまたはフローに入力値として
渡します。これを，パラメータのリンクと呼びます。この概念の詳細については，「パ
ラメータ・リンクの概要 」(284ページ)を参照してください。

l グループ内のコンポーネントまたはフローに入力パラメータがある場合，各コンポーネ
ントの反復回数は同じであることが必要です。ALMは，グループ化の際，グループ
の反復範囲が，最初のコンポーネントの反復範囲に設定されるように要求しま
す。たとえば，グループの最初のコンポーネントが反復 2～ 3を実行するように設
定されている場合，グループ全体で反復 2～ 3を実行するように設定されます。

l グループの反復を成功させるには，グループ内の最後の項目でのアプリケーションの
状態が，グループの最初の項目の前のアプリケーション状態に一致する必要があ
ります。たとえば，グループ内の最初のコンポーネントの前提が，アプリケーションの
［ログイン］ダイアログ・ボックスが開いている状態である場合，グループの最後のコ
ンポーネントが終了した時点で，［ログイン］ダイアログ・ボックスが開いた状態に
なっていなければ，次の反復を開始できません。

l グループの移動や，グループ内のメンバの移動によって，パラメータ参照が矛盾す
ることがあります。たとえば，あるグループを，そのグループ内のパラメータが必要とす
る入力コンポーネント・パラメータを提供するコンポーネントの前に移動するような場
合です。表示された警告メッセージを無視すると，ソース・パラメータへの矛盾する
リンクが削除されます。ソース・パラメータの値は空になります。このような場合は，
グループの［反復］ダイアログ・ボックスで，パラメータの値を提示するか，リンクを復
元することができます。

l 反復コンポーネント，フロー，グループ

［反復］ページを使用して，反復ごとにコンポーネント，グループ，フローで使用するパ
ラメータ値を設定します。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［反復］ページ」
(317ページ)を参照してください。

ヒント :また，動的なデータ・セットを使用しているときに，スプレッドシートで直接

作業する方がよければ，Microsoft Excel を使用できます。詳細については，

『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してくださ

い。
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各入力パラメータの値を反復ごとに設定します。ユーザ・インタフェースの詳細につい
ては，「［値の設定］ダイアログ・ボックス」(266ページ)を参照してください。

コンポーネント，グループ，フローで特定の反復範囲を実行する場合は，［反復の選

択］ボタンをクリックし，［反復の選択］ダイアログ・ボックスで目的の反復を選択しま
す。選択した範囲内に含まれない反復の見出しは，灰色で表示されます。ユーザ・
インタフェースの詳細については，「［反復の選択］ダイアログ・ボックス」(321ページ)を
参照してください。

注 : コンポーネント，グループ，フローの入力パラメータが別のビジネス・コンポー

ネントまたはフローの出力パラメータを参照している場合，反復回数が異なる

と実行時にエラーが発生する可能性があります。［反復］ダイアログ・ボックスで

パラメータ名が赤で表示された場合，反復範囲が一致していません。

l 反復フローの実行インスタンス

テスト・ラボ・モジュールの［テスト反復］タブを使用して，フロー・インスタンスが各反復
で使用するパラメータの値を設定します。ユーザ・インタフェースの詳細については，
「［反復］ページ」(317ページ)および『HP Application Lifecycle Managementユー
ザーズ・ガイド』の［テスト反復］タブについての詳細を参照してください。

l 反復テストの設定

テスト計画モジュールの［テスト設定］タブ，［データ］タブを使用して，テスト設定が各
反復で使用するパラメータの値を設定します。ユーザ・インタフェースの詳細について
は，「［反復］ページ」(317ページ)を参照してください。

注 :動的データにアクセスするテスト設定の反復は，外部データ・リソース・テー

ブル内のデータの行数に従って設定され，［反復］ページでは定義されませ

ん。

l インポートしたデータに基づく反復 - オプション

コンポーネント・パラメータやフロー・パラメータの値のリストを反復用に定義する作業
は，外部ファイルから値をインポートすることで簡単になります。タスクの詳細について
は，「パラメータ値をインポートまたはエクスポート (保存 )する方法」(314ページ)を参
照してください。

l 結果

コンポーネントまたはフローを実行すると，定義されている反復のみが実行されます。

実行の対象として選択されていない反復は無効化されます。
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パラメータ値をインポートまたはエクスポート (保存)
する方法
このタスクでは，コンポーネント・パラメータまたはフロー・パラメータの値のリストに基づいて
反復を作成する方法と，ほかのビジネス・コンポーネントまたはフローで使用するなどの
目的で，既存のパラメータ値のセットを外部ファイルに保存する方法について説明しま
す。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「反復データ

のセット方法」(311ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「外部ファイルからのデータのインポート」(314ページ)
l 「外部ファイルへのデータのエクスポート (保存 ) 」(315ページ)

外部ファイルからのデータのインポート

コンポーネントまたはフローの反復のパラメータ値は .csvファイルからインポートできます。

ファイルをインポートすると，ファイル内のすべてのレコードが，ビジネス・プロセス・テストまた
はフローの反復になります。

注 : .csvファイルからインポートするパラメータ値は，インポートの前にファイルが最

後に保存されたときに定義されていた値です。値を変更する操作がALMで行

われた場合でも，それに伴って .csvファイルの値が動的に変更されることはありま

せん。逆に， .csvファイルに変更を加えた場合でも，ALMのパラメータ値が動的

に変更されることはありません。

1. インポート用の外部ファイルの準備

パラメータ値のインポートと保存は， .csv(コンマ区切り値 )ファイルで行われます。こ
れは，各行が 1 レコードで，レコード内のデータ値がコンマで区切られたファイル形
式です。

.csvファイルはテキスト・エディタで手動で作成できます。また，Microsoft Excel など
のプログラムでスプレッドシート・ファイルを .csvファイルとして保存したり，ビジネス・プ
ロセス・テストやフローに定義済みの一連のパラメータを .csvとして保存することもで
きます。

ヒント : コンポーネントの［反復］またはフローの［反復］ダイアログ・ボックスで数

行を入力し，［エクスポート］オプションを使用して，初期の .csvファイルを適

切なフォーマットで作成します。実際のデータを入力するために，テキスト・エ
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ディタやスプレッドシート・プログラムで .csvファイルを編集し，保存します。

.csvファイルをインポートする前に，そのファイルが次の例で説明する適切な書式で
設定されていることを確認してください。

例

銀行アプリケーションの顧客リストの典型的な .csvファイルの書式を次に示します。

l 最初の行 Version 1.0は，タイトル行として予約されています。ここには，任意の
テキストを含めることができます。

l 2番目の行 ( "CustomerName","CustomerPhone","CustomerAddress")に
は，カラム見出しが含まれます。

l その後の行には，ビジネス・プロセス・テストまたはフローの反復で使用するパラ
メータ値が含まれます。

2. インポートの開始

テスト計画ツリーで，目的のビジネス・コンポーネントまたはフローを含むビジネス・プロ
セス・テストを選択し，［テスト スクリプト］タブで，その［反復］ダイアログ・ボックスを開
きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［反復］ページ」(317ページ)を参
照してください。

ヒント :ビジネス・コンポーネントに，少なくとも 1つの入力パラメータがあること

を確認してください。

［インポート］ をクリックします。ファイルを［開く］ダイアログ・ボックスが開きます。

必要なデータを含む .csvファイルを選択して，［開く］をクリックします。［インポートし
たデータのマップ］ダイアログ・ボックスが開きます。

3. データのマップ

［インポートしたデータのマップ］ダイアログ・ボックスで，コンポーネントを展開して，マッ
プする関連パラメータを選択します。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［イ
ンポートしたデータのマップ］ダイアログ・ボックス」(322ページ)を参照してください。

マッピング後， .csvファイルの値がインポートされ，［反復］ダイアログ・ボックスに表示
されます。

ヒント : ［反復］ダイアログ・ボックスに，値が定義済みの反復が 1つ以上ある

場合，その値はインポートされた値で上書きされます。［反復］ダイアログ・

ボックスに，インポートされるファイルのレコード数よりも多い反復が定義され

ている場合は，ダイアログ・ボックスの反復の余剰分が削除されます。

外部ファイルへのデータのエクスポート (保存)
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反復用に定義したパラメータ値を .csvファイルに保存 (エクスポート )できます。そして，
保存したデータをインポートすることで，同じ値を別のコンポーネントまたはフローの反復
に適用できます。

ヒント :また，パラメータを保存する処理は，表計算ソフトで編集可能な .csvファ
イルを作成し，コンポーネントやフローに再度インポートする場合にも役立ちま

す。

1. テスト計画ツリーで，目的のビジネス・コンポーネントまたはフローを含むビジネス・プロ
セス・テストを選択し，［テスト スクリプト］タブで，その［反復］ダイアログ・ボックスを開
きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［反復］ページ」(317ページ)を参
照してください。

2. 反復する値を保存するには，［エクスポート］ボタンをクリックします。CSV(カンマ区
切り)ファイルの保存ダイアログ・ボックスが開きます。

わかりやすい名前を［ファイル名］ボックスに入力し，［保存］をクリックします。コンポー
ネント・パラメータまたはフロー・パラメータの値が .csvファイルに保存されます。 .csv
ファイルはカンマ区切りのテーブル形式で保存されます。

テーブル内の各カラムは，1つのパラメータの値リストを表します。テーブルの最初の
行はタイトル行です。2番目の行には，パラメータ名 (カラム見出し)が含まれます。
それ以降の各行のカラムは，ビジネス・プロセス・テストまたはフローの1回の反復で
の，表示されたパラメータの値を表します。

反復のユーザ・インタフェース
本項の内容

• ［反復］ページ 317
• ［反復の選択］ダイアログ・ボックス 321
• ［インポートしたデータのマップ］ダイアログ・ボックス 322
• ［フロー/テスト パラメータの作成］ダイアログ・ボックス 323
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［反復］ページ

これらのページでは，コンポーネント，グループ，フロー，テスト設定，テスト実行インスタン
ス用のパラメータ値を設定できます。

アクセス方法 次のいずれかを行います。

l コンポーネント，グループ，フローの反復：テスト計画モジュールの［テ
スト スクリプト］タブで，［反復］カラムの［反復］をクリックします。

l フローの反復：テスト・ラボ・モジュールの［実行グリッド］タブで，［反
復］カラムの［反復］または［未定義］をクリックします。

ヒント :標準設定では，［反復］カラムは［実行グリッド］タブ

に表示されていません。カラムの表示方法の詳細について

は，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・

ガイド』を参照してください。

l 静的データにアクセスするテスト設定を反復するには，次の手順を

実行します。テスト計画モジュールの［テスト設定］タブで，［デー

タ］タブをクリックします。

l 動的データにアクセスするテスト設定の反復：Microsoft Excel で
データ・テーブルに行を追加します。詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照し
てください。

l テスト・インスタンスの反復：テスト・ラボ・モジュールの［テスト インス
タンスの詳細］—実行設定ビューで，テストの［反復］タブをクリック
します。

重要な情報 l ［反復］ページは，コンテキストに応じて，ページを開いたエンティ
ティに基づいて，さまざまな形式で表示されます。表示されるペー
ジのタイトル・バーもさまざまです。

l ［反復］ダイアログ・ボックスでは，テスト計画モジュールのグルー
プ，フロー，コンポーネントに関するエンティティの展開や折りたたみ
を行うことができます。

l 動的データにアクセスするテスト設定の反復は，外部データ・リ
ソース・テーブル内のデータの行数に従って設定され，［反復］
ページでは定義されません。

関連タスク l 「反復データのセット方法」(311ページ)
l 『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』
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参照情報 l 「反復の概要」(306ページ)
l 「グループの反復の概要」(309ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

複数反復ビュー/単一反復ビュー：次のビューを切り替えることがで
きます。

l 1つのダイアログ・ボックスにすべての反復を表示するビュー。

l ダイアログ・ボックスに一度に 1つずつ反復を表示するビュー。

利用場所：テスト計画モジュールの［反復］ダイアログ・ボックス

前の反復 /次の反復：次または前の反復をダイアログ・ボックスに
表示します。

利用場所：テスト計画モジュールの［反復］ダイアログ・ボックス

反復：現在フォーカスがある反復をダイアログ・ボックスに表示しま
す。別の反復を選択してフォーカスを設定できます。

利用できない場所：テスト計画モジュールの［反復］ダイアログ・
ボックス

反復の追加：エンティティ(コンポーネント，グループ，テスト，フ
ロー)の反復を追加します。

次のオプションは，［反復］ページを開いたコンテキストに応じて利
用できます。これらのオプションが利用できない場合，反復は，パ
ラメータ値を設定することなく，標準設定で追加されます。

l 新規反復の追加：パラメータ値を設定せずに，新規反復を追
加します。

l 反復のコピー：選択した反復のパラメータ値をコピーして，新規
反復を追加します。

l 標準設定値で反復を作成：新規反復を追加し，パラメータ値
を標準設定値に設定します。

無効になる条件：反復を追加するコンポーネントまたはフローがグ
ループ内にある場合。
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UI要素 説明

反復の削除：エンティティ(コンポーネント，グループ，テスト，フ
ロー)の選択した反復を削除します。

無効になる条件：反復を追加するコンポーネントまたはフローがグ
ループ内にある場合。

反復の選択：［反復の選択］ダイアログ・ボックスを開いて，テスト
の実行中に実行する反復を選択します。反復を 1つ，すべて，
または範囲で指定できます。

無効になる条件：

l 反復を選択するコンポーネントやフローがグループ内にある場
合

l 反復が 1つしかない場合

検索：パラメータ値，パラメータ，コンポーネントを検索できます。

検索および置換機能の詳細については，『HP Application
Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

利用場所：［反復］ダイアログ・ボックス

インポート：.csv(コンマ区切り値 )ファイルから［反復］ページにデー
タ値をインポートできます。反復は .csv ファイルの各行として作成
されます。テストまたはフローは，それぞれの反復で指定された
データを使用して実行されます。

ヒント :データ値をインポートすると， .csv ファイルと反復値と

の間の接続はなくなります(つまり， .csv ファイルのデータを

変更しても［反復］ページには反映されません) 。外部ファ

イルでデータを動的に維持し，［反復］ページでデータが自

動的に更新されるようにするには，テスト設定を作成しま

す。タスクの詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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UI要素 説明

エクスポート：［反復］ページで指定した反復データ値から .csv(コ
ンマ区切り値 )ファイルにデータ値をエクスポートできます。

例 :
l 手動でテストを行う際に使用するデータのエクスポート，

フォーマット，印刷を行います。

l データをエクスポートし，任意のエディタで変更してから，

データを［反復］ページにインポートします。

反復を元に戻す：静的データ用に選択したテスト設定に基づい
て，テスト・インスタンスの反復パラメータ値をリセットします。テス
ト・インスタンスのパラメータ値は，［テスト設定］タブ＞［データ］タ
ブで入力された値にリセットされます。

利用場所：静的な設定に対応したテスト計画モジュールの［テス
ト設定］タブ＞［データ］タブ

フロー/テスト・パラメータの作成：［フロー/テスト パラメータの作成］ダ
イアログ・ボックスを開いて，ビジネス・コンポーネント入力パラメータ
またはフロー入力パラメータから，フロー・パラメータまたはテスト・パ
ラメータを生成できます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［フロー/テスト パラメー
タの作成］ダイアログ・ボックス」(323ページ)を参照してください。

すべて展開 すべてのノードを展開します。

利用場所：＜右クリック・メニュー＞ ( ［反復］ダイアログ・ボックス)

折りたたみ 選択したエンティティのノードを折りたたみます。

利用場所：＜右クリック・メニュー＞ ( ［反復］ダイアログ・ボックス)

<値のカラム> 表示されている反復の各パラメータの値を表示します。

利用場所：単一反復ビュー，テストの［反復］タブ，［テスト設定］
タブ，［反復］ダイアログ・ボックス
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UI要素 説明

<値> インスタンスの実行時の入力パラメータの値。

この値は，グリッドに直接入力するか，［値の設定］ページ(該当
するセルの矢印をクリックしてアクセス)で入力できます。

パラメータの標準設定値を指定するタスクの詳細については，
「［値の設定］ダイアログ・ボックス」(266ページ)を参照してくださ
い。

値を指定しなかった場合は，そのパラメータの標準設定値が使
用されます。標準設定値が指定されない場合，値は表示され
ず，エンティティは正しく実行されない可能性があります。

値は，文字列として保存され比較されますが，さまざまな値タイ
プで指定できます。

テストまたはフローのパラメータ(ビジネス・プロセス・テストまたはフ
ローから値を取得するパラメータ)は，波括弧 { }で囲んで表示さ
れます。これはALMに対して，パラメータを固定値ではなくパラ
メータとして扱うよう指示します。

［説明］領域 パラメータとその元のソース・エンティティ(ビジネス・コンポーネント，
テスト，フロー)の説明。

［パラメータ説
明］領域

パラメータの説明は，そのパラメータが作成されたモジュール(ビジ
ネス・コンポーネント・モジュールまたはテスト計画モジュール)で最
初に入力されるか，自動コンポーネントの場合はUFTで入力さ
れます。

［反復番号］カラ
ム/行

各反復の各パラメータの現在の値を表示します。

利用場所：複数反復ビューおよびテストの［反復］タブ

［パラメータ］カラ
ム

パラメータの名前。エンティティ(ビジネス・コンポーネント，グルー
プ，テスト，またはフロー)ごとにまとめられています。

利用場所：［反復］ダイアログ・ボックス

［反復の選択］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，ビジネス・プロセス・テストまたはフローで実行する反復の範
囲を指定できます。
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アクセス方法 次のいずれかを行います。

l ビジネス・コンポーネントおよびフローの場合：任意の［反復］ダイア

ログ・ボックスのツールバーの［反復の選択］ をクリックします。

l 静的データにアクセスする設定を使用するビジネス・プロセス・テス
トの場合：

a. テスト計画モジュールで，ビジネス・プロセス・テストを選択しま
す。

b. ［テスト］タブをクリックします。

c. ウィンドウの下部近くの［データ］タブをクリックします。

d. ［データ］タブのツールバーの［反復の選択］ をクリックしま
す。

重要な情報 ［データ リソース設定］ダイアログ・ボックスを使用して，反復範囲を
選択するには，次の手順を実行します。ユーザ・インタフェースの詳
細については，『HP Application Lifecycle Managementユーザー
ズ・ガイド』を参照してください。

関連タスク 「反復データのセット方法」(311ページ)

参照情報 「反復の概要」(306ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で
囲んで表記してあります) 。

UI要素 説明

すべての反復を実行 すべての反復を実行します。

実行範囲を指定 ＜開始
番号＞～＜終了番号＞

＜開始番号＞に指定された反復から＜終了番号＞

に指定された反復まで，反復範囲を実行します。

ヒント :特定の反復のみを実行するには，両方

のボックスに同じ反復番号を入力します。

［インポートしたデータのマップ］ダイアログ・ボックス

［インポートしたデータのマップ］ダイアログ・ボックスでは，コンポーネントまたはフローの各
パラメータを，インポートする .csvファイルのカラム見出しに関連付ける，またはマップする
ことができます。
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アクセス方法
反復ページから［インポート］ をクリックして，［開く］ダイアログ・ボッ
クスを開きます。必要なデータを含む .csvファイルを，［開く］をクリック
して開きます。

重要な情報 選択した見出しに対応するカラムの値が，そのコンポーネントまたは
フロー・パラメータで使用される反復値になります。

関連タスク 「パラメータ値をインポートまたはエクスポート (保存 )する方法」(314
ページ)

参照情報 「反復データのセット方法」(311ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

パラメータ Business Process Testing内で定義されているパラメータの名前
が表示されます。

インポートした

パラメータに

マップ先となる外部ファイルのパラメータの名前が表示されます。

注 : ［インポートしたデータのマップ］ダイアログ・ボックスが開い

たときに，カラム見出しが同じ場合は， .csvファイルのカラム

見出しが，対応するパラメータに自動的にマップされます。同

じカラム見出しが存在しない場合は，そのパラメータに対して

［<なし>］が表示されます。

値の暗号化 値を暗号化します。

［フロー/テスト パラメータの作成］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，フロー・パラメータとテスト・パラメータの作成，命名，生成
を行うための条件を定義できます。

アクセス方法 テスト計画モジュールの［テスト スクリプト］タブで，目的のビジネス・コ
ンポーネントまたはフローを含むビジネス・プロセス・テストを選択する
か，目的のビジネス・コンポーネントを含むフローを選択します。コン
ポーネントまたはフローの［反復］リンクをクリックします(この入力パラ
メータを，テスト入力パラメータを生成するベースとして使用しま
す) 。［反復］ページで，［フロー/テスト パラメータの作成］ボタンをク
リックします。
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重要な情報 l ビジネス・コンポーネントまたはフローの反復を定義しているときに，
コンポーネント・パラメータまたはフロー・パラメータの値として使用
するテスト・パラメータを生成できます。

l ビジネス・コンポーネントの反復を定義しているときには，コンポー
ネント・パラメータの値として使用するフロー・パラメータも生成でき
ます。

l グループの［反復］ダイアログ・ボックスで，コンポーネント・グループ
内のコンポーネントの入力パラメータに基づいて，フロー/テスト・パ
ラメータを自動的に生成することもできます。グループの［反復］ダ
イアログ・ボックスでフロー入力パラメータを生成する処理は，コン
ポーネントの［反復］ダイアログ・ボックスで生成する場合と同じよ
うに行います。

l ビジネス・コンポーネントまたはフローには，パラメータが 1つ以上
定義済みであることが必要です。

l フロー/テスト入力パラメータは，コンポーネントまたはフローの既存
の入力パラメータに基づいて生成できます。コンポーネントまたはフ
ローを実行すると，そのパラメータは，対応するテスト・パラメータま
たはフロー・パラメータに割り当てられた値を取得します。

関連タスク 「反復データのセット方法」(311ページ)

参照情報 「反復の概要」(306ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

フロー/テスト・

パラメータの作

成条件

l 各反復に同じフロー/テスト・パラメータを使用：フローまたはテストの
パラメータ値は反復から反復の間にクリアされるため，同じパラ
メータ名がすべての反復で使用されます。ただし，値は，反復か
ら次の反復に渡されません。

l 各反復に異なるフロー/テスト・パラメータを使用：反復ごとに新しい
フロー・パラメータまたはテスト・パラメータを自動的に作成します。
パラメータ値は，各反復実行とともに保存されます。

パラメータ名 フロー/テスト・パラメータ名の前にコンポーネント名を含める：オンにする
と，生成されるフロー/テスト・パラメータ名の前に，コンポーネントまた
はフローの名前が接頭辞として追加されます。

例 :選択した条件に基づいて生成されるパラメータ名の例が

表示されます。
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UI要素 説明

次のセルにフ

ロー/テスト・パ

ラメータを作成

l 空のセルのみ：値が含まれていないセルに対してのみフロー/テス
ト・パラメータを作成します(標準設定 ) 。

l 空のセルと標準設定値のセル：値が含まれていないすべてのセル
と，コンポーネントまたはフロー・パラメータで定義された標準設定
値が含まれているすべてのセルに対してフロー/テスト・パラメータを
作成します。

l すべてのセル：コンポーネントの［反復］，グループの［反復］，フロー
の［反復］ダイアログ・ボックスのすべてのセルにフロー/テスト・パラ
メータを作成します。

作成 指定した条件に基づいてフロー・パラメータまたはテスト・パラメータを
作成し，必要に応じて反復を追加します。
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テストとフローの実行の概要
ビジネス・プロセス・テストとフローを次のモジュールで実行し，実行結果を確認します。

l テスト計画モジュール：通常，テストを設計する場合です。

l テスト・ラボ・モジュール：完全なビジネス・プロセス・テストやフローの実行を準備する
場合，またはそれを大きなテスト・セットの一部として実行する場合です。テスト・ラ
ボ・モジュールからは，テスト実行の結果を表示できます。これらの結果には，各ビジ
ネス・コンポーネント内のステップ，各コンポーネント・パラメータの反復ごとの実際の
値，個々のステップの結果が含まれています。

ビジネス・プロセス・テストとフローには，手動および自動のコンポーネントを入れることがで
きます。

l 手動実行：手動テストの準備ができたら(またはテストの自動化部分の準備ができる
前に) ，ビジネス・プロセス・テストまたはフローを手動で実行できます。タスクの詳細に
ついては，「ビジネス・プロセス・テストとフローを手動で実行する方法」(330ページ)を
参照してください。

l 自動実行：自動コンポーネント ( UFTによって自動化されたファセットなど)は，同じビ
ジネス・プロセス・テストで使用できます。これらのコンポーネントを実行するには，該当
するアプリケーションを起動します。タスクの詳細については，「自動ビジネス・プロセス・
テストとフローを実行する方法」(332ページ)を参照してください。

ヒント :

ビジネス・コンポーネントを自動化すると，テストをデバッグ・モードで実行することに

よって，ビジネス・コンポーネントまたはフローにおけるコンポーネントの組み合わせと

順序が原因で発生する問題を検査できます。また，特定のビジネス・コンポーネ

ントをUFTまたは別のテスト・ツールで個別に実行することによって，そのコンポー

ネントの構文またはロジック・エラーを検査することもできます。タスクの詳細につい

ては，「自動コンポーネントを含むテストとフローをデバッグする方法」(233ページ)
を参照してください。

ビジネス・プロセス・テストとフローを手動で実行する
方法
このタスクでは，1つ以上の手動コンポーネントを含むビジネス・プロセス・テストとフローを
実行する方法について説明します。

このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「Business Process
Testingの使用」(31ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。
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1. 「ビジネス・プロセス・テストとフローへの反復の追加 -オプション」(331ページ)
2. 「手動テストの実行にマニュアル・ランナーまたはSprinterを使用」(331ページ)
3. 「テスト結果の表示と分析」(331ページ)

1. ビジネス・プロセス・テストとフローへの反復の追加 - オプション

テスト・ラボ・モジュールでは，ビジネス・プロセス・テストの実行回数 (反復 )と，処理
するデータを指定できます。テストの反復に関するタスクの詳細については，「反復
データのセット方法」(311ページ)を参照してください。

ヒント :パラメータ値は，テスト計画モジュールの［テスト設定］タブを使用して

指定することもできます。

2. 手動テストの実行にマニュアル・ランナーまたは Sprinter を使用

Sprinterまたはマニュアル・ランナーを使用してテストとフローを実行します。

テストを手動で実行する一般的なタスクの詳細については，『HP Application
Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

Business Process Testingのマニュアル・ランナーのユーザ・インタフェースの詳細に
ついては，「Business Process Testingのマニュアル・ランナー・ウィザード」(339ペー
ジ)を参照してください。

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザは，変更検出モードでテストとフローを実行し
て，テストやフローが作成されてから，または最後に変更されてからパッケージ化さ
れたアプリケーションに変更が加えられたかどうかを確認できます。変更検出モード
でテストやフローが実行される場合，複数の反復が定義されていても，任意のコン
ポーネント，フロー，またはテストの選択した範囲の初回の反復のみが実行されま
す。変更検出の詳細については，「変更検出モードでのテストの実行方法」(350
ページ)を参照してください。

3. テスト結果の表示と分析

最新のテスト実行の結果は，テスト・ラボ・モジュールの［実行グリッド］の下部にある
［最終実行レポート］タブに表示できます。この表示枠には，テスト内のすべてのビ
ジネス・コンポーネントの各ステップが一覧表示されます。

［最終実行レポート］タブのユーザ・インタフェースの詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

注 :テストやフローが終了したときに［最終実行レポート］に表示されるパラ

メータには，動的日付の値ではなく実行時に使用された日付が表示されま

す。動的日付は，それが示す実際の日付に変換されます。
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ヒント : Business Process Testing フレームワーク・テスト実行メトリックスのグ

ラフを作成する方法のサンプルについては，HP ソフトウェアのセルフ・ソルブ技

術情報の記事 KM01998159を参照してください。

自動ビジネス・プロセス・テストとフローを実行する方
法
このタスクでは，自動ビジネス・プロセス・テストとフローを実行する方法について説明しま
す。

このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「Business Process
Testingの使用」(31ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」(332ページ)
l 「テストとフローのデバッグ -オプション」(333ページ)
l 「ビジネス・プロセス・テストとフローへの反復の追加 -オプション」(333ページ)
l 「 テストとフローを変更検出モードで実行するかどうかの決定」(333ページ)
l 「オートマティック・ランナーを使用したテストの実行」(334ページ)
l 「検出した変更の解決」(335ページ)
l 「実行結果の表示」(335ページ)

1. 前提条件

l テスト・セット内のテストを実行する前に，そのテストに対して定義されている任意
のテスト・パラメータの値を指定できます。値を指定しない場合に有効な標準設
定値が指定されていなければ，テストの実行が失敗する可能性があります。

l 自動テストをホスト・コンピュータ上で実行するには，その前に，ホスト上の関連テ
スト・ツールが，ALMによるテスト実行に対応していることを確認します。

例 :

ALMで特定のUFT クライアントへのアクセスを可能にするため，ホスト・コ

ンピュータ上で UFT を開き，［ツール］＞［オプション］＞［GUIテスト］＞［テス

ト実行］を選択して，［他のHP製品でテストおよびコンポーネントを実行可

能にする］が選択されていることを確認します。

l テスト結果は，標準設定ではALMに保存されます。ALMから自動テストを実
行する場合，大きいテスト結果を保存しないように設定できます。それには
UPLOAD_RESULTS_AFTER_TEST_RUNサイト・パラメータを指定します。詳
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細については，『HP Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照
してください。

l リモート・ホストで標準設定のテスト・セットを実行する場合，ALMはテスティン
グ・ホストと直接通信して，テストを開始します。通信を可能にするために開く必
要があるポートや，調整が必要なその他のセキュリティ設定については，テスト・
ツールのドキュメントを参照してください。

l UFT コンポーネントを ALMから実行するには，ALMのアクセス許可が必要で
す。詳細については，『HP Application Lifecycle Management管理者ガイド』
を参照してください。

l UFT ビジネス・プロセス・テストを ALMから実行する場合，UFT コンピュータ上の
UFT Remote Agentの設定がテストの実行に影響することがあります。UFT
Remote Agentの詳細については，『HP Unified Functional Testingユーザー
ズ・ガイド』を参照してください。

l UFTのビジネス・プロセス・テストをリモートで実行するための準備として，まずリ
モート・マシン上で ALMクライアントを共通モードで登録する必要があります。詳
細については，『HP Application Lifecycle Managementインストールおよびアッ
プグレード・ガイド』を参照してください。

注 : UFTのビジネス・プロセス・テストをリモート Windows 2012マシンで実

行する際に，COM+ネットワーク・アクセス機能がインストールされていない

場合は，登録後にWindows 2012 リモート・マシンを再起動する必要が

あります。

2. テストとフローのデバッグ - オプション

自動化されたテストとフローをデバッグすることで，適切な実行を保証します。デバッ
グに関するタスクの詳細については，「自動コンポーネントを含むテストとフローをデ
バッグする方法」(233ページ)を参照してください。

3. ビジネス・プロセス・テストとフローへの反復の追加 - オプション

テスト・ラボ・モジュールでは，ビジネス・プロセス・テストの実行回数 (反復 )と，処理
するデータを指定できます。テストの反復に関するタスクの詳細については，「反復
データのセット方法」(311ページ)を参照してください。

ヒント :パラメータ値は，テスト計画モジュールの［テスト設定］タブを使用して

指定することもできます。

4. テストとフローを変更検出モードで実行するかどうかの決定

BPTパッケージ・アプリ・キット を有効にしている場合，学習したフローを含む自動
テストを変更検出モードで実行できます。これにより，テスト対象のパッケージ化さ
れたアプリケーションが変更されているかどうかを確認できます。変更検出に関する
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タスクの詳細については，「変更検出モードでのテストの実行方法」(350ページ)を
参照してください。

ヒント :変更検出モードでテストやフローが実行される場合，複数の反復が

定義されていても，任意のコンポーネント，フロー，またはテストの選択した範

囲の初回の反復のみが実行されます。

5. オートマティック・ランナーを使用したテストの実行

オートマティック・ランナーを使用して，手動テストや自動テストを自分のマシンやリ
モート・ホストで自動的に実行できます。

テスト・ラボ・モジュールの［テスト セット］タブで，次のいずれかを実行します。

l 1つ以上の自動テストを含むテスト・セットを選択して，［テスト セットの実行］ボタ
ンをクリックします。

l 選択したテストを実行するには，テスト・セットを選択して［実行グリッド］タブまた
は［実行フロー］タブをクリックします。1つ以上のテストを選択し，［実行］ボタンを
クリックします。

l 手動テストだけを実行するには，テストを選択し，［実行］ボタンをクリックします。
［手動テスト実行］ダイアログ・ボックスで，［オートマティック ランナー］を選択して
［OK］をクリックします。

注 :
l 動的日付は，それが示す実際の日付に変換されます。

l 手動実装のコンポーネント要求を含む自動テストを実行すると，実行中

にコンポーネント要求は無視されます。

オートマティック・ランナーのユーザ・インタフェースの詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

LeanFTオートメーションを含むテスト

LeanFT コンポーネントを含むビジネス・プロセス・テストを実行する場合，次

のようになります。

l テストは，LeanFTマシン上で実行します。

l テストの実行が終了すると，各実行のステータスが実行グリッドに表示さ

れます。［最終実行レポート］タブに，選択したテストの詳細が表示され，

［LeanFT実行レポート］へのリンクが含まれます。テストが失敗すると，［最

終実行レポート］タブにNUnitまたは JUnitコンソール出力の情報も表示

されます。NUnitまたは JUnitコンソールからのビジネス・プロセス・テスト情
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報は，テスト実行に対する添付にあります。

l ［LeanFT実行レポート］リンクをクリックして，LeanFT HTML レポートの詳

細を表示します。［添付］タブには，LeanFT レポートを含むzip ファイルが

あり，すべての画像が含まれています。

6. 検出した変更の解決

BPTパッケージ・アプリ・キット を有効にして，変更検出モードでビジネス・プロセス・
テストまたはフローを実行した場合，実行中パッケージ化されたアプリケーションで検
出された変更を解決できます。変更を解決するタスクの詳細については，「検出し
た変更を表示し解決する方法」(352ページ)を参照してください。

7. 実行結果の表示

テスト・ラボ・モジュールでテストまたはフローを実行した後は，さまざまな形式で結果
を表示できます。

l テスト・ラボ・モジュールで結果を表示します。最新のテスト実行の結果は，テスト・
ラボ・モジュールの［実行グリッド］＞［最終実行レポート］タブに表示できます。こ
の表示枠には，テスト内のすべてのビジネス・コンポーネントのステップが表示さ
れ，該当する場合は，テスト・ツールから報告された主なイベントの結果要約も
表示されます。

［最終実行レポート］タブのユーザ・インタフェースの詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

テストやフローが終了したときに［最終実行レポート］に表示されるパラメータに
は，動的日付の値ではなく実行時に使用された日付が表示されます。

l 実行ログを表示します。自動テスト実行が完了したら，［オートマティックランナー］
ダイアログ・ボックスの［実行］＞［実行ログの表示］で自動テスト実行の詳細を
表示できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，『HP Application
Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

l UFTレポートを表示します。コンピュータにUnified Functional Testingまたは
Business Process Testing用のUnified Functional Testingアドインがインス
トールされている場合は，完全な UFT レポートを表示できます。この階層化され
たレポートには，自動化されたテスト実行での，それぞれの反復やビジネス・コン
ポーネントすべての全ステップに関する詳細が含まれています。アドインはHP
Application Lifecycle Managementの［アドイン］ページ( ［ヘルプ］＞［アドイン］)
から利用できます。

テスト・ラボ・モジュールの［実行グリッド］タブの［最終実行レポート］タブで，表示
枠の［ステータス］カラムに表示されている，各反復に関するレポートへのリンクをク
リックします。実行結果ビューアが開きます。

実行結果ビューアでのテスト結果の表示および分析の詳細については，『HP
Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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ヒント : Business Process Testing フレームワーク・テスト実行メトリックスのグ

ラフを作成する方法のサンプルについては，HP ソフトウェアのセルフ・ソルブ技

術情報の記事 KM01998159を参照してください。

［実行の進捗状況］表示枠の階層
［実行の進捗状況］表示枠の階層により，個々の各コンポーネント・ステップを正しいテ
スト順に手動で実行できます。

たとえば，Component1( C1) ，Component2( C2) ，Component3( C3) ，
Component4( C4)という 4つのビジネス・コンポーネントが含まれるビジネス・プロセス・テ
ストがあるとします。このテストでは，コンポーネント C2および C3をグループにまとめ，コン
ポーネントとグループを次のように実行し，反復する必要があります。

l C1の初回の反復に続けて，C1の2回目の反復

l 次に，C2および C3から構成されるグループの反復

l 次に，そのグループの2回目の反復

l 次に，そのグループの3回目の反復に続けて，コンポーネント C4
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これを図で示すと次のようになります。

さらに，テスト全体は 2回繰り返されます。
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このテストは，マニュアル・ランナーで次のように表示されます。

図を見やすくするため，ツリー内のコンポーネントは展開されていません(その個々のス
テップは表示されていません) 。

テストとフロー実行のユーザ・インタフェース
本項の内容

• Business Process Testingのマニュアル・ランナー・ウィザード 339
• ［テストのプロパティ］ダイアログ・ボックス 344
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Business Process Testingのマニュアル・ランナー・ウィザード

このウィザードでは，ビジネス・プロセス・テストとフローを手動で実行できます。手動およ
び自動のビジネス・プロセス・テストとフローは，手動で実行できます。

アクセス方法 テスト・ラボ・モジュールの［テスト セット］タブで，ビジネス・プロセス・テ
ストを含むテスト・セットを選択して［実行グリッド］タブまたは［実行フ

ロー］タブをクリックします。1つ以上のビジネス・プロセス・テストを選
択し，［テスト］＞［マニュアルランナーで実行］を選択します。

関連タスク 「ビジネス・プロセス・テストとフローを手動で実行する方法」(330ペー
ジ)

ウィザード・マッ

プ

ウィザードの構成は次のとおりです。

「マニュアル・ランナー：Business Process Testingの［実行の詳細］
ページ」(339ページ) > 「マニュアル・ランナー：Business Process
Testingの［ステップの詳細］ページ」(340ページ)

参照情報 「テストとフローの実行の概要」(330ページ)

『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』

マニュアル・ランナー：Business Process Testingの［実行の詳細］ペー
ジ

このウィザード・ページでは，実行の詳細を確認してビジネス・プロセス・テストとフローを
手動で実行できます。

重要な情報 l このウィザードの全般情報については，次を参照してください。
「Business Process Testingのマニュアル・ランナー・ウィザード」
(339ページ)

l このウィザードの次のページに進むには， をクリックしま
す。

l Business Process Testingの［実行の詳細］ページは，ほかの
ALMテスト・タイプの［実行の詳細］ページとは異なります。本項
では，特にビジネス・プロセス・テストとフローを実行する場合に重
要な要素について説明します。ほかのテスト・タイプに対応する
［実行の詳細］ページのユーザ・インタフェースの詳細については，
『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を
参照してください。
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ウィザード・マッ

プ

「Business Process Testingのマニュアル・ランナー・ウィザード」(339
ページ)には次が含まれます。

「マニュアル・ランナー：Business Process Testingの［実行の詳細］
ページ」(339ページ) >「マニュアル・ランナー：Business Process
Testingの［ステップの詳細］ページ」(340ページ)

参照情報 「テストとフローの実行の概要」(330ページ)

次に，Business Process Testing固有のユーザ・インタフェース要素を説明します。

UI要素 説明

オペレーティン

グ・システム情

報

［オペレーティングシステム情報］ダイアログ・ボックスが開きます。次
を編集できます。

l オペレーティング・システム：テスト・ステップを実行するマシンのオペ
レーティング・システムです。標準設定では，ALMクライアント・マシ
ンのオペレーティング・システムが表示されます。

l OSサービス・パック：オペレーティング・システムのサービス・パックで
す。

l OSビルド番号：オペレーティング・システムのビルド番号です。

［テストの詳

細］表示枠

テスト計画モジュールで定義されているビジネス・プロセス・テストまた
はフローの説明が表示されます。

マニュアル・ランナー：Business Process Testingの［ステップの詳細］
ページ

このウィザード・ページでは，実行中に次の操作を行えます。

l コンポーネント・ステップごとに，成功または失敗のステータスを設定する

l コンポーネント・ステップの名前を，実行結果ビューでの表示用に変更する

ビジネス・プロセス・テストまたはフローの実行が終了したら，変更内容を反映してコン
ポーネント・ステップを保存できます。

注 : この変更が影響を及ぼすのは実行結果ビューであり，ビジネス・コンポーネン

ト・モジュールの実際のステップ定義には影響しません。

アクセス方法
マニュアル・ランナーの［実行の詳細］ページで， をクリック
します。
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重要な情報 l このウィザードの全般情報については，次を参照してください。
「Business Process Testingのマニュアル・ランナー・ウィザード」
(339ページ)

l Business Process Testingの［ステップの詳細］ページは，ほかの
ALMテスト・タイプの［ステップの詳細］ページとは異なります。本
項では，特にビジネス・プロセス・テストとフローを実行する場合に
重要な要素について説明します。ほかのテスト・タイプに対応する
［実行の詳細］ページのユーザ・インタフェースの詳細については，
『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を
参照してください。

ウィザード・マッ

プ

「Business Process Testingのマニュアル・ランナー・ウィザード」(339
ページ)には次が含まれます。

「マニュアル・ランナー：Business Process Testingの［実行の詳細］
ページ」(339ページ) >「マニュアル・ランナー：Business Process
Testingの［ステップの詳細］ページ」(340ページ)

参照情報 「テストとフローの実行の概要」(330ページ)

次に，Business Process Testing固有のユーザ・インタフェース要素を説明します(ラベ
ルなしの要素は，山カッコで囲みます) 。

UI要素 説明

前のステップ：前のステップにジャンプします。

次のステップ：次のステップにジャンプします。

前にクリックしたリンクに戻る：前にクリックしたパラメータ・リンクがあるス
テップにジャンプして戻ります。
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UI要素 説明

<グリッド・フィー

ルド>
テスト・ステップの詳細を表示または変更します。グリッドには，ビジネ
ス・プロセス・テストまたはフローに含まれる各テストまたはフローの反
復，ビジネス・コンポーネント，コンポーネントの反復の階層ツリーが
表示されます。

利用可能なフィールドの詳細については，『HP Application
Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

グリッド・フィールドの1つに［ステータス］があります。ビジネス・プロセ
ス・テストまたはフローを手動で実行する場合，ステータスをもう 1つ
利用できます。

l 無視：ビジネス・コンポーネントまたはビジネス・フローが，定義され
ている実行条件を満たさないため無視されました。

このビジネス・コンポーネントまたはビジネス・フローに関係するあら
ゆるステップのステータスが，自動的に［No Run］に設定されま
す。ステップは，［次へ］をクリックするとスキップされます。

注 : このステータスは選択できません。手動実行中に

Business Process Testingによって設定されます。

説明 選択したテスト，フロー，コンポーネント，またはステップの説明テキス
トが表示されます。これは，元々はビジネス・コンポーネント・モジュー
ルまたはテスト計画モジュールで入力されたテキストです。

期待 選択したコンポーネントを実行した場合の期待される結果を示しま
す。これは，元々はビジネス・コンポーネント・モジュールで，コンポー
ネントの［ステップ］タブに入力されたテキストです。

［説明］および［期待］ボックスのテキストでは，入力パラメータと出力
パラメータが山括弧に囲まれて示されます。

入力パラメータ：入力パラメータは 1組の山括弧で囲まれます。パ
ラメータに値が割り当て済みの場合は，たとえばAgentNameパラ
メータの場合であれば <Bob Smith>のように，値が山括弧に囲ま
れます。パラメータに値が割り当てられていない場合は，たとえば <>
のように，空の山括弧が表示されます。

出力パラメータ：出力パラメータ名は，たとえば <<<Order_
Number>>>のように，3組の山括弧に囲まれます。

実際 テストまたはフローでステップを実行した場合の実際の結果を示しま
す。
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UI要素 説明

パラメータ領域 この領域の用途： 

l 実行ツリー内で選択したコンポーネントを手動で実行するときに
使用する入力パラメータ値が表示されます。

l アプリケーションが出力する値を入力し，その値を後でテストまた
はフローの実行で使用できます。

l 値を入力して，各種パラメータ値が実行中のアプリケーションに
与える影響をテストできます。

［パラメータ］タブの入力パラメータに標準設定値を定義できます。
標準設定値は，実行中にほかの値が指定されない場合に使用さ
れます。詳細については，「パラメータの作成方法」(252ページ)を参
照してください。

出力パラメータは，ビジネス・コンポーネント・モジュールのコンポーネン
トの［パラメータ］タブで作成済みであることが必要です。さらに，その
出力パラメータは，コンポーネントの［反復］ダイアログ・ボックスで入
力パラメータにリンク済みであることも必要です。詳細については，
「パラメータの作成方法」(252ページ)を参照してください。

入力パラメータ 名前：［実行の進捗状況］表示枠のツリーで選択したコンポーネン
トに定義されている入力パラメータの名前。詳細については，「異な
る値で実行するように反復を定義する方法」を参照してください。

値：選択したコンポーネントに定義されている入力パラメータ値が表
示されます。

ソース：パラメータ値を提供するコンポーネントまたは反復にジャンプ
できます。［前にクリックしたリンクに戻る］ボタンをクリックすると，リンク
があったステップにジャンプして戻ることができます。

注 :標準設定値として定義されている入力パラメータには，

関連リンクがありません。
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UI要素 説明

出力パラメータ 名前：［実行の進捗状況］表示枠のツリーで選択したコンポーネン
トに定義されている出力パラメータの名前。詳細については，「異な
る値で実行するように反復を定義する方法」を参照してください。

値：テスト対象のアプリケーションのステップで提供する値を入力でき
ます。その値は，後続のステップの入力値として使用できます。

ソース：先行するステップの出力パラメータから得られた入力パラメー
タは，［入力パラメータ］セクションの［ソース］セルにリンクとして表示さ
れます。

リンクの名前は，ソース・コンポーネントの名前および関連するパラ
メータの名前 (たとえば，[Component1] Order_Number)を示します。

出力パラメータの値を取得するには，リンクをクリックして，値を提供
するステップにジャンプします。［前にクリックしたリンクに戻る］ボタンを
クリックすると，リンクがあったステップにジャンプして戻ることができま
す。

［テストのプロパティ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，テストの詳細を表示できます。

アクセス方法 マニュアル・ランナーの［実行の詳細］ページで，［詳細］をクリック
します。

重要な情報 l このページのフィールドの多くは，読み取り専用です。

l ビジネス・プロセス・テストまたはフローの設計者にテストのプロパ
ティを電子メールで送信できます。

関連タスク 「ビジネス・プロセス・テストとフローを手動で実行する方法」(330
ページ)

参照情報 l 「テストとフローの実行の概要」(330ページ)
l 「Business Process Testingのマニュアル・ランナー・ウィザー
ド」(339ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI要素 説明

［詳細］タブ ビジネス・プロセス・テストまたはフローのフィールドが一覧表示されま
す。

l Business Process Testing フィールドの詳細については，
「Business Process Testingのテスト計画モジュールのフィール
ド」(169ページ)を参照してください。

l これ以外に，テスト・タイプでよく使用されるフィールドについては，
『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を
参照してください。

［添付］タブ ビジネス・プロセス・テストまたはフローの添付ファイルを開いて表示で
きます。

［テスト実行の

詳細］タブ

ビジネス・プロセス・テストまたはフローの実行の詳細が表示されま
す。

利用条件：実行の詳細がある場合。

［ユーザ定義

フィールド］タブ

ユーザ定義フィールドを表示します。

利用条件：ユーザ定義フィールドがある場合。

［説明］タブ ビジネス・プロセス・テストまたはフローの目的の説明，またはほかの
説明テキストが表示されます。

［コメント］タブ ビジネス・プロセス・テストまたはフロー・インスタンスの追加コメントが
表示されます。
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第19章 :変更の検出と解決

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

本章の内容

• 変更の検出と解決の概要 348
• 変更検出モードでのテストの実行方法 350
• 検出した変更を表示し解決する方法 352
• 変更の検出と解決のユーザ・インタフェース 353
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変更の検出と解決の概要

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

本章では，パッケージ化されたアプリケーション内の変更の中で，フローおよびビジネス・
プロセス・テストの修正が必要となるものをどのように検出し，その修正を自動的に行う
ようにBPTパッケージ・アプリ・キットを設定する方法について説明します。

変更検出と解決を利用すると，コンポーネントの保守が簡素化されるので，自動テスト
を行うために必要な作業量も少なくなります。

注 :
l プロジェクトに対して BPTパッケージ・アプリ・キットを使用できない場合，この

機能は利用できません。BPTパッケージ・アプリ・キット へのアクセスは，HP
Application Lifecycle Management( ALM)のプロジェクト管理者がプロジェク

トのカスタマイズを使用して実現する必要があります。管理者は， をクリッ

クしてから，［カスタマイズ］＞［ビジネスプロセステスト］を選択し，［BPTパッ

ケージ・アプリ・キットを有効化］チェックボックスを選択することで，BPTパッケー

ジ・アプリ・キットを ALMで有効にすることができます。詳細については，『HP
Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してください。

l この機能を使用するには，Unified Functional Testing とそのSAP プラグイン

がインストールされている必要があります。

変更検出の概要

BPTパッケージ・アプリ・キットを使用すると，パッケージ化されたアプリケーション上でビジ
ネス・プロセス・テストとフローを変更検出モードで実行できます。これにより，ビジネス・プ
ロセス・テストやフローが作成されて以降，パッケージ化されたアプリケーションがどのよう
に変更されたか(ユーザ・インタフェースのコントロールについて，追加，削除，変更のい
ずれが行われたかなど)を特定できます。

注 :変更検出モードで実行できるのは，学習プロセスを使用して作成されたビジ

ネス・コンポーネントのみです。

変更解決の概要

テストまたはフローの実行が終了したら，その変更の詳細を変更検出レポートで確認で
きます。このレポートには，テストまたはフローを最新状態に保つために，それに加える必
要がある修正内容が示されます。
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BPTパッケージ・アプリ・キットによって検出された各変更はUnified Functional Testing
で解決できます。詳細については，『Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』
で，変更検出モードを使用した変更の検出と解決に関する項を参照してください。

サポートされる変更と解決のリストについては，『Unified Functional Testingユーザー
ズ・ガイド』を参照してください。

テストまたはフローを変更検出モードで実行しているときにコンポーネントへの変更を検
出すると，Business Process Testingは，その変更を含むコンポーネントに似たコンポー
ネントが，同じプロジェクト内のほかのテストまたはフロー内にないかどうかを確認します。
コンポーネントは，少なくともそれらが同じ学習済み画面を表していれば，類似している
とみなされます。類似するコンポーネントが見つかると，そのコンポーネントを使用している
テストおよびフローに警告が送信されます。この警告は，そのコンポーネントが含まれるテ
ストとフローについて，変更検出を実行するように勧めます。

類似するコンポーネントは，再利用できます。変更が検出されたコンポーネントが再利
用コンポーネントの場合，または変更が検出されたステップが再利用コンポーネント内に
ある場合は，変更の解決をどこに適用するかを決定する必要があります。元のコンポー
ネントに解決を適用するように選択した場合は，そのコンポーネントを使用するすべての
テストとフローに影響します。そうではなく，コンポーネントのコピーに対して解決を適用
し，そのコピーをフロー内で使用するように(再利用コンポーネントを使用しないように)
選択することもできます。

例 :

新しい顧客の連絡先情報の入力画面をテストするとします。この画面には，

［名前］，［住所］，［電話番号］というフィールドがあります。これらのフィールドに

入力された情報が顧客データベースに正しく追加されることを検証するテストが

作成されています。ここで，［電子メールアドレス］フィールドを画面に追加すると

します。テストを標準モードで実行した場合，テストはパスしても，テストの必要な

追加フィールドがあることに気づかない可能性があります。しかし，変更検出モー

ドでテストを実行すると，画面にフィールドが追加されたことがBPTパッケージ・ア

プリ・キットから通知され，その新フィールドに対応するコンポーネントにステップを

追加するよう提案がなされます。こうして，追加フィールドの検証が含まれている

更新バージョンのビジネス・プロセス・テストやフローを実行できます。

同じように，画面からフィールドが削除された場合は，フィールドが削除されたこと

がBPTパッケージ・アプリ・キットから通知されます(そのフィールドに対応するコン

ポーネント内にステップがない場合でも通知されます) 。変更検出レポートは，変

更された画面に合わせてコンポーネントを更新するよう提案します。
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変更検出モードでのテストの実行方法

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

このタスクは，パッケージ化されたアプリケーションのビジネス・プロセス・テストとフローを変
更検出モードで実行することで，そのアプリケーションに加えられた変更を検出する方法
について説明します。

個々のフロー，ビジネス・プロセス・テスト，またはテスト・セットに対する変更を検出できま
す。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「自動ビジネ

ス・プロセス・テストとフローを実行する方法」(332ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」(350ページ)
l 「フローまたはビジネス・プロセス・テストを指定する」(351ページ)
l 「実行を開始する」(351ページ)
l 「フローまたはビジネス・プロセス・テストを実行する」(351ページ)
l 「結果」(351ページ)

1. 前提条件

l BPTパッケージ・アプリ・キットが有効になっていることを確認します。BPTパッケー
ジ・アプリ・キット へのアクセスは，ALMのプロジェクト管理者がプロジェクトのカスタ

マイズを使用して実現する必要があります。管理者は， をクリックしてから，
［カスタマイズ］＞［ビジネスプロセステスト］を選択し，［BPTパッケージ・アプリ・キッ

トを有効化］チェックボックスを選択することで，BPTパッケージ・アプリ・キットを
ALMで有効にすることができます。詳細については，『HP Application Lifecycle
Management管理者ガイド』を参照してください。

l クライアント・マシンに，Unified Functional Testing とそのSAP アドインおよび
ALMプラグインがインストールされていることを確認します。

l 変更検出モードで変更を検出するユーザは，タスクの実行権限と，テストおよび
ビジネス・コンポーネントの変更権限を持つユーザ・グループに属している必要が
あります。ユーザ・グループのアクセス許可の設定の詳細については，『HP
Application Lifecycle Management管理者ガイド』のを参照してください。

l UFTで，［ツール］＞［オプション］を選択し，［実行］ノードをクリックします。［実行］
表示枠で［他のHP製品でテストおよびコンポーネントを実行可能にする］チェック
ボックスが選択されていることを確認します。

l パッケージ化されたアプリケーションを処理するようにUFT を設定する手順，BPT
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パッケージ・アプリ・キットのセットアップ，ユーザ・アクセス許可の設定の詳細につい
ては，『HP Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してくださ
い。

注 : BPTパッケージ・アプリ・キットを使用するときは，ALMのインスタンスを 1
つのみ開いて作業することをお勧めします。 ALMの複数のインスタンスを複

数のブラウザやタブで開かないでください。

2. フローまたはビジネス・プロセス・テストを指定する

変更を検出するには，関連するテスト・セットをテスト・ラボ・モジュールのツリーから
選択します。

3. 実行を開始する

テスト・ラボ・モジュールの［実行グリッド］タブで，［実行］をクリックします。

［オートマティックランナー］ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. フローまたはビジネス・プロセス・テストを実行する

［オートマティックランナー］ダイアログ・ボックスで，［変更の検出］チェックボックスと，
実行するフローまたはビジネス・プロセス・テストを選択してから，［実行］をクリックしま
す。

フロー内のコンポーネントでフローの学習プロセスを使用せずに作成されたものは，
変更検出モードで実行できません。

フローの学習に関するタスクの詳細については，「フローとビジネス・プロセス・テストの
学習方法」(195ページ)を参照してください。

［オートマティックランナー］ダイアログ・ボックスのユーザ・インタフェースの詳細と，テス
トの自動実行に関するタスクの詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

5. 結果

l 類似するコンポーネントが見つかると，そのコンポーネントを使用しているテストおよ
びフローに警告が送信されます。

l 変更検出レポートが作成されます。変更検出レポートの画面は，テスト・ラボ・
モジュールから開くことができます。

このレポートの使用方法に関するタスクの詳細については，「検出した変更を表
示し解決する方法」(352ページ)を参照してください。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「変更検出レポートの画面」(355ペー
ジ)を参照してください。
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検出した変更を表示し解決する方法

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

このタスクでは，ALMで変更検出レポートの画面を使用して，アプリケーション内で検出
された変更を表示し解決する方法について説明します。

このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「自動ビジネス・プロセ
ス・テストとフローを実行する方法」(332ページ)を参照してください。

変更の検出と解決の詳細については，『HP Unified Functional Testingユーザーズ・
ガイド』を参照してください。

注 : ALMは，SAP Fiori アプリケーションの学習済みテストの実行はサポートして

いません。BPTパッケージ・アプリ・キット SAP Fiori は，テクニカル・プレビュー段階

です。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」(352ページ)
l 「変更検出レポートの画面を開く」(352ページ)
l 「変更されたコンポーネントとステップを更新する」(352ページ)
l 「変更内容を保存する」(353ページ)

1. 前提条件

l 変更を解決するユーザは，テストの変更およびコンポーネントの変更タスクのため
のアクセス許可を持つユーザ・グループに属していることが必要です。ユーザ・グ
ループのアクセス許可の設定の詳細については，『HP Application Lifecycle
Management管理者ガイド』を参照してください。

l 同じマシンにUnified Functional Testingバージョン 12.50以降がインストールさ
れていることを確認します。

2. 変更検出レポートの画面を開く

アクセスの詳細については，「変更検出レポートの画面」(355ページ)を参照してくだ
さい。

3. 変更されたコンポーネントとステップを更新する

変更を表示する要素を変更ツリーで選択します。

変更検出レポートに，いくつかの項目が表示されます。

l テストまたはフローの実行結果 (コンポーネントごと，およびテストのステップごと)
l アプリケーションの変更 (コンポーネントごと)
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l アプリケーションのさまざまなバージョンのスクリーンショット

レポートを使用して，コンポーネントとステップを自動的に更新できます。

a. コンポーネント・ツリーで，変更を解決するコンポーネントを選択します。

変更の解決が必要なコンポーネントは，コンポーネント・ツリーの［変更］カラムに
感嘆符アイコンが表示されます。

ヒント :変更が必要なコンポーネントのみを表示するには，［変更］カラム

で下矢印をクリックし，［変更を開く］ラジオ・ボタンを選択します。

b. 右の表示枠で，必要な変更の詳細を確認します。

c. 提示された変更を受け入れる場合は，表示枠の右下隅にある［変更の適用］
ボタンをクリックします。変更が提示どおりに適用されます。

それに加えて，選択したコンポーネントのレポート行が更新され，変更を解決し
たことが示されます。

アプリケーションの変更が原因で，コンポーネント内のステップの更新が必要な場
合は，変更検出レポートも更新されます。

d. 右の表示枠で，更新が必要なステップのチェックボックスを選択します。

e. 表示枠の右下隅にある［ステップの更新］をクリックします。コンポーネント内のス
テップが，バックグラウンドで自動的に更新されます。

注 : コンポーネントの変更を現在のテストのみに適用する場合は，［更新

の変更は現在のテストのみに影響します］チェックボックスを選択する必要

があります。更新の変更は現在のテストのみに影響します。このオプショ

ンを選択しない場合，コンポーネントへの変更は，そのコンポーネントが含

まれるすべてのテストに適用されます。

4. 変更内容を保存する

必要なコンポーネントをすべて更新したら，変更検出レポートの右下隅にある［保
存］をクリックします。

注 :ビジネス・コンポーネントへの変更を保存したら，そのコンポーネントについ

てレポートは読み取り専用になります。

変更の検出と解決のユーザ・インタフェース

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け
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本項の内容

• 変更検出レポートの画面 355
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変更検出レポートの画面

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

この画面では，変更検出モードで実行されたビジネス・プロセス・テストまたはフローの結
果を表示し，検出された変更を解決できます。

アクセス方法 テスト・ラボ・モジュールから： 

1. テスト・セット・ツリーで，変更検出レポートの画面を開くテストが
含まれているテスト・セットを選択します。

2. ［実行グリッド］タブをクリックします。

3. ［実行グリッド］タブで，変更検出レポートの画面を開くテストを
選択します。

注 :前回の実行が変更検出モードで行われたビジネス・

プロセス・テストまたはフローは，［変更の検出］カラムに

［Y］が表示されます。変更検出モードで実行されたビジ

ネス・プロセス・テストおよびフローで，その変更が未解決

のものは，ビジネス・プロセス・テスト・アイコンまたはフロー・

アイコンの右下隅にデルタ記号 が表示されます。ビジネ

ス・プロセス・テストまたはフローは，解決されていない変

更のあるフローまたはコンポーネントを含む場合に，未解

決の変更として示されます。変更が解決されたビジネ

ス・プロセス・テストおよびフローでは，テスト計画モジュー

ルおよびテスト・ラボ・モジュールに表示されるアイコンから

デルタ記号が消去されます。ビジネス・プロセス・テストま

たはフローのステータスが変化するのは，そのすべてのフ

ローまたはコンポーネントの変更が解決された場合のみ

です。

4. ［最終実行結果］タブの［ステータス］カラムで，ビジネス・プロセ
ス・テストのリンクをクリックします。

関連タスク l 「変更検出モードでのテストの実行方法」(350ページ)
l 「検出した変更を表示し解決する方法」(352ページ)

参照情報 l 「変更の検出と解決の概要」(348ページ)
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注意事項

次に，変更を解決するときの注意事項を何点か示します。

l ビジネス・プロセス・テストまたはフローを変更検出モードで実行した場合でも，変更
が検出されなければ，［更新の変更］は使用できません。変更検出レポートの画面
は，テスト・ラボ・モジュールのみから表示できます。

l テストまたはフローの変更が，1つのテスト・セットに対してのみ検出された場合は，変
更検出レポートの画面が直接開きます。テストまたはフローが複数のテスト・セット内
にある場合も，それが解決済みで，1つのテスト・セットから再実行されたときは，最
後の結果が開きます。

l 変更検出レポートで，すべてのコンポーネントに検出された変更を一度に解決する
必要はありません。保存されたレポートは，何度でも開いて，更新できます。再び開
いたレポートでは，解決済みの変更があるコンポーネントは，読み取り専用で表示さ
れます。ただし，変更が未解決のコンポーネントはアクティブであり，表示された解決
オプションを選択できます。

l バージョン管理されたプロジェクト内のコンポーネントは，コンポーネント内で検出され
た変更の解決オプションを変更検出レポート画面で実行すると，チェックアウトされま
す(ほかのユーザがそのコンポーネントをチェックアウトしていないことが前提です) 。変
更検出レポートの画面が保存されると，コンポーネントは再びチェックインされます。

l 変更検出レポートのコンポーネントは，いくつかの理由により読み取り専用で表示さ
れます。例：

l コンポーネントへの変更が解決済みである。

l コンポーネントがフローまたはビジネス・プロセス・テストに複製されており，その複製
の変更が解決された。

l コンポーネントがチェックアウトされている。

l コンポーネントがビジネス・プロセス・テストまたはフローから削除された。

l コンポーネントが，変更検出レポート以外 (たとえば，UFT)で変更された。

l 新しいレポートが実行されており，コンポーネントが最新ではない。

レポートの表示

このレポートの主要項目には，次の情報が表示されます。
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領域 説明

ヘッダ 実行したビジネス・プロセス・テストまたはフローに関する一般的な
情報 (名前，所有者，実行日，継続期間，実行ステータスな
ど) 。

変更が検出された場合，実行ステータスには「検出された変更」
が示されます。

ツリー 学習されたすべてのコンポーネントのツリー。

変更があることを示すコンポーネントを選択します。

変更 変更されたオブジェクトを一覧表示するタブ。

使用元 変更のあるビジネス・プロセス・テストまたはフロー一覧を表示する
タブ。

スクリーンショッ
ト

変更のスクリーンショットを表示するタブ。

表示と解決が終了したら，［保存］をクリックしてレポートを閉じます。
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付録A: BPTパッケージ・アプリ・キット・アプリ
ケーション固有の情報

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

本付録の内容

• BPTパッケージ・アプリ・キット・アプリケーション固有の情報の概要 362
• BPTパッケージ・アプリ・キットでのSAPアプリケーション・サポートの使用方法 362
• SAP GUIフローの学習時にBPTパッケージ・アプリ・キットでコンポーネントを作成する方

法 363
• SAP Fioriフローの学習時にBPTパッケージ・アプリ・キットでコンポーネントを作成する方

法 365
• BPTパッケージ・アプリ・キット・アプリケーション固有のユーザ・インタフェース 366

HP Business Process Testing (12.53) 361 / 372ページ



BPTパッケージ・アプリ・キット・アプリケーション固有
の情報の概要

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

本では，BPTパッケージ・アプリ・キットのアプリケーション固有のユーザ情報について説
明します。

サポートされるアプリケーション

このバージョンのBPTパッケージ・アプリ・キットでは，SAP GUIおよび Fiori がサポートさ
れます。

注 : SAP Fiori は，テクニカル・プレビューです。フローとビジネス・プロセス・テストの

学習はサポートされていますが，変更検出はまだサポートされていません。

今後のバージョンでは，ほかのアプリケーションもサポートされます。

BPTパッケージ・アプリ・キットでのSAPアプリケーショ
ン・サポートの使用方法

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

次の手順は，サポートされるパッケージ・アプリケーションにSAP アプリケーションが含まれ
ている場合にBPTパッケージ・アプリ・キットを使用する方法を説明しています。

l 「前提条件」(362ページ)
l 「SAP アプリケーションをサポートしながらBPTパッケージ・アプリ・キット機能を使用す
るようにUFT を設定する」(362ページ)

l 「SAP フローの学習時にBPTパッケージ・アプリ・キット がコンポーネントをどのように
作成するかを理解する」(363ページ)

このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「BPTパッケージ・アプ
リ・キット の使用」(37ページ)を参照してください。

1. 前提条件

l UFT用のSAP アドインがインストールされていることを確認します。

2. SAP アプリケーションをサポートしながら BPT パッケージ・アプリ・キット機能を使
用するようにUFT を設定する

ユーザーズ・ガイド
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a. UFT を開いて，GUI テストをソリューションに追加します。

b. ［ツール］＞［オプション］を選択し，［SAP］ノードをクリックします。［SAP］表示枠
で，次の手順を実行します。

o ［SAP GUI for Windows］＞［記録設定］で，次の内容を確認します。

l ［テーブルおよびグリッド コントロールを自動パラメータ化する］チェックボックスが
選択されていること。このオプションにより，Business Process Testingが学
習プロセス中にテーブルの値を学習できるようになります。

l ［エントリ候補 (F4) リストの使用時に選択された値のみを記録する］チェック
ボックスがチェックされていること。

o ［一般］＞［SAP GUI for Windows］＞［実行の設定］で，［セッションのクリーン

アップ］チェックボックスが選択されていないことを確認します。

3. SAP フローの学習時にBPT パッケージ・アプリ・キット がコンポーネントをどのよう
に作成するかを理解する

SAPGUIおよび Fiori のコンポーネントがBPTパッケージ・アプリ・キットでどのように
作成されるかを十分に理解します。リファレンスの詳細については，次を参照してく
ださい。

l 「SAP GUIフローの学習時にBPTパッケージ・アプリ・キットでコンポーネントを作
成する方法」(363ページ)

l 「SAP Fiori フローの学習時にBPTパッケージ・アプリ・キットでコンポーネントを作
成する方法」(365ページ)

注 : SAP Fiori は，テクニカル・プレビューです。フローとビジネス・プロセス・テス

トの学習はサポートされていますが，変更検出はまだサポートされていませ

ん。

SAP GUIフローの学習時にBPTパッケージ・アプリ・
キットでコンポーネントを作成する方法

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

BPTパッケージ・アプリ・キットは，フローまたはビジネス・プロセス・テストを学習するとき
に，ユーザがSAP GUI アプリケーションでナビゲートする画面またはサブ画面ごとに新し
いビジネス・コンポーネントを作成します。特定のトランザクション内の画面またはサブ画
面は，それぞれ個別のビジネス・コンポーネントとして表現されます。

学習したコンポーネントの名前は，＜トランザクション・コード＞ -＜画面の名前＞の形式
になります。トランザクション・コードまたは画面の名前にスペースか，またはビジネス・コン
ポーネントの名前として無効な文字が含まれている場合，その文字はアンダースコア
( _)に置き換えられます。たとえば，学習したコンポーネントがVA01 トランザクションの画
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面 Create Sales Order: Initial Screenに対応する場合，コンポーネントの名前は
VA01-Create_Sales_Order_Intial_Screenになります。

ある画面から別の画面やタブに移動し，その後で元の画面に戻ると，元の画面に対応
するコンポーネントと同じ名前で新しいコンポーネントが作成されます。ただし，コンポー
ネントを区別できるように，末尾に数字のサフィックスが付けられます。たとえば，ある画
面に対応するコンポーネントにVA01_Test という名前が付けられているとします。その画
面に戻ると，新しいコンポーネントがVA01_Test_01という名前で作成されます。学習し
たフローやビジネス・プロセス・テストの既存のコンポーネントを再利用することで，類似し
たまたは同一の画面に対する学習コンポーネントの数が最小限に抑えられます。

ユーザが指定するデータを必要とする画面内のユーザ操作ごとに，そのステップに対して
入力コンポーネント・パラメータが作成されます。学習プロセス中に作成される入力コン
ポーネント・パラメータは，自動的にフロー・パラメータとして設定されます。学習プロセス
中に入力された値は，標準設定のパラメータ値として使用されます。たとえば，テキス
ト・フィールドの入力値に対してパラメータが作成されます。

自動的に生成されるパラメータの名前は，アプリケーション内の該当するフィールドの名
前と同じになります。たとえば，Display Sales Order トランザクションで，注文番号のパ
ラメータ名はOrderになります。パラメータ名が同じコンポーネントがフロー内に複数ある
場合は，パラメータを区別するために，後のパラメータ名に順番に増えるサフィックスが
追加されます(たとえばOrder_1，Order_2など) 。

生成されたパラメータの説明には，コントロールのタイプと，そのコントロールが表示された
画面の名前が含まれます。たとえば，次のようになります。"The 'Order' control is of
type 'Edit Box'. The control is a part of the 'Display Sales Order: Initial Screen'
screen."

コンポーネントを学習しているときにSAP アプリケーションのテーブルにデータを追加する
と，コンポーネント・テーブル・パラメータが作成されます。テーブル・パラメータを利用する
と，各テーブル・セルに対して別々のパラメータを使用するのではなく，1つのパラメータを
テーブル全体で使用できます。テーブル・パラメータの操作に関する詳細については，
「テーブル値の指定 ( BPTパッケージ・アプリ・キットを使用している場合 ) 」(254ページ)を
参照してください。

注 :

l 学習プロセス中にテーブル・パラメータでデータが保存されるのは，テーブルの外

にフォーカスを移した後です。テーブル・データが学習プロセスの最後のステップ

の場合は，必ず学習を停止する前に，テーブルの外にフォーカスを移してくださ

い。

l 学習プロセス中にテーブル・パラメータを作成するには，UFTでのテーブル・パラ

メータの作成を有効にしておく必要があります。UFTおよびソリューションの

GUI テストで，［ツール］＞［オプション］＞［GUI テスト］＞［SAP］＞［一般］ノード

を選択します。［SAP GUI for Windows］＞［記録設定］で，［テーブルおよびグ
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リッド コントロールを自動パラメータ化する］チェックボックスがチェックされているこ

とを確認します。詳細については，「テーブル値の指定 ( BPTパッケージ・アプ

リ・キットを使用している場合 ) 」(254ページ)を参照してください。

画面にタブ・ストリップが含まれている場合は，画面上の共通領域に対してコンポーネ
ントが 1つ作成され，開かれているタブごとに別々のコンポーネントが作成されます。ス
テータス・バーは，画面に対して作成される各コンポーネントに含まれます。たとえば，次
の画面について考えてみます。

この画面が含まれているフローまたはビジネス・プロセス・テストを学習する場合，メ
ニュー，ツールバー，共通フィールド ( ［Standard Order］，［Net value］など)がある画面
の上部で実行される操作は，1つのビジネス・コンポーネントを構成します。［Sales］，
［Item overview］，［Item detail］，［Ordering party］，［Procurement］，［Shipping］，
［Reason for rejection］の各タブで実行される操作には，別々のビジネス・コンポーネン
トが作成されます。

SAP Fioriフローの学習時にBPTパッケージ・アプリ・
キットでコンポーネントを作成する方法

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

注 : SAP Fiori は，テクニカル・プレビューです。フローとビジネス・プロセス・テストの

学習はサポートされていますが，変更検出はまだサポートされていません。
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BPTパッケージ・アプリ・キットは，SAP Fiori テクノロジに基づいたビジネス・プロセス・テス
トまたはフローを学習するときに，次のガイドラインに従って，新しいビジネス・コンポーネ
ントを作成します。

l Webページの名前が，コンポーネントの名前になります。

l コンポーネント ID は，WebページのURLに基づきます。

l ビジネス・コンポーネントは，画面別にではなく，ロジックに基づいて作成されます。コン
ポーネントは，短いビジネス・フローと考えることができます。

l 通常と同じように，コンポーネントは単一の画面を表現しません(ただし，そのコンポー
ネントが初めて参照されたときにスクリーンショットは撮られます) 。

SAP Fioriの制限事項

Fiori アプリケーションを学習するときや，Fiori アプリケーションの学習済みテストまたはフ
ローを実行するときは，開くブラウザを 1つのみにし，そのブラウザで(アプリケーション以
外の)追加タブを開く必要があります。

BPTパッケージ・アプリ・キット・アプリケーション固有
のユーザ・インタフェース

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

本項の内容

• SAP固有の変更検出レポートの例 367
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SAP固有の変更検出レポートの例

BPTパッケージ・アプリ・キット・ユーザ向け

このレポートでは，変更検出モードでのSAP アプリケーションのテスト実行結果を表示
することができます。ここにはレポートが 1つあり，そのいくつかのタブが表示されます。

アクセス方法 アクセスの詳細については，「変更検出レポートの画面」(355ペー
ジ)を参照してください。

重要な情報 ［フィルタ］領域の［解決済み］カラムに着目してください。変更が検
出され，その変更が未解決のコンポーネントが示されます。

関連タスク l 「変更検出モードでのテストの実行方法」(350ページ)
l 「検出した変更を表示し解決する方法」(352ページ)

参照情報 l 「学習プロセスの概要 」(194ページ)
l 「変更の検出と解決の概要」(348ページ)

［変更］タブ
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［使用元］タブ
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［スクリーンショット］タブ
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フィードバックを送信

ユーザーズ・ガイドを使用してお気づきになった点をお知らせください。

電子メールの宛先 : docteam@hpe.com
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